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仙台市は豊かな自然に恵まれ、貴重な歴史遺産を数多く抱えた都市であります。確認されている

遺跡は約800箇所にのば ります。近年の市街地拡大に伴つて周辺地域の開発が進みつつありますが、

当教育委員会といたしましては皆様のご理解とご協力を得て、貴重な文化財を保存し、後世に伝え

るべく努めているところであります。

本報告書は開発に先立ち実施 した、洞ノロ遺跡の調査成果を収録しております。洞ノロ遺跡が位

置する宮城野区岩切地区は、国史跡である岩切城跡をはじめとして、板碑群や石窟仏で著名な東光

寺遺跡、鴻ノ巣遺跡、今市遺跡など中世の遺跡が密集する有数の地域として知 られています。この

一帯は、中世の多賀国府域に含まれるとも推測される極めて重要な地域であり、ここで実施された

洞ノロ遺跡の調査成果は中世史の研究にとってきわめて貴重なものと言えましょう。

多くの研究者の注目する中で刊行されました本書が東北地方の中世史研究の一助となることを期

待しておりますが、研究者のみならず市民の皆様にも大いに活用していただけますよう願つており

ます。

最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書刊行まで多くの方々のご指導、ご協力をいただ

きましたことに対 しまして、心より感謝申し上げます。今後とも文化財保護行政につきましてご理

解とご協力を賜 りますようお願い申し上げます。

平成17年 3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例  言

1.本書は、仙台市教育委員会による洞ノロ遺跡第 1次 。第 2次・第 4次 。第 5次 。第 7次 。第 10次の発掘調査報

告書である。本書の内容はすでに公開されている現地説明会資料や各種の発表会資料に優先する。

本書は第 1分冊～第 4分冊からなるが、各分冊の内容は以下の通 りである。

第 1分冊 本文編(1)調査要項、立地と環境、第 1次発掘調査 1区～10区

第 2分冊 本文編(2)第 1次発掘調査 11区、第 2次発掘調査、第 4次発掘調査、第 5次発掘調査、第 7次発掘調

査、第 10次発掘調査、総括

第 3分冊 写真図版編

第 4分冊 自然科学分析編

2.本書の執筆・編集は文化財課調査係 (編集時は整備活用係)の平間亮輔が行なったが、自然化学分析の執筆に

関しては次のように依頼 した。

(第 1次発掘調査)花粉分析 守田益宗、人骨分析 百々幸雄、獣骨分析 富岡直人、プラン ト・オパール・花

粉・寄生虫卵・珪藻・種実分析 ltB古環境研究所、鍛冶関連遺物・金属製品分析 川鉄テクノリサーチ株式会社、

樹種同定 。漆塗膜分析 パ リノ・サーヴェイ株式会社

(第 2次発掘調査)人骨・獣骨分析 富岡直人

(第 4次発掘調査)獣骨分析 富岡直人、火山灰・プラン ト・本パール・寄生虫卵分析 帆古環境研究所

(第10次発掘調査)プラン ト・オパール 棚古環境研究所

3。 石器・石製品の材質については東北大学名誉教授 蟹沢聰史氏に実見 していただき、御教示を得た。陶器 。磁

器については仙台市博物館 佐藤洋氏に実見 していただき、御教示を得た。瀬戸産陶器については働瀬戸市埋蔵

文化財センター副所長 藤澤良祐氏の御教示を得た。

4.発掘調査および報告書作成にあたっては次の方々から御協力を受けた。

岩本貴、菅野正道、高橋あけみ、酒井昌一郎、田中則和、時枝務、藤沢典彦、楢崎彰一、百瀬正恒、八重樫忠郎、

仙台市岩切駅前土地区画整理組合 (順不同・敬称略)

5.本調査に係わる出土遺物 。実測図・写真などの資料は仙台市教育委員会が保管 している。



例

1.土色については、「新版標準土色帖」河ヽ山・竹原 :1976に 準拠 している。

2.方位は真北を基準としている。

3.座標値は平面直角座標系Xの数値で、単位はkmである。

4.遺構の略称は以下の通 りである。

SA:柱列跡  SB:掘 立柱建物跡  SD:溝 跡  SE:井 戸跡  SI:堅穴住居跡・竪穴遺構  SK:土 坑

SL i土 塁・土手  SM:火 葬遺構  P:柱 穴等のピット  SR:河 川跡  SX:そ の他の遺構

5.遺構番号は、第 1次調査については 1区～■区の各区別に通 し番号を付け、本文中の表記では10A― SB5や 10B―

SB5の ように区名を入れて区別 した。ただし、文中で繰 り返す場合や図中の表示では区名は表記していない場合

もある。また、城館に係わる大規模な堀と土塁についてはSD1001の ように1000番台の番号で区別 し、各区名は表

記 していない。なお、遺構数が少ない土手 (SL)イこついても全区を通した番号としている。第 2次調査以降は各

調査次数別に通 しで付けた。

6.各表中の「+」 の付いた数値はそれ以上であることを示し、 ( )が付いた数値は復元推定値である。

7.掘立柱建物跡模式図中の明朝体の数字はピット番号、ゴシック体の数字は柱間隔 (cm)を 示す。

8.掘立柱建物跡計狽1表のピットの大きさ、深さの単位はcmで ぁる。

9.遺物の登録記号は以下の通 りである。

A:縄文土器  B:弥 生土器  C:土 師器 (非 ロクロ調整) D:土 師器 (ロ クロ調整)。 赤焼土器

E:須恵器  F:丸 瓦  G:平 瓦  Ia:土 師質土器  Ib i瓦質土器  Ic i陶器  」:磁器

K:石器・石製品  L:木 製品  Na:鉄 製品  Nb:銅 製品 。その他金属製品  P:土 製品

Q:骨角製品・自然遺物

なお、登録番号は各調査次数別に付けている。

10.遺物実測図において、中心線を一点鎖線で示したものは図上復元 したことを示している。

11.遺物実測図の土師器 。瓦質土器などの黒色処理、漆やタール状の付着物、木製品の焼け焦げ、漆器の漆の色調

の違いなどはそれぞれ異なる種類の網点で区別 した。

12.本製品の断面図中の弧線 。同心円は年輪方向を模式的に示 したもので、年輪の間隔は任意である。

13.遺物観察表中の自針は白色針状物質 (海綿状動物骨針)を意味する。
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I 調査要項

遺 跡 名 洞ノロ遺跡 (仙台市文化財登録番号C-304、 宮城県遺跡登録番号01372)

所 在 地 仙台市宮城野区岩切字洞 ノロ・洞ノロ東・児玉・青津目・分台

調査面積 第 1次発掘調査 15,300∬、第 2次発掘調査 686∬、第 4次発掘調査 1,673∬、第 5次発掘調査 393

∬、第 7次発掘調査 370だ、第 10次発掘調査 245∬

調査期間 第 1次発掘調査 平成 4年 6月 29日 ～ 8月 24日 (試掘調査 )

平成 4年 8月 25日 ～平成 5年 1月 14日 (1～ 3・ 5区 )

平成 5年 4月 7日 ～ 12月 20日 (4・ 6～ 9区 )

平成 6年 4月 5日 ～ 12月 26日 (10区 )

平成 7年 3月 6日 ～10月 9日 (H区 )

第 2次発掘調査 平成11年 9月 6日 ～12月 24日

第 4次発掘調査 平成12年 4月 18日 ～12月 27日

第 5次発掘調査 平成 13年 4月 12日 ～ 7月 3日

第 7次発掘調査 平成 13年 11月 27日 ～平成 14年 3月 11日

第 10次発掘調査 平成 15年 8月 22日 ～ 10月 17日

整理期間 平成 14年 4月 9日 ～平成 16年 3月 31日

調査原因 第 1次調査 土地区画整理、第 2・ 4・ 5・ 7・ 10次調査 道路建設工事 (泉塩釜線、利府岩切停車場線 )

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会文化財課

担当職員 第 1次発掘調査 主任 佐藤洋 (4・ 6～ 10区 )、 主事 平間亮輔 (試掘・ 1～■区)、 佐藤淳 (10・ H区 )

教諭 菅原裕樹 (試掘・1～ 3・ 5区 )、 神成浩志 (2・ 3・ 5区 )、 熊谷裕行 (4・ 6・ 8区 )

豊村幸彦 (11区 )

第 2次発掘調査 主任 工藤哲司、渡部弘美、主事 平間亮輔、文化財教諭 吉田和正

第 4次発掘調査 主事 平間亮輔、文化財教諭 吉田和正、嘱託 森 剛男

第 5次発掘調査 主事 平間亮輔、文化財教諭 村上秀樹

第 7次発掘調査 主事 平問亮輔、文化財教諭 加藤徳明

第 10次発掘調査 主任 斎野裕彦、山武考古学研究所 土生朗治、大橋忠昭

Ⅱ 立地 と環境

1.遺跡の概要

平成 4年から開始される調査以前、洞ノロ地区には畑の中に細長い水田や湿地が縦横に残ってお り、館の堀跡の

痕跡が地表面で確認できる遺跡として知 られていた。調査の結果、地表面で認められた堀状の痕跡は実際に戦国時

代の城館の堀跡であることが確認された。この城館は室町時代に作 られた屋敷が発達したものであるが、さらに下

層では鎌倉～南北朝期の屋敷、古代の居住域や畑跡、古墳時代と考えられる水田跡も確認された。一方、遺跡北東

部に広がる後背湿地では古代～近世の水田跡が重層的に認められている。
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2.地 理的環境

洞ノロ遺跡は仙台市の北東部、JR岩切駅の北側に位置し、七北田川北岸の自然堤防上から後背湿地にかけて立地

している。遺跡範囲は利府バイパスから東北新幹線の間にかけて、南西から北東方向に幅500～ 600m、 長さ l kmに

及ぶ。標高は自然堤防上が 7～ 8m、 後背湿地部分が 5～ 7mで、南西から北東方向に向って徐々に低くなってい

る。調査以前は自然堤防上が宅地と畑、後背湿地部分は水田として利用されていた。

七北田川は富谷丘陵と七北田丘陵の間の谷底平野を東流しているが、岩切地区はちようど七北田川が谷底平野か

ら海岸平野に流れ出る場所にあたる。現在の七北田川は岩切から下流では南西方向に流れるが、堤防が整備される

以前は砂押川と共に流路が一定せず、洞ノロ遺跡の下流の地域は決水時には常に冠水する広大な湿地帯であったと

想定されている (註 1)。 このことを、平野の陸上交通路の視点から見ると、海岸平野を通る南北の交通路が七北田

川を渡る場所は洪水の危険性の高い下流部ではなく、岩切付近が最適であると言える。また、東方の湊浜に向かう

水上交通路も想定されており (註 2)、 この地区は陸上と水上の交通路が交差する交通の要衝であるとされてきた。

3.歴史的環境

岩切地区は中世の遺PVAが集中する地区として知られている。当遺跡も古墳時代～近世にかかる複合遺跡であるが、

遺構の数は中世が最も多く、中心となる時期は中世である。次に周辺の遺跡を概観してみたい。

弥生時代の遺跡は少ないが、東方 2 kmに位置する山王遺跡で桝形囲式の遺物や水田跡が検出されている。

古墳時代では、七北田川対岸の鴻ノ巣遺跡で前期～中期の水田跡が発見されている他、中期の居住域、中～後期

の畑跡などが重層的に検出されている。なお、中～後期には新田遺跡や山王遺跡でも大規模な居住域が調査されて

おり、人々の活発な活動の様子が見て取れる。なお、七北田川北岸では西方 2 kmに入生沢横穴墓群、台屋敷横穴墓

群が位置しており、丘陵の南側に後期の墓域が集中している。

奈良時代になると、東方約 3k■ に多賀城が築かれる。多賀城は 8世紀前半～10世紀中頃まで陸奥国の国府として

機能していたと考えられているが、多賀城南面の高崎遺跡、市川橋遺跡、山王遺跡などでは平安時代になると広大

な方格地割が設けられて建物が整備され、国府としての機能が強化されていったことが明らかにされている。なお、
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第 2図 周辺の遺跡 (1/25000)

配 遺跡名 種 別 時 期 No. 遺跡名 種 別 時 期

l 洞ノロ遺跡
城館、集落、
水田跡

古墳～近世
13 羽黒前遺跡 モ布地 中世～近世

化粧娠潰 跡 城 館 中 世

2 菅谷館跡 城 館 中 世 多賀城跡 宮 衡 奈 E～ 平 を

3 菅谷横穴票群 穴 泉 古 墳 市川橋遺跡 集落、水 田跡 平 安

4
穴薬師磨崖仏
苗罵場騰繕★藁避

磨崖仏、横穴墓 中世、古墳
17 山王遺跡

集落、屋敷、
7k円 蘇

弥生～近世

5 入生沢横穴墓群 横穴墓 古 堵
新田遺跡

集落、屋敷、
水田跡

縄文～中世
6 入生沢遺跡 散布地 平 安

7 大下 囲漬 跡 と布 lllt 平 安 隅 ノ 異 漬 師 落 、 屋 勲 百 錯 ～ 申 廿

R 新宿囲遺跡 散布地 古 代 今市潰 訴 集 藤 半 写 ～ 中 ‖

9 台屋敷横穴墓群 穴 墓 古 墳 稲荷館 跡 城 館 中 世

岩切城跡 城 館 中 世 岩切畑 中漬 跡 落 紹 マ ～ 析 世

東光寺潰 訴 城 館 中 世

若宮前遺跡 城館、散布地
縄文、古墳、
平

~t～
析世

表 1 周辺の遺跡地名表



方格地割の分布は山王遺跡の東半部までで、山王遺跡の西部や新田遺跡は地割の外側 となっているが、平安時代の

居住域は新田遺跡でも確認されてお り、自然堤防上の小規模な集落と低地の水田域というあり方は洞ノロ遺跡の状

況と共通 している。

10世紀中頃以降、多賀城が衰退した後の状況は不明な点が多いが、洞ノロ遺跡の東側の自然堤防上には内館遺跡

や新田遺跡のように溝で区画された屋敷の痕跡が認められてお り、また、山王遺跡八幡地区・伏石地区でも清で区

画された屋敷が調査されている。そのうち新田遺跡寿福寺地区では12世紀に遡ると考えられる屋敷の存在が明らか

にされ、奥州藤原氏との関連が考えられている。その後の新田遺跡では鎌倉時代になると溝で区画された屋敷が造

られ、15世紀ごろにも大溝を巡 らした内部をさらに溝で区画する大規模な屋敷が存在 したことが明らかにされ、留

守氏との関連が考えられている (註 3)。

洞 ノロ遺跡の西側は、遺跡範囲の西端か らおよそ500mには富谷丘陵が迫ってお り、丘陵の下を幹線道路である

「奥大道」が通っていたと推定されている。丘陵南西側の東光寺遺跡から南東側の羽黒前遺跡にかけては鎌倉時代の

13世紀後半から室町時代前半にあたる14世紀後半頃の板碑群が集中して分布 していることと、14世紀前半には中世

寺院東光寺が存在 していたことから、このあたリー体が信仰と供養の場であったと考えられている (註4)。 なお、

南北朝期には高森山の山頂に巨大な山城である岩切城が造 られ、これ以後戦国時代までは軍事拠点として重要な位

置を占めるようになる。そして、岩切城をひかえた丘陵裾には岩切城の登 り口を押さえる位置に東光寺遺跡の東光

寺城と若宮前遺跡の城館が造 られ (註 5)、 東側の街道を押さえる位置には化粧坂城 (化粧坂遺跡)が位置している。

なお、七北田川の対岸には今市遺跡、鴻ノ巣遺跡が広がっている。鴻ノ巣遺跡では溝で区画された鎌倉時代の屋

敷が調査されてお り、市場や河川交通との関わ りが想定されている。

近世になると、七北田川の南側の今市には奥州街道に沿った町並みが造 られ、足軽町にもなって整備されるが、

洞ノロ遺跡周辺は畑地や水田として利用され、現代に至っている。

(註 1)松本秀明

(註 2)田中則和

(註 3)千葉孝弥

(註 4)田 中則和

(註 5)註 2と 同じ

1995「 山王遺跡周辺の地形環境」『山王遺隊Ⅱ』官城県文化財調査報告書第 167集

1992「川沿いの屋敷群」『よみがえる中世  7』 平凡社

1992「武士の屋敷の発見」『よみがえる中世  7』 平凡社

1992「丘の上の世界」『よみがえる中世  7』 平凡社
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第 1章 はじめに

第 1節 調査方法

1.試掘調査と本調査に至る経緯

平成 4年、区画整理事業に伴って洞ノロ遺跡の発掘調査が実施されることとなった。当時遺跡 として登録されて

いた範囲は自然堤防である微高地のごく一部に限 られていたので、区画整理事業予定地内において実際に発掘調査

が必要な場所を明確にする必要性があったことと、すでに登録されている範囲内における遺構の状況を確認するた

めに 6月 末か ら約 2ヶ 月間の試掘調査を実施 した。

遺跡北部～東部の水田として利用されている後背湿地部分では 3× 10mの トレンチを20箇所、南西部の微高地部

分では 5× 10mの トレンチを1箇所、10× 10mの トレンチを6箇所設定 (第 3図、配が記入 してある地点)し た。そ

の結果、後背湿地部分には古代か ら近世の水田遺構が広範囲に広がっていることと、微高地部分では予想されてい

た通 りに堀跡や多数のピットなどの遺構が広がっていることが確認された。当初の計画では、本調査は次年度から

の予定であつたが、予定地内の遺構密度と事業計画を検討した結果、急いで本調査を開始する必要があると判断し、

すぐに調査可能な北部からの本調査に切 り替えることとなった。

2.調 査 区 とグ リッ ドの設 定

本調査対象区は区画整理地内に建設される道路予定地である。遺跡北部の後背湿地部分に 1～ 4区、東部の後背

湿地部分に 6区 と8区、微高地と後背湿地にまたがる箇所に 5区 と7区、遺跡の中心と推定される微高地に 9～ 11

区を設定 した。なお、各調査区のうち、比較的大きな調査区である 2区・ 5区・ 8～ H区については調査の効率性

を高めるために2A区 。2B区のように分割 して掘 り下げや遺構の実測・写真撮影を行なっている。また、小さな調査

区が隣接する 3区・ 6区 についてもそれぞれA・ Bの名称を付けて調査をおこなった (第 3図 )。

各調査区の面積は以下の通 りである。

1区-220�

2区 -530∬

3区 -350ゴ (3A区 -220∬、3B区 -130∬ )

4区-390�

5彦こ―-900nド

6区-310ゴ (6A区 -140∬、6B区 -170ポ )

7区-450∬

8辰こ―-1,000コ百

9彦こ―-2,360コざ

10区 -5,200∬

11匪ζ―-3,590コ苫

主として水田跡の調査となる 1～ 8区は各調査区の方向に合わせて直交する基準線を設置 し、これを遺構実測の

基準とした。なお、方位についてはこの基準線上の 2点の座標値を測定し、図上で真北を求める方法をとった。

9～ H区は、堀状の痕跡が地表面で確認できる箇所にあた り、城館に係わる遺構が広範囲に検出される可能性が

高かったため、全林を網羅する基準線が必要であつた。偶然この地区の計画道路の方向が推定される城館の区画の
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方向とほぼ一致 (真北から約30° 東傾)し ていたため、道路のセンター杭 (9A・ 9C区 と9B区の交点)を基準として

9～ H区 を網羅する10mグ リッドを設定 した。遺構の実測はこれを基にして行い、真北は図上で求めた。グリッドの

名称は東西方向を 1、 2、 3、 な どの数字、南北方向をA、 B、 Cな どのアルファベ ットとし、A3、 H12な どの組み

合わせで表した。グリッドの名称はその北西コーナーのグリッド杭の名称 とも共通 している。グリッドの基準とし

たDllと ここか ら50m南 西の10C区 中央に位置する■1の座標値は以下の通 りである。

Dll:X=-188.503796km、 Y=+10.749727km

111:X=-188.547186km、 Y=+10.724881km

なお、グリッドの真北に対する正確な方向角は29° 47′ 50″ である。

3.調 査方法

各調査区の現況は微高地が畑、低地が水田であったが、まず重機で現水田や畑の耕作土とその直下の旧耕作土を

除去し、精査はその下層から実施した。低地・微高地の区別なく全調査区において湧水があったため、調査区の周

囲には排水を兼ねた土層観察用の側溝を設けている。

水田遺構の調査となった 1～ 8区 と9C区では、3a～6b層 までの精査を行った。各層の精査終了後における耕作土

の除去作業が直下層の畦畔の確認作業でもあるため、常に除去作業中の層と直下層の状況を把握しながら慎重に掘

り下げを行い、各層の精査を繰り返した。

9A・ 9B区 と10。 11区ではⅢ～Ⅵ層までの精査を行った。V層まではほぼ全面の精査を行うことができたが、Ⅵ

層については調査期間の制約から部分的な調査に留まっている。また、1lE区 においては唯一、Ⅷ層水田跡を確認し

ているが、これも危険防止のため調査区全面の精査は断念している。

遺構の平面図は各調査区に設置した基準杭によって簡易這 り方を組み、1/40あ るいは1/20で作成した。断面図

は1/20で作成した。写真は35mmモ ノクロとリバーサルを一眼レフカメラで撮影し、補助的にレンズ付フィルムも

使用している。また、全景写真には6× 7版や、ラジコンヘリによる6× 6版も使用した。

遺物は各遺構別の堆積土ごとに取 り上げたが、堆積土で区別しなかった場合もある。遺構に伴わない基本層中の

遺物は層ごとに10mグ リッド別に取り上げた。

なお、微高地部の調査においては各層上面や層の途中においてくり返し精査を実施したが、特にⅣa層・Ⅳb層 に

関しては、各層上面ですべての遺構を確認することはできなかった。規模の大きな溝跡や土坑については概ね層上

面で確認しているが、掘立柱建物跡の柱穴のような小さな遺構の場合、仮に本来の掘り込み面がⅣa層 と推定される

場合においても全部の柱穴をⅣa層上面で確認することはできずに一部の柱穴のみの確認に留まり、残りの柱穴はⅣ

a層 中や1面下のⅣb層 上面、あるいはもう 1面下のVa層上面で順次確認できた場合が多かつた。これは、Ⅳa層・Ⅳ

b層が黒色系の層であるため元々遺構確認が難しいことに加え、Ⅳao Ⅳb各層の上面がある一定期間地表面であった

際に土壌化が進んだことも遺構確認を困難にする要因となったと考えられる。

掘立柱建物跡の場合は複数の柱穴で構成されているので、それらのうちの 1基でもある層 (仮 にⅣa層 とする)の 上

面で確認されていれば、その層が本来の掘 り込み面であると考えられるが、Ⅳa層上面で確認できずⅣb層 やVa層で

初めて確認できた場合の本来の掘 り込み面についても、Ⅳa層 上面から掘り込まれた可能性を否定せずに検討した。

したがって、本文中の記述においてはⅣa層上面から掘り込まれた可能性がある遺構についてはⅣa層 の項に記載

し、出土遺物や遺構の重複関係などからⅣb層やVa層 に帰属することが明らかな場合のみ、それぞれの項に記載し

ている。



十
イ"/

十ィイ;'
|イ

‖

→ (==-188 300km

+X=-188 700km l

十X=-188 800km「

・

”

一一

Ｉ

Ｉ
Ｉ
＝
―‐

．
．
一

　

．

十

・
″
一
¨

，‐＝
＝
―
・半
＝

麹
“間
岬
山

ヽ
　

オ
久

ヽ
ノ

人
、

巧
無

＋
Ｅ醤
Ξ
＋
士

‐

十
痘
ｏｏ
』登

＋
＝
弟

十

‐
一
７
雪
ぷ
〇
〇
や
〇
♯　
・ＬＴ
Ｈ＝
ｔβ
　
十

報

４

7・ 8

第 3図 調査区・グリッド設定図 (1/2500)
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第 2節 基本層序

地形の項でも述べたように、調査対象区は七北田川の自然堤防～後背湿地にかかっている。遺構に係わる深さで

は、概ね自然堤防部分が砂質シル ト～シル ト、後背湿地部分が粘土を主としていたため、調査時における基本層序

は、自然堤防部分では I・ Ⅱ・ Ⅲなどのローマ数字、後背湿地部分では 1・ 2・ 3な どのアラビア数字によって区

別 した。各調査区間において対応関係が把握できた基本層は、自然堤防部分では I～Ⅷ層、後背湿地部分では 1～

7層までで、それ以下の層については各調査区で共通性はない。なお、付近の層の傾斜は南西か ら北東方向で、遺

跡を東西方向に横断する柱状模式図 (垂直方向1/40、 水平方向1/2000)を第 4図に示した。

1.微 高地 の基 本層 序

自然堤防である微高地に位置する調査区は9A～ 9B。 10。 H区で、ここでは I～Ⅷ層まで大別 8層、細別で15層 を

確認した。

I層 表土層である。 Ia層 と Ib層 に細分 した。

Ia層  西部の10A～ 10B区 では10YR4/3～ 5/4に ぶい黄褐色の砂質シル ト～シル ト。東部の10D区 ではややグライ化

し、2.5Y4/2暗灰黄色のシル トとなる。砂粒を少量含む。層厚は20～ 25cmで、現代の畑の耕作土である。

Ib層  10YR4/4褐 色～10YR5/4に ぶい黄褐色のシル ト～砂質シル ト。マンガン斑を多量に含む。層厚は10～ 15cmで 、

現代の畑の耕作土である。

Ⅱ層 表土直下の旧耕作土で、 I層 よりも色調が明るい。Ⅱa～ Ⅱd層 に細分 した。

Ⅱa層 北部の 9区や西部の10A～ 10B区 では10YR5/3～ 5/4に ぶい黄褐色砂質シル トやシル ト。東部に向かってやや

色調が暗くなっていき、10D区では10YR4/3に ぶい黄褐色となる。砂粒を少量、マンガン斑を多量に含む。層厚は 15

～20cmで、近世後半以降の畑の耕作土である。

Ⅱb層  10YR5/2灰黄褐色シル ト～10YR6/3に ぶい黄褐色砂質シル ト。マンガン斑を多量に含む。層厚は5～ 10cmで、近

世後半以降の畑の耕作土である。

Ic層  10YR6/2灰 黄褐色 シル ト。マンガ ン斑を多量に含む。層厚は20～30cmで、近世後半以降の畑の耕作土であ

る。

Ⅱd層  10YR6/3に ぶい黄橙色細砂で、自然堆積層である。 9区や 7区に部分的に遺存する他、北に離れた 2区でも

このⅡd層 と考えられる細砂が部分的に認められることから、Ⅱd層 は自然堤防か ら比較的離れた場所にも到達した

ことがわかる。 9区付近の層厚は約 5 cmである。

Ⅲ層 10YR3/3暗褐色シル ト～10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質シル トで、層厚は20～ 25cm。 畑の耕作土と推定され、上

面が近世前半の遺構確認面である。

Ⅳ層 Ⅲ層に比べて色調がやや暗く、粘性がある。Ⅳa層 とⅣb層 に細分 した。

Ⅳa層 西部の10A～ 10B区では10YR4/1褐 灰色シル ト。北部の9A・ 9B区や東部の10D区 に向かって色調が暗く、かつ

粘性も強くなっていき、9A・ 9B区では10YR3/2黒褐色～10YR4/3に ぶい黄褐色、10C～ 10D区 付近では10YR4/2灰黄褐

色粘土質シル トになる。また、10C～ 10D区 と南部のHF区では層上半部の色調がさらに暗く、10YR3/2黒褐色シル ト

となっている。マンガン斑・酸化鉄斑を少量含む。層厚は10～ 15cmで ある。

上面が中世後半の遺構確認面であるが、10C～ 10D区 や1lD区 のように層の上面に整地層が認められる箇所もあり、

整地層上面も中世後半の遺構確認面となっている。

Ⅳb層  西部の10A～ 10B区では10YR3/3暗 褐色粘土～シル ト質粘土。北部の9A区や東部の10D区に向かつて徐々に色

調が暗くなっていき、10YR2/2～ 10YR3/2黒 褐色となる。層厚は10～ 15cmで ある。

上面が中世前半の遺構確認面である。
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V層 Ⅳ層に比べて色調が明るく、粘性に欠ける。Va～ Vc層 に細分した。

Va層  10YR5/3～ 5/4にぶい黄褐色シル ト。下面は細かな起伏があり、直下のVb層 を巻き上げているため、同層の

ブロックをわずかに含む。マンガン斑・酸化鉄斑を多量に含む。層厚は10～ 15cmで ある。

平安時代後半の畑の耕作上であり、直下のVb層上面に小溝状遺構群 (以下小溝群と略す)を残す。

Vb層  西部では10YR6/4に ぶい黄褐色砂質シル ト。東部に向って徐々に色調が暗く、粘性が強くなり、10D区では

10YR4/2灰黄褐色粘土質シル トとなる。マンガン斑・酸化鉄斑を多量に含むが、東部では少ない。部分的に層上部

Al
7T西壁

A2

、  4T北壁

Bライン

B3
4区封ヒ壁

B4
13T東壁
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C4
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8T北壁          B2
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7区西壁

I

Ⅱ a

Ib

第 4図 基本層序柱状図
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に灰白色火山灰の小ブロックを含む。下面は細かな起伏があり、直下のⅥ層を巻き上げているため同層のブロック

をわずかに含む。層厚は10～ 20cmである。

平安時代前半の畑の耕作土であり、直下のⅥ層上面に小溝群を残す。

Vc層  西部では10YR4/2灰黄褐色粘土質シル ト。 10YR6/4に ぶい黄橙色砂質シル トブロックを少量含む。マンガン

斑・酸化鉄斑を多量に含む。東部に向って徐々に色調が暗く、粘性が強くなり、10D区では10YR3/2黒褐色粘土とな

る。なお東部では、マンガン斑・酸化鉄斑は少ない。

Vb層 の畑耕作土の母材層と考えられるが、Vb層の耕作深度が深い箇所では残存しない。層厚は 3～ 5 cmで 、自

然堆積層である。

Ⅵ層 西部の10A～ 10B区では2.5Y2/1黒色粘土質シル ト。東部に向って徐々にグライ化が進み、10C区では5Y3/1オ

リーブ黒色粘土質シル ト、10D区 では2.5GY2/1黒色シル ト質粘土～粘土になる。部分的に10YR6/3に ぶい黄橙色粘土

質シル トとの互層となる。自然堆積層である。

Ⅶ層 7.5GY4/1～ 10GY4/1暗緑灰色砂質シル ト。マンガン斑を少量含む。自然堆積層。

LIll層  5Y2/1黒色～7.5Y3/1オ リーブ黒色粘土。1lE区でのみ確認できた層である。層厚は5～ 10cm前後で、下面は起

伏があり、直下層を巻き上げている。

古墳時代前～中期頃と推定される水田耕作土である。

2.低 地 の基本層序

後背湿地である低地に位置する調査区は 1～ 8区 と9C区である。なお、5B区 と7区は自然堤防から後背湿地への

移行地点に位置しており、表土層は微高地部分と共通するものの、下層については低地の基本層と一致した。

確認 した基本層は、 1～ 7層 までの大別 7層、細別12層である。 1～ 6b層 は水田耕作上で、自然堆積層を挟まず

に直接耕作土が連続している。したがって、直上の耕作土層による攪拌などによって失われている層もあり、各層

が調査対象区すべてに認められるわけではない。層厚などについても調査区によって差があるのでここでは触れず、

水田跡の項で述べることとする。なお、 8層以下は調査区ごとの対応が不明なため、細分はしなかった。

1層  表土層である。la層 とlb層 に細分した。

la層  自然堤防に近い 2区では10YR4/3に ぶい黄褐色シル トであるが、北～東部の低い場所 (4区や 8区)に向う

につれて色調が暗くなる (10YR4//2灰 黄褐色やグライした2.5Y4/2暗灰黄色など)と共に、粘性も徐々に強くなり、

シル ト質粘土や粘土に漸位的に変化する。下面は細かな起伏があり、 2層に起因する細砂を微量含む。酸化鉄斑文

を多量に含む。現代の水田耕作土である。

lb層  1区に部分的に認められる。2.5Y3/3暗 オリーブ褐色粘土質シル ト。下面は細かな起伏があり、2層 に起因す

る細砂を少量含む。管状の酸化鉄を多量に含む。近 。現代の水田耕作土である。

2層  南～東部 (5区や8区)では10YR4/2灰黄褐色～10YR6/3に ぶい黄橙色の砂質シル トであるが、北東部 (4区 )

ではややグライした2.5Y5/3黄褐色粘土質シル トに漸位的に変化する。下面は緩やかな起伏があり、層上部に酸化鉄

層が形成される場合が多い。近世末以降の水田耕作土である。

3層 褐色系の粘土で、3a層 と3b層 に細分した。

3a層 南～東部 (5区や8区)では10YR4/2灰黄褐色～10YR4/3に ぶい黄褐色粘土であるが、北東部 (4区)ではや

やグライした25Y3/3暗オリーブ褐色粘土に漸位的に変化する。下面は緩やかな起伏があり、直下層を巻き上げてい

る。酸化鉄粒・マンガン粒をわずかに含むが、北部では管状の酸化鉄を多量に含む。

近世の水田耕作土である。

3b層 南部 (2・ 3・ 7区)では10YR4/2灰黄褐色粘土であるが、北東～東部 (4・ 6・ 8区)ではややグライ化

または暗い (2.5Y3/3暗 本リーブ褐色～10YR3/2黒褐色)粘土に漸位的に変化する。下面は起伏があり、直下層を巻
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き上げている。酸化鉄粒・マンガン粒をわずかに含むが、東部では酸化鉄粒子が多い。

中世末の水田耕作土である。

4層 灰色系の粘土で、4a層 。4b層 。4c層 に細分した。

4a層 2.5Y4/2暗灰黄色粘土。東部 (8区)では色調が暗く、10YR3/3暗褐色に漸位的に変化する。下面は起伏があ

り、直下層を巻き上げている。酸化鉄粒・マンガン粒をわずかに含むが、東部では酸化鉄粒子が多い。

中世後半の水田耕作土である。

4b層   10YR4/1褐灰色～2.5Y4/1黄灰色粘土。東部 (8区 )では色調が暗く、10YR3/2黒褐色に漸位的に変化する。

下面は起伏があり、直下層を巻き上げている。酸化鉄粒・マンガン粒をわずかに含むが、東部では酸化鉄粒子が多

い。

中世後半の水田耕作土である。

4c層  2.5Y72暗灰黄色砂質シル ト～10YR5/4に ぶい黄褐色粘土質シル ト。 9区北部に部分的に認められ、4b層 水田

耕作土の母材層と推定される。自然堆積層である。

5層 黒褐色系の粘土で、5a層 と5b層 に細分した。

5a層  10YR4/2灰黄褐色粘土～25Y3/2黒 褐色粘土。東部 (8区)では色調が暗 く、10YR2/2黒褐色に漸位的に変化

する。下面は起伏が激 しく、直下層を巻き上げている。酸化鉄を管状・斑状にわずかに含むが、東部では管状に多

く含む。

中世前半の水田耕作土である。

5b層 10YR3/1～ 3/2黒褐色粘土。東部 (8区)では色調が暗 く、10YR2/1黒色に漸位的に変化する。下面は起伏が

激しく、直下層を巻き上げている。管状の酸化鉄を少量含む。

中世前半の水田耕作土である。

6層 灰褐色系の粘土で、6a層 と6b層 に細分した。

6a層 10YR4/2灰黄褐色～2.5Y4/1黄 灰色粘土であるが、東部 (8区 )ではグライした7.5Y4/1灰色に漸位的に変化す

る。下面は起伏が激 しく、直下層を巻き上げている。管状の酸化鉄を多量含む。

平安時代後半の水田耕作土である。

6b層 南部 (5・ 7区)では10YR3/4暗 褐色～2.5Y3/1黒褐色粘土であるが、東部 (8区)ではグライした7.5Y3/1オ

リーブ黒色に漸位的に変化する。下面は起伏が激 しく、直下層を巻き上げている。管状の酸化鉄を多量含む。層上

面か層上部に灰白色火山灰ブロックを少量含む。

平安時代前半の水田耕作土である。

7層 2.5Y3/1黒褐色～2.5Y2/1黒 色粘土。自然堆積層。

8層以下 徐々に粒子が粗 くな り、シル ト→細砂→粗砂と変化 していくが、この垂直方向での変化に加えて水平方

向でも東部に行 くにしたがって粘土層や泥炭層の発達が認められるようになっていく。

3.I～ Ⅷ層 と 1～ 7層 との対 応 関係

土壌の形成要因は基本的に七北田川の氾濫であるので、本来は自然堤防部分 と後背湿地部分の基本層は同一の氾

濫によって堆積 した連続する層であると考えられ、全く無関係ではない。実際は自然堤防と後背湿地の土質が明確

に区分できるが、これは洪水によって運ばれた土砂が自然堤防から後背湿地に向って、砂→シル ト→粘土と水平方

向に漸位的に変化 している現象を示 しているとともに、その後の土地利用の違い (畑 と水田)も土質の違いに影響

を与えた可能性がある。

I～Ⅷ層と1～ 7層 との対応関係については、5BEXl、 7区、9A区、9D区、10E区 などで確認された部分的な新旧関

係、遺構・遺物の年代、灰白色火山灰の検出状況などからすると、以下のように考えられ、模式図で表すと第 6図
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のようになる。

微高地の I層 と低地の1層は表上で、それぞれ現代の畑と水田の耕作上である。なお、場所によって I層は Ia層

と Ib層 、1層 はla層 とlb層 に細分 したがそれぞれの対応関係は明確ではない。

Ⅱ層はⅡa～ Ⅱd層 に細分 したが、このうちのⅡc層が低地の 2層 と最も層相が類似することからⅡc層 と 2層が対

応すると考えられる。水田の 2層 は幕末頃を中心とした時期が想定されるので、おおよそ近世後半頃に堆積 した土

砂を母材層として畑のⅡc層 と水田の 2層が形成されたと推定される。Ⅱa層 とⅡb層 はそれ以降に堆積 した土砂を母

材層とした畑の耕作土である。

Ⅲ層は畑の耕作土となっているが、上面で近世前半の遺構が確認されているので、中世の城館が廃絶して間もな

い近世初頭頃に堆積 したと推定される。この層と対応すると考えられるのが3a層水田耕作土で、9D区 ではⅢ層直上

に3a層が乗る状況が確認できたので、3a層水田の時期はⅢ層堆積後の近世前半～後半頃と推定される。なお、9D区

ではⅢ層直下に3b層水田耕作土も確認されているので、3b層水田の時期はⅢ層堆積時よりも古 く、Ⅳa層の直上にあ

る整地層とほぼ同じ頃と考え られる。

Ⅳa層 は上面で中世後半の城館が確認された層である。層の元となる土砂が堆積 した時期は、直下のⅣb層 の遺構

の下限とⅣa層 の遺構の上限との間に空白期があることから類推 し、14世紀後半頃ではないかと推定できる。この層

には4a層 と4b層 の水田耕作土が対応すると考えられる。なお、4b層 水田耕作土の母材層と考えられる4c層が 9区で

部分的に確認されている。

Ⅳb層 は上面で中世前半の屋敷が確認された層で、この層の元 となる土砂が堆積 した時期については、直下のVa

層の遺構の時期が限定できないため断定できないが、Ⅳb層 の遺構の時期からして中世以前と推定される。Ⅳb層 に

は、5a層 と5b層 の水田耕作土が対応すると考えられる。

Va層は平安時代後半の畑の耕作土で、上面では居住域も確認されている。層の堆積 した時期は灰白色火山灰の降

下以降で、6a層水田耕作土

が対応すると考えられる。

Vb層 は平安時代前半の

畑の耕作土で、上面では居

住域も確認されている。6b

層水田耕作土が対応すると

考えられる。

低地

｀
学 4b＼

微高地

ａ

・
ｏ

第 6図  基本層序模式図
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第 2章  1～ 8区の調査

第 1節  3a層 水 田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上層である 2層下部で確認 した。2層 を

1層 (表土)と 共 に重機によって除去した際に畦畔上部を削平してし

まった箇所 もあるが概 して遺存状況は良く、特に5B区 と 7区では自

A卜 720m

-188310

第 8図
1・ 2区 3a層水田跡平面図

引 A

3a

0          1m           7
|

然堆 積 層 で あ る Ⅱd層 に

よって覆われた箇所があり

(第 16・ 86図 )、 そ こでは比較

的良好に遺存 していた。

¢)耕作土 耕作±3a層 の厚

さは10～20cmで ある。下面

は緩やかな起伏があり、直

下層を巻き上げている。

僧)水 田域 水田域は 1～ 8

区まで調査区全域に広がっ

ている。また、3a層 は 9～ H

区にある城館の堀の堆積土
4

の最上層にも認められるの

で、堀が埋没 した後の窪地

までも利用 して可能な限 り

耕地の拡大を図つたことが

窺える。

表 2

1・ 2区
3a層水田跡

畦畔計測表

表 3

1・ 2区
3a層水田跡

水田区画計測表

＝ヽ
十
ち
翠
ｏ上下

X=-188310
＋

く
＝

＋

｝
ｏ
『
必
ｏ

0                                2C

rX=-188350

16

第 7図  1区 北壁断面図

690m

灰 血 方 向 岳 声 (m) トウ辞市冨(cm) 卜婦 幅 (cn 局 さ (cm) 備 考

1 〕 57口ヽヽた 75+ 48～ 88 116-150 3～ 5

2A 〕 11° E 70+ 2 段 差

2A 2 64°WV 51+ 32～54 74～ 90 l-5
2A 3 8° E 37+ 44-450 3-5
2A 4 E―Ⅵ「 39+ 28-48 82ヽマ90 2～4

2A 5 49°W 23+ 26～ 34 3ヽシ5

6 20°E 47+ 21～ 46 72ヽシ90 2ヽシ5

7 86° Wヽ 120+ 30-47 74～ 88 l―/4

3° E 54+ 97-210 大nf睡、 ァK口 あり

9 3° E 54+ 200-290 250^シ 355 2-24 大 B■畔

10°�V 58+ 18か シヽ51 70-78 1-4
70° E 80+ 25ヽシ40 72～ 88 2-5

区 阻 標 高 (nl 比高キ (cm) 傾 斜 方 向 東 羽 (m) 西 コ (m) 首 刀 (m) Jr羽 (m) 崩 標 。そ の ff J

l ① 684～687 3+ 9 75+
〕 690～693 3+ 9 ? 9 75+ 部知 tlこんミ出

2A ? 9 ? ? ? 9 ? 旨【り)白tに れ鴛とと

2A ② 702‐ 704 2+ ? ? 70+ 51+ ?

2A ⑥ 703-706 3+ 39+ 00+ 南北〕5rn

2A ⑭ 37+ 23+ ? 音怪う)自91これ食とH

2A-2B 705～707 2+ 西→ 東 47+ 187+
699～701 2+ 9 ? ? 120+ うと同じ区画の場合、東西燭槙25m

の 700‐ 704 4+ 西→ 東 40+ 44+ ? 東 西 105m
⑥ 695ヘシ696 1+ S8+ う4+ ? ? 更 丙 9～ 1()5m

⑨ 693ヽψ695 l十 58+ 80+ ?

695～697 2+ 9 ? 80+
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″連鮪十二

I X≧
1188400+

晏

17

第 9図  3a層 水田跡全体図 (1/1500)
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2.遺構の状況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛り上げて造られており、3B・ 5A

配 3は水路の土手で周辺の畦畔と比べて規模がやや大きく、

Aトー700m 引 A

Aトー 700m

0                 2m

第10図 1-SKl・ 3 平面・

第11図  3区  3a層 水田跡平面図

表4 3A区  3a層 水田跡畦畔計測表

・6A区 を除く調査区で検出した。 2区h8・ 9、 3A区

下端幅が200～ 350cmあ る。方向は 3～ 8° 東に振れて

いる。その他の畦畔は4区がやや大きいも

のの、概ね下端幅が70～ 100cm前後のもの

が多い。高さは遺存状況の良好な5B区や
A

7区では10cm近 いものもあるが、他は 5 cm

前後である。方向は 3～ 10° 東傾するもの

が大部分であるが例外もあり、規格性は認

だ められない。

8区 の畦畔 の うち阻 2・ 7・ 8・ 10・

H・ 13は規模が大きく下端幅が2～ 3.5m前

後あるが、これは下層の4b層段階か ら継続

している状況である。4b層 水田の時期は

ちょうど9～ 11区 に広がる中世後半の城館

が造 られた時期にあた り、4a層 ～3b層水田

X―略8390+
く

十

く

＝

＋

岸
ｏ

↓
一
ｏ

一Ｘ〓
　
　
　
　
　
３

Ｌ
Ｔ

く
＝
＋
Ｓ
博
ｏ

＝

＋
３

溺
ｏ

1-SK]

層位 色調 土質 混入物・その他

1 75Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 灰色 シル ト質粘土ブ ロック多量

2 10Y4/1 灰色 シル ト質粘土 オlj― ブ黒負シルト管器十ブロック多昌

断面図

+X=― 188390

区 聰 方 向 長 さ (m) rす話

“

畠(cm) 卜端 幅 (cm) 言さ (cm) 備 考

3A 1 8° E 19+ 3 段 差

3A 2 71°W 89+ 4 段 差

3A 3 8° E 55+ 230 310-338 2-7 大 畔 畔

3A
°
Wヽ 25+ 母 葬

区 No 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 更フJ(■1) 西羽 (m) 面 J/J(■ 1) ヒ』 (m)
aA ① 715-717 1+ ? ? ? ? ?

3A 711-2712 1+ 36+ 17+ ? 戻西 88m
3A 700-705 5+ 西→ 東 25+ 55+ 9 東西 137m
3B 693～703 10+ 西→ 東 9 9 ? ?

表 5 3区  3a層水田跡水田区画計測表
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の時期 も城館の存続時期と重なっている。 8区北端部ではこの城館北辺の外堀の延長である水路が検出されてお り

(第51図 SD1001、 畦畔 8は南側の土手)、 城館の東辺は不粥瞭なが らも8区 は一応外堀の内側に位置することとな

り、他の調査区とは立地が異なると考えられる。8区 の畦畔が大きい理由としては城館との係わ りか らして道路 と

しての機能 も有 していたためと考えられ、城館廃絶後の3a層水田や 2層水田の時期までその機能は残っていたと推

定される (註 1)。

修)水 田区画 水田区画は8区③のように三角形の例もあるが、大部分は方形を基調としている。規模が判明した区

画は少ないが、一辺の長さは6～ 7mと 10～ 12mが多い。ただし、8区では区画⑦・③のように17m、 14mと 大きな

ものも認められる。

13)水 田面の標高と傾斜 最も標高が高い3A区が7.17m、 最も低い6A区が約6.5mである。各水田区画内における傾斜

は地形の傾きと一致 してお り、南西から北東方向を中心としている。区画内の比高差は、全体を検出できた区画が

ないため明確ではないが、傾斜方向も加味すると概ね 5 cm以内と考えられる。

い)水 回 2B区の水路の上手の大畦畔と4区および8A区で検出している。2B区の水回は区画⑦から水路への排水用で

ある。 4区の水口は畦畔 1に設置されたもので、区画③から②へ向う給排水用、8A区では畦畔 2と 7が接する箇所

が細く開いており、南側の区画④から③へ向う給排水用と推定される。

15)活跡 2B区 には下層6a層水田から踏襲される溝がある。3a層 の段階では大部分が埋没して浅い窪み程度になって

いて水路 自体の堆積土も確認できなかったが、大畦畔 2条が平行して走ることからその間が水路であると推定され

る。また 8区でも前述したように城館の外堀SD1001の延長部分が検出されている。

俗)土坑  1区で 2基、 4区で 3基、5B区で 1基、 7区で 1基、8A区で 2基確認 したが、 4 EXlと 8A区 の土坑は3a層 よ

りも上層か ら掘 り込まれている可能性が高い。

AI 引 〆

引 だAトー690m

C
|―

■|:“

Bトー6 90m  SK2     -lB´

Cトー6 90m  SK3 引 C´

0                 2m

<
||

+

第12図  4区  3a層水田跡平面図

表 6 4区  3a層水田跡畦畔計測表

第13図  4-SK刊 ～3 平面・断面図

①R

群 675mノ
|

区 L 方 向 暑さ(m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考
°E～ 15°W 138+ 52かヤ88 117-136 l-7 水 口あ り

4 82°E 96+ 40-▼ 65 痕 跡 の み
4 3 87°E 59+ 48-/70 100⌒∀12R 2´▼5

4 4 6ム評 12+ 5

区 hlo 標 高 (m) 比高葬 (cn 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 J(m) 北 J/J(m) 規 模 。そ の他
① 657ヽシFD 7 14+ 西→ 東 ? 40+ 1()0+ 分 割 さnる 可 含ヒ′畦
② 669-672 3+ 西→ 東 ? 1()0+ 9 100+

4 675-677 2+ 西→ 東 150+ 12+ ? 東 西 100m
4 ? ? ? ? 59+ ヨ

`分

田に絵出
4 ⑤ ? 9 12+ 9 ? 部分的に検出

表 7 4区  3a層水田跡水田区画計測表



第 1編 第 1次発掘調査

1-SKl(第 10図 )大 きさ140× 190cmの 隅丸長方形で、壁はやや急角度である。深さ80cm、 堆積土は 2層に分層さ

れ、人為的に埋め戻されている。遺物は出土 しなかった。

1-SK3(第 10図 )大 きさ220× 235cmの楕円形で、壁は緩やかである。深さ50cm、 堆積土は単層で人為的に埋め戻

されている。渥美産壼の破片1点が出土 した。

十X-18&440
く

11

+

-1

第14図

5区 3a層 水田跡平面図

5B― SKl 平面・断面図

+X=188500

3a層水田跡畦畔計測表

物

斗

＋
〒
＋
霊
３

８

区

表

５

層位 色 調 十 管

I 25Y4/2 暗灰黄色 シリレト 暗褐色粘土ブロック多量、
酸化鉄・マンガン少量

区 hTo 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (Cm) Tす常れ冨(cml 高 さ (on) 備 考

5B | 18° Vヽ 65+ 38-65 l-3
5B 2 70° AヽF 54+ 38-/70 65-95 2

5B 32° AヽI 18+ 40-52 6

5B 4 R為
Ψ
MI 36+ 40-48 3⌒▼8

5B 5 4° E 74+ 35-48 78-94 4-9
5B 6 84° E 53+ 52～ 75 85～ 105 2´▼5

うB 7 3° Wヽ 89+ 30-/42 72～ 86 4-7
5C 8 89° E 55+ 3 段 差

5C 9 N一 S 48+ 28^ッ 52 2

5C 87° E 59+ 25-42 72-98 2-6
5C 11 4°WV 38+ 40´ シヽ50 5ヽシ8

区 No 標 高 (na) 比高差 (cn) 傾斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m) 規 模 'そ の他

5B ① 696-698 2+ ? 65+ ? ? ?

5B 698 ? ? 65+ ? 54+
5B 693-695 2+ 南→ 北 17ヽ ? 〕0+ 36+ 南 北 H7m
5B 689-691 2+ 南→ 北 ? 36+ 南北64m
らB ⑥ 689～ 690 1+ ? ? 73+ 53+
5B ⑥ 686‐ 689 S十 ? l17+ (71 ? 東 西 71m
5B 680-686 6+ ? 9 9 ? 分割 され る可 能 性

5C 665～ 666 1+ 4R+ 9 2う +
5C 66_h-672 7+ 南→ 北 (lll υ)

? 95+ 20+ 膏守コヒ10 0rn

うC ⑩ 664-7672 8+ 北→ 南 ・9 120+ 105+
5C 664～ 666 2+ 西→ 東 ?

表 9 5区  3a層水田跡水田区画計測表



第 2章  1～ 8区の調査

第 1節  3a層 水田跡

4-SKl(第 13図 )大 きさ115× 145cmの 精円形で、壁は緩やかである。深さ25cm、 堆積土は基本層1層 に類似する。

SKl～ SK3共に遺物は出土しなかった。

4-SK2(第 13図 )大 きさ95× 150cmの 不整楕円形で、壁は緩やかである。深さ15cm、 堆積土は基本層1層 に類似する。

4-SK3(第 13図)大 きさ95× 105cmの楕円形で、壁は緩やかである。深さ20cm、 堆積土は基本層1層 に類似する。

5B― SKl(第 14図)大 きさ145× 200cmの 楕円形で、壁は緩やかである。深さ70cm、 堆積土は単層で人為的に埋め戻

咄刺+
く

||

+
S

区 No 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考

6B l 83°E 51+ 28-52 62-78 2～4

ら島 2 Rへ
°F 50+

表10 6B区 3a層水田跡畦畔計測表

＋

〒
羞
憩

ぎX=」脚十
0         10m

ー
Aトー760m

← 3a層畦畔―――夢

m 
← 媚 叫 ∋

第16図  7区 西壁断面図
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＝

＋

〕
ｏ
氣
６
ｏ
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セ
区

表

７

十X=18&470
0             10m

―

3a層水田跡畦畔計測表

区 hTo 撰 言 (m し比高葬 (cm) 傾 斜 方 向 吏 羽 (ml 北 羽 (m)
6B 664～668 4+ 51+ ?

6B 665′ シヽ667 2+ 西 → 東 ? ? 50+ 51+ 南 北 H5m
6B ⑥ 665 ? ? ? ・P ? 50+

表11 6B区 3a層 水田跡水田区画計測表

区 L 方 向 岳 さ (m 上端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備 考

7 クR° F 4+ -4

7 2 5口ヽヽ/ 77+ 40-55 68^シ 82 2-6
7 3 86°WV 25+ l-3
7 4 80°E 72+ 40～ 78 77～ 10/4 1かマ6

7 5
°
E 100+ 30-/47 664‐ 80 3‐ 9

7 6 69Ψ Aヽ「 70+ ]4-4ら2 64^シ 82 4-1
7 7 84°W 11+ 8

7 8 10° E 89+ 18～ 44 46～ 73 4～ 8

7 9 86°W り8+ 30-48 59～ 81 6～ 9 やや尾田

7 へ
°F 50+

区 岨 標 高 (■1) レヒ高差(cm) 傾斜 方 向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 規 模・ そ の他

7 ① 9 ? ? ? ? 蔀 分 的 に検 出

7 ? 9 37+ 5+

7 ? ? 25+ 18+
7 695～ 696 1+ ほぼ/k平 120+ 40+ 南 北 102m
7 ⑥ 695′～696 二十 ほぼノk平 H3 9 70+ 27+ 南 北 H3m
7 ⑥ 695^ν698 3+ 9 118 15+ 82+ 南 北 H8m
7 ⑭ 699～704 5+ 西→ 東

・9 B+ 65+ 百■1()3m

7 699^ツ 701 2+ ? ? 90+ 30+
7 701^シ 703 2+ ? 45+ 75+
7 ⑩ ? ? 48+ ? 15+

表13 7区 3a層 水田跡水田区画計測表
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0       1m

―

AI―-720m

されている。遺物は出土しなかった。

7-SK3(第 18図 )大 きさ130× 135cmの 円形で、壁はやや急角度である。深さ40cm、 堆

積土は 3層 に分層され 2層 目の厚い層が人為的な埋め土と考えられる。近世の陶器 (大

堀相馬)1点、銭貨 (種別不明)1点 、石製円盤 1点が出土した。

8A― SKl(第 20図)大 きさ80× 90cmの 楕円形で、壁は緩やかである。深さ25cm、 堆積土

は基本層 2層で人為的に埋め戻されている。ウマの骨が出土した。

8A― SK2(第 20図 )大 きさ140× 145cmの 楕円形で、壁はやや急角度である。深さ65cm、

堆積土は単層で人為的に埋め戻されている。遺物は出土しなかった。

年)掘立柱建物跡 確認面は 2層上面であるので水田跡には伴わないが、便宜的にここで

述べておく。

8B― SBl(第22図 )8B区南端で径10cmの 柱痕跡 を

伴うピットを6基確認した。ピットの配置からする

と門跡に塀が接続 したものと考えられる。柱間は東

西 1間 ×南北 1間で規模は2.1× 36～ 38m、 方向はN

引 ズ

混入物 。その他

25Y4/2 暗灰黄色 粘土質 シル ト

第18図 7-SK3 平面・断面図

3a層畦畔――――――――――一――――――――一―――――〕

-4a層

畦畔

―
-4b層

畦畔

―(――巧a層畦畔――ヲ

ー

6a層畦畔

一

第19図 8C区 東壁断面図

‐４

区

表

８ 3a層水田跡畦畔計測表

区 No 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 司`】千噺目(cm) 高 さ (cm) 備 考

8A 〕 2° E 96+ 20-66 64-106 1-3
8A 25° WV 85+ 902-304 3-8 更端にアK日

8A 3 74°E 39+ 38-50 FD― R

8A 4 1° E 50+ 48-140 140-210 4-8
8A 5 4° E 94+

“

～68 82-102 7

8A 6 88° E 60+ 20-58 88-126 4⌒∀7

Rッヽ 7 45+ 270-230 315-370 ～ 4

8B 8 80° WV 64+ 380‐ 2440 460-475 2ヘヤ7

8A～ 8B 9 70～ 83°W 145+ 144-154 1-8
8C 89°�7 55+ 335-345 4-10
8C 70° E 65+ 315～ 350 395-438 4ハヤ21

8C 77°W 28+ 3-9 段 差

8C 5° E 40+ И8-255 325～ 352 3～ 6

区 岨 模 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北羽 (m)
8A ① 685-687 2+ 96+ ? ?

8A ② 682-685 3+ 97+ 10+ ? 三 角 形 ?、 東 西 80m
8A 50+ 70+ 三 角 形 ?

8A 685 9 ? 20+ ? ? (+50) 部 分 的 に検 出

8A ⑥ 680-683 3+ ? 20+ 45+ ? 東 西 70m
呂A ⑥ 6島2-687 5+ ? 50+ 35+ 63 東 西 63m

8A～8B ⑭ 676-680 4+ 145+ 165+ 南 北 170m
8A～8C 680-684 4+ 130+ 140+ 南 北 140m
8C 680-682 2+ ? ? 9 65+ 55+
8C ⑩ 673-675 2+ ? 120+ ? ? 120+
8C ① 673^シ 675 2+ ? 40+ ? ?

表15 8区 3a層 水田跡水田区画計測表



第 2章  1～ 8区 の調査

第 1節  3a層 水田跡

-8° =Eで ある。塀が東側に取 り付 くことか ら屋敷は調査区

の西側に広がっていると考えられる。ピット中から遺物は出

土しなかった。

3.出 土遺物

遺物は大部分が破片である。表95～ 102は各 EXl別 の破片集計

表であるが、これ らを総合すると土師器51点、須恵器 13点、

赤焼土器 1点、土師質土器皿類64点、その他の土師質土器 5

点、瓦質土器 3点、中世の無釉陶器23点、中世の施釉陶器 1

点、近世の国産陶・磁器 10点、瓦 1点、金属製品 9点、石製

品 4点、鉄滓15点 となる。この他にウマの歯・骨などが多数

出土している。図化できた遺物は 9点 と少なく (第 99図 5。

12、 第 100図 9、 第 101図 6。 9・ 10、 第 102図 6・ 8・ 10)こ の

水田跡に伴う遺物を限定することはできないが、農耕に関す

る遺物としては農具の歯 (第 101図

9。 10)が注目される。

(註 1)断面観察では3a層 の大畦畔

が 2層下に擬似畦畔Bの ように残

存 している状況が認められたので

(第 19図 )、 2層 も3a層 の大畦畔を

踏襲 している可能性が高い。

十 X=-18a550
く

11

+

第22図  8B― SBl 平面・断面図

引 D

Di一

D卜二710m

0                  2m

第20図  8A― SKl・ 2

平面・断面図

十
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十
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第21図

8区  3a層 水田跡平面図

0                                         51

層位 色 調 十質 混入物 ,その他

1 10YR3/3暗 褐角 土

2 10YR4/2灰 費褐色 粘 土 にぶい黄褐色シル ト質粘土ブロック少量、木炭粒微量
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第 2節  3b層 水田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上層である3a層水田耕作土を削り込む途中で確認した。3a層 によって攪拌されている

ため全合的に遺存状況が悪く、特に西部の 1区・2A区・3A区 と南部の 5区、東部の6A区では3a層 の耕作深度が深

かったためか遺存状況が特かなり悪く、3b層 自体も確認できない場合が多かった。

彼)耕作土 耕作±3b層 の厚さは 2～ 5 cmだが、6B区では比較的厚く10～ 15cmあ る。下面は起伏があり、直下層を巻

き上げている。

侶)水 田域 耕作土が認められない調査区があるがそれは3a層 の影響と考えられるため、本来の水田域は 1～ 8区 ま

で調査区全域に広がっていたと推定される。

2.遺構の状況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛り上げて造られており、西部～中央部の2B区・3B区・4区 。7区 と東部の6B区・ 8区で

検出した。また2A区では直下の4a層上面で段差を確認しており、これは3b層下面の状況を反映していると推定して

く〓・‐８８３‐０
＋

く
］

岸ｏ
『

Aトー 760m 引 だ いる。2B区 ではSDlの 土手で

あるh2・ 3が下端幅120～

130cmで やや大きいが、他にも

100～ 115cm程度のものも認め

られる。高さは 5 cm前 後のも

のが多いが、8区では10cm近

いものも認められる。方向は

第24図

2区  3b層 水田跡平面図

0                  2m

第23図  2B― SDl 断面図

700m
0 20m  6

695m

十 X=188350

層 位 角 調 土 質 混 入物 ,そ の fllU

① 25Y3/3 暗オリーブ褐色 シル ト質粘土 酸化鉄 を層状 に少量、下部 に砂ブロック少量

② 25Y3/2 黒褐色 粘 土 酸化鉄少量

③ 10YR3/3暗褐色 粘 土 酸化鉄微量

④ 25Y3/2 黒褐色 粘 土 酸化鉄少量

4/2 灰オ|)― ブ角 給 十 酸化鉄微量

5Y3/1  オリーブ黒角 粘 十 黒 角粘 十 ″締 状 に少昌 、 L部 に酸イヒ鉄 少畳

b 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 上部 に酸 化 鉄微 置 、列潰構

区 に 方 向 岳 さ (m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 高 さ (cml 備 考

2A 10° F 75+ 段 差 (4a層 上 面 で 確 認 )

2 8° E 54+ 50～ 60 116-130 l-5 2B― SDlの 西側 土 手

3 11° E 54+ 2 2B一 SDlの 東 側 土 手

4 4° E 53+ 2^シ 6

4°E 54+ 42かヤ48 90-98 -4

表16 2区 3b層水田跡畦畔計測表

区 hlo 標 高 (■1) ,ヒ 高差 (cm) 傾斜 方 向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m)
2A 700ヘシ705 5+ ? ? 9 ? ? 詳細 不 明

2A-2B の 695-702 7+ ? ? ? ? 分割される可能性
688-690 2+ 53+ 54+ ? ? 東西 90m
688～690 2+ ? 54+ 53+ ? ? 東西 64m
689-/691 2+ , ? 54+ ?

表17 2区  3b層 水田跡水田区画計測表
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3a層水田跡と同様に 3～ 10° 東傾するものが多いが、規格性は認め られない。

なお、3a層 と同様に 8区 に規模が大きな畦畔がある。m7～ 9・ 12が特に大きいがこのうち配 7は城館の外堀で

あるSD1001の南側土手である。

磁)水 田区画 水田区画は 8区に変形したものが認められるが、方形を基調としている。規模が判明した区画は少な

いが、3a層水田跡と同様に一辺の長さは 6～ 7mと 10～ 12mが多い。

侶)水 田面の標高と傾斜 最 も標高が高い2A区が7,00m、 最も低い6B区が6.40mで ある。各水田区画内における傾斜は

地形の傾きと大体一致 してお り、南西か ら北東方向を中心としている。区画内の比高差は、全体を検出できた区画

がないため明確ではないが、傾斜方向も加味すると概ね 5 cm以 内と考えられる。

徽)水 口 明瞭な水口が認め られたのは 7区の畦畔 2のみで、区画③か ら②へ向う給排水用 と推定される。

(5)溝跡  2B― SDlと 8区のSD1001が ある。

2B― SDlは2B区に位置する溝で、下層の6a層水田か ら踏襲される基幹水路である。早い時期にほとんど埋没してし

まい、その後5b層 の段階で深 く掘 りなおして改修されたことが判る (第23図 )。 その後も継続 して使用され続け、

明瞭に濤 としての堆積土が認識できるのは3b層段階までであるが、前述 したように3a層 水田跡の時期にもわずかに

水路としての機能が残っていたようである。ただし、

3A区 では5b層 段階以降 には2B区 と同様 に踏襲されて

いったような状況が認め られないので、上流の3A区

側では流路が変更 されている可能性がある。なお、

-188360
6

0         10m

―

670m

+X=-188390

第27図 4区 3b層 水田跡平面図
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区 L 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) ¬` す帯中巨(cm) 局さ(cm) 備 考

2° E 54+ 42′ ツヽ68 98-108 3-6
3B う8+ 98^シ 110 2ヽシ6

表18 3B区 3b層水田跡畦畔計測表

区 No 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) Tメ言W∃ (cnl) 高 さ (cm) 偏 考

4 1 81° E 90+ 15～45 痕 跡 の み

4 2 6° E 29・ 53+ 64-70 3 北 側 は 痩 跡 の み

3 Rへ
°F 54+ 90-52 54-102 2

4 4 8。 Aヽr 14+

表19 4区 3b層水田跡畦畔計測表

区 No 標 高 (nl) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m) 規 模 。そ の他

695-696 1+ ? 54+ ? ? ?

の 687かヤ695 8+ 北 西 → 南 東 58+ 54+ 東西 110m
合R6ヽシ僑R9 且+ 58+ 9 ?

表20 3B区  3b層水田跡水田区画計測表

区 阻 模 高 (nl) 比高差 (cm) 傾斜 方 向 東辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m) 規 模 ・ そ の他

4 ① 17+ 西 → 東 ? ? 90+ ?

4 665-667 2+ ? ? 95+ ? 95+
4 670-673 3+ ? 120+ 40+ 東西110m
4 673 ? ? 9 54+
4 ⑤ 673 9 14+ ? ? ?

表21 4区  3b層水田跡水田区画計測表
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0         10m

―十 X=一略8470

半 第28図

3   ほ 6区 3b層 水田跡平面図

660m ttx=―略8500

表22 6B区  3b層 水田跡畦畔計測表

表24 6B区 3b層水日跡水田区画計測表

第29図  7区 3b層水田跡平面図
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灰 hTo 方 向 岳さ(m)
「

】希巾昌(cm) トウ澪巾畠(cm) 扁 さ (cm) 偏 考

1 80°E 49+ 48-80 98-110 l-3
2 83°E 51+ 45-58 90-108 1^V4

3 85°E 50+ 58-71 106～ H6 1-4
4 25° 氏ヽ「 30+ 段 ≠

区 血 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) Tデ帝旺三(cm) 局さ (cm) 備 考

7 1 81°E 23+ -4

7 2 9°WV 81+ 45-48 66～ 78 ^シ2 水 口あ り

7 80°E 14+ 78-112 ´ヽシ4

7 4ΨE 120 32-48 68-76 -4

7 5 74° 氏ヽ「 74+ ～ 4 段 差

7 93+ 75-78 2-5
7 7 85°W 98+ 40-66 68-90 3-7
7 14° E 50+ 42-47 4-/7

表23 7区  3b層水田跡畦畔計測表

区 血 標 高 (■1) 比高差 (cm) 傾 各 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北辺 (m) 規 群 そ の他

6B ① 640‐7656 16+ 南 西 → 北 東 ? ? ? ? 詳 細 不 明

6B の ? ? 90+ 4+ ?

6B ① 659～661 2+ 西 → 東 51+ 49+ 南北 H4m
6B ほぼ 水 平 ? 9 50+ 51+ 南北 95m
6B 660～661 1+ ? ? 9 50+

区 比 標 高 (nl) 比高井 (cm) 傾 斜 方 向 東 捌 (m) 西コ (m) 面 ■/J(m) ヒk7J(m) 期 標 。そ の 仙

7 ① 9 ? ? ? 5+ 旨ドタ)自 9イこを痣B
7 ? ? ? 70+ ? ?

7 690-692 2+ ? ? 113+ 45+ 南 北 00m
7 688～ 690 2+ ほぼ水平 74+ 23+ 甫 北 3m

7 ⑥ 688か∀690 2+ ほぼァK平 ? 115 5+ 85+ 苗】ヒ うrn

7 ⑥ 690-697 3+ 百 両 → ヤ 更 ? HO+ 74+ 南 北 07m
7 691^シ692 1+ ? ? 94+ ? 35+
7 693-696 3+ 西 → 東 47+ ? ? 73+
7 693 48+ ? 18+

表25 7区  3b層水田跡水田区画計測表
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2B― SDlに ついては6a層水田跡の項で、8区 のSD1001は4b層 水田跡の項で再度触れること

とする。

俗)土坑 8C区北壁際で1基確認した。

8C― SK2(第30図)径 110cmの 円形と推定される。壁は急角度である。深さ40cm、

十 X=―阻550は 1層で3a層 に類似 している。遺

物は出土しなかった。

3.出 土遺物

遺物は大部分が破片である。表

95～ 102の 各区別の破片集計を総

合すると土師器58点、須恵器24点、

赤焼土器 2点、土師質土器皿類70

点、その他の上師質土器 8点、瓦

質土器 2点、中世の無釉陶器23点、

中世の施釉陶器 4点、中国産陶・

磁器 5点、近世の国産陶 。磁器 5

点、瓦 1点、金属製品 8点、石製

品 2点、土製品 3点、鉄津13点で

ある。またこの他にウマの歯・骨

なども多数出土している。図化で

きた遺物は 7点であるが (第99図

13、 第100図 6。 10・ 18。 25、 第102

図 1・ 17)こ の水田跡に伴う遺物

を限定することはできない。

0                      20m

0       1m

―第30図  8C― SK2 平面・断面図
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第31図  8区  3b層 水田跡平面図

表26 8区  3b層水田跡畦畔計測表

6 0。  ＼＼
ヽ ミ

8

碑  子

区 唯 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 局さ(cm) 備 考

8A
°
E 95+ 711-106 5ハ▼9

8A 2 83° E 56+ 4 95⌒∀10ら 6-9
8A 3 3° E 65+ 30-50 96‐7102 4-9
8A 4 26°W 35+ 35～40 7

8A 5 67° AヽI 39+ 92-96 1-3
8A 6 10° AヽI 60+ 砕 葬

8B 7 78ΨⅥ′ 65+ 300-350 415-565 3-8 S D 1001の 南 側 土 手

8B 8 64° AヽF 64+ 370-390 435～ 455 2-7
8C 84°W 57+ 375-462 412⌒ヤ472 l-5
8C 1() 68°E 63+ 122ヽシ220 195～265 l-6
RC 77°MI 40+ FD― R 砕 葬

8C 12 13° E 39+ 432-452 3-9

区 睫 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 規 模 。そ の他

8A ① 673-676 3+ 西 → 東 95+ ? ? 9

8A ② 671⌒v674 3+ 65+ 95+ 東西 120m
8A 675 ? 35+ 40+ 副

`分
的 に検 出

8A 673-675 2+ 60+ 60+ ? 東西 25～ 40m、 六 角 形 に近 い

8B 9 9 ? 64+ 65+
8A～ 8C ⑥ 670^ψ 674 4+ 9 9 ? 57+ 64+ 南北 11～ 14m前後

呂C の 673-675 2+ ? ? 63+ 59+ 苗】ヒ9～ Hm前 終

8C 668～670 必+ 西→ 戻 135) ? 110+ 120+ 台形 ?

8C 668 ? 39+ ?

8区 3b層 水田跡水田区画計測表
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第33図  2区  4a層水田跡平面図
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第 3節  4a層 水 田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上の水田耕作土層を削 り込む途中で確認した。中央部の 4区から南部の 5区・ 7区 に

かけては4a層 自体がほとんど確認できない場合が多かったが、西部の2B区～ 3区 と東部の 6区・ 8区の遺存状況は

比較的良好であつた。

4区～ 5区～ 7区 にわたる広い範囲で4a層耕作土が認められなかった理由については、4a層耕作上の母材となった

土砂が全 く堆積 しなかったか、あるいは少なかったために3a層や3b層 の耕作の影響で広範囲にわたって失われた可

能性が考えられる。

¢)耕作土 耕作±4a層 の厚さは 5～ 10cmだが、3A区では比較的厚 く20cm前後の場所もある。下面は起伏があり、直

下層を巻き上げている。

僧)水 田域 本来の水田域は 1～ 8区まで調査区全域に広がっていたと推定されるが、前述したように耕作土の遺存

状況が悪いため詳細は不明である。

2.遠 構 の状 況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛

り上げて造 られてお り、西

部の2B区・3A区 と東部の 6

区・ 8区で検出した。2B区

のSDlの 土手である配 6・

7が下端幅 145～ 190cm程度

あってやや大きく、この他

3A区 の皿 1が200cmを 超え

る。その他は100～ 130cmの

ものが多い。高さは 5 cm前

後が多いが、 8区では10cn

以上のものも認められる。

方向はまとまりがなく規格

性は認められない。

なお、 8区の畦畔は3a層

X=-188350+

表28 2区  4a層水田跡畦畔計測表

A卜 750m

-4a層

畦畔

―

0            1m

第 32図  2A区  東壁 断面 図

28-SDl

7

区 hTo 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 卜,稀 中昂(cm) 高さ (cm) 偏 考

2メゝ 1 86°W 53+ 45-94 痕 跡 の み

2A 2 4や F_ 11+ 4

2ノゝ 3 EW 58+ 42ヽシ60 120～ 6-10 屈 曲

2/ゝ 4 12° E 69+ 52-60 114～

2B 5 18° E 54+ 10(〕 ― 4 4^ツ 7

2B 6 3° E 59+ 06-138 168～ 3-5 2B― SDlの 土 手

2B 7 7υE 52+ 72-98 l―/7 2B― SDlの 上千

2B 8 2°W 53+ 45ヽシ50 1ハヤ7

区 血 標 言 (m) 隊高葬 (cm 傾 斜 方 向 果 辺 (m, 西 辺 (m) 南 辺 (m) 耳ヒ辺 (m) 婦樟 。そ の Flll

2ノヽ ① 693^シ695 2+ 9 9 ? 53+ ?

2A 695か▼697 2+ 西 → 東 43+ )+ 南北 1 5rn

2A 692-693 1+ 95+ 9 ? 75+
2B 690^シ693 3+ う4+ る9+ 9 東 西 100m
2B ⑥ + 54+ 54+ ? 東 西 10～ Hm前 後

2B 681-682 1+ ? 53+ 52+ 9 ? 東 西 90m
2B 682～ 685 3+ 南→ 北 ? 53+ 9

表29 2区  4a層水田跡水田区画計測表
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や3b層 ほどではないものの規模が大きく、No.6・ 9・

12が下端幅 2～ 3mを超えている。このうちNo.6は水

路の土手である。

12)水 田区画 水田区画は方形を基調 としている。2B区

と 8区では部分的なが らも規模が判明 した区画があ

り、一辺の長さは 9～ 1lmと 15～ 18m程度のものが多

表30 3A区 4a層水田跡畦畔計測表

表31 3A区 4a層水田跡水田区画計測表

い。面積は150∬ と300∬ 程度の区画が認められる。

僧)水 田面の標高と傾斜 最も標高が高い3A区が7.09m、 最も低い

6A区が640mである。各水田区画内における傾斜は地形の傾きと

大体一致 してお り、南西から北東方向を中心としている。区画内

の比高差は、全体を検出できた区画がないため明確ではないが、

傾斜方向も加味すると概ね 5 cm以内と考えられる。

い)水 回 水口は認められなかった。

151溝 跡 前述 したように 2区 の2B― SDlと 8区 のSD1001も この4a

層水田段階で機能していた水路である。

俗)土坑 8C区で 2基確認した。

8C― SKl(第40図)南 壁際にあり、径約180cmの 円形と推定され

る。壁は急角度で深さ120cm、 堆積土はレンズ状の自然堆積層であ

〒
＋
〕ｏぶ
十

く
＝

＋
Ｓ

】
？
＋
―

∞〓

表 32 6区 4a層水田跡畦畔計測表

区 hlo 方 同 岳さ(m) L】守巾冨(cm) 下 端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備 考

3A 〕 9Ψ E 53+ 150-165 3-5
3A 2 88° Aヽ/ 60+ 4 葬

区 No 標 高 (m) 比高葬 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北辺 (m) 規 模 。そ の他

3A ① 701-∀ 7()9 8+ 45+ ? 60+ ?

3A 695-∀700 5+ ? ? 53+ ?

医 XTo 方 向 岳 さ (m) 上 端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 高さ (cm) 備 考

6A I

Ow 34+
6A 2 85やE 200-| 40⌒ヤ70 75-100 17-3

6B 3 80°E 51+ 35-50 95-108 2^ツ 7

6B 4 79° E 49+ 2-6 段 差

区 ATo 標 高 (na) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 西 辺 (m) 円 辺 (m, 北辺 (m)
6A 641ヽシ645 4+ 34+ ? 60+ ?

6A ② 640ヽ∀645 5+ ? ? 34+ 130+ ?

6ノゝ ⑥ 646^才647 1+ ? ? ? ? 200+
6B 646-648 2+ lHtギァk平 ? ? 51+
6B 6率 ほほ 水 平 ? ? 49+ 1+ 君耳】ヒI うrn

表33 6区  4a層水田跡水田区画計測表

Aトー710m

0            1m

第36図 6B区  西壁断面図

(―-4a層畦畔⇒      (-5a層 畦畔―〕
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第37図  4a層水田跡全体図 (1/1500)
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る。遺物は出土 しなかった。

8C― SK3(第 39図 )大 きさ250× 330cmの長方形で、壁はほぼ垂直に立ち上が り、深さは200cmで ある。半裁作業が

完了する前に崩落したため断面図は作成できなかった。堆積土は最上部の窪みに4a層 に類似 した灰色粘土が認めら

れたが、大部分は掘 り上げた土をそのまま埋め戻 したようなブロック土の混合土である。遺物は出土 しなかった。

|ぐ-3a層畦畔―〕

← 3b層畦畔――)
(―-4a層畦畔⇒

蕉―――――――――――――――――――――――-4b層畦畔―――――――――――――――――――――――甥

降 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 ― ― ― ― -3a層 畦 畔 ― 一 ― ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― ― ― ⇒

第38図  8A区北壁・8C区東壁断面図

8区 4a層水田跡畦畔計測表

←

(一―――――Jb層畦畔

―

4a層 畦 畔 ― 一 一 ― 一 一 一 ― 一 一 ― ― ― 〕

0            1m

区 XTo 方 向 長 さ (m) 」二引帝朗冨(cm) ¬マ舅帝晰目(cm) 高 さ (cm) 備 考

8A | 2°W 96+ 40-68 95ハツ120 1-5
]A～ 8B 2 83° E～ 75ヨ肝 330+ 57^シ 140 1311-185

8A 12°Ⅵ/ 98+ 41^∀呂8 100ヽシ112 1-5
8A 4 8°れ 28+ 2ヽシ4

8A 5 2° E 21+ 2^シ 5

8B 80° Aヽオ 64+ 90-235 115-300 4～ 11

8B 7 30°W 27+ 83

8B 4°E 80+ 5-8 た差

8C 9 86°W 54+ 75～ 125 150～ 237 3-7
8C 62°E 55+ 35^才42 8～ 10

11 76°WV 40+ 3-5
8C 2 0°E 3呂 + 355ヘシ362 争ヽツ14

FX XTo 標 高 (In) 上ヒ高キ (cm) 傾 斜 方 向 吏 羽 (m) 西 辺 (m) 雨辺 くm) 北辺 (m) 規 模 。そ の他

8A ① 670-673 3+ 西 → 東 96+ ? ? ?

8A 668-670 2+ 西 → 東 98+ 105+ (125) ? 東 西 125m
8A 668 ? 9 27+ ? ? 65+
8A ④ 663⌒∀666 3+ 西 → 東 25+ 27+ 東 西 Aう m
8A ⑥ FD FDう ? ? 25+ 30+ 果 西 105m
8B ? ? 13+ ? 10+ 音Бう)白つにれ発とL
8B 657-659 2+ ほぼ 水 平 175Ⅲ (16働 東 西 16～ 18m、 南 北 175m、 約 300na

8A～8C 661-665 4+ ? ? 105+ 東 西 75～ 10m、 首 北 175m、 約 15511a

8C ⑥ 666-669 3+ ? ? 55+ 54+ 苗 北 10～ 14m節終 、 合 形 ?

8C ⑪ 661卜∀FD 65 4+ 20Ⅲ ? 85+ 100+ 台 形 か 三 角 形

8C 661-664 3+ 38+ 東 西 75～ 10m、 南 北 175m、 約 15311a

表35 8区  4a層水田跡水田区画計測表
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第3節  4a層水田跡

3.出土遺物

遺物は大部分が破片である。表95～ 102の各区別の破片集

計を総合すると土師器26点、須恵器 14点、土師質土器皿類

28点、その他の土師質土器 3点、中世の無釉陶器16点、中

世の施釉陶器 3点、瓦 1点、金属製品 1点、鉄津 1点であ

る。またこの他にウマの歯が出土している。図化できた遺

物は2点である (第 100図 13。 22)。

第39図

8C― SK3 平面・断面図
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第40図
8C― SKl 平面・断面図

0                      20m
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0                          2m
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+X=― 188a0

層位 色 調 十 管

10YR4/2灰 音楊角 佑 十 褐色粘土ブ ロック少量

2 5Y4/1 灰 角 シル ト質粘土 黒色粘土ブロック少量

3 5Y4/1 灰 色 粘 土 オリーブ黒色粘土ブロック少量

4 5Y3ノ/1  オリーブ黒色 粘 土

第41図  8区  4a層水田跡平面図
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第 4節  4b層 水田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上層の水田耕作土を削 り込む途中で確認したが全林的に遺存状況が悪く、特に北部～

西部の 1～ 3区では4b層 自体も確認できない場合が多かつた。また5B区・5C区では4b層 は遺存していたが畦畔は確

認できなかった。

耕作土が広範囲にわたって確認できなかったのは4a層 の場合と同様で、その理由についても同じようなことが考

えられる。

¢)耕作土 耕作±4b層 の厚さは10cm前後だが、5区では比較的厚 く10～ 20cmあ る。下面は起伏があり、直下層を巻

き上げている。

俗)水 田域 本来の水田域は 1～ 8区まで調査区全域に広がっていたと推定されるが、前述したように耕作土の遺存

状況が悪いため詳細は不明である。

2.遺 構 の状況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛 り上げて造 られてお り、中央部の5A区・ 7区 と東部の 6区・ 8区で検出した。 4区では

盛 り上がりは認められなかったが畦畔下部の痕跡を確認している。

規模が大きいのは 5区配 2で、これは5A一SDlの 西側土手である。下端幅で 4m以上あり、道路の機能も考えら

れる。8A区 の配 1と 2は並行する 2本の畦畔のように検出されたが、実際は両者は同じ畦畔であるとも考えられ

(第51図・下端幅約 4m)、 これも道路として使用された可能性がある。これ以外では2B区のSDlの 土手であるh2・

3が下端幅120～ 130cmでやや大きいが、他にも100～ 115cm程度のものが認められるので特に大畦畔として区別はで

きないと考える。

その他の畦畔は下端幅40～90cm程度のものが多い。高

さは 5 cm前 後のものが多いが、8区では10cm近 いものも

絶Om 認められる。方向は3a層水田跡と同様に 3～ 10° 東傾す

第42図  4区  4b層水田跡平面図

るものが多いが、規格性は認められない。

¢)水 田区画 水田区画は方形を基調としているが、規模

が判明した区画が少ない。一辺の長さは 6～ 18mと ば ら

つきがあり、規格性は認められない。

●)水 田面の標高と傾斜 最も標高が高いのが5A区 と 7

区で6.83～ 685m、 最も低い6A区が6.40mで ある。各水田

区画内における傾斜は地形の傾きと概ね一致 してお り、

南西から北東方向を中心としている。区画内の比高差は、

全体を検出できた区

画がないため明確で

はないが、傾斜方向

表36 4区  4b層水田跡畦畔計測表

上
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＋
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―十X一Кa390「 十X=-18&390

/   ///一 ~

|ヽとと!J＼

③

/

//だ ⑤
_ッ
サ々「

9

区 AIo 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備 考

4 1 88° E 65+ 70-100 虐 跡 の み

4 2 9°E～ 9°W 110+ 70-105 度跡のみ
4 3 1 

°
Aヽ/ ら3+ 50-120 反 跡 の み

4 4 84Ψ E 80+ 100-120 痕跡 のみ

区 hlo 模 高 (m) 比高葬 (cm) 傾 斜 方 向 言→刀r 西 コ (m) 北 辺 (m) 規模 ・ そ の他

4 ① FDう o-6 FD0 0+ 丙 → 東 ? ? 詳 細 不 明

4 9 9 9 9 65+ ?

4 662～669 7+ 西 → 東 9 吏 西 12m、 南 北 115m、 約 140111

4 663～665 2+ ? 9 60+ 54+
4 ⑤ 666-670 4+ 嵩う+ ? 7R+
4 ⑥ 669-h70 + ? ? 70+

表37 4区  4b層水田跡水田区画計測表
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第43図 4b層水田跡全体図 (1/1500)
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も加味すると概ね 5 cm以内と考えられる。

僻)水口 8区の畦畔 7に不明瞭ながらも途切れる箇所が認められた。区画⑥から④へ向う給排水用と推定される。

引だ 
“

)溝跡 溝跡は6a層から踏襲されてい
AttЮ Om十 ~~~~~一

一 一 ―
丁

~~~~―

― 一
fデ

る2B SDlの 他 イこ5A SDl、 8区 の

SD1001と 8C― SDlがある。

0           1m

第44図 5B区 西壁断面図
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十
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上
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表38 5区 4b層水田跡畦畔計測表

第45図  5区 4b層水田跡平面図

区 に 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 鼠さ (cm) 備 考

うB 84° Aヽr 25+ 70-85 H8～ 138 2

5A～ 5B 2 3°E 17キ 315^ν 395 400ハヤ411 -7

5A 3 2や Aヽr 58+ 25-42 70-85 4-9
5A 4 N― S 61+ 2 段 差

5B 5 E― W 57+ 2-5 段 差

灰 No 標 高 (m) 比高葬 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南辺 (m) 北 辺 (m)
5B 9 ? ? 40+ , 25+
5A 680-685 5+ ? 85+ 8+ ?

5A 660ハ V664 4+ 南西 → 封し 58+ 60+ ? ? 東 西 10～ 13m前後

5A ④ 658-661 3+ 南西 → 剪L 61+ 58+ ? ? 東 西 8～ 9m
⑥ 656-663 7+ ? ? ? ? 分割 され る可 能 性

表39 5区  4b層水田跡水田区画計測表
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5A― SDl(第 46図)5A区 西部か ら

5B区北部にのびている。確認できた

距離は短いが調査区内ではほぼ真北

方向を向いている。幅190～ 250cm、

深さHOcmで、西側には幅の広い土手

を伴っている。断面図を作成する予

定であった調査区壁面が崩落 したた

め詳細な断面図は掲載できなかった

が、堆積土は灰黄 tr■色の細砂 と粘土

との互層で、水成堆積層と考えられ

る。直下 の5a層 水 田跡 に伴 う5A―

SD2が埋没 した後 に同じ場所に掘 り

直した水路である。遺物は出土 しな

かった。

SD1001(第 52図)8B区北端部に位

置する。延長部分を東に約60m離れ

た 8区拡張区 (第 3図)でも確認 し

ている。南岸のみを検出しただけで

あるので幅は不現であるが、断面観

察では底面はほぼ平坦である。堆積

土は砂や粘土の互層で水成堆積層と

考えられる。掘削されたのは4b層水

田の時期で、一度埋没した後に改修

されている。位置関係や方向、掘 り

込まれた層位、断面の形態などか ら
第46図  5A― SDl

9区で調査された城館の外堀SD1001の 延長部分と推定される (註 1)。 板材小片が1点出土 している。

3C― SDl(第 53図)8C区東端に位置 し、南北にのびている。幅140～ 150cm、 深さ70cmで、堆積土は4a層 に類似して

いる。赤焼土器片が1点出土 している。

(0土坑  5区で 3基、 8区で 1基確認 した。

5A― SK2(第 47図)5A区 北壁際に位置する。径240cmの やや歪んだ円形と推定される。深さ40cmで壁は急角度であ

る。断面図を作成する予定であった調査区壁面が崩落したため詳細な断面図は掲載できなかったが、堆積土は掘 り

上げた土をそのまま埋め戻したようなブロック土の混合である。遺物は出土 しなかった。

5B― SK2(第47図)5B区南端部の東壁際に位置する。径340cm以上の楕円形 と推定され、深さは125cm、 壁は急角

度である。堆積土下層は自然堆積層であるが、上層は人為的に埋め戻されている。遺物は出土 しなかった。

5B― SK3(第47図)5B区 中央部の東壁際に位置する。長軸400cm以上の精円形と推定され、深さは140cm、 底面は

平坦で壁はやや急角度である。堆積土下層は自然堆積層であるが、最上層は人為的に埋め戻されている。遺物は下

層から墨絵が描かれた土師質土器小皿が 1点 出土した (第 103図 3)。

8A― SK4(第53図)8A区 中央部の南壁際に位置する。大きさ300× 370cm以 上の長方形で、深さは130cm、 底面は平

坦で壁は急角度である。半裁 した壁面が崩落したため詳細な断面図は掲載できなかったが、堆積土はレンズ状を呈

オ／一Ⅳ日日ｒｌ

　

ぼ
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する自然堆積層である。遺物は出土しなかった。

3.出 土遠物

遺物は大部分が破片である。表95～ 102の各区別の破片集計を総合すると土師器156点、須恵器42点、赤焼土器 3点、

土師質土器皿類30点、その他の土師質土器 6点、瓦質土器 1点、中世の無釉陶器31点、中世の施釉陶器 2点、中国

産陶・磁器 1点、瓦 13点、金属製品 5点、石製品 2点、鉄津 12点である。またこの他にウマの歯なども出土 してい

る。図化できた遺物は 7点である (第99図 6、 第 100図 8・ 21、 第 101図 13・ 14、 第102図 12。 16)。 この水田跡に伴う

遺物を眼定することはできないが、5A区か らは当遺跡で確認された唯一の山茶碗の破片が出上している。

(註1)Ⅳ a層の城館に係わる遺構群はⅣal期～Ⅳa4期 までの 4期 に細分されるが、城館の外堀SD1001が設置されたの

はⅣa3期である。SD1001は 4b層 水田面か ら掘削されていることか ら、外堀SD1001の 掘削時期はⅣa3期 の初期で4b層

水田の存続期の最終末頃と考えられる。 (以下の対応を参照 )

Ⅳ詔期 =3b層

Ⅳa3期 =4b層末期～4a層

Ⅳa2期 =4b層

Ⅳal期 =4b層

角 調 土 貿 混入物・その他

1 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土
灰色細砂ブロック・黒色粘土ブロック・灰オリーブ色粘
土ブロック多量、人為的な埋め土

2

／
／
／
／

灰色
オ リーブ黒色
オ リーブ黒色
灰色

層互

土
土

土
砂

粘
粘

粘
細

濡 十 オリーブ灰角粘土ブロック少量、植物遺休少量

0                 2m

第47図 5A― SK2、 5B一 SK2・ 3 平面・断面図
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上
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―SK

1

5Y4/1 灰色
5Y2/1 黒色
75Y5/1 灰色
10Ⅵ/1 灰色

合混

土
土

土

恥

柏
粘

粘

知

人為的な埋め土

2 75Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 細砂少量

3 5泡/2 オリーブ黒色 粘 土

4 75Y4/1 灰缶 器 十

5 5YG/1 オ
'リ

ーブ黒角 粘 十 植 物潰 体 少量

6 75Y3/1 オリーブ黒色 粘 土

7 75Y4/1 灰色 粘 土
暗灰黄色泥炭質粘土ブロック・オリーブ黒色細砂ブ
ロック少量、崩落土

5B― SK3
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0             10m

―X=―憾8470+―
第48図

6区 4b層水田跡平面図
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第49図
7区 4b層水田跡平面図

表40 6区  4b層水田跡畦畔計測表

表41 7区  4b層水田跡畦畔計測表

表42 6区 4b層水田跡水田区画計測表

表43 7区  4b層水田跡水田区画計測表

A卜 710m

十

＜

＝

＋

〕
ｏ
『
∞
ｏ

一　

１

区 阻 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 局さ (cm) 備考
6A l 2°E 26+ 痕跡のみ
6A 86ΨE 211+ 3 ～ヽ7 痕 跡 の み

6B 3 74° E 32+ 43-58 痕 跡 の み

6B 4 4°E 114+ 50ヽV90 痩 跡 の み

区 血 方 向 長ё (m, 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 高さ (cm) 備考
7 80口E 22+ 27-43 4-6
7 2 5° Vヽ 82+ 32-42 75ヽV80 1-5
7 3 79° E H5+ 27-5 60～ 72 1-5
7 4 N一 S 59+ 3～ 5

7 5 80°Ⅵ/ 96+ 1-5 段差

区 瞼 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 吏羽 (m) 辺 (m) 南 辺 (m) 北辺 (m)
6A 637-640 3+ ? 25+ ? 70+ ?

6A の 636^Ψ640 4+ ? ? 25+ 132+ ?

6A 9 ? ? ? ? 211+
6B ? ? ? ? ? ,+ ?

6B 643^ヤ645 2+ ? ? ? ? 32+
6B ⑥ ? ? 114+ 9 ? ?

6B の 為41-為 4 1+ 9 ? H4+ ? ?

区 No 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東コ (m) 西 捌 (m) 雨 辺 (m) 北 辺 (m) 規 模 。そ の仙

7 680 ? 9 ? ? 15+ ?

7 ② 676-678 2+ 9 ? 75+ ? ?

⑥ 6島0-6R3 3+ ? ? 112+ 30+ 南 北 95m
7 676-680 4+ 9 57+ ? 70+ 20+ 南 北 9～ Hm前 後

7 ? ? ? 57+ ? 87+

0            1m

第 50図 8B区  東壁断面図
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畦畔

―



第 1編 第 1次発掘調査

十
〒
＋
霊
３

第51図

8区 4b層水田跡平面図

8区拡張区東壁

0                               20m

引 J

＞

　

　

Ю

Bトー740m

斗==ピi詭 610

8B区東壁

色 調 土 蜜 混入物・そ の他

①
25Y3/2 黒褐色
25Y4/3 オリーブ褐色 線音 シ,レ ト1混合

② 25Y3/2 黒褐色 粘 土

③
25Y3/2 黒褐色
25Y4/2 階灰昔角 箱参1昂倉圭蒼分

④

25Y3/2 黒褐色
25Y3/1 黒褐色
75Y3/2 オリーブ黒色 縮う

質シルト
1混
合壁の崩落土

⑤
25Y3/1 黒褐色
25Y3/2 黒褐色 姉蒜1混合 壁の崩落土

⑥
25Y4/2 暗灰責色
25Y3/2 黒褐色 陥 歩 眸

⑦ 賜νレ

/2 
オリーブ黒色

ケ オリーブ黒色
黒色

リツト質粘土
1互
層

③

5Y4/1
5Y3/1
25Y3/

灰色
オ リーブ黒色

1 黒褐色 縮ま1互
層

◎

25Y3/1 黒褐色
25Y4/2 暗灰黄色
25Y2/1 黒色 緒姜質粘土1混

合崩落土?

10YR4/2灰苦 爵れ 粘土 酸化鉄粒多量

10YR4/2灰三 角 継 十 黒褐色粘土ブロック・にぶい黄褐色ンル トブロック多量

団 25Y4/1 責灰イ 帖 士 黒褐色粘土ブ ロック・黒色粘土ブ ロック少量

口 10YR2/3黒褐色 粘土 にぶい音楊角粘十ブロック/J2畳

□
10YR3/2黒褐色
lCIYR4/2灰 黄褐色

粘土

卜質粘土 }互
層

第 52図  SD1001 断面 図

8区拡張区東壁
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4b層水田跡

区 L 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (Cm) ¬ぐ】帯巾尋(cm) 高 さ (cm) 備 考

RA l hA「 93+ 45-68 97-130 3-7 降畔2と 合わせて大IIf畔 ?

8A 2 N一 り5+ 36～ 82 104～ 131 6-8
8A 3 34パ「 55+ 87-98 2-7
8A 4 25°E 30+ 10Э 7

8A 80～ 85°E 151+ 61～ 1餌 148-173

8A h 0°E 50+ 46^V90 160～ 167 8-

8A 7 85や Aヽ「 82+ 52⌒Ψ68 4～ 3 やや不明瞭な水口

8B 8 E一 Vヽ 43+ 6Cl～ 168 4- 6 SDllllllの南 側 土 手

8B 9 8° E 5-9 段 葬

8B 75°W 65+ 76～ 84 140^V167 ～ 15

8C 11 ― W 55+ 47～ 72 145-190 6-14
8C 12 62° E 喬う+ 130^ヤ 145 8～ 14

8C 13 78°WV 40+ 6ハ∀10 段 葬

8C 4 7° E 38+ 68-86 4-

表44 8区  4b層水田跡畦畔計測表

区 L 標 高 (m) 比高差 (Cm) 傾 斜 方 向 東コ (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 規 模 ・ そ の他

8A 660～664 4+ ? 93+ ? ? 9

8A の 657-660 3+ ? 55+ 100+ rloぅ、 ? 東 西 10～ 105m

8A 654^vFD 56 2+ ? 27+ 50+ 買 西 6～ 呂m誦 循

8A 650-651 1+ ? , 30+ ? 東 西 8m
8A 656-660 4+ ? 50+ ? 142+
8A ⑥ 655 ? ? 44+ 9 (70Ⅲ 東 西 7m前 後

8B の 646-648 2+ ? 9 55+ 60+ 百 ヤ 17～ 18m

8A～8C 650-656 6+ ? 9 9 55+ 60+ 首』ヒlh 5司 7う

8C 656-659 3+ 9 9 9 65+ 55+ 南 北 Hm前 後

8C 654-656 2+ 西 → 東 lうⅢ 9 85+ 90+ 台 形 か三 角 形

8C ① 652-656 4+ 9 40+ 38+ ? 9 東 西 7m前後

8C 652 ? ? ? 38+ ?

表45 8区  4b層水田跡水田区画計測表

Cトー680m

Dトー 680m

0                          2m

第53図  8A― SK4、 8C― SDl 平面・断面図
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第 5節  5a層 水 田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上層の水田耕作土を削り込む途中で確認した。全体的に遺存状況が良好である。

¢)耕作土 耕作±5a層 の厚さは 5～ 10cm前後だが、4区では比較的厚く20cmあ る。下面は起伏があり、直下層を

巻き上げている。

●)水 田域 水田域は 1～ 8区 まで調査区全域に広がっている。

十X=略83Ю
<

0                                  20m

+X=■ 88350

第54図  1・ 2区  5a層 水田跡平面図

―キー七べ＝＋｝〇『滓〇

①

―

豊 話  ヽ

層 fr 色調 土質 混入物 。その他

10YR4/2灰 音褐角 与土

② 10YR3/2 黒孝 粘 十

⑥ 10YR4/2灰 責褐色 粘 土 黒褐色粘土ブロック多量

④ 25Y3/1 黒褐色 粘 土 糊殻 多

⑤ 25Y4/1 黄灰色 粘 土 籾殻少

5Y3/1  オ リーブ黒色 粘 土 籾殻多量

区 hTo 方 向 長さ(m) に】常市冨(cm) 下端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考

〕 1 徹― Rへ
°, 10+ 42-78 108～ 1% 1 屈 曲

2A 86。E 52+ 48-58 2-6
2A 2 75∬お「 57+ 45^シ 52 92- 11 1-FD

2A 3 16° E 67+ 35-54 8う
ヘシ99 3-5

2B 4 10° E 52+ 4~-52 88-H2 -3
2B 6° E 55+ 97～ 168 145-215 -4 2B― SDlの 西 1則 十辛

2B 6 11° E 54+ 83～ 160 137～ 172 ^シ5 みB― SDlの東 恨J土 手

2B 7 4° AヽI 55+ 28-50 65ヽシ82 -5

2B 4° E 55+ 34-48 70-8R 4

表46 1・ 2区  5a層水田跡畦畔計測表

区 No 楔 高 (m) レヒ高キ (cm) 値 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m)
1 ① 675′～6呂2 7+ ? ? Hl+ ?

② 675-680 5+ ? ? 1+

2A 689-690 1+ 西→ 東 ? ? 2+

2A 686-690 4+ 9 ? 57+ 52+ 南 北 135～ 15m前後

2A 685-687 2+ 9 90+ 9 ? 75+
2B の 680-/685 5+ 西→ 東 52+ 67+ ? 更 西 1lm
2B 677～680 3+ ? 55+ 52+ ? 票 西 10m
2B 673～675 2+ 55+ 54+ ? 東 西 85～95前 後

2B 677 二十 9 55+ うう+ ? 東 西 7m前 後

2B ? ? 55+ ? ?

表47 1・ 2区  5a層水田跡水田区画計測表
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第 1編 第 1次発掘調査

第57図  3区 5a層水田跡平面図

表48 3区  5a層水田跡畦畔計測表

区 L 標 高 (m) 比高差 (cm) ltr斜 方向 東 羽 (m) コF4刀 r 首 コ (m) 北 辺 (m) 規 模 。そ の他

3A ① 9 , ? 9 ? ? 部 分 的 に検 出

3A 2+ ? 35+ 18+ ? 東 西 7m
3A 689-692 3+ 西→ 東 20+ 12+ 9 東 西 12m
3A 689-692 3+ 25+ 33+ ? 東西13m
3A ⑤ 676-682 6+ 9 ? 5+ ? ?

aB ⑥ 4+ 58+ ? ? ?

3B 673-675 2+ ? 52+ 58+ ? ? 東 西 8m前後

3B , ? ? 52+ ? ?

表49 3区  5a層水田跡水田区画計測表

2.遺構の状況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛り上げて造られており、全調査区で検出した。規模が大きいのは 2区睫 5・ 6、 3Atth

4、 4区随 1、 5A区瞼 5。 6、 8A区 1・ 2である。 2区 。3A区・ 5区のものは水路の土手で、4区で検出したもの

は基軸の大畦畔と推定される。8A区の場合は上端幅が他の畦畔とほとんど変わらず下幅だけが広くなっているが、

理由は判然としない。

5a層 大畦畔

6b層 大畦畔

第58図  4区  北壁断面図

Ｘ＋
＜”占
選

Ｉキーヽ
ホ＝十ＰＯ『∞〇

Ｘ+X=略 &390

区 No 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cm) Tす常I仰再(cm) 言さ (cm) 偏 考

3A 3°ヽヽ「 32+ 6-12
3A 2 3～ 45口 E 42+ 18～薯 75～ 80 8～ 10 屈 曲

3A 3 84° ハヽ「 6Cl～ 65 2-4
3A 4 N― S 53+ 190-200
3B N一 S 58+ 20～ 34 F10～ R0 1-4
3B 6 6-39° E う2+ 28～審 65～ 82 1-5 屈 曲

44
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第 5節  5a層 水田跡

その他の畦畔は下端幅80～ 100cm程度のものが多い。高さは

5 cm以 上のものが多く、中には10cm以上のものも認められ

る。方向は真北を中心にして西に 5° 前後、東に10° 前後

の振れがある。

¢)水 田区画 水田区画は方形を基調としている。規模が判

明した区画は少ないが、 8区では一辺 8～ 10m× 10m(約

90∬ )の 区画 と一辺7.5～9.5m× 14.5× 18m(約 150∬)の 区

画が認められた。その他の区画では一辺の長さは 7～ 14m

とば らつきがあり、5B区では南北長23mの 区画も認められ 耳

た。                          Ξ

第59図  4区  5a層水田跡平面図 +X子 188390

表 50  4区 5a層水田跡畦畔計測表

表51 4区
5a層水田跡

水田区画計測表

0                                  20m

や 188m0

第60図  5区  5a層水田跡平面図

‐十十一本＝＋｝〇∞ωＯ

0           10m

―十X=188390

‐キ‐上ヽ
＝・中〇
∞６０

６

５

　

４

灰 No 方 向 岳 さ (rn) Lあ語硼8(cm) 下 端 報訳 cm) 言さ (cm) 備 考

4 1 4ゆM′ 114+ 200-230 8～ 16 大畦 畔

4 2 81° E 60^ヤ 80 98-32 6～ 9

4 3 N― S～ 18ヽV 127+ 30～ 1" 92-164 2^ヤ 8 やや 屈 曲

4 4 88獅「 73+ 32-56 5^▼ 9

4 3やE ち7+ 30-5R hR-97 2^ヤ 9

区 L 標 高 (■1) 比高葬 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 西】 (m) 南 辺 (m) 北 コ (m)
4 ① 643-6 4FD 3+ 9 ? ?

4 645-650 5+ 12+ 28+ 頁 西 Hm
4 645-646 1+ ? ? 80+ 9 95+
4 646-650 4+ ? 140+ 67+ ? 東 西 8m前後

4 ⑥ ? 9 9 ? ? 60+
4 ? 9 60+ ? ? ?

十X=略8500
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区 血 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (Cm) 高さ (cm) 4庸考

5B 1 85° 氏ヽ「 48+ 1-3
5B 2 6°W HO+ 70-80 112-140 1～ 8 屈 曲

5B 3 86Ψ E 為2+ 56-72 125⌒∀135 6-11
5A 4 85°W 30+ 4 段 葬

5A 5 6° E 120+ 132-174 166ヘシ242 2-16 5A― SD2の 東項1土 手、水日あり

5A 6 3° E 54+ 4-8 5A一 SD2の 東 側 土 手

5A 7 57+ 84-94 3ヽシ7

5A 8 3部I 61+ 25～ 35 70-85 aヽシ7

5A 9 84° E 103+ 40^シ 68 68-92 3-5
5A～ SC 9°耶F 90+ 40ヘシ70 98～ 108 2～ 6

5C 85° E 60+ 35～ 50 95～ 100 2-7
5C 12 10～ 13やW 8R+ ]う～50 85-100 1^シ 4

5C 13 83° 耶/ 48+ 52-70 98-108

区 Alo 標 高 (lal) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m) 規 模・ そ の他

5B ① 668か∀672 4+ 西 → 東 ? ? 40+
5B ② FD 69-673 4+ 6う 十 40+
5B 664′ シヽ667 3+ ? 90+ , 50+
5B 656-663 7+ ? 135+ 30+ 百 北 23m
5A 650-657 7+ ? 40+ ? 30+ ?

うA ⑥ 63‐-64 7+ 西 → 東 57+ 54+ 9 ? 東西 10m
5A ⑭ 637ヽ立641 4+ 61+ 57+ 9 ? 東 山り5m
5A 638-642 4+ ? るう+ 120+ ?

5C 645～654 9+ ? ? 85+ 15+ 南 北 14m前後

5A～ 5C ⑪ 642-646 4+ 9 105+ ? 65+
うC ① fDう 3-656 3+ 9 170+ 120+
5C 655-659 4+ ら+ 40+
5C 652-654 2+ ? 20+ 45+

表52 5区  5a層 水田跡畦畔計測表

ヨミ53
5区
5a層水田跡

水田区画計測表

●)水 田面の標高と傾斜 最も標高が

高いのが3A区で6.93m、 最も低い6A

区が6.32mで ある。各水田区画内に

おける傾斜は西から東方向を中心と

している。区画内の比高差は概ね 5

cm以内のものが多いと推定される

が中には10cm近 い区画も認められ、

全体的には比較的大きい。

徽)水 回 5区 の畦畔 5に認め られ

た。区画④北東部か らSD2へのつ,水

用で、水田側である西端部の幅は30

cmだがSD2側では100cmに広がって

いる。

“

)溝跡 溝跡は6a層から踏襲されて

いる2B― SDlの 他、5A区で 1条確認

した。

5A― SD2(第 61図 )5A区西部から5B

区北部にのびている。確認できた距

離は短いが調査区内ではほぼ真北方

向を向いている。幅300～ 350cm、 深

さ130cmで 、両側には幅の広い土手を

o                           5m

第61図  5A― SD2 平面・断面図
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伴っている。断面図を作成する予定であった調査区壁面が崩

落 したため詳細な断面図は掲載できなかったが、堆積土は自

然堆積層で黒褐色粘土層を主とし、壁際には崩落土が認めら

れた。水田に伴う基幹水路である。遺物は在地産の無釉陶器

片が 1点出土 している。

(0上坑  1区で 1基、 8区で 2基確認 した。

1-SK4(第 55図 )】ヒ壁際に位置し、 190× 220cm以 上の隅丸

長方形と推定される。崩落の危険があったため完掘できな

かった。深さ120cm以 上で壁は急角度である。堆積土は自然

堆積層で、遺物は出土 しなかった。

8A― SK5。 SK6(第 66図 )8A区 に隣接 して位置する類似 した

土坑である。8A― SK5は280× 450cm、 8A― SK6は 250× 500cmの

長方形で大きさがやや異なるが、深さは共に130cmで 壁は両者

共にほぼ垂直に立ち上がる。堆積土も共通で、掘 り上げた土

をそのまま埋め戻 したようなブロック土の混合である。遺物

は出土しなかった。

0         10m

―一略&470+

第62図

6区 5a層水田跡平面図

く＝＋牌ｏＯ】ｏｌ十‐

表54 6区  5a層水田跡畦畔計測表

区 No 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m) 親 模 。そ の TPj

6A 632-∀635 3+ ? 9 52+ ? ?

6A 637 ? 9 52+ ? ? 部分的に検出
るB ⑥ ? ? 50+ ? 音Б歩)自9にれ完B
6B ① 636´ シヽ638 2+ 135 ? 20+ 17+ 南 封ヒ13m
6B 635ヽシ638 3+ 9 ? 135 15+ 18+ 言耳引ヒ13 5rn

6B 635-638 3+ 9 135+ 9 1と +
6B の 635か▼636 二十 ? ? 35+ ? lR+

6区  5a層水田跡水田区画計測表

3.出 土遺物

遺物は大部分が破片である。表95～ 102の 各区別の破片集計を総合すると土師器104点、須恵器44点、赤焼土器 7点、

土師質土器皿類25点、その他の土師質土器 4点、瓦質土器 1点、中世の無釉陶器62点、中世の施釉陶器 1点、中国

産陶・磁器 2点、近世の陶 。磁器 5点、瓦 2点、金属製品 5点、石製品 1点、鉄津 5点である。またこの他にウマ

の歯や骨なども出土している。図化できた遺物は7点であるが (第 99図 8、 第100図 7・ 11・ 12。 17・ 22、 第102図 15)、

この水田跡に伴う遺物を限定することはできない。

古X=・ 8&450

区 血 方 向 長 さ (m) J二 男缶噺目(cm) 下 端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考

6A 1 9°れ 52+ 40⌒ヤ60 80～ 94 l-5
6B 2 80°W 50+ 42～ 55 78～ 90 lハV3

6B 3 85° E 50+ 4 85～ 94

6B 4 10° E～2hV
"6+

3うか▼63 73-RR -7
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第64図
7区 5a層水田跡平面図

〔-3a層 畦畔―〕

(おb層畦畔⇒

ぐ一巧a層畦畔一―)
0           1m

第63図  7区  西壁断面図

一ヽ＝＋｝〇『６０１十‐ 十X=と阻470

0              10m

―

④ｈ
胤
Ⅲ
Щ
３

③

区 睫 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cm) 下 端 幅 (cn) 高 さ (cm) 備 考

7 6° Aヽ「 1()2+ 39-62 70^マ 88

7 2 83p E 9R+ 72-80 87-112 1～ 6 やや屈曲

7 3 9°W 32+ 42-48 1-3
7 4 86°W 94+ 48～ 100 3-4
7 5 12° E 93+ 83-95
7 6 86° Aヽ, 98+ 55-R0 h-1

表56 7区  5a層水田跡畦畔計測表

区 ATo 標 高 (m) ,ヒ 高差(cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 】 (m) 南羽 (m) Jヒ羽 (m)
7 ① 670-673 3+ ? 95+ ? 73+ ?

7 ② lD 69-ャ675 為+ 丙 → 更 95+ 25+ ?

7 673 ? ? H5) ? 80+ 10+ 南 北 1lm前 後

7 ? ? ? 120) 85+
7 ⑤ 675-678 3+ ? (105) ? 10+ 55+ 南 ヤ 12m前後

7 ⑥ ? ? 95+ 20+
7 h7う ? ? 100+

表57 7区  5a層水田跡水田区画計測表

区 hTo 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 高さ (cm) 備 考

8A l 9°E～ 15hV 109+ 35ヽシ90 167ヽψ192 2-12 や や 扁 由

Rノモ 82° E 56+ 28ヽシ40 200-2 6^シ 13

8A 3 N― S 92+ 36-58 3-H
8A 4 N― S 94+ 40-65 92^ヤ 125 3ヽ∀8

8B 5 86° Aヽ「 55+ 37～ 48 98～ 105 4ヽシ11

呂B 6 7°E～ 3名お/ 429+ -7 世 界 、 や や 席 巾

8B 7 77° パヽ′ 7+ 4R 3

8C 8 77Ψ E 33+ 73-92 1-3
8C 9 86° E 56+ 47ヽマ78 118～ 145 2～ 9

8C 28° E～ 32部「 3・ 22+ 104 5ヽ彰9 一 部 贄 弄 、 席 帥

8C 87°E 35-48 92ヘッ98

8C 9°W 30+ 4

表58 8区  5a層水田跡畦畔計測表

区 睫 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 吏 コ (m) 西コ (m) 南羽 (m) 封ヒ刀 (m) 胡 穏 。そ の TI J

8A ① 650 9 う+ 35+ ? 音ドタ)日,にを走とJ

8ノゝ ② 為41-649 8+ 110+ 60+ ? 115Ⅲ 東 西 12m前後

8A 641ヘシ647 6+ 9 94+ 92+ ? 東 西 85～ 9m
8B 628 ? 9 ? 30+ 55+ ? 部 分 的 に検 出

8B ⑤ ? ? ? ? 詳 細 不 明

RB ⑥ 628^ジ635 7+ ・9 320+ 50+ 分割 され る 可能 性

8A～8C 聰 640-643 3+ (り う 東 西 95、 南 北 145～ 175m、 約 1501al

8C 643～ 65] 8+ 西→ 東 (180) 7111 75Ⅲ (り う 東西 75～ 95、 南北 17～ 18m、 約 15011a

8C ? ? ? ? ? 音Lケ〉日何に小貧とJ

8C ⑩ 643^シ652 9+ 北 西 → 苗 東 (100) 9働
`90ヽ

r島 o) 東西 8～ 10m、 南 ヤ 10m、 約 飢〕lla

⑪ 652 ? ? 9 副
`分

的 に検 出

8C 鍛 645-646 1+ 30+ ? ? 東 西 9m前後

8C 636-646 10+ 西→ 東 30+ ? ?

表59 8区  5a層水日跡水田区画計測表
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第66図  8A一 SK5・ 6 平面・断面図

く
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0                                  20

第65図  8区  5a層 水田跡平面図
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8A― SK5 作業風景
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第 6節  5b層 水 田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上の5a層水田耕作土を削り込む途中で確認したが中央部の4区 。5区 と東部の6A区は

遺存状況が悪く、5b層 自体がほとんど確認できなかった。

12)耕作土 耕作±5b層 の厚さは 5～ 10cm前後だが、2区では比較的厚く10～20cmあ る。下面は起伏があり、直下層

を巻き上げている。

俗)水 田域 水田域は 1～ 8

区まで調査区全域に広がっ

ていたと考えられるが、耕

作土が確認できなかった調

査区もあるので詳細は不明

である。

古
占
ぎ

刀川
ｄ
訃
‐

X=188310 ―】ぃ上ヽ
＝＋〕〇『り〇

十X=188350

0                                  20m 第67図

1・ 2区  5b層水田跡平面図

表60
1・ 2区  5b層水田跡畦畔計測表

区 hTo 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cn) 下端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備 考

1 89° E 203+ 25～ 48 911-711`

l 2 3°W 23+ 48-65 8

l 3 9 5+ 1-15 段 差

2A 89°W 52+ 42^シ 56 102^シ 112 3-49

2A 2 79°WV 56+ 52～ 70 6-8
2A 3 18° E 71+ 55-65 11(l-155 -7

2B 4 16° E 53+ 42^シうFD 90-105 l-4
2B 5 9°E う+ 83-150 125-160 2^V4 2B― SD4の 西狽I十千

2B 6 8ΨE 54+ 75ヘツ135 108～ 172 4^▼ 9 2B― SD4の 東狙‖十千

2B 7 3°耶「 41+ 32ヽ立50 75′ シヽ100

2B 8 83° E 72+ 40-46 90-96 -7

2B 9 う
°E 54+ 40-4R 1～ 5

区 血 標 高 (■ 1) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 羽 (m) 凸 」JJ(m 南辺 (m) 北 辺 (m)
1 配 665-671 6+ ? 9 203+
1 666-67 5+ ? 16+ 9 ? 158+
1 ⑥ 663ヽシ665 1+ ? 16+ 32+

2A ① 678～681 3+ ? 9 ? 52+ ?

2ノ【 678-681 3+ ? 9 ? 56+ 52+ 南 北 14m前後

2△ 675～676 1+ ? 95+ ? 75+
2B 675-678 3+ ? 53+ 68+ ? ? 東 西 12m
2B ⑥ 671-675 4キ ? 55+ 53+ ? 東西9m
2B 668⌒▼670 2+ ? 30+ 70+ 東 西 85～ 95m
2B ? 9 3う + ? 東 西 65m
2B ? ? 10+ ? 9 ? 部 分 的 に検 出

2B ⑤ 675 ? 45+ 10+ 9 65+ 東西65m
2B ⑪ 673 IP ? 54+ 9 ?

表61 1・ 2区  5b層 水田跡水田区画計測表
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0                         5m

2.遺構 の状況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛り上げて造

られており、北部～中央部の 1区 。2

区 。3区・ 7区 と東部の5C区 北部・

6B区 。8区で検出した。規模が大き

い の は 2区 h5・ 6、 3A区 血 1・

5。 6、 7区 の大部分、 8区配 2～

4・ Hな どである。 2 EXF配 5。 6と

3Attm 5・ 6は水路の土手である。

8区の畦畔は5a層水田跡同様に上端幅

が他の畦畔とほとんど変わらず下幅だ

けが広くなっているのに対し、 7区の

畦畔は上端幅・下端幅共に広い。理由

は判然としない。

その他の畦畔は下端幅60～ 100cm程

度のものが多い。高さは 5 cm以上のも

のが多く、中には10cm以上のものも認

められる。方向は真北を中心にしては

いるが、かなりばらつきがある。

第69図  2B― SK2 平面・断面図

12)水 田区画 水田区画は方形を基調としている。規模が判明した区画は少ないが、 7区では一辺 5～ 1lm× 18m

(約 145∬)の台形の区画と8区で一辺10m前後 (約 105�)の正方形の区画が認められた。その他の区画では一辺の

長さは4～ 14mと ばらつきがある。

G)水 田面の標高と傾斜 最も標高が高いのが3A区で6.88m、 最も低い6A区が6.20mで ある。各水田区画内における傾

斜は 8区では概ね西から東方向を中心としているが、他の調査区では明瞭な傾きは認められない。区画内の比高差

は比較的小さく、 5 cm以内のものが多いと推定される。

士X=・ 8&370

１キー一喝＝＋ＰＯ『∞〇

Ｘ

5Y3/1 オリーブ黒 黒褐色粘土ブロック多量、灰オ リーブ色粘土プロ

5Y3/1 オリーブ黒色 黒褐色粘土 ブ ロック微量

黒褐色粘土ブロック多量、灰オリーブ色粘土ブロック,灰オリーブ色細砂ブロック少量

+X=阻 390

第70図  3区  5b層 水田跡平面図
0                     20m



区 血 方 向 長さ(m) 上 端 幅 (cm) トン蒜甲邑(cm) 高さ(cm) 備 考

3A 1 3°W 24+ 38～ 50 75-142 6

3△ 2 05+ 7 一 部 の み 絵 出

3A 3 46° E～ 2獅「 15+ 7

3A 4 85°�V 16～35 68ハV96 3-6
3A 5 N― S 3+ 52-96 115-165 4-10 3A― SDlの 西 側 十千
3A 6 5° E 52+ 95-132 150-205 2-4 3A― SDlの 支 狙W十 千
3B 7 N― S 57+ 50～ fj0 95^V105 5-9
3B 3° E 57+ 35-48 85-92 6

第 2章  1～ 8区の調査
第 6節 5b層水田跡

表62 3区  5b層水田跡畦畔計測表

表63 3区  5b層水田跡水田区画計測表

層位 色 調 土 質 混 入物 。そ の 41J

10YR4/3にぶ い黄褐色 粘 土 酸化鉄・ マ ンガ ン粒微量

10YR4/2灰黄褐色 粘 土 オリーフ i土 ブロック微量、酸化鉄・マンガン粒少量
⑤ 25Y4/2 灰責色 粘 土 黄褐色粘 ! を 状に微量、上部 に酸化鉄 少量
④ 25鴻/2 角 粘 土

第71図  3A― SKl 平面・断面図

“

)水 日 3A区 の区画③と南部の3-SKlとの間の畦畔が幅90cm途切れている。ただし、3A― SKlの性格が不明なので

水日としての機能を有するかどうか断定はできない。

脩)溝跡 溝跡は6a層から踏襲されている2B― SDlがあるが、 3区でこれに続くと推定される3A― SDlを確認し

た。

区 h 標 高 (m) 比高を (Cm) 傾 斜 方 向 奮 初 r 西 刀 (m 南 辺 (m) 北 辺 (m) 規 模 。そ の他
3A ① ? ? ? ? ? ? ? 部分 的 に検 出
3A ? 9 9 30+ 9 ? ? 部分 的 に検 出
3A 683-688 5+ 9 10+ 20+ ? 東西75m
3A 679^ν681 2+ ? 20+ 15+ 東 西 12m
3A ⑤ 683-686 3+ ? 25+ 2う + ? 更 西 14m
SA ⑥ 673′ ▼ヽ677 4+ ? ? 52+ ? ?

3B 667-670 3+ ? 57+ ? 9 ?

3B 663-667 4+ 9 57+ 57+ 9 ? 東 西 10m
3B ③ 664 ? ? ? 57+ 9 ?

ブロック土
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層 位 色調 土 質 混入物・その他

① 10Y陣/1褐灰色 粘 土 管状酸化鉄多量

第72図  3A― SDl 平面・断面図

3A― SDl(第 72図)3A区 中央部を南北に横断する溝である。元々は6a層段階に掘 られた3A― SD2が 2B― SDlに 続

く溝であるが、2B― SDlと 3A― SD2が埋没した後、 2区ではほぼ同じ位置で掘 りなおされ、3A区では若干西側に位

置をず らして掘 りなおされていると考えられる。上部を 4層水田耕作土によって攪拌・削平されているが、溝底部

の窪みと堆積土の最下層と考えられる粘土層が残存 していた。幅は100cm前 後、深さは20～25cmく らいと推定される。

遺物は出土 しなかった。

16)土坑  2区で 1基、3A区で 1基、6B区で 2基確認 した。

2B― SK2(第 69図)2B区 中央に位置 し、260× 460cmの隅丸長方形である。西端部は2-SDlの東側の土手 (畦畔 6)

の除去後 に確認 したので、畦畔 6よ りも古い遺構である。深さ80cmで 壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は自然堆

積層で、遺物は須恵器片が 1点出土 している。

3A― SKl(第71図)3A区西端の南壁際に位置する。平面形は隅丸方形か長方形と推定され、一辺は440cmあ る。周

辺には5b層 の畦畔が土手状に巡 り、その一部には上にブロック土が盛 り上げ られている。下端を検出していないの
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で深さは不明であるが調査できた最深部では120cmあ り、壁は緩やかに

立ち上がる。堆積土は自然堆積層で、遺物は土師器片 1点の他ウマの

歯が出土している。

6B― SKl・ 2(第 75図)6B区東壁際に位置する類似 した土坑である。

6B― SKlは方形で1辺265cm、 6B― SK21ま 円形または楕円形で径170cmで

ある。平面形は異なるが、深さは共に110～ 120cmで壁は共に急角度で

立ち上がる。堆積土も共通で、掘り上げた土をそのまま埋め戻したよ

うなブロック土の混合である。遺物は出土しなかった。

〇
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第74図  5C区  東壁断面図

← 3a層畦畔―一つ
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く＝十｝〇〕岸〇―キー蓉       盗

平面・断面図

区 血 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 島さ (cm) 備 考

5A・ 5C 1 11°ヽヽ/ 69+ 85～ lllll 3-5

表64 5区  5b層 水田跡畦畔計測表十X=略8500

5区 5b層水田跡平面図

第75図  6B… SKl・ 2 第76図  6区 5b層 水田跡平面図
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3.出 土遺物

遺物は大部分が破片である。表95～ 102の各区別の破片集計

を総合すると土師器 139点、須恵器33点、赤焼土器 5点、土師

質土器皿類21点、その他の土師質土器 6点、中世の無釉陶器

18点、須恵器系陶器 1点、中国産陶 。磁器 1点、金属製品 3

点、木製品 1点、土製品 1点、鉄滓 3点である。またこの他

にウマの歯や骨なども出土している。図化できた遺物は 4点

のみで (第99図 14、 第100図 16、 第 101図 11、 第 102図 7)、 この

水田跡に伴う遺物を限定することはできない。

】ヽ＝＋牌〇『６０‐―十，

第77図  7区  5b層水田跡平面図

0                      20m

―キ十一【”＋〕〇∞００

第78図  8区  5b層水田跡平面図
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区 No 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備 考

6A 1 8氣パr 52+ 4-6 段差

2 54お「～5°E 194+ 45-71 痕 跡 のみ

表65 6区 5b層水田跡畦畔計測表

区 h 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 』 (m) 西コ (m) 首 羽 (m) 】ヒ羽 (m) 規 模 ・ そ の 他

6A ① 620^シ622 2+ ? 52+ ?

6B ② 625-628 3+ 194+ ? IP

6B 625-627 2+ 194+ ? ?

表66 6区 5b層水田跡水田区画計測表

区 隕 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cn) 下 端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考

7 1 6° Vヽ 49+ ハV7

7 A6° E 35+ -10
7 3 86° E 82+ 2-7
7 4 10+ 2 段 差

7 5 88° E 105+ 釣 5～ 225 265-272 1-∀ 8

7 6 86°E 81+ 212-228
7 7 Rる

°E 25+ 3-9
7 ? 12+ 6

7 9 4°WV 90+ 135～ 150 225-255 7～ 9

7 10 8° E 72+ 220⌒∀230

7 ? 27+ 3 段差

表67 7区 5b層水田跡畦畔計測表

区 No 模 冨 (m) 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北辺 (m) 規 模 。そ の他

7 ? ? 38+ 25+ ? 部 分 的 に検 出

7 650-/655 5+ ? 50+ 55+ ?

7 ⑥ 665～ 669 4+ ・9 ? 120+ 100+ 雨 北 3～ 35m
7 の 4+ ? ? HO+ 110+ 南 北 65～ 7m
7 662-665 3+ ? 20+ 40+ 台 形 ?
7 ? ? 9 部 分 的 に検 出

7 665^シ670 5 lЬ ll) (180Ⅲ 11()Ⅲ 台 形 、真 西 5～ 1lm、 雨 北 18m、 約 14511a

7 ⑥ 673 ? 9 40+ ? 部 分 的 に検 出

表68 7区 5b層水田跡水田区画計測表

区 No 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考

8ノゝ | 47° Vヽ 43+ 35-52 125^ヤ 135 3^シ 9

8A 2 14°W 96+ 27-56 182-206 4^シ やや屈曲
8ノゝ 只R° F う為+ 23ヽシ4 220 4-9
8A 4 2獅「 93+ 36-43 140-192 27-10

8B 5 89°W7 47+ 34～ 53 92～ 104 2-5
8B 6 6° E 239+ l-3 段 ≠

8C 7 84° E 56+
8C 8 110) 5ヽシ9

8C 9 07+ 64

8C 88° E 30-37 138～ 165 10-/12

8C 11 N一 S 41+ 55-133 240-268 3-15
RC 2

0ロ 40+ 之差

表69 8区 5b層水田跡畦畔計測表

区 ATo 保 島 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東捌 (m) 西 』 (m) 葡』 (m) 北 ■/J(m) 細 榎 ・ そ の Illj

8A ① 650 ? 9 5+ 30+ 部 分 的 に検 出

8A ② 640ヽシ645 5+ ヤ丙→百東 110+ 65+ ? 東 西 Hm
8A～ 8C 635～ 645 10+ 西 → 東 ? 360+ (185) ? 分 割 され る可 能 性

8B 630 ? ? ? ? 60+ ?

8B～ 8C ⑤ 626～ 630 4+ ? ? 15Ⅲ 45+ 分 割 され る司 能 性

RC ⑥ 639-644 5+ rlo o、 r9ぅ (95) 東 西 9～ Hm、 南 北 9～ 10m、 約 105111

8C ⑭ ? ? ξБ分的に検出

8C ? ? 20+ 10+ 9 東 西 9m
8C 635 ? 9 40+ 41+ 9 ? 東 西4m

表70 8区 5b層水田跡水田区画計測表
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第 7節  6a層 水田跡

1.水田の概要

(1)検出・遺存状況 畦畔は直上の水田耕作土を削り込む

途中で確認した。遺存状況は全答的に比較的良好であっ

たが、中央部の4区は遺存状況が悪 く6a層が部分的に残

るだけの状態であった。

¢)耕作土 耕作±6a層 の厚さは比較的厚 く10～ 20cmあ

る。下面は起伏があり直下層を巻き上げているが、灰白

AI-740m

-6a畦 畔
―

 ぐ一-3a畦畔∋
0           1m

古
＝ミ
ち　
川
周
Ｎ
寸

十一眸鳴ぺ＝十滓〇
『り〇

X=188310

第79図

2A区 東壁断面図

6a層水田跡平面図

6a層水田跡畦畔計測表

第30図
1・ 2区

9

0                      20m

十X=18&350 1

７‐

区

表

２

派篇
~も

 ~~〕

灰 No 方 向 岳 さ (m) l‐ 】希巾呂(cm) 卜端 中昌(Cm) 高 さ (cm) 備 考

2A 〕 88Ψ E 53+ 58^ツ 74 102^シ 124 3～ 7

2A 2 85°E 53+ 32-48 2-4
2A 3 74れハI 59+ 55-98 95-120 1-4
2A 4 5°E 6り 十 38^V60 85～ 95 1-4
2B 3° Wヽ 49+ 35⌒▼55 95-98 4-8
2B 6 3。lll 54+ 98-112 133～ 148 6 2B一 SDlの 西 狽J土手

2B 7 8° E 52+ 450^シ 500 480-540 7 2B― SDlの東狽1+手、大降畔

2B 8 86° E 74+ 40～ 65 105-145 3ヽシ8

2B 9 5°W 58+ 5-35 4-7 やや屈曲

区 No 標 高 (m) Lr扁拝 (cm) 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北 辺 (m)
1 655-661 6+ ? ? ? ? ?

2A 674-675 1+ 西 → 東 9 9 53+ 9

2A 673 ? ? 53+ 53+ 雨北 8m
2A ⑥ 672-673 1+ ? 59+ 53+ 台 形 ?、 南 北 4～6m前 後

2A 3+ 丙 → 凍 80+ ? ? 70+
2B 664～666 2+ 西 → 東 49+ 65+ ? 東西 6～65m
2B 656～662 7+ ? 54+ 49+ ? ? 東 西 135m
2B ② 653-656 3+ ? 47+ 24+ ?

2B ⑥ 656-66 6+ 60+ 100+
2B 僑らう ? 60+ ?

表72 1・ 2区 6a層水田跡水田区画計測表



年中中
∵

第 2章  1～ 8区の調査

第 7節  6a層水田跡

■ 」  

―

‐

==■ ■‐
r

／

／

／

沈

妨
‐．
十

4区

日目L:`

64ド

第31図  6a層水田跡全体図 (1/1500)
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第32図 1-SXl 平面・断面図

X=阻390+
く
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十
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〇

第83図  3区  6a層水田跡平面図

表73 3B区 6a層水田跡畦畔計測表

角 調 十 質 混 入物 。そ の他

1 25Y3/3 贈オリー,褐角 土 査物遺体微量

2 25Y3/2 黒褐色 粘 土 瞳物遺体・細砂微量

3 10YR4/2灰黄褐色 粘 土 細砂微量

5Y4/1 灰 色 粘土 植物遺体微量

5 25Y3/1 黒褐色 粘土 細砂微量

6 25Y3/2 具楊角 十ヽ

7 5Y3/1 オリーブ娠 十

8 75Y3/1 オリーブヨ 土 rm砂少最

9 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 オリーブ黒色細砂ブロック多量

十X=阻390

区 聰 方 向 長 さ (m) Jと研帯叫∃(cm) 下 端 幅 (cm) 島さ (cm) 備 考

3B 1 6° Vヽ 50+ 18-52 6_h-78 4

3B 10° Vヽ 58+ 45-55 llll～ 110 10-14

区 h 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 規 模 。そ の 他

3A ① 670-679 り+ ? ? ?

3A 660-668 R+ ? ? ?

3B ? ? 50+ ? ?

3B 652-657 5+ 9 58+ 50+ ? ? 東 西 12m
3B ⑤ 648-652 4+ ? ? 58+ 9 ?

表74 3B区 6a層水田跡水田区画計測表



層位 色調 土 質 混入物・その他

10YR4/1褐 灰色 粘土 色粘土粒少量、上部 に酸化鉄少量

10YR3/1黒褐色 粘 土 黒色粘土粒 。暗褐色粘土粒少星

5Y2/2 オけ―ブ里角 シル ト質粘土

第 2章  1～ 8区の調査

第 7節  6a層水田跡

Aトー760m

色火山灰の小ブロックを巻き上げている箇所も認められる。

僧)水田域 水田域は 1～ 8区 まで調査区全域に広がっていたと考

えられる。

2.遺 構 の状況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛り上げて造られてお り、北部の 1区・

2区 と中央部の3B区・ 5区・7区 と東部の6B区・ 8区で検出した。

また、4区・6A区では畦畔は確認できなかったが段差を確認でき

た。規模は下端幅80～ 130cmの ものが多いが、 7区・ 8区は200cm

以上ある場合が多い。高さは 5 cm以 上のものが多いが 7区・ 8区

では10Cm以 上のものも認められる。方向は真北を中心にしてはい

るが、かな りば らつきがある。

(D水 田区画 水 田区画は方形を基調 としている。規模が判明した区画は少ないが、 7区では一辺 5～ 10m× 17m

(約 130�)の台形の区画と8区で一辺10m前後 (約 10011i)の正方形の区画が認められた。その他の区画では一辺の

長さは 3～ 14mと ば らつきがある。

●)水 田画の標高 と傾斜 最も標高が高いのが3A区で6.79m、 最も低い6A区が6.18mで ある。各水田区画内における傾斜

は西から東方向を中心としているが、傾斜方向が不明瞭な区画も多い。区画内の比高差は、概ね 10cm以 内のものが多い。

141水 口 水 回は認められなかった。

(5)溝跡 溝跡は2B区、3A区、5A区で確認 した。

2B― SD1 2B区中央部を南北に横断する清で、幅35～ 5

m、 深さ約 lmである。3b層水田跡の項で述べたように、

この清は6a層 水田に伴って掘削され、改修されなが ら3b

層水田跡の段 階まで使用 された基幹水路である (第23

図)。 南に約35m離れた3A区 の3A― SD2か ら北に35m離れ

た 1区の1-SXlまで連続すると推定され、やや弧状を呈

してはいるが全体 としては南北方向に直線的に伸びてい

る。用水は南か ら北に向かって流れていたと考えられる。

遺物は在地産の陶器片が 1点出土 している。

3A― SD2(第84図)3A区 中央部を南北に横断する溝で、
0         10m

―+X=■ 8&390このまま北に伸びて2B― SDlに 連続すると推定される。  #X=~188390

第35図  4区 6a層 水田跡平面図

断面図
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第84図  3A― SD2 平面・
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区 XTo 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 高 さ (c耐 ) 備考
4 8Ψ E 142+ 4-6 段差

表75 4区  6a層水田跡畦畔計測表

区 h 標 高 (laa) 比高差(cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 』 (m) 】監捌 (m) 規模 。そ の 他
4 ① 637-640 3+ 150+ ?

4 628～633 5+ ? ? 9

表76 4区  6a層水田跡水田区画計測表



A卜 770m

第 1編 第 1次発掘調査

第86図  5B区  西壁断面図

十Ｌ下ｆ′【＝十｝〇∞〕〇

0                       201n

+X=188500

0            1m

+X=阻500

表77
5区 6a層水田跡畦畔計測表

第87図  5区 6a層水田跡平面図

区 睫 方 向 岳 さ (m) L仇許市冨(cm) 下 鈴 幅 (cm! 富さ (cm) 偏 考

5B t 7却F 79+ 22-56 5も～ H0 2-6
5B 2 E― W 49+ 154-162 180ヽレ196 l-6
5B 5°MI 81+ 96～ 102 136～ 168 2-7
5B 4 82° E 68ハV120 125ハヤ150 2-8
5B 5 5°耶F 86+ 35-55 3ヽシ6

5A 6 4°ⅥI 59+ 38-70 72^V l12 1^▼ 6

5A 7 11° Aヽ「 66+ 38～ 58 94～ 118 1-5
5A 8 83° E H8+ 38～ 62 98-116 2-7

5A・ 5C 9 9- 5°覇/ 74+ 52～ 74 102-125 1-6
5C 88° E 55+ 4-147
5C 11 83° E 58+ 60^V80 116ハ▼128 1-5
5C 3° Vヽ 90+ 75～ 86 140-148 2-7
5C 13 79°E 23+ 3 段 葬

5C 4 83° E 49+ 3-5 殿 葬



第 2章  1～ 8区の調査

第 7節  6a層 水田跡

区 血 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 四 辺 (m, 円 辺 (m) 】ヒ辺 (m, 朝 種 。そ の IIlj

5B ① FD 68-670 2+ 9 72+ ? 9 ?

5B 665～669 4+ ? ? 175+ ? HO+
5B 6611～663 3+ 70+ ? 4+ ? 甫東 コー ナ ー に水 ロ

5B 6611～663 3+ 9 ? うキ ? 60+
5B ⑥ 658-660 2+ ? 70+ ? 50+ ?

5B ③ 652ヽレ659 7+ ? 130+ 85+ ? ? 東西 9m前後

5A 633-640 7+ ? 59+ 60+ ? ? 東西 8m前後

5A 630-638 8+ ? 66+ 59+ ? ? 東 西 7m蔀 循

5A ⑥ 619-630 H+ ? 75+ 145+
5A・ 5C 629-634 5+ 9

`120Ⅲ

? 80+ 40+ 南 北 H5～ 12m
5A・5C 625^V626 1+ 9 ? 75+ 9 55+
5C 638-640 2+ 9 ?

`80ヽ

62+ 104-ト 甫 北 8m
5C ⑪ ? 9 26+ ? 15+ ?

5C ω 637-640 3+ ? ? 80+ ? 48+
5C 640-h42 2+

rP
H llj ? 87+ 27+ 南 北 Hm

表78 5区  6a層水田跡水田区画計測表

5A― SD3

5A― SD4

層位 色調 土 質 混 入物・ そ の仙

〕 5Y4/1 灰色 粘 十 オ
')―

ブ黒色砂質シル トブロック・灰色粘土プロック多量

10YR4/3に ぶい音褐角 粘 土 管状酸化鉄多量

2 10YR3/2黒 褐色 粘土

3 lllYR3/1黒褐色 粘土 灰色細砂ブロック・ 同粒子少量

4 10YR3/1黒 褐色 粘土

第38図  5A― SD3・ 4 平面・断面図
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第 1編 第 1次発掘調査

第90図  7区  6a層 水田跡平面図

表79 6区  6a層水田跡畦畔計測表

表30 7区  6a層水田跡畦畔計測表

Йヽ＝十〕〇『６０１十‐

岐と対応するようにSD3の

西側ラインも北端部が東へ

曲がっているように見える

が、部分 的な確認な ので

はっきりしない。須恵器片

が 4点出土した。

5A― SD4(第 88図)幅 2.0

～2,2m、 深さ40cmで、堆積

土は自然堆積層である。

SD3と SD4は 深 さや堆積

区 No 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cn) 下端 幅 (cm; 高 さ (cm) 備 考

6A l 6° Vヽ 51+ 4 段 差

6B 2 1～ 5°W 194+ 32～ 65 98～ 122 3～ 6

6B 3 86° E 50+ 45ヽ彰58 88-105 -4

6B 4 0°Ⅵア 41+ 4う シヽ76 10-125

区 hTo 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cn) 下端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備 考

7 1 1° Aヽ「 51+ 6～ H
7 2 84°W 57+ 18呂 立ヽ225 4-1
7 3 10+ 2 段 差

7 4 E― W 105+ 205～ 215 288～ 295

7 5 86° E 79+ 6～ H
7 6 86° E 24+ 5

7 7 ? う+ るヽシ17

7 8 7° M「 120+ 134-172 10-14

7 9 8° E 132+ 12-16 段 差

7 9 37+ 段 弄

灰 Klo 楳 局 くm, 比高差 (cm) 恨 斜 方 向 東 辺 くm) 西 辺 (m) 南辺 (m) 北 辺 (m) 規模 。そ の他

6A 615ヽシ619 4+ ? ? 51+ 9 ?

6B 618-∀620 2+ ? 72+ ? 24+
6B 9 ? ? 75+ 15+ 9

6B の 618^才62 3+ 10+ ? ? 23+
6B ⑤ ? ? HO+ 15+
6B ? 41+ ? 9

6B 620-622 2+ ? 41+ ?

表81 6区  6a層水田跡水田区画計測表

区 XTo 標 高 (laa) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 規 模 。そ の他

7 ? 9 35+ ? 25+
7 650～653 3+ ? ? 47+ 52+ ?

7 ⑥ 663ヽシ665 2+ ? 32 ? 120+ 100+ 南 北 3～ 35m
7 の 660～664 4+ 105+ HO+ 南 北 65m
7 660～662 2+ 20+ 40+ 南 北 6m
7 ? ? ? ? ? ? 音∫,干 自何に本貧とB

7 657～664 7+ ? 170 170 東 西 5～ 10m、 南 北 17m、 約 130111

表82 7区  6a層 水田跡水田区画計測表



第 2章  1～ 8区の調査

第 7節  6a層水田跡

土か らす ると水路ではな く、平行 して走 る ことか ら道路 の側溝である可能性が ある。上端間の間隔は約 5mで あ

る。

俗)そ の他の遺構  1区 で 1基確認 した。

1-SXl(第 82図 )1区 西部 に位置す る不整形の落ち込みで、最 も幅広の部分で東西 13mで ある。2-SDlの延長部分

が何 らかの理由で広がっていると考えられ、北側に溝の続きらしい部分が認められる。堆積土

は自然堆積層で深さ120cm、 遺物は須恵器 3点、無釉陶器 2点、中国産磁器 1点、石製品 3点、木

製品 1点、ウマの歯などが出土 し(表 95)、 このうち 2点が図化できた (第 103図 1・ 4)。

3.出 土 遺物

遺物は大部分が破片である。

表95～ 102の各区別の破片集計

を総合すると土 師器235点 、須

恵器74点、赤焼土器 14点、土師

質土器皿類 8点、中世の無釉

陶器 5点、中国産 陶・磁器 1

点、瓦 1点、金属製品 1点、石

製品 1点、木製品 2点である。

また、この他にウマの歯なども出

土している。図化できた遺物は

3点 のみで (第99図 1・ 2、 第

102図 2)、 この水 田跡に伴う遺

物を限定することはできない。

十X=略8550

第91図  8区  6a層 水田跡平面図

+X=■ 8&a0

≪

?3

‐キ‐ちヽ
＝＋ＰＯ∞〕〇

m

区 血 方 向 長 さ (m) 上 端 幅 (cm) 下 端 幅 (cm) 高 さ (cm) 備考
8A ! 43°W H5 4

8A 2 4°E～ 14部F 29+ 215 7-12 やや屈曲
8A 82° E う9+ 7-16
8A 6やW 96+ 112～ 222 225～ 286 2～ 6 や や 用 山

8A 5 71° E 21+ 3

8A 71° E 27+ 175

8A 7 H° W 33+ 5 段 差

8B 8 86°WV 29+ 4

8B 9 8。E 220+ 33～ 60 2-6 大 部 分 が 砕 ≠

8C 10 87°W 55+ lИ 188ヘシ210 4-

8C 11 20° E～ 10押F 2か
ラヽ11 屈 曲

8C 12 ? 09+ 7

RC ― W 85～ 104 154-170 4～ 10

8C 14 7。郡′ 38+ 7

表33 8区  6a層水田跡畦畔計測表

区 Xlo 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 苗 itt r 北 コ (mⅢ 規模 ・ そ の他

8A D ? 9 10+ ? 53+ 部 分 的 に検 出

8A 643^ψ645 2+ ? 85+ 90+ 24+ 東 西 3m
8A ⑥ ? 10+ 18+ 9 部 分 的 に検 出

8A の 6a6-64 6+ ? 105+ 60+ 120+ 栗 西 H～ 12m
8ツ【 625-637 12+ ? 100+ 1 ? 東 西 19～22m前後

8A 637 ? 35+ ? 40+
8B 624 ? ? ? 30+ ξ[り)白tlこ本交とこ
8B ⑥ 620⌒マ625 5+ ? ? 25+ 南 】r22m

⑥ 628-64 13+ 南 西 → 北 東 (250Ⅲ 55+ 120+ 南 北 25～26m前後 、分筈」され る可能性

8C 631-639 8+ ?

`95)
栗 西 9～ Hm、 南 北 9～95m、 約 1001al

8C ・9 ? ? ? 部 分 的 に検 出

8C 630～ 634 4+ 20+ 10+ ? 東 西 95m前 後

8C ⑥ 630⌒ヤ63 5+ ? 38+ ?

表84 8区  6a層水田跡水田区画計測表
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第 8節  6b層 水 田跡

1.水田の概要

(1)検 出・遺存状況 畦畔は直上の水田耕作土を削 り込む途中で確認 した。中央郡～東部の 4区～ 8区 にかけての遺

存状況は比較的良好であつたが、北部～西部の 1区～ 3区では6b層 自体を確認できなかった。

12)耕作土 耕作±6b層 の厚さは 5～ 15cmで ある。層上面には灰白色火山灰の小ブロックが部分的に認められる。下

面は起伏があり直下層を巻き上げている。

俗)水田域 中央部か ら東部の 4区～ 8区 にかけては水田域が広がっているが、6b層が確認できなかった北部～西部

にかけての区域については不明である。

2.遠 構 の状 況

(1)畦畔 畦畔は耕作土を盛 り上げて造 られてお り、4区～ 8区で検出した。規模は下端幅90～ 130cmの ものが多いが、

7区では200cm以上ある場合が多い。7区以外で規模が大きいのは 4区のNo.1で、これは基軸の大畦畔と推定される。

高さは 5 cm以上のものが多いが7区では20cm以上のものも認められる。方向は真北を中心にしてはいるが、やや西

傾する傾向がある。

12)水 田区画 水田区画は方形を基調としている。規模が判明した区画は少ないが、 4区・ 5区 。7区では一辺Hm

(約 120�)の正方形の区画、一辺 6～ 9m(約 60～ 65� )の長方形の区画、一辺 5～ 10× 17m(約 130∬ )の台形の

区画などが認められた。その他の区画の全体像は不明で

あるが、一辺の長さは 5～ 6mと Hm前後の比較的小さ

い区画が多 く認め られる。

13)水 田面の標高と傾斜 最 も標高が高いのが 7区で6.65

m、 最も低い6A区が6.00mで ある。各水田区画内の傾斜

は、数区画は西か ら東方向を中心としているが、大部分

の区画の傾斜方向は不明瞭である。区画内の比高差は、

4区でやや大きいが概ね 5 cm以内のものが多い。

は)水口 水回は認め られなかった。なお、 4区の畦畔が

途切れているが、これは部分的に畦畔の遺存状況が悪かっ

たためと考えられ、水 口とは断定できない。 十X=・ 8&390

第92図  4区 6b層水田跡平面図

0              10m

―+X=■ 8よ390

表85 4区  6b層水田跡畦畔計測表

区 No 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (c� T男篭中目(cm) 畠さ (cm) 備 考

1 4°W 102+ 210-235 263ヽツ332 5-13 大 畦 畔

4 2 83° E 50+ 2 段 井

4 3 83° E 26+ 34-40
4 4 7ΨE 140+ 15-58 52ヽ彰140 3-13 やや屈曲

4 5 13+ 4

4 6 9 27+ 17～75 58～ H0 3ヽシll

4 7 9 19+ 16‐∀42 13ヽシ20

灰 ATo 標 高 (■1) rr高 葬 (cm) 傾 斜 方 向 東羽 (m) 西 羽 (m) 南 」/J(m) Jヒ羽 (m)
4 ① 620^ツ625 う+ ? ? ? 45+
4 618-627 9+ ? ・9 90+ ? 50+
4 625 ? 9 43+ ? 20+ 9

4 ④ 620-625 5+ 110う 東 西 110m、 首 北 H Om、 約 120111

4 ⑥ 620 ? ? 70+ 50+
4 ③ 625-632 7+ ? 140+ 40+ 85+ 頁 西 9～ 10m前 後

4 627 ? ? 9 ? 55+ 部 分 的 に検 出

4 ? ? ? ? ? ? 部 分 的 に検 出

表86 4区  6b層水田跡水田区画計測表
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第 2章  1～ 8区の調査

第 8節  ω層水田跡

|十 五|,却、__

ヶ↓|(占
L==一 ‐→

`C区

ゥ | 6武区

第93図  6b層水田跡全体図 (判 /1500)
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表88
5区
6b層 水田跡

水田区画計測表

11

625m

第94図

5区  6b層水田跡平面図

軍三87
5区 6b層水田跡畦畔計測表

区 No 方 向 長 さ (m) 上端 幅 (cm) 下端 幅 (cm) 局さ (cm) 備 考

5B 3°E 69+ 100^シ 112 1-5 やや屈曲

5B 2 87ΨW 54+ 用 由 、 一 言隧 葬 のみ

5B 3 4° E 70+ 2 段 差

5B 4 80°E 65+ 45-55 90～ H2 3-9
うノヽ 74°E 69+ 38-52 100～ H5 2-4
5ッヽ 6 2°WV 53+ 42-80 4

5ノ【 7 ? 32+ 6 段差

5ノ【 8 11°WV 65+ 38-42 88-122 [-7
5ノ【 9 73° E～ 88釣V 106+ 36-58 100-∀ 115 2-∀ 7 や や 屈 曲

5A・ 5C 10 l°W 83+ 48-78 100-130 2-6
5C 11 R8° E 3+ う0-60 2-6
5C 12 5°W 74+ 52-62 92-108 1-4
5C 13 75°E 73+ 50-62 106-128 1-5
5C 14 N― S 106+ 50～ 65 93～ H2 4 や や 屈 曲

5C 8る
°E 64+ 3

5C 16 17°WV 64+ 2-4
5B 17 82°E 30+ 60^V90 反 跡 のみ

区 XTo 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東 辺 (m) 西 辺 (m) 南 辺 (m) 北辺 (m) 規 模 。そ の他

5B ① 655-660 5+ ? 70+ ? ? ?

5B ② 655-660 5+ ? ? 70+ ? 38+
5B 655^ツ660 5+ ? 90+ 45+
5B 660-664 4+ ? 30+ 南 北 75～ 8m
5B 9 ? 9 9 詳細 不 明

5A ⑥ ? ? ? 65+ 9 詳 細 不 明

5ッ些 の 630-634 4+ ? ? ? 69+ ? 詳 細 不 明

5A 630-631 1+ ? 48+ ? 40+
5A 6 8^シ 629 11 北 西 → 南 東 :95) (85) 票 西 7m、 南 北 8～ 9m、 約 601al

5ッヽ 6 ～615 4+ ? 83+ 140+ ?

うA・ 5C ① 6 -622 5+ 南 西 → 北 東 110) 70+ 30+ 南 北 1lm
5A・ 5C ② 6 3-FD 16 3+ ? ? 70+ ? 5+

5C 6257‐ 627 2+ ? r85ゝ r6o、 (65ヽ 更 西 6う ～ 7m、 百 引L呂 5～9m、 約 a)lla

5C 623～627 4+ ? ? 63+ ? 40+
5C 9 ? ? ? 9 音Бサ)自91これミB
5C ④ 627 (り う (95 (55Ⅲ 東 西 6～7m、 南 北 10m、 約 65111

5C ⑦ 626 ? 85+ 3+

5C 630 50+ rP 10+
5C 628-630 2+ ? ? 55+ ? 47+
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第 8節  6b層水田跡

引 〆

-6b畦 畔
―

第95図 6A区 北壁断面図

士X=憾&450

＊＝＋岸〇『お〇―十‐
10m く

第97図  7区  6b層水田跡平面図
第96図

十 X=-1885006区 6b層水田跡平面図

―キーカヽ
＝十津〇『∞〇

0              10m

―

区 に 模 高 (m) 比高差 (cm) 傾 斜 方 向 東コ (m) 西 羽 (m) 宙 羽 r ツ」(m)
6A ① FD 03^ャ 604 1+ ? 4島 + ?

6A 600-602 2+ ? ? 48+ 9 ?

6B ? ? ? 73+ ? 9 ?

6B 603～605 2+ ? 71+ 3怒 + ?

6B ⑥ ? ? 9 ? 05+ 0う キ 雨北 55m
6B 607～609 2+ 35+ 38+ 南北 55m
6B 610 ? ? 9 10+ 05+ 南 Jヒ65m
6B 608^ν610 2+ ? ? 34+ 35キ 南北 65m
6B 612 ? ? 9 5+ 2+ 苗Jヒ60m
6B ω 610^▼61 2+ ? ? 28+ 34+ 爵可】ヒ6 0rn

6B ё 05+ ? ? 15+
6B ? 9 ? ? 05+ ? 26+

表89 6区  6b層水田跡水田区画計測表

区 血 標 高 (m) 比高葬 (cm) 傾 斜 方 向 東 コ (m) 西 羽 (m! 南 羽 (m) 北 羽 (m)
7 ① ? 9 30+ 20+
7 639 ? ? ? 35+ 35+ IP

7 ?

`38)

? 123+ 100+ 南北 25～ 35m
7 660-664 4+ 9 ? 105+ 105+ 甫北 65～ 8m
7 ⑤ 662～665 3+ 9 ? 20+ 40+ 苗■ う5m
7 ⑥ 9 ? ? ? ? ? 部分 的 に検 出

7 660-663 3+ ? 170) 170) 1100) 東西 5～ 10m、 南 北 17m、 約 130�

表90 7区  6b層水田跡水田区画計測表



区 Kfo 方 向 長さ(m) L玩希中昂(cm) 下端 幅 (cm) 高さ (cm) 備 考

6A 1 11° W 48キ 94-100 4

6B 2 3°W 203+ 38～ 63 83～ 102 1-6
6B 86°E 51+ 92-98 4^シ8

6B 4 85ΨE う1+ 58^シ 68 98～ 106 3

6B 5 88°E 53+ 32-42 72-80 5

6B 6 85° E 39+ 痛 訴 の み

6B 7 ? 19+ 39～ 47 痕 跡 のみ

表91 6区 6b層水田跡畦畔計測表

第 1編 第 1次発掘調査

7区  6b層水田跡畦畔計測表

G)溝 跡 溝 跡 は5B区 と

7区で小規模なものを確

認したが、 これ らは畦畔

を盛 り上ヤデる際に畦畔脇

についた痕跡 と推定され

る。

3.出上遺物

遺物は大部分が破片で、総数は表95～ 102の 各区別の破片集計を総合する

と土師器53点、須恵器53点、赤焼土器 1点、土師質土器皿類 1点、中世の

無釉陶器 4点である。図化できた遺物は須恵器郷 1点である (第 99図 3)。

‐
一
‐
ち
ヽ
Ｈ
・
Ｐ
Ｏ

∞
や
〇

区 NIJ 方 向 長 さ (m) 上 端 幅  (cnl) 下 端 幅 (cm) 局さ (cm) 偏 考

7 1 3° ハヽ「 60+ 4‐/22

7 2 85Ψ E 3+ 1^才4

7 3 E―W 80+ 150-185 317ヽシ335 4-

7 4 05+ 3 段 差

7 5 E―W 104+ 207-228 292～ 298 3

7 80ΨW 04+ 262-マ 285 3-10
7 7 16+ 5

7 11° W 106+ 150^シ 175 8-H
7 9 8° E 120+ ll-18 段 差

7 ? 25+ 6 段 差

区 睫 方 向 長 さ (m) J二引帝中目(cm) T男帝噺邑(cm) 高 さ (cn) 備考

8B 7°E～ 8釣V 106+ 37ヽシ53 l-14 やや屈曲

8B 2 89° Wヽ 39+ 77-85 5⌒▼8

8B 3 09+ 5

8B 4 3° Aヽ/ 87 35-45 90^シ 105 うハ▼呂

]A・ 8B 5 86°E 169+ 35～ 60 100-115 3-1

表93 8区 6b層水田跡畦畔計測表

区 No 標 高 (nl) 傾 斜 方 向 苗 舟刀 r 西 コ (m) 南 コ (m) 北辺 (m) 規模 ・ そ の他

8B 615-619 4+ 10+ 45+ ?

8B ② 606-612 6+ ? HO+ ?

8A～ 8B ⑥ 613ヽシ643 30+ 西 → 東 95 9 170+ 30+ 南 北 95m、 分 割 され る可 能 性

8B ① FD 09 ? ? ? 20+ 南 北 100m
8B^シ 8C 611-63 1+ ? 9 9 ? 分割 され る可 能 性

表94 8区 6b層水田跡水田区画計測表



第 2章  1～ 8区の調査

第 9節  出土遺物

第 9節 出土遺物

1～ 8区の調査では、精査を実施 した3a～6b層 水田跡の耕作土中や各層上面の遺構のほか、 1～ 2層中からも遺

物が出土 している。各区の層別 。遺構別の細かな集計は表95～ 102、 区ごとの集計は表140(第 2分冊85頁 )に示 し

ヽ
′

尋
I士

｀
【三正三三ラ 7

‐函
‐∝一

一

① ら 貶

0                5cm H観
13

0            10cm

銹

hTo 登録 Alo 地区・遺構・層位 種別 (産 地 ) 器 種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図回 径 底 径 器 高

l Tt‐ _R 口縁 ～ 体 部 片 内 面 黄 緑 色 の釉 、 10世 紀 初 頭 R9_クh

2 E-3 牛6a・ 6b層 水田跡 須恵器・不 1/2
ロクロ調整、底部切離法不明→回転ヘラ
ケズ I)、 廣得 /口径051

89‐27

3 E-4 46b層水田跡 須恵器・杯 1/2
ロクロ調整、底郡切離法不明→回転ヘラ
ケズ1)→一部ナデ、底径/口 径041

89-28

4 4-SD2 盈 41 ロク ロ調 整 、 回転 糸 切 、 底 径 /日 径 039 89‐29

5 K-5 5V3n層ァKFΠ κ爪 部 分 1276Ⅲ 41+ (190富 +)、 安 山岩

長 さ 幅 厚 さ

8A4b層アK tt VT 石製 品・ 砥 石 中央 部 の み 42+ 10 24g+、 デイサイ ト質凝灰!
‐3

7 Kl 1‐ 2層 石製 品・ 砥 石 端 部 の み 7h+ 33 3)宣 +、 デイサイ ト督輝灰井

8 K-4 3A5a層水 田跡 石製 品・ 砥 石 需剖

`の

み 70+ 49+ り ョ+、 デイサイ ト資縁灰活

9 K-2 12層 弾 吾Kの み 60+ 27 叩富+、 デイサイ ト

10 K-6 端 部 の み 68+ 9猿 十、デイサイ ト質凝灰岩

l R― 年 形 14 破 片 を利 用

2 K-7 73a層 アK田 跡 石製 槙 浩 品 ・ 勾 玉 ほぼ 完 形 07 13g、 結 晶 片

3 K-9 8C-3b層水 田跡 石 製 品 ・ 用 途 不 明 部 分 29+ 為+ ,3
"営

+、 円形の写剛2、 ″弁状の陽刻、締品片君

14 L2 1-5b層水田跡 木製品・漆器椀
口径
(146)

器 高 70 内外面炭粉下地+透明漆+透明漆+赤漆
支様、ブナ属

90-10

15 P2 40+ 高 35+ 23富 + 90-11

第99図  1～ 8区基本層・水田跡出土遺物 (1)
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XTo 奎録L 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
た畳 (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 答

Ic l 訂器 埠 )灯 明 IL 4b 35 17 内面～体部外面鉄釉、回転糸切、内面にタール状の付着物

Ic-2 12∫要 陶 器 塀 )精 鉢 口縁 音I 内外 面 鉄 釉 、細 か な 櫛 目

Ic-584 8‐ 12層 陶 器 (美濃 Ⅲ碗 チ貞音【l汚 r52 飴 釆向、 尾 呂茶 碗 、 登 窯 6～7期 89‐ 3

4 Ic-579 5B-2)習 陶 器 (瀬戸・美 濃 )皿 底郡 lμ 灰 釉 、丸 皿 ?、 大 窯 2～3期

5 22層 E宮砥1潟 rR夕、 甲扶 み に 儀 釉 の 同 ッド、円 V、 /Dk窒 l HH R9-5

6 Ic-582 7‐ 3b層 水 田 跡 (古 瀧 戸Ⅲ猜 綴 渋 剛 口 綴 調 片ヽ 釉、 中Ⅱ 為

7 Tc-5R3 アK FF ttЛ下 百 凝 声 福ヽ 仙 ? 休 部 小 片 灰 釉 、 PH支 、 中 I～ Ⅱ期 89-7

Tc‐ 5()7 5A4b層 ァk田 跡 陶 器 吏 濃 /1ヽ皿 日綴 音E小 サ十 5形式

9 7‐ 3a層 水 田跡 陶 器 東 海 )鉢 口縁 言Б小 サ十 ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系

Ic‐ 585 6B3b層 水 田跡 陶 器 東 海 )鉢 日縁 ～ 体 部 片 ロクロ調整、山茶碗窯系 89-10

ll Ic-7 5‐ 5a層 水 田跡 陶 器 常 滑 )甕 口 綴 宮Kホ 片 ヨコナデ、6n型 式 R9_1

12 Ic-10 65a層 水 田跡 陶 口 綴 吾|`州 片ヽ 口・ 種 辞

`ヨ

コ す 手 、 イ本調

`ナ13 Ic‐ 5 アK円 跡 =lj・ 自石 )奉 口 綾 吾Mヽ 片 ヨコナテ

4 Ic l 島_狙‖溝 陶 器 存 加 )秦 口績 吾К旭 片ヽ 日・ 預 部 ヨ コナ デ 、休 部 ナ デ 89-14

Ic-9 陶 器 (布加・白石 )甕 口緻 ～ 体 卸

`片

日・頚部ヨヨナデ、外面灰具&の 自然釉、体部内面積熱による剥離 8915
16 Ic‐ 3 25b層 水 田跡 陶器 (在地 )片 日鉢 lb 片日、体部内面下半郡磨減 (特 に底部付近が激しく、穴があく) 89-20

17 8B‐5a層 水 田 跡 青磁 (同安 窯 系 ?)皿 lb (53) 内面 櫛 目又 89‐ 16

J― 73b層 水 田跡 青 ふ 窒 号 □ 綴 音Кガ、片 89-17

19 J― 辰 吾Кlμ 耳ム み 首 弁 支

島‐12層 青 存 中 国 )阻 口縁蔀 1/10 8919
D83 74b層 水 田 跡 赤 嫌 十器・耳 皿 ほぼ完形 42-20 37-20 手づ くね 89-21

22 la‐ 2 74a5a層水 田跡 土師 質 土 器 ・ 皿 ? 底部 1/3 (62) 回クロ調整、回転糸切→一部ナデ、白針徹量、外面底部昌書(半1読不能) 89‐22

81層 瓦質 土 器・ 蓋 2/3 ロクロ調整、回転糸切、菊花形押印、自針微量 89-23

8狽」滞 □ 綴 制 、片 ロクロ調整→ナギ 肉而h本革イヤの綺日 白ひ少豊 R9-夕4

〔b-49 R3h層 ァK円脈 贋 言К1/5 (141Ⅲ 外 由 ヘ ラ ミ ガ キ

第100図  1～ 8区基本層・水田跡出土遺物 似)
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第9節  出土遺物

た。 1～ 8区を総合 した破片数は弥生土器 2点、土師器935点、須恵器376点 、赤焼土器43点、土師質土器皿類536点、

その他の土師質土器58点、瓦質土器 16点、国内産の無釉陶器319点 (註 1)、 国内産の施釉陶器23点、中国産陶磁器27

点、その他近世の陶磁器など239点 、瓦66点、金属製品74点 (鉄製品38点・銅製品36点 )、 石製品20点、木製品 6点、

土製品 9点、鉄滓68点で、この他に本文中で述べたようにウマの歯や骨などの他、クルミやモモの種なども出土 し

ている。

(註1)遺物集計表の 「常滑」 「渥美」 「東海」 「在地」の他に 「その他土器・陶磁器」中の須恵器系 1、 山皿 1を

含む。

06° 7

Ω  φC

1   3 〔   〕
9

阻 登録 XTo 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 サ享さ

1 Nb‐ 12 12層 鋼 製 品 。煙 管 用 廣 贋 字 形 火皿径 1 小日径10 hα +
2 Nb 20 5-2層 ほぼ界形 文 m ′卜日径 if 1lg+

hヾ_11(1) 文 m ′トロ 90_14

4 bヾ‐ 11(2) 1-2層 3司 F_J品 ・仲管跛口 3/4 45+ 小日径iC 5富 +
Nb 13 1-2層 銅 製 品 ・ 煙 管 吸 口 3/4 42+ 小日径09 2富 十 6

6 Na-26 8A3a層 水 田跡 鉄 製 品 ・ 釘 中央 言[ 41+
7 Na 3 5B l層 鉄 製 品 ・ 釘 甲 5 4R+ 頭 音Б幅 0 6cnl、 (災 +)

Na 19 1側 瀬 め ◇ 53

9 Nn_2, 4A-3a層 ノk FR 塁 の 1+ 全m、 (4411+)

0 Na 2 田 B 年 形 163 07 3m、 46宣 90-23

Na 20 15b層 木 田 FI 鉄 製 品 ・ 磨 具 の漁 ほぼ完形 頭部幅 1 8cm、  121宜 24

12 Na‐ 25 81層 螢 製 品 ・ 弾 丸 完 形 空垂1 3 12宮 、 三 匁 玉 ?

13 Na 24 7-4b層 水 田 跡 中央 郡 60+ 07

14 Na 23 4A/4b層 水 田跡 □綴 言Кホ 片 41+ 57+ 04 10宮 +

第101図  刊～8区基本層・水田跡出土遺物 13)



層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 質

器

常 滑 渥 美 東海 在 地

瀬戸

中国産 その他 瓦 金属製品

百製品 木製β と製β 鉄滓 その他
皿類 他 鉢 嚢 壺 壺 甕 鉢 甕 鉢 裂 壺 lla磁 器 土器・

鉄 銅

1層 6 6 3 l 畏 近世陶磁 3 1 8 1 馬の歯

2層 13 5 5 2 2 12 1 2 近世陶磁 2つ 3 5 2 3 2 馬の滋

aa層 水 田跡 11 5 1 1 近世陶磁 6 1 馬の歯

5a層 水 田訴 11 3 1 1 1 1 馬の歯

5b眉 水田跡 6 5 2 1 1 1 1 5 1 須恵器系 1 1 1 1 馬の歯

6a層 水田跡 10 1 馬の歯

1

3 1 1 1 3 1 馬の歯

総 数 0 17 6 3 0 11 2 32 8 6 2 0 6

総重量 (g) 6‐ 3 32 1263 29 14

第 1編 第 1次発掘調査

表95 1区遺物集計表

0          2cm

―
地区・遺構・層位

模鋳銭 (開 元通買・唐・初鋳621年 )、 墓
面平捌、舗成分多い

寡5a層 水田跡

第102図  1～ 8区基本層・水田跡出土違物 傲)
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第 9節  出土遺物

層位 遺構 土師器 須恵器
赤焼

土器

土師質土器 常 滑 渥 美 東 海 在地

瀬 戸

中国産 その他 瓦 金属製品

木製品 土製β 鉄 津 その他
皿類 他 鉢 甕 壺 重 蜜 鉢 甕 鉢 褒豆 陶磁器 ・

器
器
磁

土
陶 鉄 銅

ち 1 1 近世陶磁 1 〕 馬の歯

2層 2 13 2 1 2 〕 近世陶磁 37 1 3 馬の歯

3a層水田跡 5 1 1 2 〕 焼 骨

3b層 水田跡 5 2 〕 2 1 馬の骨

4a層水田跡 3 〕 1 2 1 1

5a層水田跡 1 7 1 馬の骨

5b層 水田跡 8 5 1 3 1 弥生土器2 〕 1 馬の歯・骨

6a層水田跡 7 5 1 1 〕 2 馬の歯

!

SKl 〕

J

総 数 21 6 2 1 8 0 2 0 23 2 I Ю 1 6 0 2 1 2

総重量 (g) 121 144 9 12 0 33 19

表96 2区遺物集計表

層位 遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土t而 質土器
瓦買

土器

常 滑 漏 美 東rt 在地

願戸

中国産 その他 瓦 金属製品

百製品 木製.9 土製品 鉄 滓 その他
皿 類 他 鉢 甕 壷 壺 甕 鉢 賓 鉢 甕 壷 陶磁器

土器・

陶磁器
鉄 銅

1層 11 1 5 1 近世晦磁2 2

2層 5 1 3 2 近世陶磁 19 3 1 1 I 1 焼 骨

3a層 水田跡 1 1

4a層水田跡 8 13 1 1 2 馬の歯

5a層 水田跡 2 1 1

5b層 水剛跡 31 8 5 2 1 1 馬の歯

6a層水田跡

1 馬の歯

総 数 103 1 3 0 0 8 0 0 0 1 6 2 0 21 う I 3 2 0 0 1

総重量 (g) 71 21 0 0 0

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 質

器

瓦

土

常滑 渥 美 栗 穏 荷 地

,積戸

中国産 その他 瓦 金属製品

百製湿 木製品 鉄 津 その他
皿 類 他 鉢 甕壼 壺 甕 鉢 甕 鉢 衰壺 陶磁器

土器・
陶磁器 鉄 銅

3a層水田跡 近世陶磁 1 1

4a層 水日跡 1 2 馬の歯

5a層水田跡 6 3 7 2 〕 近世陶磁 5

6a層水田跡

6b層 水田跡 15 | 2 [

SD2 3 2

総 数 0 0 11 0 0 0 0 3 0 1 6 1 2 0 0 0 0 0

総重量 (g) 16 23 0 246 0 0 0

表97 3区遺物集計表

表98 4区遺物集計表

0           10cm

0                          10cm

▽蕃

血 登録に 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
渉 暑 rrm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図ロイお 底 径 器 高

l LI I SXl 木製品 。漆器椀 1つ (48)
内外面黒色・赤漆文様が部分的に残る、
ブナ属

7-RKl 青 移 (語具 蜜 系 ) 冊 □ 綴 再K川 片ヽ

3 Ia l 5B‐SK3・ 6環雪 土師質土器・小皿 グ 3 17

ロクロ調整、回転糸切→ナデ、白針微量、

体部外面に墨絵 (菊花 ?)2箇所
昇ムみに黒絵 (柵・撤木 )

4 K‐3 l SXl 石 製 品・ 砥 石 形 長115 幅55 厚50 550富、デイサイ ト質癖灰岩

第103図  1～ 8区の遺構出土遺物
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表99 5区遺物集計表

表100 6区遺物集計表

表101 7区違物集計表

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 五

土

常 滑 渥 美 東 海 在地

1横戸

中国産 その他 � 金属製品

石製品 木製品 土製品 鉄 滓 その他
皿類 他 鉢 甕壺 壺饗 鉢 饗 鉢 饗壺 陶磁器 ・

器
器
磁

土
陶 鉄 銅

1層 2 2 3 近世陶磁 3 1 1

2層 9 3 3 10 2 3 2 5 2 近世陶磁40 8 3 5 3 2 馬の胃

3a眉水田跡 7 3 6 2 I II 近世陶磁 | 1 2 3 2

4a層水田跡 [

4b層 水田跡 効 11 2 3 1 2 3 山茶協d 12 1 1

5a層水田跡 17 2 5 1 1 8 馬の歯

5b層 水田跡 1 1

6a層水田跡 31 5 2 2

6b層水田跡 5 12

SD2 1

SD3

SD4 8

SK3 1

総 数 104 15

"
3 3 0 5 6 2 0 3 33 5 効 6 6 6 0 2

総重量 (g) 347 50 32 51

層位・遺構 土師器 須意器
焼

器

赤

土

土師質土器 質

器

常 滑 渥 美 東 海 在 地

瀬 戸

その他 瓦 金属製品

百製品 木製品 土製品 鉄 洋 その他
皿 類 他 鉢 甕 壷 壺甕 鉢 甕 鉢 甕 壷 陶磁器

上 器・
鉄 銅

1目 1 2 I 1 1

2層 1 2 2 1 2 2 近世陶磁6

3b層水田跡 2 〕 2 所世陶磁 3 2

4a層水田跡 1

4b層 水田跡 9 2 1 2 1 馬の歯

5a層水田跡 8 1 2 1 馬の歯

5b層水田跡 1

6a層 水田跡 15

6b層 水田跡 8

総 数 14 3 11 0 0 0 〕 0 2 7 0 9 0 3 I 0 0 0 1

総重量 (g) 145 32 8 0 0 2

層位・遺構 上師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 質

器

常 滑 渥 美 東 海 在 地

瀬 戸

中国産 その他 瓦 金属製品

石製品 木製品 土製品 鉄 滓 その他
皿 類 他 鉢 裂 重 壺甕 鉢 甕 鉢 甕 壺 陶磁器 ・

器
器
磁

土
陶 鉄 銅

1層 5 1 3 2 2 2 3 近世陶磁 1 1 1 1 馬 の骨

2層 17 3 37 1 近世陀磁2 2

3a層 水田跡 如 I 1 1 1 1 1 馬の歯

3b層水田跡 46 知 1 23 2 t 3 10 2 3 近世陶磁 2 1 2 5 馬の歯

4b層 水田跡 15 7 [ 1 8 10 2 1 1 9 馬の歯

5a層 水田跡 22 1 1 10 〕 1 1 10 1 馬の歯

5b層 水田跡 3 1 2

6a層水田跡 2 1

6b層 水田跡 5

3

1 1

SD4 1

16 2 8 8 3 近世陶磁〕 2 2 馬の骨

SK3 近世陶磁〕 1

総 数 74 3 286 3 32 1 2 0 8 6 7 呈 3 5 3 0 2

総重量 (g) 1053

層位 遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 質

器

瓦

土

常 滑 渥 美 東 海 在 地

瀬戸

その他 瓦 金属製品

石製品 木製品 土製品 鉄 津 その他
皿類 他 鉢 甕 壷 壺 甕 鉢 饗 鉢 甕 壷 胸磁器 ・

器
器
磁

土
陶 鉄 銅

1眉 15 23 10 3 19 2 12 5 6 近世陶磁69

"
2 馬の歯

2層 5 8 6 2 2 2 2 近世陶磁 12 5 焼 掲

3a層水田跡 3 1 1 2 t 近世陶磁 2 11 馬の歯

3b層水田跡 3 2 妨 1 1 1 2 2 1 8 8 馬の歯

4a届水田跡 18 8 3 1 1 1 1 1 馬の歯

4b層 水田跡 H0 1 2 3 1 2 馬の歯

Sa層水田跡 3 2 1 馬の歯

5b層水田 7Vt 66 9 馬の LE

6a肩水田跡 12 8 〕 1

6b嬉 水団跡 25 I 1

1

1

馬 の骨

総 数 84 b 24 6 3 32 2 3 0 2 24 6 8 8 4 3 2

総重量 (g) 1559 834
"

849 И

表102 8区遺物集計表
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第 1節  Ⅲ層の遺構と3a層水田跡

第 3章  9区の調査

第 1節 Ⅲ層の遺構 と3a層水 田跡

1.遺構の概要

9区 は微高地から低地への移行地点にあた り、9A・ 9B・ 9D区が微高地、9C区が低地に位置 している。9A・ 9B・ 9D

区では I～ Ⅱ層の直下でⅢ層を確認したが遺構は確認できなかった。なお、9A区東半部にはⅢ層は分布 しない。

9A区西部か ら9B区中央部にかけては、城館の外堀であるSD1001が埋没した跡が幅10m以上の溝状の窪みとなって

残ってお り、その南側の9B区中央から9C区西端部にかけては土塁SL1001の 高まりも残存 していた。9B区や9C区西部

では土塁を切る溝を教条確認 している。9C区 の大部分では3a層水田跡を確認した。

2.Ш 層 の遺 構 と遺物

(1)溝 跡  7条検出した。SD1001は城館の外堀であるのでこの時期には伴わないが、大部分が埋没した後の浅い窪み

に3a層水田耕作土が認められたので、この時期は水田として利用されたことが判る。幅はH～ 12mで ある。その他

の溝 もⅢ層が分布 しない箇所で確認されたものであるが、Ⅱ層直下の確認なのでここで記述する。

9B― SDl・ 9C― SD4(第 106図 )SL1001の盛土を切って、SL1001に 沿って掘 られている。幅25～ 60cm、 深さ 5～20

cm、 堆積土はⅡ層最下部のⅡd層 に類似 している。遺物は合わせて 4点出土 した (表 104・ 105)。

9B― SD2(第 106図)SL1001の 南にあり、下層の9B―SD12が 埋没 した跡のほぼ同じ場所に位置する。遺物は土師

器・須恵器を中心に約70点出土 し、中国産の自磁皿など2点が図化できた (表 104、 第 104図 3・ 4)。

9B― SD3(第 106図)SD1001北側の整地層を南北に横断する小規模な清で、SD1001内部を利用 した3a層水田からの

排水用 と推定される。遺物は出土 しなかった。

9C― SDl・ 2(第 106図)SD1001南側のSL1001を切って南北に横断し、SD1001内部の3a層水田とSL1001南部の3a層水

田を結んでいる。堆積土はⅡa層 に類似するので比較的新 しい遺構である可能性が高い。遺物は9C― SD2か ら13点出

土 した (表 105)。

3.3a層 水 田跡 と出土遺物

(1)水 田の概要 畦畔は直上層である 2層下部で確認したが、2層 によって攪拌・削平を受けているためか遺存状況は

悪い。耕作±3a層 自体の遺存状況も悪 く、耕作上の厚さは 5 cm前 後である。前述 したように、城館の外堀SD1001が

ほぼ埋没した後の浅い窪みにも3a層水田耕作土が認め られたので、この時期は耕作可能な箇所の大部分は水田とし

て利用されていたと考えられる。

〃
露 鍋

0                         10cn

77

ATo 登録m 地区。遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 径

l Ic 17 9A―SD2 陶 器 (常滑 ) 体 言阿 片ヽ ナデ、外而 I 31
Th_3 9A―SD2 瓦質 土 器 ・ 悟 鉢 口縁 郡 小 片 ロクロ訪整、櫛 日

―RD2 国)m 口縁 部 小 片 93-3

4 9B― SD2 口綴 将K川 片ヽ

第 104図  9A― SD2、 9B― SD2出土遺物
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亀

諒

も亀

戸

第105図  Ⅲ層～3a層水田跡平面図

(2)遺構の状況

畦畔は耕作土を盛り上げて造られており、南北方向の配 1～ 4と東西方向の随 5を検出した。規模は血 3が下端

幅360c皿、配 5が広い箇所で200cm以 上あるが、他は 1～ 8区 と同様に下端幅は100cm以下である。また、東西方向

の段差も検出しているが上層の水田の影響である可能性もあり、不明な点が多い。

水田区区画は、畦畔 1・ 2・ 3の間隔から1辺13～ 18m程度と推定され、これも 1～ 8区と同様の状況である。

なお、水田面の標高や傾斜などについては遺存状況が悪いため不明である。

・ B13 ・ B15 も17
■
B19

ｔ浄
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第 1節  Ⅲ層の遺構と3a層 水田跡

9B― SD3

9B一 SD2

北.

兆11

≒ロ

堤愕

9C一 SD4

圭 12

も 13

0                         10m

ト ーー ー 引
9C― SD2  CI

9B― SD3
Aトー7.50m 引 バ

9C― SD4
cトー760m      ―引c´

四

飩

ユ
ー
ー
ー
　
昨

Dトー8.00m

―引E´

引 D´

9B一 SD2

9B― SDl

FI―-800m ―→F

0                   2m

9B― SDl

9B― SD2

第106図  9B～9C区西部 Ⅲ層上面平面図、溝跡断面図
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第 2節 Ⅳ a層の遺構 (1)一Ⅳa4期

1.遺構の概要

9A・ 9B・ 9D区 ではⅢ層の直下でⅣa層 を確認したが、9A区東半部ではⅣa層 ではなく整地層が分布 していた。整地

層は大別して 2層 に分層できるが、ここではその上層の遺構が該当する。

9A区から9C区西部にかけては城館の外堀であるSD1001と土塁SL1001が残存し、西側の9A区 には整地層を盛 り上げ

た土手と南北方向の溝が確認されている。また9A区西端 と9B区南部ではピットや小規模な土坑が数基確認されてい

る。

2.遠構と遺物

(1)溝跡 城館の外堀SD1001と これから北方に分岐すると推定される溝2条、土塁SL1001を 切る小規模な溝5条 を確認

した。

SD1001A(第 119。 121図 )SD1001は城館北辺の外堀で、9A区西部か ら9B区 中央部にかけて東西方向に走る。新旧

2時期に大別でき、新 しい時期をSD1001A、 古い時期をSD1001Bと した。このⅣ脚期にはSD1001Aが相当する。

9B区では土塁に近い南側に古いSD1001B、 北側に位置をずらして新しいSD1001Aが あり、溝底面には両者の間の基

本層が土手状に残存していた。断面図 (第 121図右)か ら復元すると、SD1001Aは SD1001Bか ら約4m北にずらして

掘削されているが、その際SD1001Bと 重複する箇所についてはSD1001Bの 堆積上の下半分はそのまま残し、上半分の

みを再び掘り上げている。その結果、新たに掘削した部分の深さは約160cmあ るがSD1001Bを 再掘削した箇所は60cm

9B― SD5

Ar 770m   ―→ヽ

柳

9B― SD6  
引 C′

上

―
―

の

9B― SD6

9B一 SD7

9B― SDH

層位 色調 土質

| 25Y4/2 暗灰黄色 砂 暫 シル ト

① 110YR4/2灰 費褐色  1砂      1黒 色シルトブロック・暗褐色シル トブロック・黄褐色シルトブロック多量、小礫・炭化物少量

「
¬1)110YR4/2灰 責褐色  1砂質シルト  1酸化鉄・マンガン斑・炭化物少量                         |

第 107図  SL1001、 9B― SD5～ 7・ 刊1、 9C― SD3 平 面 ・ 断 面 図
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa4期

■
け

0                      20m

繰

7゛
ド

第呵08図  9A～9B区・9D区  Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa4期 )

ほどしかない。幅は両者を合わせた幅とな り、土塁を含めると 7～ 8.5mあ る。

9A区では9B区 のようにA・ Bの 明確な重複の痕跡が認められなかったため、遺構

の詳細は不明であるが、9A区 では調査区南壁の観察により、9B区 と同様に土塁側

に古いSD1001B、 反対側にSD1001Aが あることが確認できた。9A区東端では溝の両

岸から掘 り残された部分が幅 1.0～ 1.5m、 長さ10～ 1.5mほ ど張 り出しているため、

この部分の溝幅は約 6mに狭まっている。張 り出し西側の溝の底面には細長い土

坑状の掘 り込みが 2箇所ある。このように、溝幅が狭くなる箇所の脇に土坑状の

堀込みがある例は、1lE区 のSD1014(第 2分冊63頁)と HE― SDl(第 2分冊70頁 )

に認められ、SD1014の 場合は橋脚が遺存していたので出入 り口に特有の施設であると考えられる。9A区では橋脚は

確認できなかったが、張 り出し部分に橋がかけられ、城館の内外を結ぶ出入 り口であった可能性がある。

堆積土は自然堆積層で、大部分が粘土と砂の互層であるので水成堆積 と考えられる。

遺物は破片で約4,300点出土 した。一部に近世の陶磁器が含まれているが60%が土師器・須恵器などの古代の土器

で、残 り40%が中世の遺物である (表 104)。 また、多数のウマの骨 。歯の他、クルミなどの種子も出土している。

図化できたのは 143点 (第 Hl～ H6図 )である。第■1・ 112図 は常滑・渥美産の甕・片口鉢・壺と東海地方の山茶

碗窯系の鉢で、常滑の甕は 4～ 6b型式 (13世紀代)の ものが大部分であるが、Ic-41(第 111図 34)は 9型式 (15世

紀)と考えられる。なお、Ic-47(第 111図 35)には 2条、Ic-58(第 111図 36)には 1条の沈線が認められ、三筋壺と考え

られる。押印は 「菊花形」・「菱形」。「簾状」などの他、「花弁Jのような形態のIc-514(第 111図39)も 認められる。

第 113図は在地・古瀬戸産の陶器と中国産の磁器である。磁器は言1花文や蓮弁文の青磁碗が多いが、J-14青 白磁

梅瓶 (34)やJ-23白磁四耳壺 (36)な ども認められる。

第 114図 は土師質土器・瓦質土器・土師器・須恵器等の土器類で、瓦質土器には内外面にヘラミガキが施された

「瓦器J皿が 2点認められた (Ib-4・ Ib-5、 第 114図 7・ 8)。

第H5図は石製品・土製品・瓦である。F-1～ 3(8～ 10)が 中世の瓦で、東光寺遺跡との関連が予想される。

第 116図は金属製品と木製品で、溝の確認面か らは近世の遺物 (煙管)も 出土している。

9A― SD2(第 109図 )9A区 中央から9D区西壁際まで蛇行する溝で、9A区 の外側でSD1001に接続 していると推定され

る。幅 1.5～ 2.Om、 深さ1.1～ 1.2mで、堆積土は自然堆積層である。最下層に水成堆積層が認められることから水路
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と考えられ、SD1001か ら北方の水田 (4a～ 3b層 水田)へ給水する基幹

水路 と推定される。なお、埋没後ほぼ同じ場所に掘 りなおされた溝

9A― SDlがあるが (第 109図下部の断面図)、 SDlの平面図は掲載 しな

かった。SD2の遺物は約80点 出土 し (表103)、 4点 が図化できた (第

104図 )。

9B― SD13(第 120・ 121図)9B区 北西部で部分的に確認したもので、深

さは1.8mあ るが幅や方向は不明である。堆積土は砂や粘土の互層であ

るので水成堆積 と考えられ、そのためSD1001か ら分岐する溝 (水路 )

であると推定している。遺物は土師器、須恵器、中世陶器片計 6点で (表

104)、 図化はできなかった。

9B― SD6・ 7・ 11(第 107図)SL1001の基底部付近 にSL1001に 沿った東

西方向に掘 られている。幅35～ 90cm、 深 さ10～ 20cm、 堆積土は砂や砂質

亀

十
ｃ９

SD1001

十
Ｄ９

ト

ー

引
0                         10m

9A― SD2 ＳＸ‐⑥ 〈
iF,|)sx2

0                 2m

10YR4/3にぶ い黄褐色 褐色 シル トブ ロック・黒褐色粘土ブ ロック・灰オ リーブシル トブロック

25Y4/2 暗灰責色 黒褐色粘土ブ ロック・黄褐色 シル トブ ロック

ロック・責褐色 シル ト小ブ ロック多量

第 109図 9A区西部・9D区 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa4期 )、 9A― SD2断面図、SXη・2平面図



第 3章  9区の調査

第2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa4期

シル トの単層である。遺物は土師器、須恵器、頼戸産の陶器など計 12点出土した (表 104)が、図化はできなかった。

9B一 SD5、 9C― SD3(第 107図)土 塁を南北に横断する浅い溝で、土塁よりも新 しい可能性がある。遺物は9B―

SD5か ら土師器片などが10点出土した(表 104)。

121土塁・土手 9B区中央か ら9C区西端部にかけては城館の上塁 (SL1001)が遺存 していた。また9A区東部の整地層

上面には小規模な土手が造 られている。

SL1001(第 121図)9B区 か ら9C区西部にかけて確認された土塁である。上部は失われていて基底郡だけが残存 し

ている。SD1001の南側に沿って東西方向に延びているが、9C区西端部では南に向う別の土塁が取 り付いている。確

認された長さは38mで、残存する上端幅は2.7～ 4.7m、 下端幅103m、 高さ0.6mで ある。4b層水田耕作土の上にシル

ト系のブロック土を積み上げて構築されているが、版築などは認められなかった。遺物は破片で約250点 出土したが

80%以上が古代の土器類で残 りが中世の遺物である (表 104。 105)。 図化できたのは 5点 (第110図 )で、このうちIc

-91常滑産甕 (2)と Nb-41永楽通費 (5)が土塁の構築時期をある程度限定できる遺物 と考えられる (註 1)。

SLl～ 3(第 109図)SD1001北岸か ら9A― SD2の間で確認された土手で、周辺の整地層を盛 り上げて作 られてお り、

高さは 5～ 10cmで ある。SLlはSD1001の北岸に沿った幅 1.5～ 2.5mの もので、長さ16m分が確認された。SL2は幅120

～180cmで 、部分的であるのでSLlを補完する補助的なものと考えられる。SL3は9D区北部にあり、9A―SD2の 東側

の土手である。

俗)焼上遺構 9A区整地層上面、SLl・ SL2の 北側で 2基確認した。

9A― SXl・ SX2(第 109図)大 きさが20～40cmの 不整精円形をしてお り、焼けた硬化面の上に黒色の灰層が薄く堆

積 していた。

(註 1)常滑産甕は 9型式なので15世紀前半、永楽通費の初鋳年は1408年 であり、土塁の構築時期はこれ らの遺物の

年代よりも後 となる。

蒻

Cm

睫 登 録 No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
畳  (om

調 整 ・ 特 徴
写真
図版

1 9B― SL1001 陶器 (常滑)片 口鉢 口縁～体部片
ロ ク ロ調 整 、 内 面 に褐 灰 色 の 自然 釉 、 5
1_J寸

2 日緻き【/1ヽ )十 ヨコナデ、 9型式 9R_9

3 Ic-90 9B― SL1001
陶 器 (在 地。白石)片
口鉢

口縁部小片 ロクロ (回転台)調整

4 K20 9C― SL1001 石 製 品・ 砥 石 中央 部 の み 4R+ 30+ 3 21宣 +、 デイサイ ト質海灰岩

5 Nb-41 9B― SL1001 昇 形 重昌27富 永 薬 涌 曽 (明 ・ 初 鋳 1408年 ) 98-5

第110図 SL1001出 土遺物



第 1編 第 1次発掘調査
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＼
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0                          10cm

日

町

舟 ラ7写「F:::三:,5 76 蓼 7

颯Ю調7武 茫9戸 7

珍夏5

諷軋7孔 戸
弓 ヽ 零現 欝沈

鮎忘40ど乱
に 登録腱 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度

畳  (cm)
調 整 ・ 特 徴

写真
図版国 径 虞 径 器 高

陶 器 常 滑 )片 口鉢 口縁 ～ 体 部 片 口縁 部 ロ ク ロ調 整 、体 部 ナ デ 、 6a型 式

Ic-508 9A SDllll11,上 層 陶 器 常 滑 )片 口鉢 口縁 郡 小 片 ロ ク ロ調 整 、 内面 灰 色 の 自然 釉 94‐ 2

3 Ic-65 9A SDlCCll・ 4層 陶 器 常 滑 )片 口鉢 口縁 言Б小 片 ロクロ調整、 5型式 ?

4 Ic-23 9B― SD1001・ 1層 陶 器 常 滑 )甕 □綴
=ほ

/ト ヨ □綴剤内面に灰白角の自然撒  2 94_4

5 Ic-517 9A SD1001・ 4層 ロ ヨ コ 内 外 由 に灰 白 角 の 自然 薬由、4T_t 94-う

6 Ic-5H 9B― SDIC ロ J｀ ヨコナテ、 4型言

7 9■―RDl 秦 口緻そ芯/1ヽ 片 ヨコナテ、 4型式 94-7

陶 器 常 滑 )塔 口縁 ～休 部 片 日緑部ヨコナデ、体部ナデ、日縁部内面に反自色の自然釉、2型 式

9 Ic-3 9体 SD1001・ 4層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言Бオヽ 片 ヨコナデ、内外面に灰赤色の自然釉、4型式

0 Ic 30 9B SD1001・ 3層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 詈Б4ヽ 片 ヨヨナデ、 5型式 94-10

Ic-42 9A‐SD10111・ 最下層 陶 器 常 滑 )甕 □綴
=低

/ト ヨ コ 4型言 94-1

Ic-513 9A―SD1001,7層 □ 可ヽ ヨ コ 5■_l式 94-12

ロ 周 ヨョナデ、 5烈式 94-11

4 Tc―う16 陶 熙 常 滑 )秦 □緻∃
`旭

片ヽ ヨコナテ、6a4J式 94-14

5 Ic-32 9B― SD1001・ 5層 陶 器 常 滑 )畜 日縁 音Бだヽ 片 ヨコナデ、内外面に緑灰色の自然釉、 5型式 94-15

6 Ic-45 9A‐SD1001・ 最下層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言Бガヽ 片 ヨヨナデ、日縁部内面灰オリーブ色の自然釉、 5型式 94-16

Ic-31 9B― SD1001・ 5,詈 陶 器 常 滑 )甕 口縁 郡 /1ヽ片 ヨコナデ、内面に灰白色の自然釉、6a型式 94-17

Ic‐ 38 9A SD1001'最 下層 (常 牽 □ 綴 ヨ コ 乙2型式

Ic-28 日 呵ヽ ヨ コ 5T_l式 4‐ 19

閉 9R― 回綾 詈h旭 片ヽ ヨコナテ、6a型 式 94‐20

lC‐ う4 A―SD1001・ 4層 陶 器 常 滑 )秦 口綴 音b旭 片ヽ ヨヨナず、内面灰オリーブ角の自然釉、碗型式 94-22

Ic-25 9B‐ SDl∞ 1・ 5層 陶 器 常 滑 )甕 □縁 ～ 体 部 片 日縁郡]ヨナデ、体部ナデ、外面に灰緑色の自然釉、5型式 94‐ 21

Ic‐ 26 9B SDlCl11・ 3層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 音Б万ヽ 片 ヨヨナデ、外面に灰オリーブ色の自然釉、5型式 94-23

Ic-35 9A―SD1001・ 4層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言勝小 ヨ ら型ギ

Ic-36 9A SD10111・ 4層 営 口 ヨ コ 為an_j式

Ic‐ 27 口 J ヨ コ
生デ、6a邪 式

Ic37 1 9A‐ SD1001・ 首モト層 陶 器 常 滑 )秦 回縁 ∃∫小 片 ヨコすテ、6a■fJ式 94‐27

Ic-39 9A SD1001・ 最下層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 音Б小 チ十 ヨコナデ、6a型 式 94-28

"
Ic‐ 43 9A SD1001・ 最下層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言Б/1ヽ片 ヨコナデ、6a型 式 94-29

Ic-76 9A SD1001・ 最下層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言阿 片ヽ ヨコナデ、6a型 式

Ic-40 9A SD1001'最 下層 営 牽 □ 縁 ′|、 ヨコナデ、hh41式

Ic-22 9A_ミ Dlf ロ J｀ ]ヨナテ ロ綴n‐IJ内 南に阪オIケ ーブ付の自然釉、6b即 式

口緻 ヨ∫旭ヽ 片 ヨコナデ 94-33

lC‐ 41 陶 器 常 滑 )秦 口緻 晋b旭 片ヽ ヨコナデ、 9型式

Ic-47 9A―SD1001・ 3層 陶 器 常 滑 )三 筋 壺 体 郡 ノ 片 内面オサエ、外面に平行沈線・オリーブ灰色の自然釉 94-35

Ic-58 9A SD1001・ 3層 陶 器 常 滑 )三 筋 三 答 部 ノヽナ→「 内面 ナ デ 、 外 面 オサ エ ・ 沈 線 1 94-36

Ic-57 9A SD1001・ 最下層 陶 器 常 滑 )甕 休 割

`/

片 蜀 ″ 形 押 印

Ic-51 菊 ″ 形 押 EΠ

Tc-514 ナデ、花弁 ?形押印

Tc-46 DlЫ)1・ 確認由 陶 器 常 滑 )密 恋 部
71ヽ

片 ナデ、碁形押印 94-41

4 Ic-50 9B― SD1001・ 5層 陶 器 常 滑 )甕 体 郡 小 片 ナデ、考形押印 94‐40

第111図  SD1001出土遺物 (1)



第 3章  9区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa4期

亨
9

鶉 �Ю綾

死

0                         10cm

亥

厖 一ネ ur転

hTo 登 録 血 地区・遺構・層位 種別 (産 地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口径 底 径 器 高

1 Ic-49 9B‐ SD1001・ 6層 陶 器 (常滑 )2 体 部 ノ 片 94-42

2 Ic― 9A―SD 4層 陶 希 (写情 ,甕 菊花形押印
3 Ic-56 ナデ、簾状押印 94-44

4 Tc-5 A―SD10(〕 1,4層 ナデ、簾状押印
Ic-4 9A―SD1001 陶器 (常滑)甕 体 音Б′ 片 ナデ、簾状押印、写真のみ 95-2

6 Ic-55 9A‐SD1001・ 最下層 陶器 (常滑)甕 体 部 ノ 片 ナデ、簾状押印 95-3

7 Ic-54 9A SD1001・ 最下層 陶器 (常滑)甕 体 音[′ 片 十ギ  僅 拌 IIHEH

8 9A SD1001・ 最下層 陶器 (常滑)片 口鉢 内 而 口 /7口 調 整 、 外 由 ナ 95-!

9 Ic-545 9A_ミ D1001・ 7 口綴 吾K/卜 片 ヨコす

Tc-79 ナデ、簿状押印 95-7

Tc-8() 陶 器 侶 美 士“ 体 部 た 片 ナデ、平行沈線

12 9B‐ SD1001・ 5層 陶 器 解 美 一Ｔ 林 著【′ 片 ナデ、簾状押印

13 9A SD1001・ 最下層 陶 器 (渥美 )三 体 言Б′ 片 ナデ、簾状押印 0

14 Ic― 5 9A―SD1001・ 3層 陶 器 (東海 )鉢 口縁 ロクロ調整、山茶看

15 Ic― 9A―SD 陶 采 (更海 欲 □ 縁 ′
| ロクロ調審、山泰石

IDlC 7 口綴 吾L/1 ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系 3

7 口緻 菩[/1ヽ す十 ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系

2 9B― SD lllll・ 4層 陶 器 (東海 )鉢 口縁 吝Б小

'十

ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系 5

19 Ic‐ 9A―SD 7層 陶 器 (東海 )鉢 口縁 言Б/1ヽ片 ロクロ調整、山茶碗窯 h

Ic― 3 9B‐ SD 001・ 4)詈 陶 器 (東海 )鉢 口縁 音阿 片ヽ 口″口調啓、山2

I 9A―SD 陶 果 (吏海 ロクロ調整、肉南慶競、山茶続筆系 5-

9A―RE 001 ロ ク ロ調 整 、 内 面 磨 滅 、 山茶 碗 窯 系

夕3 虎 部 21Ⅲ ロ ク ロ調 整 、 内 面 磨 滅 、 山茶 碗 窯 系 9519
% 7 9A―SD 上 層 陶 器 (東海 )鉢 底 部 ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系 95-20

第112図  SD1001出 土遠物 12)
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η アンフア フ

ア霧77μ

死
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Mマ /国
覇 7望  肝 融34

0                          10cm

M4

耽9/

煽玩
⊆甑

▽ 弧

<司駆 羽蕗

1

No 登録hlo 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ,特 徴
真
版

写
図口 径 底 径 器 高

l Ic-7 9A RDlm卜 岳 卜層 1綿器 (存 141。 自石 )片 日鉢 口緻 部 小 片 ロクロ (回 転台 調

Tc― h 陶器 (在 llll,白 石)片 日鉢 口縁 音【/1ヽ 片 ロクロ (同豪台 調

9A SD1001・ 4屑 陶 器 (在地 )片 口鉢 口縁 音阿 片ヽ ロクロ (回転台 95-24

4 Ic-59 9A― SDЮ 01・ 4層 陶 器 (在地 )片 口鉢 □綴 著低/ト ロ ク ロ (同転 台 調 整 95‐ 25

5 9B― SD1001・ 5,蕃 陶器 (在地・自石 片 日 口綴
=K/ト

ロクロ (回転台 調 整 95-26

6 9A SD1001'最下層 陶器 (在地・自石)片日鉢 口縁部小片
ロクロ (回転台)調整、日縁端部～内面

灰白色の自然釉
95-27

7 陶器 (存 lll・ 白石)片日鉢 口縁とБ小チ十 ロクロ (回転台)調整

陶器 (存地)片日鉢 口縁 言Бだヽ 片 ロクロ (同環台 )

9A― SD1001 陶器 (在地。自石 片日鉢 口縁 言Бガヽ ロクロ

10 9B― SD1001・ 1)蕃 陶器 (在地・自石 片日鉢 ロクロ (回転台 調 整

11 Ic-72 9A‐ SD1001・ 最下層 回 綴
=Ь

川 ロクロ (回 転台 調 整 95‐32

12 [c-70 9A― SD1001・ (i■ 日級 部 小 片 ロクロ (回 転台 調 整 95-33

13 Ic-73 白石 片日鉢 口緻
=日

小サ十 ロクロ (回 転台 調 整 95-34

14 Tc S 陶 器 (存 lllj) 警 口縁 部 小 片 ヨコナデ 5-35

A SD1001・ 3層 陶 器 (布地 )片 日鉢 底 部 小 片 ロクロ (同 調 整 、 内 面 磨 減

16 9A― SD1001・ 3層 陶 器 (在地 )片 口鉢 底 旨卜/1ヽ片 ロクロ 調 整 、 内 面 磨 滅

17 Ic-64 9A― SD1001・ 4層 1る 十 ギ

Ic-121 9A― SD1001 (盲瀬戸)折縁深皿

(瀬戸)筒形呑炉

/
′
263) 灰 釉 、 中 Ⅱ期

19 Ic-123 1泡 (う 1) 灰 釉 、 大 窯 3後～ 4前期

Ic‐ 1切Э 陶繋 (古瀬戸)祈縁深皿 口 緻 潮

`月

片ヽ 灰 界由、 中 I期

陶器 (古瀬戸)折縁深皿 灰 榊 π 期 96-7

9A SD1001・ 6、 7層 青磁 (龍泉窯 系 )碗 口縁部 1/8 40ヽ

15 9B― SD 001 ・ 5娠冒 青 磁 (龍泉 窯 系 ) □緑 髯低′| 弁 支

17 9A― SD1001・ 3層 青 示 回 綴 吾Ь/ヽ 喜 弁 支

9C― SD 001 ・ 6a帰雪 国綾 吾Ь/Jヽ 片 革 弁 文

青磁 (讀 泉窒系)端 反皿 口縁 詈b刑 片ヽ 蓮 弁 文

9B― SD 青磁 (龍泉 窯 系 )碗 底 言Б旭ヽ 片 一化
豊
里

9B― SD 001 ・ 5提畳 青磁 (寵 泉窯系)輪花碗 口縁 部 小 片 書‖病

9A― SD100 4層 青磁 (龍泉 窯 系 ) □

9A‐ SD1001・ 3層 青磁 (寵 泉 窯 ラ 回綴
=К

川ヽ 書1″ 支 ?

31 9B― SD1001・ 廣 部 胚 444Ⅲ 畳 付 露 胎

泉窒 系 )硫 底 音【1/6 (44) 畳 付 露 胎

青磁 (語 泉窯 系 )碗 底 部 小 片 畳 付 露 胎

34 14 9A― SD100 ・ 4層 青 白磁 (中 国 )梅 瓶 口縁 音51μ 96-20

9A― SD100 7層 白磁 (中 国 ) 鉢 □ 綴 言K/ト

9B‐ SD1001・ 3層 白 石 国 ) 四 耳 口 綴 吾

`′37 9A― SD1001・ 7 白脇 (中 国 )樺 ? 廣 部 小 片

Ic-506 9B― SD1001 中 国】小 帝 口 。頚 訓■μ 126) 黒褐 色 釉 、茶 入 ? 9為-94

第 1刊 3図 SD1001出土遺物 俗)



第 3章  9区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa4期
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0                         10cm

ミ

血 登録血 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 '特 徴
真
版

写
図日径 底 径 器 高

1 9B― SD1001・ 5層 土 師 質 土 器 ・ 小皿 ? 口縁郡小片 ロクロ司罰整

2 9A‐ SD1001・ 7,冒 土 師 質 土 器 ・ 小皿 ? 口縁部小片 ロクロ

3 9A― SD1001 十 BFl管 十 祟 ・ ホ m 席
=R/1、

昨 ロクロ

4 I} 2 4 十 帥 管 十 器 ・ /卜 m 炭 部 1/4 ロクロ調格、磨滅激 しい 6-28

S A‐ SD10()1・ 4 庇 郡 1/D‐ ロクロ調整、回転糸切→一部ナデ、内面ナデ、自

Iと 0 9B SD1001・ 5層 十 師 質 土器 ・ 小 皿 底 郡 陀 ロクロ調整、回

7 9B― SD1001・ 4層 瓦器 ・ 皿 ? 口縁 音Б打ヽ片 面 ヘ ラ ミガ キ

8 9A‐ SD1001・ 7,詈 瓦器・ 皿 回綴 筈ほ1/9 r13∩ ロクロ調整→肉外而ヘ

9 9A― SD1001 3

C-6 孵調喜Б2//5 ヘ

11 D-6 9B― SD1001・ 7層 土師器 。杯 1/6 (130) (86)
ロクロ調整、底部切離法不明→回転ヘラケズリ、内面
ヘラミガキ・黒色処理、自針微量、底径/日径066

2 D3 9A― SD1001・ 3層 口縁 部 1/8 ロクロ調整、外面にタタキの痕跡、自針

13 D5 9B― SD1001・ 5層 土師器・甕 体～底部3/5 (56)
ロクロ調整、回転糸切、体部下端手持ヘ
うケデユI 由斜糾暑 6-37

14 C-7 9B SD1001・ 3層 土師器・壷 1/4
外面ヘラケズリ→粗いヘラミガキ、内面
ヘラナデ、白針微量

15 C-8 9B SD1001・ 7層 土師器・碗 (158)
外面ヘラケズリ→粗いヘラミガキ、内面
ヘラミガキ・黒色処理、白針微量

6‐ 39

6 C‐ 1 9B― SD1001・ 3a)詈 4

D78 9A― SD1001 赤 焼 土 器 ・ 郷 r4 12ヽ 7 日

/1ヽ 片 ロクロ 42

9 D1001 ・4 声 )瓶 ? 庚 部 1/8 ロクロ調幕

如 9A‐ SD1001・ 7層 須京 器・ 高 台 lTN? lβ (156) ロク ロ調 整 、 高 台 欠損 、 白針 微 量

第114図  SD1001出 土遺物 御)
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揃 ●
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hlo 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法畳 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

1 K‐ 23 9A SD1001・ 最下層 石 製 品・ 砥 石 3/5 84+ 27 10 40富 +、 デイサイ ト質凝灰岩 97-6
2 I争 14 石 梨 扁 端 剤

`の

み 70+ 4h 3h+ 150自 +、 デイサイ ト質凝灰岩 97-7
9A― SD101)1・ 4 石 輪 剤

`の

み 41+ 45 4夕宦+、 デイサイ ト管輝灰拷

4 石 製 品・ 茶 臼下 臼 部 分 径 (358) 高 52+ 駅l_O+、
~4山

芳

K21 9A‐ SD1001・ 最下層 石 製 品・ 茶 臼下 臼 部 分 径 (340) 高56+ 400宣 十、
~F山

岩

6 9A SD1001・ 最下層 土 製 品 。土 錘 ほぼ完形 径40 98富

7 9A SD1001・ 3層 土 製 品・ 羽 口 部 分 89+ 垂 (85)

8 F-1 ¬ 石 1ハ 為9+ 瓦当面剥離・径95cm、 瓦当部に粘土売填痕、凸面ナデ、凹面布目 97-
9 丸 疱 &当 吾К1/3 30+ 当径 (10 2cm)、 巴文 、 側 面 ナ

1+ 65+ 5 而ナギ 凹而布日痛・渓い網肝痛→ナギ 狙‖而ナ

Gl 9A‐ SD1001,7層 五 ・ 平 瓦 1ん 135+ 153+ 凸面綿ΠΠき、円而布目痛→スリケシ、側面ヘラケズリ

第115図  SD1001出 土遺物 15)
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa4期

)
I      魁

2

囀

◎ 1

♀___ィ ___¬ _~~~「~~~T~~三 im

|

|

0                  10cm 0                           10cm

阻 登録血 地区・遺構・層位 種 別 (産地) 器種 遺存度
畳  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図幅

1 Nb‐40 9B SD1001・ 界 F// 大皿径18 小日径08 5富

2 llb-36 端 部 の み 43+ 08+ 97-2

Nb_32 部 分 31+ 27+
A‐ SD1001・ 看モト層 綿 製 品 ・ 田 検 不 HH 音区分 52キ

Nμ27 9洋 SDllXllA・ 最下層 一 部 欠 損 13 07 07

L-4 9A―SD100 。4層 下 翼OA 439+ 4 8

7 L-3 9A― SD1001 木製品・板材 部分 134+ 方形の穿孔 1、 片側側面を三角形に削り出
し、反対側を三角形に切り欠き

7

8 L-29 D1001B 2/3 208+ 高75 差 歯 幅 115、 右 用 97_ 9

9A― SD1001B・ 1層 十師 質 土器 ・ 小 皿 底 部 1お ロクロ調整、回転糸切、白針微量
9B― SD1001B・ 上 層 陶器 (在地・白石)片日鉢 ロクロ (同環台)調審 7-21)

第116図  SD1001出 土遺物 16)
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第 3節 Ⅳ a層の遺構 (2)と 4b層水田跡―Ⅳa3期

/゛
戯

´ヽｘ，２・っ＼ッ／酪」が

0                               20m

γ

第117図  9A～ 9B区・9D区 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa3期 )

1.遺構 の概要

9B区を中心として城館北辺の外堀の古い段階であるSD1001Bと土塁SL1001が あ

り、西側の9A区には整地層の下部で土手とSD1001Bか ら分岐する溝が確認されてい

る。9A区西部には小規模な溝、9B区北部には大型の土坑、9B区 南部には並行する

溝と堅穴遺構がある。新旧2期に分けたⅣa層の遺構のうち古期の遺構が該当する。

なお、9C区では4b層 水田跡が確認されている。

2.Ⅳ a層の遺構 と遺物

(1)溝跡 城館の外堀SD1001Bと 、ここか ら北方に向う溝が 4条ある。9B区南部

では南北方向に走る溝 3条を確認 した。 このうち9A― SD2と 9B― SD13に ついては先に述べた。

SD1001B(第 121図)城 館北辺の外堀で、新旧 2時期あるうちの古期段階のものである。

9B区では北側の肩をSD1001Aに よって壊されているが、断面区 (第 119図、121図右)か ら復元すると、土塁を含

めた幅は 5m、 北側の城外からの深さは約 1.3mで あるが、土塁の現存面か らの深さは17mほ どになる。底面は水平

であるが比較的凹凸が激 しい。土塁側の南壁は下半部が55° の角度で立ち上がり、上半部は約40° とやや緩やかになっ

て土塁へ続 いている。西端部は南か らの張 り出しによって寸断されるように止まっていて、9A区へどのように繋

がっていたのかは不明である。

9A区 は前述 したように、土塁に近い南側にSD1001Bがあることは確認できているが、詳細な状況については不明

である。

堆積土は自然堆積層で、最下層に土塁の崩落土 らしいブロック土が認められたがその他は粘土 と砂の互層であり、

大部分は水成堆積層と考えられる。

確実にSD1001Bと して区別できたのは9B区だけであることと、SD1001Aに よって大部分が壊されていることなどの

理由によ り遺物は少ない。破片で約90点出土 したが (表 104)、 図化できた遺物は 3点のみである (第H6図 8～ 10)。

9A― SD7・ 3(第 122図)SD1001と 9A― SD2を 連結する水路で、南北に土手 (SL4・ 5)を伴っている。9A― SD7が古

く、9A一 SD8は新たに掘 りなおされたものである。SD7とSD8は大部分が重複 しているため古いほうのSD7の 形態は

∴
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第 3節  Ⅳa層 の遺構②と4b層水田跡―Ⅳa3期

・ B13
■
B19TB17

・ B15

■
分

D13.

0                              20m

第118図  9C区 Ⅳa層上面～4b層水田跡平面図 (Ⅳa3期 )

不明瞭であるが、直線的に9A―SD2に つながっていたと考えられる。

SD8は幅約190cmで深さ90cm、 東部か ら中央部はSD7と 同位置であるが西部で角度を変えて9A―SD2に 接続 してい

る。堆積土下層は自然堆積層であるが、上層は人為的に埋め戻されている。東端部近 くのSD1001に近い箇所に杭

列、西端部の9A―SD2の 壁際に杭や横木 を組み合わせた土留めの施設が認め られた。これ らは埋め戻 した土が

SD1001や9A― SD2側に流入するのを防ぐためのものと考えられ、その意味ではこのSD8の 廃絶後の施設である。遺

物は土器片約20点が出土 した他、土留めに使用 した杭や木材が約20点 ある (表 103)。 このうち10点が図化できた

(第 123図 )。

9B― SD8～ 10(第 121。 125図)9B区南部で確認した南北に平行する溝である。SD8と SD10は片方の肩 しか検出でき

なかったため幅が不明である。深さはSD8が30cm以上あるがSD10は浅い。SD9は 幅が狭 くて浅い。なお、南に隣接

する10C区ではSD8と SD9の 延長部分が土手になっていることか ら、2本の溝の間の幅 1～ 15mの部分にも土手が存

在した可能性がある。遺物は合計で約10点出土した (表 104)。

修)土塁・土手 9B区中央から9C区西端部にかけては城館の土塁SL1001が あり、9A区東部の整地層上面では9A― SD7

と8に伴う土手が造 られている。

SL1001(第 121図)遺 構の詳細は先に述べた通 りである。なお、上部は後世の削平などのためにかな り崩落してい

ると推定される。第 121図では土塁上に掘 られた小規模な溝 (9B― SD6・ 7・ 11)を 除いて図化 したが、ちょうどEラ

イン付近にある土手状の高まりが土塁南端の残存部分に相当すると考えられる。

SL4・ 5(第 122図 )9A― SD7・ 8に伴う土手で整地層を盛り上げて造られており、高さは30～45cmあ る。南側のSL5

は幅130cmの 整然とした感じであるが、北側のSL4は幅が一定せず崩れた印象を受ける。

僧)土坑

9B― SK4(第 120。 121図)9B区北西部に位置する長方形の土坑で、長軸方向はSD1001に直交し、南端はSD1001か ら

約 3m離れている。大きさは5,7× 1.8m、 深さ12mで、堆積土は掘りあげた土をそのまま戻したようなブロック土の

混合である。遺物は出土しなかった。

徽)その他の遺構 9B区南部に竪穴状の性格不明な遺構 (9B― SXl)がある。大部分が現代水田による撹乱のために
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Cトー760m

第 119図  SD1001A・ 1001B 断面図

DI-790m
9B― SD13

―→D´   Eトー720m 9B~SK4

色 調 十 質 混入物 。その他

1
25Y4/2 暗灰黄色
5Y3/2 オリーブ黒色

土
お

粘
細 混 合

2

5Y2/2 オリーブ黒色
10YR6/4に ぶい黄橙色
5Y5/1 灰色

土
砂
砂

粘
細
細

粗 い互層
にぶい黄橙色粗砂を層状に微量、黒色粘土ブロック微
量

3
5Y3/1 オリーブ黒色
5Y4/1 灰色

土
砂

粘

細
互層

4 25Y4/2 賠灰音角 1土 黒褐色粘土ブロック微量

5
5Y3/1 オリーブ黒色
5Y4/1 灰色

土
砂

粘
絹 混 合

6
5Y3/1 オリーブ黒色
5Y4/2 灰オリーブ色

土
稀

粘
細

互層

7 5Y4/2 灰オリーブ色 砂質 シル ト

8
5Y4/2 灰オリーブ色
5Y3/2 オリーブ黒色 縁

ルト
1郵

9
5Y4/1 灰色
5Y4/2 灰オ1)― ブ角

土
和

粘
珀 混 合

①

25Y5/3 黄褐色
25Y5/6 責褐色
25Y4/3 オリーブ褐色 熱骸胸瀬層

②
25Y3/2 黒褐色
25Y/1/a オリーブ褐色 継レ付粘土主体の駆

③
5Y2/2 オリーブ黒色
5Y4/1 灰色 補悲1混

合

④

5Y5/1 灰色
5Y2/2 オリーブ黒色
5Y3/1 オリーブ黒色 搾封力"幌台土塁の崩落土

9B― SD13

層位 色 調 土 質

OYR4/2灰 黄褐色 粘 土 管状酸化鉄少量

2
25Y4/2 暗灰黄色
5Y4/1 灰色
25Y3/2 黒褐色 総整1混

合 黒色粘土ブ ロック微量、管状酸化鉄少量

3
25Y3/1 黒褐色
75Y4/1 灰色 辮覇P'卜 1互層

4
5Y3/1  オリーブ黒色
75Y4/1 灰色 篇絲

ルト
1互層

5

10YR4/3に ぶい黄褐色
25Y3/1 黒褐色
10Y3/1 オリーブ黒色 招三十力″噛

6
75Y4/1 灰色
75Y3/1 オリーブ黒角 緑撃1互層

7 5Y3/1  オリーブ黒角 枯 十 黒色粘土ブ ロック・オ リーブ黒色粘土ブ ロック少量

8
5Y2/2 オリーブ黒色
5Y3/1 オリーブ黒色 距子1互層

9 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 黒色粘土ブ ロック・灰角粘土ブ ロック多量

10 75Y2/1 黒色 泥炭質粘土

A 10YR5/3に ぶい音楊角 粘土 にぶ い黄橙色 シル ト・細砂 を層状に微量

第120図  9B一 SD13、 9B― SK4 断面図



Ｄ

ド
‐
階

―
―
工
陣

お
ヽ
ｘ
ち
↓
ろ

堤嗚8

張 り出し

鵠10

北10

北10

9B― SD8

北11

希H

9B― SD10

」Jttω
ゝ

張 り出し

0                                     10m

SL1001

塩
10

北9 く上
A
トー800m 土塁崩落土

第 421図  9A区東部～9C区西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa3期 )、

SL1001～ SD1001  断面図

A
引

SD1001B SD1001A

9B― SD9

B卜 800m

0                           5m

SD1001 A

調 土質 混入物・その他

1 10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト 黒色シルトブロック・暗褐色シル トブロック・黄褐色
シルトブロック多量

2 7 5YR3/4 暗褐色 粘土質シルトブロック 黒褐 色 シル トブ ロ ック・ 脅 褐角 シル トブ ロック少 量

3 10YR5/4 にぶ い黄掲色 ン,レ ト 黒褐色 シル トブロック・炭化物少

4 OYR3/2 黒褐色 ン,レ ト 暗掲色 シル トブ ロック少量

5 10YR4/2 灰黄褐色 ン,レ ト 黒褐色シル トブロック・黄褐色粘土ブロック少量、酸
化鉄・マンガシ斑微量

6 10YR4/2 灰黄褐色 ンルト
黒褐色 シル トブ ロック・酸化鉄・マ ンガ ン斑・炭化物
少量

7 10YR4/3 にぶい黄褐色 ン,レ ト 褐色 シル トブロック・炭化物

8 10YR4/2 灰黄褐色 ン,レ ト 黒色 シル トブ ロック・褐色 シル トブ ロック

9 10YR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 黒褐色シル トブロック・炭化物微量、鉄分・マンガン
斑多量

10 10YR3/2 黒褐色 シルト
黒色シル トブロック多量、褐色シル トブロック・酸化
鉄微量

11 10YR3/1 黒褐色 ン,レ ト 褐色 シル トブ ロック

12 10YR2/2 黒褐色 シル ト 褐色シルトブロック多量、黒色シルトブロック・黄褐
色粘土ブロック・酸化鉄少量

7 5YR4//6
25Y6/4 修室目影キ:ξ !を多1混

合炭化物・酸化鉄多量

Y4/1 灰角

②
75Y3/2 オ リープ黒色
75Ⅵ /夕  灰オ |サ ーブ徹 話秘

卜質粘土
1混合 木炭粒微量

75Y3/1  オリーブ塁徹

(1)
25Y6/3  にぶい黄色
25Y3/3 暗オリーブ褐侮 盤望1細かい互層 層状酸化鉄少量

こぶい賛色米R砂を層状に微畳、層状聡イヒ儀少昌
25Y3/2 黒褐色
25Y4/3  オリーブ褐色
25Y6/4  にぶい黄付 簿身1細

ぷ韓 層状酸化鉄少量

は )

25Y5/3 黄褐色
25Y4/2 暗灰嵩角

υ
砂

租
綿 細か い互層 黒褐色粘土小ブ ロック 黄褐色粘土小ブ ロック・層状酸化鉄少量

25Y3/3 暗オリーブ褐色
25Y5/3 黄褐色 勉主1細かい互層 黄褐色細砂 を層状に微量、層状酸化鉄少量

25Y3/3
25Y4/2
25Y5/3

色褐ブ一
色

り
黄
色

オ
灰
褐

暗
暗
黄 簿惑|1盤徴ゅ 層状酸化鉄少量

(7)

5Y5/1  灰色
25Y2/1 黒色
25Y3/3 暗オリーブ褐色
5Y4/1  灰色 患こ1大

ブロックの混合土塁の崩落土

9B― SXl

SD1001B

93 ・ 94
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第 3節  Ⅳa層 の遺構②と4b層水田跡―Ⅳa3期

9A― SD7

Aヽ

0                           5m

C卜 760m

9A― SD8

層位 色 調 土質 混入物 。そ の他

1 10YR3/3 暗褐色 粘土 にぶ い責褐色粘土 ブ ロック・ 黒褐色粘土 ブ ロック少量

2
25Y3/1 黒褐色
5Y2/2 オリーブ黒色 鞭幸1混合

3 25Y3/1 黒褐色 粘 土 褐色砂質 シル トブ ロック少量

4 25Y3/1 黒褐色 粘 土 オリーブ黒色粘土ブロック微量

5
2 5Ya/1 黒褐色
5Y2/2 オリーブ黒色 穂:悲 }粘

主主体の互層

6 細 秒

第122図  9A― SD7・ 8、 SL4・ 5 平面・断面図
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A5
L 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度

畳  (cm)
調 整 ・ 特 徴

真
版

写
図□ 径

1 Ic 16 9A― SD7 陶器 (常滑)甕 上部 1/8 (230)
ヨコナデ、日縁部内外面に灰緑色の自然
釉、6a型 式

長 さ 幅 厚 さ

2 Nb-33 9A― SD7 3/4 径24 16R+、 ①慶 ?賓 ソう―ワ

9洋SD7 木 製 品 ・杭 ? 下 部 364+ 板 材 93-10

4 9A― SD7 木 製 品 ・杭 ? 下 410キ 93-11

L-23 9ノ学SD7 + 62 93-12

L22 9A‐ SD7 6+ 分割材 93‐ 13

7 L-24 9A‐ SD7 下 部 684+ 上部面取 り 93‐ 14

_7 9A SD7 :製 品・ 杭 ? 下 618+ 分害」材 93-15

9A_ 木 製 品・ 杭 ? 下 言Ь 476+ 93-7

9A‐ SD8 廷本オ 端 部 欠 損 75う + Oq_

L-8 9A― SD8 木 製 品・ 下 乱 う19+ 分 割 材 、 写 真 の み

第123図  9A― SD7・ 3出土遺物
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第 3節  Ⅳa層の遺構②と4b層水田跡―Ⅳa3期

9B― SD9 9B― SD10

Fトー760m 引 F′  Gトー 740m   ―引 G′

棚 綸
9B一 SD8

I トー830m

9B― SXl

H卜 830m_覆

「

~~」 H

失われており、平面形は不明である。堆積土は単層で壁は緩や

かに立ち上がる。遺物は出土しなかった。

3.4b層 水 田跡 と出土遺物

(1)水田の概要 8区の4b層水田跡の項で述べたように、城館Ⅳ

a3期 の外堀SD1001は4b層 水田跡の終末期に造 られたと推定さ

れ、城館Ⅳa3期は4b層 水田跡の終末期～4a層水田跡と対応する。

9C区では4a層水田跡は確認できなかったが、4b層 水田跡は確認

されている。しかし遺構の遺存状況が悪く、東部で畦畔 1条 と

溝 1条を確認したほかは西部で段差を数箇所確認したのみであ

0                  2m

第125図  9B― SD8～ 10、 SXl 断面図
(平面図は第 121図 )

る。

は)遺構の状況

畦畔は東西方向のものを 1条確認したのみであるが、これは9C区南壁際を東西方向に走るSD5の 北側の土手であ

る。耕作土を盛 り上げて造 られていて、長さ32mに わたって検出した。SD5は壁際に位置するためほとんど調査で

きなかったが、南側の一部を拡張して断面観察を行った。幅は推定 2m、 深さ90cm、 堆積土は自然堆積で水路と考

えられる。遺物は土器片 3点 とウマの骨などで、図化できたものはない。

僧)出土遺物

土師器・須恵器などを中心に約460点出土 したが (表 104～ 106)、 図化できたのは数点である (第 176。 177図 )。

Bトー 800m 引 B

層位 色調 土 質

10YR4/4褐 れ ,レ ト にぶい音褐色細砂を層状に微量、本炭粗少量

2 10YR4/3に ぶい音褐角 シリレト 砂粒少量、木炭粒微量

3 10YR4/2灰 責褐色 粘 土

第424図  9A― SD4 断面図 (平面図は第 117図 )

層 締 角 調 土 質

〕 10YR4/2灰責褐色 粘 土 酸化鉄・マ ンガ ン斑多量

2 25Y6/3 にぶい貢色 シリレト 酸化鉄少量

3 10YR4/2灰 黄褐色 粘 土 砂粒多量、マ ンガ ン斑・炭化物少量、礫微量

10YR3/2黒 掲色 粘 土

5 10YR3/2黒 褐色 器 十 植楊 潰体 (権・ 葉う 少量

6 10YR2/2黒褐角 十 植物 潰伝 (枝・ 根・ 案 )多量

7 25Y3/1 黒褐角 帖 土 砂粒・植物遺休 (枝・章・根)多量

(平面図は第■8図 )第126図  9C― SD5 断面図
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第 4節 Ⅳ a層の遺構 (3)一Ⅳa2期

1.遺構の概要

城館の外堀SD1001や土塁SL1001が 造 られる以前の遺構群である。9A区 中央部で溝跡が2条確認されている。9B区

～9C区西端部にかけては城館北辺の溝跡と土手が一体になっていて、2時期の変遷が確認された (第 134・ 137図 )。

2.遺 構 と遺物

(1)溝跡

9A― SD9(第 128図)耳ヒ西から南東方向に延びる溝跡で、幅3.0～4.5m、 深さ0,9mである。9D区 の西壁沿いに北に

延びる細い溝 (9A― SD12)力 合ゞ流している。堆積土は粘土と砂が互層になった自然堆積層で水成堆積と考えられ、

調査区内の底面のレベルは北側が約30cm低いので南から北に向って流れていたと推定される。

南部の東壁際に外から倒れこんだ状態 (第 129図 )で板塔婆 7点が出土している。板塔婆は頭部を五輪塔形に成形

したもので、塔婆 7枚 とその外側に竹の枠 1本が並べられ、裏面には横木 2本が鉄釘で打ち付けられていた。遺存

状態が悪 く、塔婆は取 り上げて図化できたが (第 132図)竹 と横木は図化できなかった。同種の遺物で保存状態が良

好なものが10E― SD8か ら出土しているが、それによると本来竹枠は塔婆の両側にあったと考えられる。他には土器

片約50点が出土したが (表 103)、 図化できたのは木製の編み具 2点である。

9A― SDll(第 128図)調 査区南壁付近で9A―SD9を 切つているが、部分的に確認できただけであるので全容は不明

である。堆積土は自然堆積層で、水成堆積と考えられる。遺物は破片で14点出土した (表 103)。

＼

］

0                     20m

第127図  9A～9C区西部・9D区 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa2期 )

9B― SD12A・ 12B(第 134・ 137・ 140図)9B区 を東西に横断す

る溝である。ほぼ同じ場所で再掘削されてお り、新 しい溝跡を

A、 古い溝跡をBと した。9A―SD9や SDH。 12と の関連は不明で

ある。

SD12Aは西側の幅は4mあ るが東側では約 2m、 深さは1.Omで

ある。堆積土は粗砂を中心とした自然堆積層で、水成堆積 と考

えられる。

×

砕
/§

戯

/へ辞
!

9B― SD12A

十

Fll

ヽ

後了
SD12Bは幅42～ 5,Omで あるが、部分的に両側に広がる箇所も



十
ｃ６

cトー710m

第 3章  9区の調査

第 4節  Ⅳa層 の遺構③―Ⅳa2期

0                  2m

引
一EI

十
ｃ８

Aトー 810m 9A― SD9(南壁)

第128図  9A― SD9平面・断面図、9A― SDll・ 12

9A― SD9(北 部 )

9A― SD9

色 調 土 質 混 入物 。その他

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 シリレト
暗灰黄色砂質シル トブロック
木炭粒少量

2

10YR3ッ /a
25Y4/2
25Y5/3

色
色
黄
角

褐
灰
褐

暗
暗
昔 9幸卜1互層部分的に暗灰黄色細砂ブロック

少量、本炭粒微量

3
25Y4/2 暗灰黄色
25Y5/2 暗灰費負 驚蒜1互層 木炭粒微量

25Y4/1 黄灰色 粘 土
灰色粗砂・灰色粘土ブロック斑文状
に多量、木炭粒微量

5 75Y3/1 オリーブ黒色 組砂

6 25CY4/1暗 オリーブ灰色 シル ト オリーブ黒色粘土ブロック微量

7

25Y3/1 黒褐色
25Y3/1 黒褐色
25GY4/1暗 オリーブ灰角 材姦卜1混合木炭粒微量

8
75Y5/1 灰色
5Y4/1 灰色 鯉撃1互層

9

75Y5/1 灰色
5Y4/1 灰色
75Y5/2 灰オリーブ色 盤整1混

合
10 5Ya/1 オリーブ黒色 粘土 灰オリーブ色細砂ブロック少量

11 75Y4/2 灰オリーブ色 細砂 黒褐色シル トブ ロック少量

北 8

9A― SD9

角 調 十 暫 涅 入 14//1・ そ の他

1

25Y3/2 黒褐色
25Y3/1 黒褐色
5Y3/2 オリーブ黒色 縫劾卜1駆

2 25Y3/2 黒掲色 粘 土
黒褐色粘土・暗オリーブ褐色粘土・

灰オリーブ色細砂ブロック少量

平面図 (D7東側の回は第 129図 の観囲を示す)
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第129図  9A― SD9 板塔婆出土状況

一→D′

0       1m

―第130図  9A― SD9・ 11 断面図
(平面図は第128図 )

Bトー810m

ある。深さは1.8mで 、堆積土は粘土を主体とした自然堆積

層である。遺物はA・ B合計で100点近い破片が出土 したが

(表 104)、 図化できたものは 3点である (第 141図 )。

9C― SD6・ 7(第 134・ 135。 137図)9C区西端の南壁際に位

置する。北側をSD1001に切 られているため部分的に確認で

きただけである。同じ場所で再掘削されてお り、新 しい溝

跡をSD6、 古い溝跡をSD7と した。SD6は北側のSD1001近 く

で底面が浅くなる箇所があり、そこには杭列が造 られてい

た。また、部分的に西側に張出して平坦面を造 り出してお

り、そこには土留めの施設のような杭列が認められた。遺

構の断面形は古いSD7が箱形で、新 しいSD6が浅い「U」 字

形をしているため、SD7の 上半分はSD6掘削の際に失われ

ている。このためSD6の 幅は1.7～ 27mほ どであるがSD7の

幅は不明である。深さはSD6が 1.Om、 SD7が 1.5mで ある。

層 位 色調 土 質 混入物 。その他

] 5Y4/ 苦反 角 粘 土 黒褐色粘土ブロック多量

2
25Y3/
25Y4/

黒褐色
費灰色 締aルト1互層

〕
／

／
黄灰色
黒褐色 領子1混合

9A― SD9

① 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 黒色粘土ブロック多量、灰色粘土ブロック微量、木炭精微量

5Y3/1  オ リーブ黒色 粘 土 木炭粒微量

③
5Y3/2 オリーブ黒色
5Yrr/1 灰角 オ1言 F'iレ ト1船 灰オリーブ色粘土ブロック・オリーブ黒色粘土ブ

ロック微量

④
／
／

Ｙ３
】

オ リーブ黒色
灰色 珀蒜1互層 オ リーブ黒色粘土 ブ ロック斑文状 に微量、木炭粒微

量

⑤
／
／

オリーブ黒色
灰色 珀蒜1互層 木炭粒少量

⑥

75Y3/2 オリーブ黒色
75Y4/2 灰オリーブ色
75Y3/1 オリーブ黒色 籍彦1互

層
⑦

75Y3/2 オリーブ黒色
5Ⅵ /ユ  灰負 練蒜1互層

層位 色 調 土 質 湿 入物 。そ の仙

①

25Y3/2 黒褐色
5Y3/2 オリーブ黒色
5Y4/2 灰オリーブ 捨み質粘土1互

層部分的に黒褐色粘土小ブロック・オリーブ灰色粘
土小ブロック多量、植物遺仏 (小枝等)少量

②

75Ⅵ/1 灰色
25Y3/2 黒褐色
5Y3/1 オリーブ具色 締勢互層 黒褐色粘土ブ ロックを層状 に微量

5Ya/2 オリーブ黒負 ンルト質粘十 灰オ リーブ色 シル ト・黒褐色粘上 を層状 に微量

④
25Y3/1 黒褐色
5Y3/2 オリーブ黒色 類キ1互層

第131図  9A― SDll 断面図 (平面図は第 128図 )
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第 4節  Ⅳa層 の遺構131-Ⅳa2期

|

―

J

信勘 隠
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匡 匡 ≡ ]7
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幸 6

0                                        20cm

肇
ｈ
　

り́
ぐ
（

充

子

hTo 登録L 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 違存度
量  (cr

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅

Tc― A―SD9 評器 (存141)片 口体 口綴 部 小 片 ロクロ (回嗽台)調整

L-1 9A― SD9 端 部 欠損 150+ 断 面 三 角 形 、 端 部 近 くに狭 り 98-7

L-19 9ノ単SD9 木 製 品・編 具 ? 端 部 欠 損 80+ 径28
4 L-17 9たSD9 木製品・五輪塔形板塔婆 中央 部 213 41ク + 4ち スギかト ノキ科

5 L-16 9A― SD9 木製品・五輪塔形板塔婆 上部甲5 514+ 文字、釘孔 1、 モミ
・
９

６
．

h A―SD9 木処品・五輪搭形板搭婆 慕部 欠椙 579+ 釘712、 サクラ

L-18 9A― SD9 下部 1/2 332+ 11 文 字 、釘 孔 2、 モ ミ属

じ 12 9A― SD9 上言Б4/5 500+ 15 釘 了Ll、 ク リ

9 9A‐ SD9 木製品・五輪塔形板塔婆 573+ 4 釘 了し2、 ク リ

10 L-15 9A― SD9 木製品・五輪塔形板塔婆 ほぼ完形 577 釘了し2、 クリ
9813
19h_1

第132図  9A― SD9出土遺物
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堆積土 はSD7と SD6の 下層は粘土 を主体

とした 自然堆積層であるが、SD6の上層

は土塁SL1001構築の際に埋め戻されてい

る。遺物は杭以外では土師器片などが18

点出土 した (表 105)。 北側の杭 2点 と西

側で杭 に転用されていた塔婆 1点が図化

できた (第 133図 )。 塔婆は、丸木の側面

に平坦面を削 り出し、頭部は一段高 く削

り残 して先端を尖らせ、平坦面に 2本の

平行沈線を入れて 「板碑形」に造ったも

のである。

¢)土 手 清 と同 じく2時期 ある。9C―

SD7の 両側 にあるSL9と SL10が最初 に造

られ、9C― SD6の両側にあるSL6。 7と 9B

区西端 のSL8は その上に新 しく造 りなお

された ものである。

SL6～ 8(第 134図) SL6と SL7は 9C― SD6

の両側の土手で、高さは20～ 30cmで ある。

それぞれ古い段階のSL9と SL10の 上に盛

土 をして新 しく造 りなお したものであ

る。SL8は9B区 西端部で部分的に確認し

たもので、全容は不明である。

SL9・ 10(第 137図)9C― SD7に 伴う古い

段階の上手である。SL9は東に屈曲し、

SL10は 西に屈曲して9B― SD12Bの北側の

土手も兼ねている。SL9は幅15～ 2.5m、

高さは20～ 30cm、 SL10の 幅はやや狭 く50

～80cm程 度で、高さは20～ 30cmである。な

お、9B― SD25は SL10構築の際に脇の土を

かき上げた痕跡と考えられる。

SL6～9か らは土師器片を中心として60

点の遺物が出土 したが (表 104・ 105)、 図

化できたものはない。

く〔::ウ)1

0                          20cm

阻 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

1 L27 9C‐ SD6,7、 西側土留め 木製品・板碑形塔婆 上部3/_h 775+ 丸木、頭部杭状・2本線刻み、以下面取り、
力 I〕

2 L-26 9C‐ SD6・ 7、 Jヒ狽」杭列 1235+ 径94 丸 木

3 L-28 9β _代 nh,7、 Jヒ組‖イ市▼‖ 150+ 4おり1 丸 木

第133図 9C― SD6・ 7出土遺物
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第 4節  Ⅳa層 の遺構(31-Ⅳa2期

SL6～8 平面図
0                   2m

層位 色調 土 質 澪 入物・ そ の 41j

1 10Y3/1 オリープ黒色 粘土 オリーブ灰色シルトブロック, R鼈十ブロック多量、酸イヒ鉄少Ξ人為曲波輝め十

2 5Y2/2 オリーブ黒色 粘 土 細 砂 を層 状 に微

① 110Y2/1 黒色    1粘土    1褐色粘土ブロック・黒色粘土ブロック少量、砂粒・植物遺体多量

第 135図  9C― SD6・ 7 断面図

―引5ち

一街
―
―
津
―
引
汁

―
桂10

9B一 SD12A

第 134図  9B― SD12A、 9C― SD6、

9C― SD6

9C― SD7

ｍ
　
　
　
　
Ｓ」６
　
　
Ｍ
　
　
Ｓ」７

SL6・ 9

角 調 十暫 混入物・その他

1 10YR4/3に ぶい黄褐角 粘土質 シル ト

2 ЮYR3/3暗褐色 粘土質 シリレト 黒褐色粘土賃 シル ト小ブ ロック・ にぶ い黄褐色 シル ト小プ ロ ック・砂粒微量

3 10ゝ留 /2灰黄褐色 粘土質 シル ト 砂粒微量

① 110YR4/3に ぶい黄褐色 |シルト質粘土 |にぶい黄禍色シルト小プロック微量、灰黄褐色シルトブロック・斑文状酸化鉄少量

(1)10WR4/2灰黄褐色  1粘土質シルト |にぶい黄褐色シルトブロック微量、斑文状酸化鉄少量

団 110YR3/2黒褐色   1粘土     |マ ンガン粒多量

第 136図  SL1001・ 6・ 7・ 9・ 10 断面 図
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9Bイ翌壁

第 137図  9B― SD12B・ 25、 9C― SD7、

Bトー 800m ―→B′

平面図

層 位 色調 土 質 混入物 。その他

1 10YR4/2灰黄褐色 シル ト 炭化物・マ ンガ ン斑・酸化鉄少量

① 125Y4/1 黄灰色  |シルト    |にぶい黄褐色砂質シルト・マンガン斑多量

第 138図  9B― SD25、 SL8 断面図

乾
供

SL8

9B― SD25

層 位 色調 土質

10YR4/3にぶい者楊角 シルト管粘十 黒褐角粘十ブロック・にぶい昔褐角砂質シルトブロック・にぶい黄色シルトブロック多最

2 10YR4/2灰音褐色 帖 土 黒褐角粘土ブロック・責褐色砂質シル トブロック少量
SL1001

SL6

SL9

10YR5/6責褐色 シル ト

② 10YR4/3にぶ い黄褐色 粘土質 シル ト 暗褐色粘土小ブ ロック・ マ ンガ ン粒・酸化鉄粒少量

(1) 10YR4/3にぶい苦楊缶 賠十管 シル ト

10YR4/3にぶい苦褐角 帖 十 灰 責褐 角粘 土 をXI状 に少量

(3) 10YR3/3暗褐色 帖 土 マンガン粒多量

9C―SD13 □  10YR5/3に ぶ い黄褐色 |シル ト質粘土 |に ぶ い黄色 シル トブ ロック少量、マ ンガ ン粒多量

第139図  SL1001・ 6・ 9、 9C― SD13 断面図



第 3章  9区 の調査

第 4節  Ⅳa層 の遺構③一Ⅳa2期

―→A′

第140図
9B― SD12A・ 12B 断面図
(平面図は第 134・ 137図 )

Cm

0                          10cm

層位 色調 土質 混入物 。その他

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘 土 砂粒多量、炭化物少量

2 25Ⅵ/6 オリーブ褐色 粗 砂 炭化物少量、下部 に土塁崩落上を層状 に少量

3 25Y4/4 オリーブ褐 相 砂 炭イヒ物微

4 XfI砂 下部 に粘 を層状に少量

9B― SD12B 25Y3/2 黒褐色 粘 土 黒色粘土ブロック・炭イヒ物少昌、上部に砂粒を思状に徴量、植助遺体(草)少 昌

② 25Y3/2 黒褐色 粘 土 砂粒多量、炭化物少量

⑥ 10YR2/2黒 褐色 粘 土 黒色粘土ブ ロック・炭化物微量

④ 25Y3/3 暗オリーブ褐色 粘 土 炭化物微量

希 十

唯 登録No 地区・遺構・層位 種 別 (産地 ) 器 種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口径 底 径 器 高

I 9B― SD25 陶 器 (布地 ) 甕 口縁 ～体 部 片 口縁 郡 ヨ コナ デ 、体 部 ナ デ

2 9B― SD12A 陶器(在地・白石)片 日鉢 底部lb
ロクロ (回転台)調整、体部内面下半～
陣 喜R藤減 , 苦 ね ス

Tc-93 9R― RDl,R □ ヨコす手、内外南裾梨で貫‖離、 7翠式

4 駄 の み 隅 133+ 高82+ ∫早19

第141図  9B― SD12A・ 12B・ 25出土遺物

9C― SD7 杭 列
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第 5節 Ⅳ a層の遺構 (4)一Ⅳal期

1.遺構の概要

Ⅳa層 に伴う最も古い遺構群で、9B区南部で屋敷内部を区画する東西・南北に直交する2時期の溝が確認された。

2.遺構 と遺物

(1)溝跡

9B― SD14A・ B(第 143図)東 西方向に直線的に延びる溝で、方向はN-66° 一W

である。ほぼ同じ場所で掘りなおされているので新しいほうをA、 古いほうをBと

した。それぞれ9B― SD15Aと 9B― SD15Bに対応する。

9B― SD14Aは幅40～ 80cm、 深さ60cmで、堆積土は自然堆積層である。遺物はSD14B

共に土師器・須恵器を中心とする破片で (表 104)、 図化できたものはない。

9B― SD14Bは幅90～ 140cm、 深さ60cmで 、底面の数箇所が土坑状に窪む。堆積土

は自然堆積層を主とするが、部分的に人為的な埋土が認められる。 0                   2m

9B― SD15A・ B(第 143図)南 北方向に直線的

に延びる溝で、9B― SD14A・ Bと 「T」 字状に接

する。方向はN-26° 一Eである。ほぼ同じ場所

で掘 りなおされているので新 しいほうをA、 古

いほうをBと した。それぞれ9B― SD14Aと 9B―

SD14Bに 対応する。

9B― SD14A・ 14B 断面図

+

+

0                                   10m

第 143図  9B― SD14A・ 14B・ 15A・ 45B 平面 図

Aトー 830m -lA′

9B― SD14A
角 調 十 管

〕 25Y2/1 黒色 粘土 イヒ鉄少量

2 5Y2/2  オリーブ黒色 粘土 オリーブ色粘土ブロック少量

3 7 5GY2/1緑 黒色 粘土

第142図



0                  2m

9B― SD14 B

層 付 色 調 土 質 混入物 。その他

! 25Y3/1 黒褐色 ンル ト質粘土 酸化鉄少量

2 10Y3/1 オリーブ黒色 粘土質 シル ト 暗オ リーブ色 シル トブ ロック多量、炭化物・砂粒少量

3 75Y3/1 オリーブ黒色 粘土質 シル ト 暗オ リーブ色 シル トブ ロック多量

5Y3/1  オリーブ黒色 ヒ十 炭イヒ物 少畳

3/1 オリーブ黒角 ;十

9B一 SD14B

1 25Y3/1 黒褐色   1粘土     1黒 色粘土ブロック・オリーブ灰色粘土ブロック・砂粒ブロック少量

第144図  9B― SD14B 断面図

SD15A SD15B

―→D′

第 145図

9B― SD15A・ 15B

断面図

第 3章  9区の調査

第5節  Ⅳa層 の遺構④―Ⅳal期

9B― SD15Aは幅40～ 50cm、 深さ20cmで、

堆 積 土 は 自然堆積 層 で あ る。遺 物 は

SD15B共 に破片数点である (表 104)。

9B― SD15Bは幅40～ 90cm、 深さ10cmで 、

人為的に埋戻されていた。

なお、9B― SD15A・ Bは南部が途切れて

いるが、位置関係から南側の10C区 に延

びていくと考えられる。

9B一

① 75Y3/1 オリーブ黒色 粘 土
黒色粘土ブロック・オリーブ灰色粘土ブロック多
量、下部に砂粒少量、人為的な埋め土0       1m

l―

第 6節 Ⅳb層の遺構 (1)と 5a層水田跡―Ⅳb2期

1.遺構の概要

9A区 中央には南北方向の区画溝があり、その東側の9A区東部・9D区 。9B区北部 。9C区 には5a層水田跡が広がって

いる。9B区南部のⅣb層 上面では溝跡・竪穴遺構 。土坑などが検出された。

2.Ⅳ b層 の遺 構 と遺物

(1)溝跡

9A― SD10(第 146・ 147図)9A区 中央のⅣb層 上面で確認した。北部を9A― SD9に切 られている。南北方向に直線的

に延び、屋敷内の区画溝と考えられる。方向はN-20°一Eである。幅 1.5m、 深さ40cmで堆積土は自然堆積層である。

遺物は数点であるが (表 103)、 常滑産の甕と在地産の片口鉢が図化できた (第151図 2。 4)。

9A― SD13(第 146。 147図)9A区 中央の5a層水田耕作土下面で確認 した。一部を9A― SD9に 切 られている。南北方

向に直線的に延び、方向はN-20° ―Eで ある。幅 1,5m、 深さ60cmで堆積土下層は自然堆積層であるが、上部は人為

的に埋め戻されている。5a層水田耕作土がSD13の 上に被っているのでSD13は5a層水田跡には伴わないが、5a層水田

耕作土がSD13の 東側にのみ分布 しSD13の 西側には認められないことか ら、SD13は 5a層水田の経営以前か ら存在 した

地割の溝で、清が埋め戻された後も地割そのものは耕作域と非耕作域 との境界 として意識されたと考えられる。平

面では確認できなかったがちょうどSD13の 直上に5a層 に類似 した盛土が認められることから、直上に境界の大畦畔

があった可能性もある (註 1)。 遺物は陶器片 2点である (表 103)。

9B― SD16・ 17。 20(第 150図)9B区 南部で確認した南北方向の小規模な溝である。遺物は出土 しなかった。

9B― SD18(第 146図)9B区 南部で確認した東西方向の溝で、SD17・ 20に切 られている。遺物は土師器、土師質土

器皿類などが出土している (表 104)。

9B― SD19(第 150図)9B区 南部で確認した南北方向の溝で、SD16に 切 られている。堆積土は単層である。遺物は

土師器・須恵器など15点が出土 した (表 104)。

9B― SD15A
層位 色調 土 質 混入物 。その他

〕 25Y3/ユ  黒褐色 粘 土 上部 に砂粒少量、炭化物・酸化鉄微量

2 10YR3/1黒 褐色 粘 土

25Y3/1 里楊角 濡 十 砂粒多量

107
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γ
ヂ゙

!

Aトー 820m

Va
ユー6a
_-6b

第147図

9A― SD10。 13 断面図

第封46図 9A～9B区・9D区
Ⅳb層上面平面図

(Ⅳb2期 )

9A‐SD14
Br710m 引 B′

M
C卜690m    9A SKl

。 。  ヽ 二

°    
・ D5。

・ l・

層位 色 調 土 質 混 入物 。そ の他

① 10YR3/3暗掲色 粘 土 木炭粒多量、マ ンガ ン粒少量、焼土粒微量

結 十 木炭粒微量

1 25Y3/1 黒褐負 帖 十 オ リーブ黒色粘土ブ ロック多量

2 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 部分 的 に反 角粘 十ブ ロ ック徽 量

3 5Y2/2 オリーブ黒色 粘 土

層位 色 調 土 質 混 入物 'その他

l

25Y2/1 黒色
25Y3/2 黒褐色
10Y3/1 オリーブ黒色
5Y4/1  灰色 ぴ

粒
|ブ

めクの混台部分的に黄褐色粗砂ブロック微量、人為的な埋め土

2 10Y5/1 灰色 粗 砂 黒色 シル ト質粘土・黒褐色粘土・灰色粘土ブロック多量、人為的な埋め土

3
5Y4/1  灰色
75Y5/1 灰色 籟恙1細

かな互層
10Y4/2 オリーブ灰色 細砂 灰オリーブ色粘土ブロック多量、黒褐角シルト質粘十ブロック少量、崩落十?

第148図  9A― SKl、 SD14 平面・断面図

9A― SKl



・ B13 も19・ B17・ B15

第 3章  9区の調査

第 6節  Ⅳb層の遺構(1)と うa層水田跡―Ⅳb2期

0                    20m

式

・ D13吃

第149図  9C区  5a層 水田跡平面図

SD18
Aトマ30m   引 〆

辮

SD20
B十一-7 40m ttJ

瑚

色 調 土 質

〕 10YR3/2黒 褐色 ン,レ ト 炭化物 マ ンガ ン斑少量

2 10YR3/1黒 褐色 ンル ト 酸化鉄・マ ンガ ン斑少量

¢)堅穴遺構

9B― S11(第 150図)南 壁際で部分

的に確認したので大きさは不明であ

るが、南北 5m以上ある。壁は緩や

かで、深さは10～ 15cmで ある。SK5を 切っている。遺物は土師器 。須恵器などが出上した (表 104)。

俗)土坑

9B一 SK5(第 150図)南 壁際で確認 したが大部分をS11に よって切 られているため全容は不明である。南北3.6m以 上

で深さは約20cmで ある。遺物は土師器片が 3点出土している (表 104)。

SD17
740m cトー  引 C´

耶

9B― SK5 ① 125Y3/1 黒褐色  1粘土質シル ト 1炭化物・酸化鉄・マンガン斑少量

9B―SD19(1)25Y3/1 黒褐色  1粘土質シルト 1炭化物・酸化鉄・マンガン斑少量

9B― SD18 1 10YR3/2黒 褐色 シ,レ ト 炭化物少量

2 25Y3/1 黒褐色 シ,レ ト 炭化物多量、木炭・焼上ブロック少量

3 25Y3/1 黒褐色 シ,レ ト 酸化鉄少量

ぶ
/

′ЭI一

第150図  9B― S11、 SD16～20、 SK5 平面・断面図

0                 2m
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3.5a層 水 田跡 と出土遺物

(1)水 田の概要

水田域は9A―SD10や SD13付近か ら東に広がっている。南側の境界ははっきりしないが5a層 自体は9B区の基準線F

ラインか ら北で認められる。畦畔は9A～9B区ではⅣb層 か4c層 の下部で確認したが、遺存状況は良くなく、断片的

に確認できたのみであった。9C区では4b層 水田耕作上の下部で畦畔を確認できたが、水田面は4b層水田の耕作によっ

てかなり攪拌されている。

彼)遺構の状況

畦畔13条 と段差、方形の土坑、溝を確認している。

畦畔は配 1～ 13ま でのうち9B区北部の南北畦畔3は幅が約 3mあ って規模が大きい。この他では9C区東部の東西

畦畔 6・ 7と南北畦畔 H。 12の 規模が大きく、幅15～ 2mある。その他の畦畔幅は0,8～ 1.Omで ある。

水田区画は①が15,0× 3.5～5.5mで 東西に細長い。その他は東西13～ 16mの区画が多いようであるが部分的な検出

に留まっているものが多いため不明な点が多い。

溝は9A区 中央で確認 した9A―SD14の他、9B区北部の畦畔血 2・ 3下の5a層 中でも並行する小規模な溝跡 2条があ

る。9B区北部の溝は古い段階の畦畔に伴う可能性が高い。

9A― SD14(第 148図)5a層下面で確認した溝で、9A―SKlに 接続する。幅60cm、 深さ25cmで堆積土は5a層である。

遺物は出土しなかった。

土坑は水田域の西端で9A―SKlと 9D― SK2、 9C区で9C― SK5を確認している。

9A― SKl(第 148図)5a層下面で確認した。2.2× 3.4mの 長方形で、深さ80cm、 壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土

下部に自然堆積層があるが、大部分が人為的に埋め戻されている。遺物は出土しなかった。

9D― SK2(第 153図)5a層下面で確認した。一辺3.Omほ どの方形と推定され、深さ130cm、 壁はほぼ垂直に立ち上がる。

堆積土下部に自然堆積層があるが、大部分が人為的に埋め戻されている。遺物は砥石が 1点出土 した (第 151図 5)。

9C― SK5(第 152図)5a層 上面で確認した。東西 11.Om、 南北35mの長方形で、深さ1.lmで ある。堆積土最下層と

フ 〒

0           10cm

0                          10cm

一　

一

に 登録に 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 。 特 徴
写真
図版口径 底 径 器 高

| Ic-94 9B‐ SD38 陶器 (常滑)片 口鉢 口縁部小片
ロクロ調整、内面に暗オ リーブ色の自然

平由、 6a聖赳テミ
2 Ic-20 9A― SD10 陶器 (常滑 )溶 □縁 部 小 片 ヨコナ手、暗示褐角の自然来H、 4T_Hく

3 Ic-126 9C― Sとも 陶器 (東海) 鉢 底部1る
ロク ロ調 整 、体 部 外 山 卜端 回 転 ヘ ラケ ズ
I)、 内 面 磨 滅 、 山茶 硫 窒 系

4 Ic-21 9A― SD10 陶器 (在地)片 口鉢 % 246
片日、 8本単位の櫛目、体部内面の磨滅
が激しく底部に穴があく

5 K19 9D― SK2 石 岳Rl+ 幅65 厚47 230宮 +、 デイサイ ト
6 L-20 9A‐ SEl・ Tl薯 木 製 品 /2 (1() [三〇4

第151図  Ⅳb層の遺構出土遺物
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第6節  Ⅳb層の遺構(1)と 5a層 水田跡―Ⅳb2期

最上層の窪みは人為的に埋め戻されているが、その他大部分は自然堆積層である。遺物は土師器、中世陶器、中国

産磁器など 5点とウマの歯・骨などが出土し (表 105)、 1点が図化できた (第 151図 3)。

●)出土遺物

9A区の集計の際に他の層と合わせてしまったため総数は不明であるが、9B区～9D区では土師器・須恵器を中心に

約760点出土 した (表 104～ 106)。 図化できたのは中世陶器、中国産磁器 (龍泉窯系青磁碗 )、 須恵器、石製品、鉄釘、

銭貨など17点 (第 176～ 178図)である。

(註 1)Ⅳb層 上面のほぼ同じ場所に9A― SD10が あることか らも、ここに比較的長期間にわたって地割線が存在 した

可能性が高い。

0                          5m

A十- 760m ―→A′

0                  2m
|

層位 色 調 土質

1 10YR4/1褐灰色 粘土 暗緑灰色粘土ブロ ック・黒色粘土ブ ロック・植物遺体少量、人為的な埋め土

2 75Y3/2 オリーブ黒色 粘 土 植物遺体 (根・茎 )多量

75Y3/1 オリーブ星角 粘土 植物遺体少量

4 25GY3/1贈オリーブ灰缶 粘 植物遺体少量

5 75Y2/2 オリーブ 粘 賠 オ リー ブ灰 角 粘 十 ブ ロ ック多畳 、黒 れ 粘 十ブ ロ ック・植 IIJ/潰休 少 畳 、人為 的 れ理 め 十

第152図  9C― SK5 平面・断面図

層位 色 調 土 質 混入物・その他

I 25Y4/1 黄灰色 粘土ブ ロック オリーブ灰色砂質シル トブロック多量、黒色粘土質シル トブロック少量、人為的な埋め土

2

25Y4/1 黄灰色
10Ч/2 オリーブ灰色
25Y2/1 黒色
10Y4/1 灰色 膝,卜

1如 "噛
人為的な埋め土

3
／
／

黄灰色
暗灰黄色 姻慾}互層

4
25W/1 黄灰色
25Y4/2 暗灰黄色 鯉移1互

層 黒褐色粘土ブ ロック多量

オ5Y3/2 黒褐角 粘 土

第153図  9D― SK2 平面・断面図
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第 7節 Ⅳb層の遺構 (2)と 5b層水田跡―Ⅳbl期

■
け

9ド
/ヽド

0                     20m

第封54図  9A～ 9B区・9D区  Ⅳb層上面平面図 (Ⅳ bl期 )

引 B′

|

第 155図

9A― SEl 平面・断面図
層位 色 調 土質 混入物・その他

1 75Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 木炭粒微量

2 25Y2/1 黒色 粘 十 木炭対 微 量

5Y3/1  オ1)―ブ黒角 粘 十 腫物 潰体 微 量

1.遺構 の概要

9B区 中央から9C区西部にかけて東西方向の区画溝があり、その北側の9A区西部では区画溝と方向を合わせた掘立

柱建物跡 2棟や井戸跡 1基が検出された。建物跡のうちの 1棟は堂宇の可能性がある。なお、区画溝南側の9B区南

部では竪穴遺構や土坑などが検出されている。9C区では5b層水田跡が広がっている。

2.Ⅳ b層 の遺構 と遺物

(1)溝跡

9B― SD38(第 154。 160図)確 認面は6a層 上面であるが、堆積土が5b層 に類似するので5b層 水田の経営期間中に掘

られた溝と推定される。幅80～ 140cm、 深さ55cmで 、9B区 中央から9C区西部にかけて約32mに わたって直線的に延

びる。方向はN-79°―Wである。確認面や堆積土は水田耕作土に関連するが、方向が直線的であることと掘立柱建

物と方向がそろうことなどから、居住域にかかわる区画溝である可能性が高い。遺物は土師器片が多いが (表 104)、

常滑産の鉢が 1点図化できた (第 151図 1)。

磁)掘立柱建物跡

9A― SBl(第 158図)当 初は6a層上面の確認だつたが、建物の全容を確認するため調査区南側を拡張した際にⅣb層

上面から掘り込まれていることを確認した。桁行 4間 (総長8.6m)、 梁行 4間 (総長62m)の東西棟で、柱間は東

720m

Y
9B― S12ヽ 。
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第 7節  Ⅳb層の遺構②と5b層水田跡―Ⅳbl期

■B19・ B13 ■B17・ B15

孝
び

第156図  9C区  5b層水田跡平面図

嗚14

西2.1～ 2.2m、 南北1.5～ 1.6mで ある。総柱であるが中央の北寄りの 1本が抜けていることから堂宇の可能性が考え

られ、柱のない部分を中心とした北側が内陣で、さらに南側に外陣が配置されていると推定される。なお、柱痕跡

の最上層から在地産の甕の破片が出土している (表 103)。

9A― SB2(第 154図)6a層上面で確認した。SBlと重複しているが、主軸方向が一致するので (真北から8°東傾)ご

75Y3/1 オリーブ

第157図  9C― SK4 平面・断面図
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窃ぅ   。

営メぢ

第158図

9A― SB刊 。SAl

平面・断面図



10YR4/4褐 上ブロック少量

5Y3/1 オリーブ黒 灰色粘土ブロック・木炭粒少量

25GY4/1 暗オリーブ灰色

第 3章  9区の調査

第 7節  Ⅳb層の遺構②と5b層 水田跡―Ⅳbl期

く近接 した時期の建物である可能性がある。東西 2間 (総長48m)、 南北 1問以上 (総長4.lm)の小規模な建物で、

柱間は2.3～2.5mで ある。

9A― SAl(第 158図)9A― SBlの北側に位置する。方形のピットを中心として周 りを8角形に囲む柱列である。規模

は東西32m、 南北29m、 中心に位置する方形のピットの大きさは21× 18cmで ある。掘 り方と柱痕跡との区別ができ

なかったので明確ではないが、中心の方形のピットは塔婆のような角柱の痕跡の可能性がある。

俗)井戸跡

9A― SElマ (第 155図)6a層 上面で確認 したが、位置関係からするとSBlや SB2と 同時期で、Ⅳb層 上面か ら掘 りこま

れていた可能性がある。上端では径 130～ 145cmの楕円形であるが、下部では径60cmほ どに狭くなる。堆積土は自然

堆積層で、深さ1,7mまで掘 り下げたが、崩落の危険があったため完掘はできなかった。遺物は須恵器片多数と中世

陶器、木製品が出土 したが (表 103)、 図化できたのは曲物の底板 1点である (第 151図 6)。

は)竪穴遺構

9B一 S12(第 159図)9B区南部に位置する。確認面はⅣb層下部であるのでこの時期よりも古 く、Va層 まで遡る可

能性がある。6.3× 6.7mの 歪んだ方形で、深さは15cm、 壁は緩やかで、堆積土は単層である。遺物は土師器・須恵器

を中心に70点以上出土したが (表 104)、 図化できたのは常滑産の鉢 1点 (第 165図3)である。

G)土坑

9B― SK6(第 159図)9B区南端、9B― S12の南側に位置する。確認面はS12と 同じくⅣb層下部であるのでこの時期よ

りも古く、Va層 まで遡る可能性がある。平面形は長軸63m、 短軸推定45mの楕円形であるが、中央部が40× 28m

の長方形に窪む。底面は平坦で、下部の長方形の部分の壁は垂直に近 く、上部の楕円形部分の壁は緩やかに立ち上

がる。深さは1.2m、 堆積土は自然堆積層である。遺物は土師器・須恵器・陶器など他にウマの骨が出土したが (表

PttNo 確 認 層 大 芦 さ 深 さ 柱 痕 径

51 33 9

15

墟 15

,1

57 15

“IVb

4

64

IVb

「
rb

6i IVb

Ⅳ

71 A′b

IVb

6a

規 模
Rhm

間 21へ 2rn 15- 6na

面 積 533111 傾 き

備 考 P51～5 55 ・ 6 礎 板 、堂 宇 ?

PttNo 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痘 径

13

40 13

ク2

規模
東 西 4呂m
2FFIR 1間 ?

ホギ間 2 3rn・ 251n
面 積 197∬ 傾 き 8° E

多角形の柵列、P25は中心に位置
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第159図  9B― S12、 SK6 平面・断面図



色調 土 質 混入物 。その他

1 ЮYR2/2黒褐色 シル ト 炭化物少量

2 10YR4/3に ぶ い黄褐色 砂質 シル ト 酸化鉄 'マ ンガ ン斑少量

9B― S12

9B― SK6 1 25Y3/3 暗オリーブ褐色 粘 十管 シル ト 化 件 マ ンガ ン琲 多

25Y3/2 黒褐角 シル ト質粘十 褐 角 シル ト粒 多 量 、酸化 鉄・ 炭化 物 少擦

25Y3/2 黒褐色 粘 土 酸化鉄・炭化物・植物遺誉少量、木炭微量

4 10YR3/2黒褐色 粘土 植物遺体多量、炭化物少量

5 25Y3/2 黒褐色 粘 土 植物遺体多量、炭化物少量、黄褐色 シル ト質粘土 を層状 に微量

6 25Y3/1 黒褐色 粘 土 酸化鉄・炭化物少量

7 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 細かな植物遺体片多量、炭化物少量

8 75Y3/1 オリーブ黒色 結 十

9 25Y3/1 黒褐角 佑 十 植 物 潰 体 少 量

第 3章  9区の調査

第 7節  Ⅳb層 の遺構②と5b層 水田跡一Ⅳbl期

104)、 図化できたのは常滑産

の甕と在地産の鉢である (第

165図 1・ 2)。

9B― SK7・ 3(第 160図)9B区

中央にある浅い土坑で、SK7

は不整形であるがSK8は60×

135cmの長方形である。SK7か

ら常滑産の甕の破片等が出土 している (表 104)。

9C― SK4(第 157図)9C区南壁際に位置 し、東西75mの長方形と推定される。深さは10m、 底面は平坦で壁は比較

的急角度で立ち上がる。堆積土は掘った土をそのまま埋め戻したようなブロツク土の混合である。土師器・須恵器

等の土器片やウマの歯が出土 した (表 105)。

9C― SK9(第 160図)9C区西端部の南壁際にある不整形な土坑で、東西2.5～ 3.2m、 南北24m以上ある。深さ1,lm、

底面は平坦で壁は急角度で立ち上がる。堆積土は掘った土をそのまま埋め戻したようなブロック土の混合である。

土師器片 。中世陶器片やウマの骨が出土 し

た (表 105)。

3.5b層 水 田跡 と出土遺 物

(1)水 田の概要

水田域は9C区 を中心とするが、9A区や9B

区における水田域と居住域との境界ははつ

きりしない。耕作±5b層 の遺存状況はあま

り良くなく、畦畔は一部で確認できたのみ

である。

¢)遺構の状況

畦畔は耕作土 を盛 り上げて造 られてお

り、東西方向の配 1・ 3と 南北方向の血 2が

確認できた。睫 とは幅2.0～ 3.5m、 高さ 5～

8 cmで、配 2・ 3はやや幅が狭 く0.5～ 1.7m

で高さは 3～ 10cmである。水田区画につい

ては明瞭な区画が認められなかったため詳

細は不明である。

(3)出土遺物

遺物は破片で123点あるが土師器・須恵器

が多 く、地区別では9B区 が多い (表 104・

105)。 医化できたのは渥美産の壺 1点 (第

176図 16)である。

Aトー700m B~SD38 引 Aハ
ト 700m 引 A′

9B一 SK8

A            A

9B― SK7

9B― S承認

0                  2m

9B― SK7

負 調 十 質

〕 10YR2/2黒 褐色 シル ト マンガン斑少量

2 10YR4/2灰 黄褐色 シ,レ ト 炭化物・ マ ンガ ン斑・酸化鉄少量

〕 7 5YR2/1黒 色 シ,レ ト マ ンガ ン斑少量

10YR4/2灰 昔褐角 シルト 黒褐色 シル トブ ロック多量、砂粒・酸化鉄少量

第160図  9B― SK7・ 8、 9C― SK9 平面・断面図、9B一 SD38断面図
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第 8節 Va層 と6a層の遺構

■
ド

7戯
!

第161図

9A～9C区西部、9D区
Va層上面平面図

乾

7戯
i

SD39

Aトー700m 引 A′

SD26
B卜 710m tt B

0                   2m

第163図  9C― SK6 平面・断面図

第162図  9B― SD26,39 断面図

1.遺 構 の概 要

Va層 と6a層 はほぼ同時期に形成された層であるが、9A区か ら

9B区北部にかけてはⅣb層 の下に6a層 が確認され、この6a層 上面

で複数の溝が検出された。一方、9B区南部には6a層が分布せず、

前項で述べた竪穴遺構や土坑が Va層上面で検出されている。9B

区か ら9C区 には6a層 水田跡が広がっているが、6a層 の畦畔等は

確認できず、直上の5b層水田跡に係わる溝や土坑が検出されてい

る。

2.Va層 の遺構 と遺物

9A区から9B区北部にかけて検出された溝のうち、幅が狭く、複数が並行・直交するものは畑の耕作土下面で認

められる耕作痕であると考えられる。この場合の耕作土に相当するのは直上層であるⅣb層 である。比較的規模が大



第 3章
第 8節

9区の調査

Va層 と6a層 の遺構

・ B17・ B15・ B13 七19

孝
鉛

第164図  9C区  6a層 上面平面図

房

0                         10cm

血 登録hTo 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
畳  (cr

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口 径 底 径

l Ic‐ 106 9B―SK6 陶 器 (常滑 )甕 上部 1/9
`430

]ヨ ナデ、外面にオリーブ灰れの自然釉、5型式 llXl-7

2 9B―SK6 陶 器 (在地 )片 口鉢 口縁 音[オ 片ヽ ロクロ (回転台)調整 llXl-8

3 9B―S12 陶 器 (常滑 )片 口鉢 口縁 部 ロク ロ調 整 、体 部 ナ デ 、7～ 8型式 1002
R_i 9A_RD6 lA Elウ El司罰率、白得紬 10餅 1

C-10 9C― SD10 十 1/4 而ヘラケズ I∫ →ヘラミガキ、内而ヘラナ手、自

6 1/4 ロクロ調整、辰ヨ
`切

離法不明→ナテ

7 C‐ 9 9C― SD14 土師器・杯 3/5

有段・丸底、口縁～体郡ハケメ→ヨコナ
デ、底部ヘラケズリ・ヘラ記号「×」
内面ヘラミガキ・黒色処理、白針少量

100‐ 10

第165図  Va層の遺構出土遺物
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きな溝は9A― SD5。 SD6と 9B― SD26・ SD39で あるが性格は不明である。遺物は土師器 。須恵器が大部分で (表 103・

104)、 須恵器 2点が図化できた (第 165図 4・ 6)。

3.6a層 の遺構 と遺物

6a層水田跡は耕作±6a層の遺存状況が悪く、畦畔は確認できなかった。

9C区東部の6a層上面では幅 1.0～ 3.5m、 深さ 5～ 15cmの 溝が多数確認された (9C― SDH o SD14～ 17)。 堆積土が直

上の5b層であるので5b層水田跡に伴うものと考えられる。また幅 lm前後でSK6の脇で湾曲する9C― SD10も 同様に

5b層水田跡に伴う可能性が高い。これ らの溝の遺物は土師器・須恵器とウマの歯で (表 105)、 土師器 2点が図化で

きた (第 165図 5。 7)。

北壁際では9C― SK6を 確認 した。長軸4.2m以上、短軸2.4mの 長方形で深さは1.3m、 底面はほぼ平坦で壁は垂直

に近く立ち上がる。堆積土は掘った上をそのまま埋め戻したようなブロック上の混合である。遺物は出土しなかっ

た。

第 9節 Vb層 の遺構 と6b層水田跡

1.遺構の概要

Vb層 と6b層 はほぼ同時期に形成された層である。9A区から9C区 にかけては6b層 が確認され、このうち9A区から

9C区西部にかけては細い溝が数条検出された。9C区では一部で畦畔が確認され、水田域であったことが判る。一

方、9B区南部には6b層ではなくVb層 が認められ、層上面で溝が3条検出されている。

2.遺構と遺物

9A区 西端で9A― SD15、 9D区で9D― SD2、 9C区西端で9C― SD18を確認したが、すべて東西方向の細い溝である。

9A区 か ら9C区 西端 にかけ、ては直

上に6a層があるが、この6a層 (こ

の付近では水田ではなく畑の耕作

土 ?)の耕作に伴う耕作痕である

可能性がある。9D― SD2か ら土師

器片など数点が出土した (表 106)。

9B区南部のVb層 上面では南北

方向に並行する溝跡3条 を確認 し

た。9B― SD33は 幅 1.5～ 1,7m、 深

さ70 cm、 9B― SD34は  幅0,9～ 1.0

m、 淵そさ30cm、 9B― SD35は I佳 ,こ

幅 1.3m、 深 さ25cmで、堆積土は

すべて自然堆積層である。遺物は

土師器・須恵器片 16点が出土 した

(表 104)。

9C区では6b層 を盛 り上げた畦畔

1条 と段差を確認した。畦畔は長さ

Hm、 幅 1.8m、 高さ 4～ 9 cmで あ

る。確認した畦畔が部分的なので

水田区画等 については不明であ

第166図

9A― SD15 断面図

(平面図は第169図 )

0                  2m

層 位 色 調 十管

1 10YR4/1褐 灰角 粘 土

層位 色 調 土質 混入物・その他

川 M/3に ぶい黄褐色 粘 土 管状酸化鉄多量、粗砂粒微量、 (6a層 水田耕作土 )

舗 結 十 灰 白行 大 山反 約子・ ブ ロ ック少 量 (6b層 水 田耕作 十 1

25Y3/2 黒褐角 粘 十

火 山灰 灰 自角 火 山灰

⑥ 25Y3/2 黒褐色 粘 土

④ 25Y5/2 暗灰黄色 粘 土

⑤ 25Ⅵ/1 黄灰色 粘 土 粗砂粒多量

10YR2/2黒 褐色 粘土

75Y4/2 灰オリーブ角 綿 砂 翼褐 角結 十ブ ロ ック少 量

第167図  9C― SK8 平面・断面図
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第9節  Vb層の遺構と6b層 水田跡

る。また、9C区東部では6b層 上面で土坑 (9C― SK8)を確認した。2.2× 2.4mの やや歪んだ円形で深さは65cmである。

堆積土は自然堆積層で、層上部には灰白色火山灰の層が認められた。遺物は土師器・須恵器片が94点 とウマの骨が

出上し (表 105)、 接合した 2個於が図化できた (第 175図 2・ 3)。

SD35

Aトー710m  ―→A‐
Bトー710m 引 B´  c卜 710m

層 位 色 調 土質

I 10YR4/2灰 責褐色 シ)レ ト 黒褐色シルトブロック・酸化鉄・マンガン斑・炭化物・火山灰ブロック少量

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 シルト L部に火山灰を層状に少量、酸化鉄少量

3 10YR4/2灰 黄褐色 シ,レ ト 醗化鉄 ・ マ ンガ ン斑少 量

10YR3/3暗褐色 シリレト 粒多量、酸化鉄少量

10YR4/2灰 音褐角 シル ト 酸化鉄多量、マンガン斑少量、礫微量

6 75CY3/1暗緑灰色 粘土 砂粒少量、酸化鉄微量

7 75Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 下部 に黒褐色粘土ブ ロック微量

8 5GY4/1 暗オリーブ灰色 砂 灰色粘土ブ ロック・ 黒褐色粘土ブ ロック少量

9B― SD34 〕 101R4/aに ぶい黄褐色 XII十 酸化 鉄・ マ ンガ ン IXI・ 炭化 物 少 量

2 火 山灰 灰白色火山灰

25Y2/2 黒褐角 ンル ト質粘土 酸化鉄多量、マ ンガ ン斑少量

4 2 5GY3/1 賠オリーブ灰色 ン)レ ト 酸化鉄少量

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘 土 酸イ監ξ

2 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘 土 量、酸化鉄・火山灰ブロック少量

粘 十 褐色粘土ブロック・火山灰ブロック少量

第168図  9B― SD33～ 35 平面・断面図

9B― SD25
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第10節 Ⅵ層と7層の遺構

■
戯

が
捻 ヒ ______型

m

Vc層・Ⅵ層・7層上面平面図第169図  9A～ 9B区・9D区

1.遺構の概要

9A区 。9B区ではⅥ層、9C区では 7層が確認されているが、両者はほ

ぼ同じ自然堆積層と考えられる。9A区から9B区北部にかけては多数の

溝が集中し、9B区では9A区 につながる可能性がある溝跡が2条確認さ

れた。また、9Bには土坑が集中している。9C区では細い溝が 5条 と

広い溝が 1条検出されている。

2.遺 構 と遺物

(1)溝跡 幅が広い溝跡にのみhを付けて区別 した。

9A一 SD16(第 173図)9A区西端から南壁に向って直線的に延びる。確認できた長さは26.5mで 、幅50～ 70cm、 深さ

30～ 50cmで ある。堆積土の下半は自然堆積であるが最上部は人為的に埋め戻されていた。

9A― SD17(第 173図)9A区南端か ら9D区西壁に向って直線的に延びる。確認できた長さは18mで、幅70～ 140cm、

深さ15cmである。堆積土は直上の6b層 が入 り込んでいた。

9A― SD18～ 2¬ (第 173図)SD16と SD17の 間に位置し、幅50～ 120cm、 深さ10cm前後である。堆積土は直上の6b層が

入 り込んでいた。

9A区西部と9D区 には上記の溝跡の他にも段差や小規模な溝跡が認められたが、すべて6b層 が入 り込むものであ

る。方向は9A―SD16や SD17に 一致するものや直交するものがある。9D区 北部には長さ10～ 1.8m、 幅50～ 80cm、 深

さ5～ 10cmの短い溝が並ぶ。

9A― SD17か ら東側には多数の小溝が東西方向に並行 し、それに数本の小溝が交わっている。これ らは幅30～ 40cm、

深さ 5 cm前後で、堆積土は直上の6b層 が入 り込んでいた。

SD17か ら東の9A区から9B区にかけての小溝群は畑の耕作土下面の耕作痕と考えられる。また、9D区北部の短い小

溝も同様に畑の耕作痕の可能性が高い。9A区西部については、規模が大きい9A―SD16は 区画の溝と考えられるがそ

の他は区画溝と畑の耕作痕が混在している可能性がある。

乾
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第170図  9C区

0                             211m

七〇

北10

SD36

0                         10m

SD37

Bトー8,30m ―引B′     Cトー720m

第171図  9B― SK27 平面・断面図

9B― SD36

9B― SD37

層 締 徹 調 十 暫

1 lllYR4/4 角 ン,レ ト 酸イ陀ζ多

2 25Y4/3 シル ト質粘土 酸化鉄 多

I 10YR3/2黒褐色 粘土 砂粒多量、炭化物微星

2 25Y4/4 オリーブ褐色 砂 酸化鉄少量、炭化物微量

10Y2/1 里 角 ,レ ト 砂粒多量

4 llX3Y2/1減 黒角 砂 黒角 給 十 ブ ロ ック徽 量

第172図  9B― SD36・ 37 平面・断面図
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9B― SD36。 SD37は 幅1.0～ 1,7m、 深さ40cm前後で、堆積土はVa層 を主とした自然堆積層である。区画溝と考えら

れ、SD36は9A区 へ、SD37は屈曲して9A区や9C区 へ延びている。遺物は土師器・須恵器片で (表 104)、 SD36北 壁際

のピッ ト状の部分から出土した須恵器瓶が図化できた (第 175図 1)。

9C区 の溝は幅0.8～ 1,8m、 深さ10cm前後で、堆積土は直上の6b層耕作土である。これ らの濤のうちCD15グ リッド

付近の溝は9B― SD37に繋がる区画溝である可能性がある。東部の溝については区画溝か6b層 の耕作痕かは断定でき

ない。

第173図  9A― SD16～21 断面図

北5 堤 6

ハ`乱 8

0                        10m

9A― SD16

層位 色調 土 蜜 混入物 。そ の他

1 5Y3ノ/1  オリーブ黒色 結 十

塞

・Ｄ６

一
一
一
一

ＳＤ２０

＼×
代
ゎ

戯
゛

　

‐

第174図 9A区西部・9D区 Ⅵ層上面平面図
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9区の調査

Ⅵ層と7層 の遺構

て

黙
♀__「_T__「_¬――T―――――――――――生!Cm

阻 登録血 地区。遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
θm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図□ 径

1 ロクロ調整 Ol1 1

2 D-7 9C―SK8 土師器・杯 2/3
ロ ク ロ調 堅 、回転 糸 切 、内 Blヘ ラ ミガ キ・

黒 角 処 理 、 白針 微 量  庇 径 /口 径 038
10115

3 9C―SK8 須意器・不 2/3
ロクロ調整、回転糸切、体部外面に墨書
(判読不能)

llll1 6

]‐ 2 Kl, 噺
一酬

小片
1/10

口縁 部 ヨコナ デ 、体 部 外 面 ヘ ラナ デ 101112

ロクロ調整、白糾ム♭畳 0“ 1

D-2 9B― SK17 口縁 部 1/10 ロクロ調率、自餅↑阪量 0014

7 C-4 9B― SK13 土師器・甕 体～底部1/4 (721
体部外向 卜端ナテ、底罰

`木
乗反、内向へ

ラナデ、白針微量
100-16

C-2 9B― SK17 土師器・甕 体～底部1/3 体 部 外 面 ヘ ラケ ズ リ、 内 面 磨 滅 、 白針 微

畳
10C117

C-5 9B― SK24 土師器・甕 口縁部1/4
口縁郡ヨヨナデ、外面体部ヘラケズリ
白針微量
9R_ミ前 出 +砧 貯 >連 合

第刊75図  Vb層・Ⅵ層・6b層の遺構出土遺物

確)土坑 9B区北部に9B― SK10・ 11、 中央に9B― SK12～ 17・ 23～ 27が集中している。

9B一 SK16 径1,4mの 円形で深さ15cm、 堆積土はVb層 に類似した単層である。土師器片が出土 している (表 104)。

9B― SK27 2.7× 5.2mの 不整形で深さ90cm、 堆積土は自然堆積層である。

その他の土坑は40～70cmの 円または楕円形で深さは 5～ 15cmで 、堆積土はⅥ層に類似した単層である。9B― SK12

～17・ 24・ 25か らは非ロクロ調整の土師器片が155点 出土し (表 104)、 6点が図化できた (第 175図 4～ 9)。
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第H節 9区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

9区 の個別の遺構や水田跡の遺物については前節までで述べたので、ここでは 9区全体を通した遺物の出土傾向と

基本層中からの出土遺物について触れる。なお、9区出土遺物の層位・遺構別の集計表は表 103～ 106、 9A～9D区 にま

とめたものは表140(第 2分冊 185頁)である。

1.9区 全体 の 出土遺物

9区全体の遺物数は、縄文・弥生10点、土師器4ラ596点、須恵器 1,297点 、赤焼土器68点 土師質土器皿類474点、そ

の他の土師質土器205点、瓦質土器 15点、中世の無釉陶器1,963点 (註 1)、 中世の施釉陶器68点、中国産陶磁器 101点、

その他近世の陶磁器など24点、瓦88点、金属製品109点 (鉄製品91点、銅製品18点 )、 石製品26点、木製品53点 、土製

品56点、鉄津233点 で、この他にウマの歯や骨、クルミやモモの種子なども出土している。

各種遺物のうち古代以降の上器類に限ってみると、古代5,961点 (68%)、 中世2,826点 (32%)、 近世24点で、古代

の土器が2/3、 中世の土器が1/3と なっている。中世の土器2,826点 の内訳は土師質土器679点 (24%)、 瓦質土器 15点

(0.5%)、 無釉陶器 1,963点 (69%)、 施釉陶器68点 (2%)、 中国産陶磁器 101点 (4%)で 、土師質土器と無釉陶器で

9割以上を占めている。最も量が多い無釉陶器の内訳は常滑・渥美 。東海地方産が1,366点 (70%)、 在地産 (註 2)

が597点 (30%)で 常滑・渥美・東海地方産が圧倒的に多い。なお、土器類については破片数に加えて重量も計測し

てお り (表 140の 下半分 )、 それによると常滑・渥美 。東海地方産が43,388g(62%)、 在地産が26,332g(38%)で、

数量と比べると在地産の比率がやや上がる。

2.基 本 層 か らの 出土遺物

基本層からの出土遺物のうち図化できたのが第 176～ 178図 である。

第 176図は国内産の陶器と中国産磁器、土師質土器で、磁器は龍泉窯系の蓮弁文碗が多い。土師質土器Ia-4～ 8は

すべてロクロ調整、このうち 4点は小皿で切 り離し技法が判る 3点は回転糸切無調整である。

第 177図は土師器・須恵器・石製品 。土製品で、Ⅱ層中から出土している硯と祠形の土製品は近世の所産と考えら

れる。

第178図 は金属製品・石器・石製品で、銭貨 8点のうち5点 が北宋銭 (16～ 20)、 2点が明銭 (21・ 22)、 1点が無文銭

(23)で ある。

層位・遺構 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 質

器

常 滑 渥 美 東海 在 地

瀬戸

中国産 その他 瓦 金属製品

石製品 木製品 土製品 鉄滓 その他
皿 類 他 鉢 甕 壷 壺費 鉢 甕 鉢 甕 壷 陶磁器

・
器

誘
秘

二
臨 鉄 銅

I～ Ⅲ層 3 21 4 1 3 3 6 84 3

近世陶磁 7

須恵器系2

縄文 弥生8

2 1 2 2
馬の歯・召

盛± 1層 6 1 11 1 t 1 2 t Z 馬の歯 召

盛±2層 9 2 | 9 t 須恵器系 1 1

盛±3層 8 6 9 11 5 1 1 1 1 〕 12 馬の歯・召

Ⅳa層

63 18

2 6 72 5 須恵器系 1

5

馬の歯

Ⅳb層 1 2

5a層 4 2 8 3 須恵器系 1 2 馬の歯 召

6a層 t 3 1 1 1 2

6b層 1 1 1 馬の街 召

V層 1 3 1 1 2

2 6 3 2 馬の歯・召

SD2 2 1 2 8 1 2 馬の骨

SD3 2 2 1

SD5 3 1 〕

SD6 5 3 2

SD7 1 23 馬の歯・骨

1 2 1 5 1 縄文・弥生 1 6

SD9 12 6 6 1 9 〕 10 ! 11 1 馬の歯・骨

2 2 3 1 3 馬の歯

2 馬 の骨

1

SD13 2

2 1 馬の歯

1 10

1

総 数 6 164 51 ち ク 14 11 2 10 12 釧 9 77 2 抱 10

総重量 (g) 3,421 449 166 9531

表103 9A区 遺物集計表
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第H節  9区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

表104 9B区 遺物集計表
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(註 1)「常滑」 「渥美」 「東海」 「在地」産の他、 「その他土器・陶磁器」の須恵器陶器 6点を含む。

(註2)産地不明の須恵器系 6点を含む。

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 瓦

土

常滑 渥 妾 東 海 在地

瀬戸

その他 瓦 金属製品

百製踊 木製湿 土製品 鉄 津 その他
皿類 他 鉢 賽壷 重 贅 鉢 甕 鉢 甕 壷 掏磁器 鉄 銅

[～ Ⅲ層 13 6 I 2 1 1 3 3 1 近世陶磁 7 2 1

2層 10 4 2 8 1 馬の歯

3a層 水田跡 8 6 2 9 I 3 1 1 3 焼骨

4b層水田跡 5 9 15 2 1 12 2 5 2 11 馬の歯・骨

5a層 水田跡 2 2 6 須恵器系 1 2 2 3 1 5 焼骨、馬の歯骨

5b層 水田跡 5 3 1

6a層 水田跡 51 9 呈

6b層水田跡 17 1

馬の歯

SD2 6 3 1 3

SD4 1

SD5 1 1 馬の骨

SD7 13 1 1 1 6 馬の歯

2 馬の歯

1 1

3

10

SD38 2 馬の骨

馬の歯

SK3 2 馬の骨

Sユ訂 4 4 近世陶磁 1 馬の歯

SK5 1 2 〕 馬の歯・骨

SK8 10 馬の骨

SK9 2 1 馬の骨

SL10Э l 16 7 5 1 ] 2

2

SL7

1 馬の歯

P2 1

総 数 15 19 1 1 2 2 2 7 31 9 6 2 7 6 6 27

総重量 (g) 3,189 240 30 3,知5 130 1,527

表105 9C区遺物集計表

層位・遺梢 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

土師質土器 瓦

土

常滑 渥 美 東海 在地

瀬戸

中国芝 その他 瓦 金属製品

石製品 鉄 淳 その他
Ell類 他 鉢 褻壺 重甕 鉢 甕 鉢 蜜 壺 陶磁器 ●

紫
器
秘

上
臨 鉄 銅

I～ Ⅲ層 8 3 2 2 2 1 3 1 I

盛 土 2 1 2 1 3 t 1 馬の歯

3a層 水田跡 5 2 2 [ [ 1 3

3b層水田跡 3 1 2 2 1

4b層水田跡 1

5a層 水田跡 11 1 14 3 3 , 2

6a層 水田跡 2 2

“

層水田跡 9 6 2 弥生土器 1

SD2 2 I 馬の骨

SK2 1

総数
"

2 17 0 0 0 0 0 0 9 1 1 1 3 3 2 1 0 2

総重量 (g) 8 似 0 6 18 2,582

表106 9D区 遺物集計表
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第11節  9区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

胃 露

M9
蓼繊
を 20

Ч=エミニ三三箋 2

記3面耽4鰯駆厠
2

/M甥9

＼
(ヽ______土 三二三「

'「

ララ
多

35

▼呵 =マ 36

理 77ア 頂 雰

ぜ 辞
謙

34
0                         10cm

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口径 底 径 器 高

1 Ic-102 9A― C、 D10・ Ⅱ,冒 陶器 (大堀 相 馬 )碗 □綴 宮К1/4
Ic_10 9A_CDh7・ ■層 (瀬 戸 〕 続 廣 訂

`1/2

牌 缶 、 春 蜜 6期

3 (更 海 )欲 □緻嗣 片ヽ ロ 山

4 Ic‐ り9 (支海 )鉢 口緻 吾b刀 片ヽ ロ 山 系

5 Ic‐ 105 9A C D89・ 啓 l ll層 陶 器 (東 海 )鉢 口縁 郡 小 片 ロク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系

6 Ic-100 9A― C8・ 5a層 陶 器 (常 滑 )片 日鉢 口縁 部 小 片 ロクロ調整、内面褐灰色の自然釉、 3型式 ?

7 Ic‐ 87 9B― E10。 5a層 陶 器 (常滑 )片 口鉢 口縁 部 小 片 回クロ

9A C、 D8,9・ 整地層 陶 器 ( 滑 )片 口鉢 □ 糸 □綴 謝

`ロ

ク ロ 、 体 平なす テ 、 7～
9 9A― CD4・ Ⅲ 名旨) 緊事 □ ヨ コ

0 Ic-131 9A― (ED4・ Ⅲ ・白石)片 日鉢 □績吾Ь州ヽ片 ロ ク ロ (回転 台 ) 9110
Ic-86 陶器 (存 llll・ 白石)片 日鉢 日縁とBガ 片ヽ ロ ク ロ (回転 台 ) 91‐H

12 Ic-15 9A‐ CD4・ 3/ 署 陶器 (存 lllj・ 白石 )甕 口縁 言Б小 片 ヨコナデ、体部ナデ、外面灰白 9112
13 BCH・ Ⅱ層 陶器 (在地 )甕 口縁 言Б4ヽ片 日.頚部ヨヨナデ、体部ナデ、日'

Ic-19 9A C、 D8、9,整地層 陶器 (在地・ 白石)甕 □ コ 1-14

Ic‐ 128 陶 果 (存 抑 )奉 口縁 へ 体 部 片 □ ヨコナテ、体吾Ь外南ナテ・肉南オサエ 115

Ic88 1 覇 駅 川 十■ に褐 灰 れ の 自然 釉 9121
rρ _R、 | りB‐B11 。4 士昭 庇 部 1/5 十 ギ 91-22

[c-103 9A C D56・ Ⅲ層 陶器 (古瀬戸)級釉小皿 口縁 部 小 片 灰 釉 、後 Ⅲ期 9卜 16

Ic-108 9B― CDll・ 5a 層 陶器 (古瀬 戸 )仏花 瓶 口縁部 1つ 灰 釉 、 中 I～ Ⅱ期 91‐ 17

拗 Ic‐ 104 9A― C、D56・ Ⅲ層 陶 器 (古瀬 戸 )卸 皿 底 音Б/1ヽ片 灰 釉 、

21 Ic-107 9B― D10・ 5a)唇 陶器 (古瀬戸)水注
陶暴(古瀬戸)祈綴没冊

体 喜K川 .H 灰 榊 、 中 III

廣 旨低lμ (176ヽ 灰 荊 、 中 Ⅲ期 91‐ 19

□緻音低州ヽ片 9123
9A― C D4・ ]r 青磁 (龍 泉 窒 系 ) 碗 口縁 部 小 片 革 弁 支 91‐24

9A‐ C D4・ いr 青磁 (龍 泉 窯 系 )碗 日縁 著【小 片 章 弁 文 9125

9A― C D5・ IV 青磁 (寵 泉 窯 系 )碗 口縁 言Б打ヽ片

9A― Ⅳ a層 青磁 (龍泉窯系)折縁皿 口縁 I 川ヽ片 種 弁 V 91-27

青 移 (語 具 蜜 系 〕 腑 □ 帯 ′|ヽ 片 書‖ル 支 91-28

□芥 ? 91-29

青磁 (音目臭 窒 系 ) 疏 底 部 1/2 52 錆 首 弁 支 、骨 付 露 胎 91-30

9A― C78・ 5a 青磁 (龍 泉 窯 系 )碗 底 部 1/4 鏑 禅 弁 文 、畳 付 露 胎 9131

Ia-7 9B― B10・ 4b層 土師 質 土 器 。小皿 1/D‐ ロクロ調整、磨滅激 しい

Iか 6 9B― E.F10 Ⅳ 層 土 師 質 土 器・ 小皿 口″口調啓、同環糸切 92-2

1脚 r9ぅ、 rぅ ら、 夕0 ロクロ調整、同転糸切、自餅少畳 92-3

Ta-4 9A層不朋 匠 将低2お 47 ロ ク ロ調 整 、 磨 滅 激 しし

戊部 lμ ロク ロ調 整 、 回転 糸 切 92-5

第176図  9区基本層出上遺物 (1)
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0                  101

?

〇

11

5cm

阻 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
〕m)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版日 律

1お 142Ⅲ ロクロ調整、同転糸切、白針微昌、炭径/日 径042 92‐ 6

2 E-11 9B‐ C D10・ 5b6b層 (144Ⅲ ロクロ訓零 92‐ 7

3 9B― Bll・ 5al詈 須薫器・ 郭 底 部 1/2 ロクロ調整、底部切離法不明→回転ヘラケズリ、白針微量

4 9B‐ C、 Dll・ 5b.6a層 」ヽ片 ロクロ調整 92‐ 10

5 9B‐ C,Dll・ 4b,5a層 須恵器 。高台郭 底部 1/4
ロクロ調整、底郡切離法不明→回転ヘラ
ケデ11 盲苔 /P娼  白斜紺暑

6 E-7 9A― Ⅲ層 箱 東 器 (大 声 )袖 ? 贋 吾低1/4 ロクロ調整 2-11

7 E-17 りしC_D15・ 5a層 須点器 (大 戸 )瓶 ? ロクロ諦零、底部すテ 9212

8 D-4 9C― C,D14・ 4b層 土師器・杯 1/4

ロクロ調整、底部切離法不明→底部～体

部回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ 。黒

色処理、白針微量
岳 声 躊

tXt灘旱形 4 l_C、 デイサイ ト管簿灰芳 92-15

10 K 端 部 のみ 66+ 355_g+、 デイサイ ト 92-14

ll K 9C‐ C D19,5a層 水 EE EIn 石製 品 ・ 陽 物 ? 端 音Бの み 80+ 42烹 +、  賞活 9歩 16

12 K 3 9B CH・ Ⅱ層 石製 品 ・ 硯 4る 125+ 235宮 +、 頁岩

13 K 9A C.D7・ 整 地 層 石製 品 ・ 種 別 不 明 上 部 155+ 240富 +、 刻 書 |□ 営 □ □ □ |、 頁 岩

14 4/5 言ク9 4 奥行 22 10FF+ 92-19

第177図  9区基本層出土遺物 似)
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第11節  9区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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▼
風
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博

m

0               2cm

―

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存反
法 畳 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

1 Na 28 中央 部 57+ 屈 曲 、 頭 部 幅 0 7cm、 32+ 雰2

2 N卜 34 9A C D5・ Ⅳ 層 鉄 製 品 。釦 4/5 40+ 0ら υg+う -22

3 Na 29 9A― C、 D5。 Ⅳ層 鉄 製 品・ 釘 40+ 4 cm、  3宣+ 92‐ 23

4 Na 33 9A― C.D5・ IV層 ～先 端 司∫ 46+ 窟+ 92-24

i Nか30 49+ 2宣 十 92-25

頭 ～ 中央 郡 47+ 屈 曲 、頭 部 幅 0 7cm、 4富 + 99_ク h

7 9A― C D4・ IV層 頭 ～ 中央 部 32+
8 N}31 9A‐ C D4・ Ⅳ 層 頭 ～ 中央 部 40+ 07 Ocln、 6g+
9 Na 37 9A‐ C D4・ Ⅳ 層 ほぼ 完 形 34+ 0う 3宣 + 9雰29

Na‐ 35 9A Ⅳ 層 42+ ヨ+ 92-30

Nh_3R の み 92‐20

12 N2435 ほ
`ゴ

茅形 鋲径 1 2cm・ 長0 8cm、  後
K‐ 12 形 ■4富、アメリカ式石鏃、玉骨 λ-32

14 K16 9C C D20,4b層 水田跡 石 製 品 ・ 火打 石 形 39宮、 玉髄

15 K10 9A C8、9・ 整地 層 石 壁品 ・ 火 打 石 完 形 81 73g、 92-34

1ヽコD-37 綱 4 i平元 會 北 宍 ・ 初 鋳  998年 ) 9多35

17 卜あ 39 25富 旦 実 涌 書 北 宋 ・ 初 鋳 1039年 ) 92-36

blb-34 9A― Ⅲ層 李省 年 形 7r樫許キ百 北 宋・ 初 鋳 1078年 ) 9ク_37

19 Nb 27 9C5a層アk田 跡 形 〒期|→涌 北 宋 。初 鋳 1086

卜b-29 9C為層 水 田跡 3yr4 lRビ +
Nb‐ 28 9C-4b層水 田跡 形 夕う ,9宣 1408年 )

卜b3 9D‐ I 綱 2 月・初 鋳 1368年 )、 背 文 字 あ り 92-41

卜耐}30 円 R t蚤 |ギ ;著形 19 十1 0FI 無 支 錢 9多42

第178図  9区基本層出土遺物 儡)
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第 1節 Ⅲ層の遺構

1.遺構の概要

10区は微高地に位置す

るが、東端の10E区は低地

への移行地点にあたる。

10A～ 10D区 では I・ Ⅱ層

の直下にⅢ層が分布 し、

10E区南部では一部でⅢ

層上面に乗る整地層が認

められた。10E区北部は南

部よりも一段低くなって

いて近世の水田耕作±3a

層が分布 している。

10A～ 10D区 で は城 館

の堀跡が埋没した跡が帯

状の窪みとなって残 り、

窪みの最上層には3a層 水

田耕作土が認められた。

なお、この窪みはそのま

第 4章  10区の調査

され、土師器片や中世陶器片など

が出土した (表 107・ 108)。

10C区 南 部 で は10C― SD5～ 7に

切 られて10C― SKlが ある。2.5×

社 陛

0                                     20m

第封79図  40A区  Ⅲ層上面平面図

層位 色調 土質 混入物・その他

10YR4/2 灰苦tB4角 砂 管 シル ト

2 25Y4/2贈 灰黄角 粘 十

3 25Y4/2賭 灰黄色 粘 土 砂粒 多 量

第180図  10A― SKl 平面・断面図

t2

Ｄ

斡
　
ｓ

゛

ブ”／Ａヽお、ィち傘っ

名

ま10E区北部の一段低い場所につながっている。堀跡以外のⅢ層上面では遺構

は少なく、溝跡や土坑が散在する程度であるが、10E区南部の整地層上面～Ⅲ

層上面にかけては近世の墓坑が集中している。

2.10A～ 10D区の遺構 と遺物

(1)溝跡 10A区 西側では10A― SDlが検出され、土師器片や中世陶器片などが

出土 した (表 107)。 10C区 中央部には溝跡が集中するが、このうち10C― SD8

は直下のSD1003が埋没 した跡の窪みである。他の溝 10C― SDl～ 7。 10はⅢ層

に類似した堆積土で、Ⅲ層の畑の区画に関係する溝と考えられる。これらの

溝跡か らは土師器片や中世陶器片などが約40点 出土 し、2点が図化できた。

10D区 の10D― SD卜 2は Ⅲ層に類似 した堆積土、SD3はブロック土である。遺

物は土師器片・須恵器片 。土師質土器皿類 。中世陶器片 。金属製品などで、

1点が図化できた (表 108～ 109、 第 187図 3・ 4・ 6)。

12)土坑 10A区 西側で 10A― SKl、 10B区南部では浅い土坑 10B― SKl～ 3が検出



第 4章 10区の調査

第 1節  Ⅲ層の遺構

6.8mの長楕円形で、深さ25～ 35cm、 底面は平坦であるが東半部が一段低くなっている。一段低い部分の堆積土下部

は埋め戻 したように水平になっていて、西側底面に続いている。遺物は土師器片・中世陶器片 。金属製品などが出

土 し、2点が図化できた (表 109、 第 187図 1・ 2)。  SKlの 西側には10C― SK2がある。部分的に検出した不整形な土

坑で、土師器片など数点が出土した (表 109)。

葺

γ
/斡

贄

´
ヽ

渓 荒 ヤ

ち

2

第181図  10B区  Ⅲ層上面平面図

3.10E区 の遺 構 と遺物

(1)溝 跡 南部のⅢ層上には整地層があ

り、その上面で 6条確認した。10E― SDl・

2・ 5・ 6は墓地の区画溝 と推定されるが、

10E― SD4・ 7は直下の10E― SD8が埋没 し

た跡の窪みである。

121土 坑  10E― SKl・ 2は 南 西部 の10E―

SXl底面で確認した。径08～ 1lmで、深

さ35cm、 堆積土は暗褐色の粘土である。

10E― SK3・ 4・ 27は 3a層 水田面で確認 した。

SK3・ 4は径 1.8～ 2.2mで 、深さはSK3が 60

cm、 削急が90cm、 壁は緩やかに立ち上が

る。中世陶器片や近世の陶磁器類が出土

した (表 Hl)。

ＳＫ２
④

/ぜkち
t10
も

0                                                      20m

Aトー 770m

B卜  760m

0                    2m

10B― SK3

1 25Y4/1黄灰色   1粘 土質シル ト |に ぶい黄褐色砂質シル トブロック少量

第182図  10B― SKl～3 平面・断面図

シル トブロック少

10YR5/3にぶい黄 褐色粘土ブ ロック少量



第 1編 第 1次発掘調査

10C― SK2

0                                       20m

0                   2m

層 柿 角 調 十 箇 涅 択

1 lllYR3/3暗 褐色 砂資 シル ト ケ量 、 整地 層 の 土少 量

2 木炭譴

3 10YR4/2灰責褐色 シ,レ ト 砂粒 多量、炭化物少量

4 10YR3/1黒褐色 粘土質 シル ト

1 10YR4/3に ぶい音楊角 砂 黒角 シル トブ ロ ック・ ホ藤 少屋

2 10YR4/2灰奮褐角 砂質シ,レ ト

第183図  10C区  Ⅲ層上面平面図、10C― SKl・ 2 平面・断面図
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第 1節  Ⅲ層の遺構

10D区

／
ユ注つっ

］∞

ち

ゝ
う

K2授

Kl がど
七0｀            北2

0                                     20m

0                   2詢

第184図  10D～ 10E区  Ⅲ層上面平面図、10E― SKl～4 平面図
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Ⅳa層上面 (Ⅳa3・ 4期 ) が
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第185図  10A～ 10B区  Ⅲ層上面、

X

(Ⅳa3・ 4期 )、 Ⅳa層上面 (Ⅳal・ 2期 )平面図
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第186図  刊OC～ 10E区  Ⅲ層上面、Ⅳa層上面 (Ⅳ a3・ 4期 )、 Ⅳa層上面 (Ⅳ al・ 2期)平面図

137 ・ 138
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僧)近世墓

10E― SK5(第 189図)墓 域東部の

整地 層 上 面 で確 認 した。 10E―

SKHを切っている。棺は一辺40～

45cmの 木箱で、改葬されたもので

ある。木箱の下半分には人骨が遺存し

ていた。骨の鑑定結果では、性別は不

明だが成人段階と推定されている。掘

り方はSKllと ほぼ重複 し、95× 120cm

の歪んだ楕 円形で、深 さは35cmで あ

る。

副葬品は煙管 4点 (雁首 2・ 吸口 2)、

銭貨 6点であるが、銭貨は錆が激 しい

ため種別は不明である。この他に木箱

の部品の鉄釘28点、土師質土器などが

あるが、土器類は混入品と考えられる。

(表 111、 第 192図 1～ 9)。

10E― SK6(第 189図)墓 域東部の整地

層～3a層 上面で確認 した。10E― SK5に

隣接 し、10E― SK9。 SK22を 切っている。

大部分が削平されていて遺存状態は悪

い。残存する掘 り方は55× 65cmの楕円

形で、棺はわずかに桶の破片が認め ら

れたので木桶 と推定 される。人骨は遺

存していなかった。

副 葬 品 は煙管 2点 (雁 首 1・ 吸 口

1)が 確 認 さ れ た (表 111、 第 192図

層位 色 調 土 質 混入物 。その他

5Y3/] 黒褐色 粘 土 黒色粘土プロック・黄灰色砂ブロック多量

2 10Y3/1 オリーブ黒角 精 十

A
|-740m

SK5

SK6

第188図

10E― SK27 平面・断面図

0                        1m

〆   B
引    トー720m

Ⅳ
引

層位 色 調 土 質 混入物・その他

OYR3/2黒 褐角 )レ ト 細砂多量、炭化物・狭少量

1 110YR2/2黒 褐色  1粘土質シルト 1黄褐色砂ブロック少量

第 189図  10E― SK5。 6 平面・断面図

0        2cm

ー
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第 1節  Ⅱ層の遺構

0              5cm

配 登録血 地区・遺構・層位 種 別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版日 径 底 径 器 高

1 blb-72 Oβ =ミ Kl 鋼 製 品 。銭 貨 ほほ 完 形 ぞ登22 重 13+ 寛 永 通 奮 (新寛 永 銭 )

「c―夕43 0「―RKl □綴
=Ь

ホ片 ロクロ調整、灰白色の自然釉、山茶碗窯系
rc-242 0(〕‐SD4 贋 翻

`月

ヽ ロクロ調整、体部外面回転ヘラケズリ、内面荒れる、山茶碗窯系
4 [c-244 10C―SD5 陶 器 (常滑 ) 秦 口綴 ～体 部 片 日・頚部ヨヨナデ、外面灰オリーブ色の自然釉、6a型式

10E‐SXl 染 付 (肥 前 )筒 茶 碗 底 部 1/4

6 Na 168 10D― SD2 中央 部 長30+ 晰目05 た言04 (2富 +)

第187図  10C～ 10E区 の遺構出土遺物
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10。 11)。

10E― SK7(第 190図)墓 域

東部の一段低い3a層下面で

確認した。10E― SK8に 隣接

し、10E― SK9を 切 って い

る。掘 り方は径 100～ 105cm、

残存す る深 さは65cmで あ

る。棺は木桶で、最上部は

腐食していたが遺存状態は

比較的良好である。底径約

57cm、 高 さイよ推定65cm、 側

板は24枚 ある。蓋の一部が

内部に落ち込んでお り、棺

内には人骨が遺存 してい

た。座臥屈葬で南面してい

たと推定 される。鑑定結果

は、女性の可能性が高く、

壮年程度の個体 と推定され

ている。

Ａ
ｒ

0                        1m

〆
引

4主■

第 190図
10E― SK7,8 平面・断面図

(平面図は下が北)

hTo 登録腱 地区・遺構・層位 種別 (産 地 ) 器種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

lllE‐ SK8・ 掘 り方 木 製 品・ 拝 灯 ? 底 板 の み 径72 多角形状 の粗 い円形、中心 に木釘残存(長20)

2 L― 10E SK8・ 掘 り方 木 製 品 。提 kT? 底 板 の み ぞ至73 ♭角形状の粗い円形、中心からすれた位置に安孔 0

3 L― lllE‐ SK8・ 掘 り方 木 製 品・ 提 灯 ? 廣 積 の み 径 ちh-77 角 形 状 の 湘 い 精 円 形 、 中 心 に

4 L― OE‐ SKI 脳り方
`Dて

66～ 7う 角形状の湘い楕円形、中′ド、に太釘残存 (岳aJ
5 9 OR―RK σ)ゼ 多 角 形 状 の細 い精 円形 、 中心 に穿 翠 l

6 OE‐SK 未 製 品・ 拝 灯 ? 庇 板 の み 径  (6 -71 多角形状の糀い惰円形、中心に木釘残存(長 30、 先端焦げ痕)

7 10E SK8・ 棺 内 木 製 品・ 櫛 4b
8 し―

l 10E SK8・ 棺 内 木 製 品 。櫛 lЮ

9 L― 10E‐ SK8・ 構 内 木製 品・ 櫛 1撹 写 亘 の 泳 109_ 6

L― OE― SKl 棺 内 本 1つ 写 亘 の み

t〕 し― 昇 形

2 宗 形 ll19‐ 19

t3 L-184 10E SK8・ 掘り方筵下 木製品 。しゃもじ 完 形
折敷底板を加工、木釘 1残存、片面 と狽J面

3方に柿渋状塗料、片面刃物傷多数
109‐ 21

t4 L-183 10E‐ SK8・ 掘り方筵下 木製品・包丁 完 形 76
折敷底板を加工、木釘 1残存、片面 と狽J面
9ナ l瑞炸叶深赳 昨面司物握夕粘 109‐ 22

Na 徐 tXIX旱形 (14宣 +)
hヾ_14ち OR―RK 嘉 形 大皿径16 小日径 1 8宣 109-24

bヾ-14 3副製品・蝉管吸日 完 形 吸日径04 小日径13 109-25

径 ナ享さ 重 量

ガ ユ 10E SK8・ 棺 内 ガラス製品・数珠 字 形 03富 半 透 明

H0
3-7

19 ブデ2 10E‐ SK8・ 棺内 ガ ラス製 品 ・ 数 珠 字 形 0,g やや音角がかっ/― 半務明

郷 ,デ 3 OE― SKl 耳 形 6 2 FF 灰 角

攻,4 OR―RK ガラス型吊 昇 形 5 緑 角

-182 OE‐SK 第 形 仙に、同様のもので完形が 16点 、破片が5点ある

Nb 14 10E―SK8・ 棺内 完 形 3 2FF 寛 永 通 曹 (古寛 永 銭 )、 六 道 銭 109‐ 26

И Nb‐ 147 10E― SK8・ 棺内 銅 製 品 ・ 銭 字 形 28富 霊永 通 賓 (新寛 永 銭 )、 六 道 銭 109-27

Nb-149 10E― SK8・ オ官内 銅 製 品 ・ 銭 完 形 9ク o 涌 誓 (新 g永 儀 )、 六 109_ク R

Nb― OE―SK 悟 内 綱 耳 形 23 2 5 FF i雨 暫 蹄 雪 末
/1W)、

六

Nb‐ 150 OR―RK 界 形 涌 警 (新富 永 銭 )・ 支 銭 、 六 首 錢 109-30

Nb 146 OE‐SK 品・ 銭 省 葬 形 31宣 官 永 涌 菅 (新 賞 永 銭 )・ 文 銭 、 六 道 銭 109‐ 31

10E―SK8 木製 品 ・ 棺 桶 側 板 16枚 写 真 の み

し-233 10E―SK8 木製 品 ・ 棺 桶 底 板 の み 写 真 の み 110-2

(第 191図  遠物観察表 )
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第 4章 10区の調査

第 1節  Ⅲ層の遺構
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第191図  10E― SK8 出土遺物

棺内の副葬品は口縁部 2箇所を打ち欠いた肥前産染付皿 1点・寛永通費 6点である。この他に掘 り方か らは提灯

の底板 と考え られる多角形の板 1点 と筵の残片が出土 し、筵の下には多量の籾殻が認められた (表 111、 第192図 12

～ 19)。

10E― SK3(第 190図)墓 域東部の一段低い3a層下面で確認 したが、上部は削平されている。10E― SK7の東側に隣

接している。掘 り方は径 120～ 130cm、 残存する深さは40cmで ある。棺は木桶で下半部が遺存 し、底径約52cm、 蓋の

一部が内部に落ち込んでお り、棺内には人骨が遺存していた。座臥屈葬で南面 していたと推定される。骨の鑑定で

は男性で、壮年程度 と推定されている。なお、棺を包むように筵が部分的に確認されている。



第 1編 第 1次発掘調査
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阻 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産 地 ) 器種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

1 卜調Э― 綱 完 形 火皿径14 小日径10 13宮

卜配っ― OR→ ,A 34+ 火皿径16 108‐ 10

卜Rぅ― 陣 管 跛 国 耳 形 4 日径04 小日径10 11宮 108-9

4 Nb― 10E―SK5。 木 箱 内 釧 製 品 ・ 仲 管 磯 国 /2 47+ 夕宣+
5 Na 182 10E―SK5 鉄 製 品 ・ 釘 48+ Em、 2Fl+ 10R_19

6 Na-185 10E‐SK5 鉄 製 品 ・ 釘 43+ 3

7 Na 184 10E―SK5 鉄 製 品 ・ 釘 43+
R OE― RKう 4/5 34+
9 OE‐SK5 訂

`

30+ 頭部幅0 5cm、 lFF+ 6

卜159⊂ OE―SK6 4 文 m径 17 小日径 10

11 Nb-1うり( 10E‐SK6 alpl製品・婢管吸口 第 形 52 日 壁7'

12 OE― Sと色7・ 宮内 染 付 r肥 前 )皿 4/5 口径134 底 得 54 器 高 37 耳工みけノ日釉剥IF、 日

径 重 量

13 卜副ぅ_154 内 省 完 形 32富 永通 奮 (古賞 永 銭 )、 六 道 銭 109-2

Nb-1うう 昇 形 4 32宮 永通 費 (古寛 永 銭 )、 六 道 す 109-3

Nb-152 昇 形 3hg (古寛 永 銭 ) 一ハ
Nb-157 10E― S冒・ 棺 内 嘉 形 4 2 FF 儀 109-5

17 Nb 153 10E S留 。棺 内 銅 製 品 ・ 銭 貨 完 形 a6宣

Nb-156 10E S印・ 棺 内 銅 製 品 ・ 銭 貨 完 形 39宣 賓 永 涌 曹 (新富 永 銭 )。 支 儀 、 大 道

19 L-177 kT? 底 板 213 81 )享02 多 角 形 状 の粗 い 円形

如 K7 アのみ 写 真 の み 108-3Э

L-3()2 7 4-1, 07-10 写 真 の み 9

第 192図 10E一 SK5～ 7出土遺物
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No 登録hlo 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
置  (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版径 重 量

卜h― 39 形 25 37宮 永 通 奮 (古寛 永 銭 ) 0

2 hlb‐ 44 10E‐ SK9・ 棺 内 鋼 製 品 。す 字 形 2 9Fr 永 通 賓 (盲寛 永 銭 )、 亦

Nb― 40 10B― SIC9'棺 内 年 形 31宮 六置 後

4 Nb‐ lllE‐ SK9・ ヽ 第 形 362 永 銭 )、 六 首 銭 3

5 卜¬D― 3 10E SK9・ 完 形 3 3 FF 書 (新官 永 銭 )。 文 銭 、 六 道 銭 4

6 NTb― 1 10R―RK ほぼ完形 ク 3 19富 支 字 磨 滅 ・ 種 別 不 明 、 六 道 銭

7 木 製 品 ・ 数 珠 完 形 f)6-09 「ヨ08 他 に破 片 1点 110-19

岳 さ 幅 ,享 さ

1冊―SK9・ 棺 内 銅 製 品 ・ 煙 年 形 火皿径16 小日径11 8富

Nb-15Ь ( 10E― SK9・ 棺 内 吸 国 年 形 吸日径04 小日径 1

L-194 10E― SЮ・ 掘 り方 ? 底 板 の み 径68～ 75 0ク i形状 の用 い精 円形 、 中心 に穿 孔 1 110-16

11 L-234 10E‐ SK9 底 板 の み の み 8

10R_RK9 狽け反22枚 写 真 の み 11017

第193図  10E― SK9出 土遺物

棺内の副葬品は寛永通費 6点、櫛 4点、鋏 1点、煙管 2点 (雁首 1・ 吸口 1)、 数珠玉 (26点以上)である。掘 り方か らは

箸 2点、提灯の底板 ?6点 、筵の下か らしゃもじ 1点、木製の庖丁 1点が出土している (表 111、 第 191図 )。

10E― SK9(第 194。 195図)墓 域東部の一段低い3a層下面で確認したが、上部は削平されている。 10E― SK13・ 22を

切 り、SK6・ 7に切 られている。掘 り方は径95～ 105cm、 残存する深さは50cmで ある。棺は木桶で下半郡が遺存 し、

底径約55cm、 蓋の一部が内部に落ち込んでお り、棺内には人骨が遺存していた。座臥屈葬と推定される。骨の鑑定

では、性別の判定は難 しいが年齢は壮年以上と推定されている。

棺内の副葬品は寛永通費 5点、種別不明の銭貨 1点、数珠玉 2点、煙管 2点 (雁首 1・ 吸口 1)である。掘 り方

か らは提灯の底板 ?1点 が出土している (表 111、 第 193図 )。

10E― SK10(第 201図 )整 地層上面で確認した。掘 り方は120× 140cmの 歪んだ円形であるが下端は方形で、深さ55

cmで ある。棺は42× 71cmの木箱で下半分が遺存 し、深さは約30cmと 推定される。木箱の蓋は内部に落ち込んでお

り、内部には改葬された人骨が遺存 していた。骨の鑑定では成人以上の男性と推定されている。

副葬品は寛永通費 6点である (表■1、 第200図 1～ 6)。

10E― SKll(第 194。 195図)整 地層上面で確認 した。10E― SK5に上半分を切 られている。掘 り方は径90～ 100cmの

円形で、深さは60cmである。棺は木桶で下半部が遺存し、底径約60cm、 蓋の一部が内部に落ち込んでおり、棺内に

は人骨が遺存していた。座臥屈葬である。骨の鑑定では男性で、年齢は成人段階と推定されている。

棺内の副葬品は銭貨 6点 (錆化が激 しく種別不明)、 煙管 2点 (雁首 1・ 吸口 1)、 櫛 2点、数珠玉 (89点 以上)

である。掘 り方からは提灯の底板 ?1点 が出土 している。図化できたのは煙管など 7点である (表 Hl、 第 197図 )。

第 4章 10区の調査

第 1節  Ⅱ層の遺構
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第 1編 第 1次発掘調査

10E― SK12(第 196図)整 地層下のⅢ層上面で確認した。墓地の区画溝 10E― SD2に 切 られている。棺は確認できな

かったので土坑墓と推定される。墓坑は70× 80cmの楕円形で、残存する深さは15cmで ある。人骨は四肢骨と歯が遺

存 していたが、副葬品は認められなかった。

10E― SK13(第 194・ 195図)整 地層上面で確認 した。10E― SK9に 北端部を切 られている。掘 り方は径120cmの 円形

で、残存する深さは65cmで ある。棺は木桶で上部は失われている。底径約57cm、 側板は20枚で、蓋の一部が内部に

落ち込んでお り、棺内には人骨が遺存していた。座臥屈葬である。骨の鑑定では男性の可能性が高く、壮年程度 と

推定されている。

棺内の副葬品は寛永通費 6点で、掘 り方か らは提灯の底板 と考えられる板 2点が出土 している (表 111、 第198図 )。

10E― SK14(第 201図 )整 地層下のⅢ層上面で確認した。掘 り方は80× 120cmの 楕円形で、深さ35cmで ある。棺は

40× 70cmの木箱で、深さは25cmと 推定される。木箱の蓋は内部に落ち込んでお り、改葬された人骨が遺存していた。

0                  1m 上

第 194図  10E― SK9・ 11・ 13・ 18・ 22・ 24 平面図
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第 1節  Ⅲ層の遺構
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層位 色調 土質 混入物 。その他

1 10YR4/2灰 音楊角 砂 暫 シル ト 黄褐色砂質 シル トブ ロック多量、炭化物少量

第196図  10E― SK12 平面・断面図

骨の鑑定では、性別は不明であるが成入以上と推定されている。

副葬品は寛永通賓 5点 と北宋銭 1点、櫛 1点で、銭貨 6点が図化できた (表 111、 第202図 1～ 6)。

10E一 SK15(第 201図 )整 地層下のⅢ層上面で確認した。10E― SXlと 墓地の区画溝 10E一 SDlに 切 られている。棺は

確認できなかったので土坑墓と推定される。墓坑は90× 125cmの 楕円形、残存する深さは45cmで、人骨は頭部を北

導

彗
SK13 SK9

郵
導

難 ノ。．

‐
ヾ
一

添
―
陥

2

榊 削

層位 色調 土 蜜 混 入物 。そ の他

I 10YR3/2黒 褐色 シルト 偶色 組砂 多量 、炭 化物 少量

25Y3/1黒 褐色 粘土質 シル ト 炭化物・礫少量

1 10YRe/1黒 楊角 粘土 炭化物少量

2 25Y2/1黒角 結 十 炭化物少量

3 25Y3/2黒 褐色 粘 十質 シル ト

5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土

l 25Y3/1黒褐色 シル ト 灰オリーブ色砂ブロック多量
2 10YR3/1黒 褐色 粘 土 暗オ リーブ灰色砂ブロック少量

75Y3/1オ リーブ黒色 粘 土

4 5Y2/1 黒角 結 十 粗砂多量

1 75Y3/1オ リーブ黒角 鼈 十 楊 角 シル トブ ロ ッ /47・ 炭イヒlp1/J/N量

2 10YR2/1黒 色 粘 土

3 10Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 砂粒多最

I 75YR3/1黒 褐色 粘 土 黄褐色粘土・黒色粘土ブ ロック・炭化物少量

5Y3/1黒褐色 粘土質 シル ト 砂粒多量

10YR2/2黒 揚徹 結 十

第195図  10E― SK9・ 11・ 13・ 18・ 22 断面図
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NO 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

l Nb-1041 10E SKH・ 棺 内 鋼 製 品・ 煙 管 雁 首 完 形 67 火皿径17 小日径10 H17
2 Nb‐ 1041 10E―SKll・ 棺 内 銅 製 品・ 煙 管 吸 日 完 形 吸日径05 小日径10 鞭 、 内言Бに羅 宇 残 存

3 10E SKll・ 棺 内 木 製 品・ 櫛 3/4 07 11-9

径

4 羊 形 15

lH‐ 10
10E―SK ・ 精 内 年 形 llLに 、同様のもので字形が55点、破片が 19点 ある

6 10E―SK ・ 棺 内 木 製 品・ 救 珠 完 形 仙 に、 同様 の もので 完 形 が 6点あ る

7 L195 10E―SK ・ 棺 内 木 製 品・ 数 珠 完 形 他 に、 同様 の もので 完 形 が 5点あ る

L236 10E―SK 木 製 品・ 棺 桶 底 板 のみ 写 真 のみ 111

第197図  10E― SKll出 土遺物

にした西向きの横臥屈葬である。骨の鑑定では、男性的ではあるが断定できず、年齢は成人以上と推定されてい

る。

副葬品は寛永通費 6点である (表 Hl、 第202図 7～ 12)。

10E― SK16(第201図 )整 地層下のⅢ層上面で確認した。10E― SXlに 切 られている。行李を構の代わ りとしている。

墓坑は80× 120cmの 長方形、残存する深さは45cmで、人骨は頭部を北にした西向きの横臥屈葬である。歯の鑑定で

は、成人以上であるが性別の判定は不明であつた。

副葬品は寛永通費 6点である (表 111、 第202図 13～ 18)と

10E― SK13(第 194・ 195図)整 地層下のⅢ層上面で確認した。構は確認できなかったので土坑墓と推定される。墓

坑は径65cmの やや歪んだ円形で、残存する深さは20cmである。骨はなく歯のみが遺存していた。鑑定では小児段階

の個体 と推定されている。

副葬品は銭貨 6点であるが錆のため図化はできなかった (表 Hl)。

10E― SK22(第 194。 195図)整 地層下のⅢ層上面で確認した。10E― SK6・ 7・ 9に切 られている。掘 り方は径120～

150cmの 方形で、残存する深さは110cmである。棺は木桶で、蓋が内部に落ち込んでいる他はほぼ完形に近い。底径

56cm、 高さ65cmで 、側板は22枚ある。蓋の上には草牲が一足置かれていた。棺内には人骨が遺存し、座臥屈葬で北

面していた可能性がある。骨の鑑定では、壮～熟年程度の女性とされている。

棺内の副葬品は寛永通費 6点、しゃもじ 1点、木製の刀子 1点である。掘 り方か らは箸 2点が出土した。なお、

掘 り方底面には筵の残片が認められた。 (表 111、 第 199図 )。

10E― SK23(第 205図 )整 地層下のⅢ層上面で確認したが、調査区の南壁際に位置するため部分的な調査に留まっ

ている。上半部を10E― SXlに 切 られている。棺は確認できなかったので土坑墓と推定される。墓坑は東西75cm、

残存する深さは13cmである。人骨は一部を確認できたのみで、歯の鑑定では成人と考えられるが性別は不明で

あった。



第4章  10区 の調査
第 1節  Ⅲ層の遺構

副葬品は寛永通費 6点、北宋銭 1点、漆器椀 1点がある (表 Hl、 第206図 )。

10E― SK24(第 194図)整 地層上面で確認 したが、調査区の南壁際に位置するため部分的な調査に留まっている。

掘 り方は径110cm前後で底面に木箱を確認 したが、危険防止のためそれ以上の精査は行わなかった。

8

0                    10cm

多
7

0        2cm

―

AIo 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版径 重 量

1 Nb― 2 字 形 4hg 寛 永 通 賓 (古寛 永 銭 )、 六

2 Nh_ 0月―RKl 昇 形 う i宣

hlb― 4 OE― 字 形 7宣

4 Nb― 10E― SK13・ 棺内 察 形 33質 官 永 涌 管 (新官 永 銭 )、 六 首 銭

Nb‐ 3 10E― SK13・ 棺内 完 形 37富 賞 永 遍 曹 (新官 永 銭 )・ 支 銭 、 六道 銭

6 卜b― 1 10E― SK13・ 棺内 字 形 40宮 永通 費 (新寛 永 銭 )・ 文 銭 、 六道 銭 17

客 厚 さ

7 L‐ 197 「 ?

「 ?
:のみ 4 3 いIIH円形中応に餅舒1確存イ与Oh) 11_lR

R -196

L‐ 312 ,E― SK13 底 板 t5 民 枚 、 3積 を 竹 釘 で 結 合

長 さ 幅 厚 さ

L312 10E‐SK13 木製 品 ・ 棺 桶 側オ坂20枚 (50～ 67) 45～ 17( 08～ 12 写 真 の み 111-20

第198図  10E― SK封 3出土遺物



第 1編 第 1次発掘調査

10E― SK25(第 201図 )整 地層上面で確認した。南端部を10E― SXlに切 られている。掘 り方は長方形で70× 85cm以

上、深さ45cmである。棺は42× 71cmの 木箱で、深さは25cmと 推定される。木箱の蓋は内部に落ち込んでお り、改葬

された人骨が遺存していた。骨の鑑定では、成人であるが性別は不明であった。

棺内の副葬品は寛永通費 6点、煙管 2点 (雁首 1・ 吸口 1)、 銅製ブローチ 1点、数珠玉40点以上、櫛 4点、枡 1

点で、棺外からは漆器碗 1点が出土 した (表 111、 第203・ 204図 )。

0                2cm

―

Cn

ハ

「

＼＼ ＼ ＼ ＼ヽ

0                         20cm

No 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特 徴
写真
図版径

1 Nb― 10E― SK22・ 内 銅 製 品・ 銭 貨 形 38宣 吉 雪 永 儀 大 悟 儀

2 Nb― 肉 29宣 百 富 /VA鶴 六 置 錫

3 llb― 3 3 FF 富 永 涌 管 古 富 永 銭 )、 六 首 銭

卜削っ― 完 形 36宮 曽 ラ嘉(iF箇 (古覧 永 銭 )、 六 道 銭 112-22

う hlb― 完 形 32宮 1永通 古 寛 永 銭 )、 六 道 銭 H雰 23

Nb― 10E― SI(22 ・ 芭内 銅 製 品・ 銭 貨 完 形 34自 (吉冒 永 儀 )、 大 1タータ4

幅 厚 声

7 L-2011 10E SK22・ 棺 内 R―ヤ3 112-25

8 204+ 02-09 112-26

9 嘉 形 220 112-27

0 木 製 品・ 箸 完 形 220 (12-28

lllE― SK22 木 製 品・ 棺 桶 底 板 の み ぞ乙550 ,享 18 底 板 、 3枚 を竹 釘 で 結 合 1ク_30

12 L― 10E―SK22 木 製 品・ 棺 桶 側オ反22枚 FN4～喬う 07-14 ~4亘
の み 12-29

第199図  10E― SK22出 上遺物



第 4章  10区の調査

第 1節  Ⅲ層の遺構
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0                          20cm

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
昌 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図径

1 1 ●Tb―
10E― SK10・ 木 箱 内 鋼 製 品・ 2う 富 永 誦 書 古官 永 銭 )、 六消 銭 1

21 Nb‐ 10E― SK10・ 木 箱 内 31宣 宙 永 涌 曹 古 宣 永 銭 )、 六道 銭 2

31 Nb OR_RKl 宇 形 35宮 宣永 通 奮 古 永銭 )、 六 道 3

41 Nh OE―SK10・ ラベ 完 形 1永 通 (古 永銭 ) 一ハ 4

51ヽR} 完 形

⑤ NTb― 37 lllE― SK10・ 木 箱 内 鋼 製 品 ・ 銭 貨 完 形

長 ё 幅

7 L313 10E― SK10 木製品・棺箱 蓋欠損

705 底 板 無 し

側 板 2枚 無 し

75・ 82 側 板 2枚 無 し

第200図  10E― SK10出土遺物

10E― SKll 確認 1犬況
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第 4章 10区の調査

第 1節  Ш層の遺構

0                2cm

―

第202図  10E一 SK14～ 16出土遺物

色調 土質 混入物・そ の他

l 10YR3/1黒褐色 シ,レ ト 灰オ リーブ色砂 ブ ロック多量

2 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 十

OYR3/2黒 褐角 シリレト 炭化 賜 少量

2 10YR4/2灰責褐色 砂 質 シル ト

3 25Y4/1責灰色 砂質 シル ト

4 25Y3/1黒 褐色 シ,レ ト 砂粒多量

5 10YR3/2黒褐色 シルト

6 OYR1 7/1    里角 粘 十

1 10YR3/1黒褐色 ンル ト

2 25Y3/1黒褐色 粘 土

3 10YR2/1黒色 粘 土

10YR3/1黒褐色 ン,レ ト

(第201図の上層註記表)

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴 写真
図版径 重 量

1 Nb― 17 1∝―SKl牛 木 箱 内 鋼 製 品 。銭 貨 完 形 千建子i巨 | 宋 ・ 初 鋳 1078年 )、 六 道 銭 1

2 llb― ЮE―SK14・ 木 と言「缶・

'ガ

髭 完 形 35宮 三赤 古寛 永 銭 )、 六 道 銭

3 Nb― 10E SK14・ 木 形 ,5 37g 冒

4 blb― 箱 内 形

卜』っ―9 OR― 4・ 太箱肉 字 形 l営 涌 書 (古官 永 銭 )、 大 首 銭

hlb― (lE‐ ・ 木 箱 肉 完 形 27富 官 永 涌 誓 (古富 永 銭 )、 六 首 錢

OE― SK 5 銅 製 品・ 銭 管 完 形 貨 永 通 曹 (古宣 永 銭 )、 六 道 銭

Nb-103 OE―SK 5 と品・銭資 完 形 通 冒 (古寛 永 銭 )、 六 道 銭

9 卜b-98 OE―SK 5 と品・銭貨 形 4 寛永銭 六道霞

Nb-102 OE― SK 5 形 4 子寛永銭 )、 六道雀 119_10

ll llb-99 OF_ 形 32宣 宙 来 銭 六首 金

12 卜酌 101 OE‐ 5 茅 形 32貿 官 永 涌 曽 (古官 永 餞 )、 六 苫 銭 112-42

hlb-105 OE SK 6 i形 37官 富 永 誦 曽 (古宣 永 銭 )、 六 道 銭 H2-13
4 Nb l10 OE―SK 6 i形 39宮 永通 奮 (古覧 永 銭 )、 六 道 銭 H214

XTb 106 OE―SK 6 完 形 永通費 (古寛永銭 )、 六道 H2-15
Nb-108 OE―SK 6 形 4 軍 (古寛永銭)、 六道0

17 Nb 107 OF_RK 形 4 r古首 熊 継  ヽ ★ 者 11,_17

Nb… 109 OR―RK 6 5 2宣 冒 末 補 冒 (吉富 末 儀 )、 大 112-lR



第 1編 第 1次発掘調査

10E― SK29 10E― SXlの 底面で確認 した。木箱を確認したが、危険防止のためそれ以上の精査は行わなかった。

は)そ の他の遺構 南壁際に10E― SXlがある。東西長30m、 深さ30cmの 大きな窪みで Ⅱ層が堆積 していた。土師器片

や陶器片などが出土している (表■1)。
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①
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No 登録hlo 地区'遺構・層位 種 別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm

調  整 特  徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

〕 的-16私 lllE‐ SK25,木箱 内 銅 製 品・ 煙 管 雁 首 ほぼ完形 火皿径15 小日径09 (5富 +)
2 NTb 16i( 10E―S聰5。 木 箱 内 鋼 製 品 。煙 管 吸 口 完 形 吸日径04 小日径09 4宮

卜副ぅ_lhR 綱 製 品 ・ ブ ロ ー チ tX,正 ;=形 六 角 形 、 中 心 に径 1 5cmの孔 11311

4 ガ 5 10E SK25。 木 箱 内 ガラス製品・敷珠 茅 形 9 9 3富

３．　
”

5 玄デ6 10E― SK25・ 木 箱 内 ガラス製品・教珠 茅 形 03 や や 白濁

6 ガ 7 10E SK25。 木 箱 内 ガ ラス製品・数珠 完 形 01富 やや 白濁

7 メデ8 10E SK25・ 木 箱 内 ガ ラス製品・数珠 完 形 責 色 が か っ た 半 透 明

8 し-203 肉 挨 完 形

9 -203 珠 年 形 0

10E―S貶5,木箱 内 木 製 品 ・ 櫛 ほぼ 嘉 形 0

L-206 10E―齢25。 木箱内 木 製 品 ・ 櫛 ほぼ 完 形

し‐207 10E‐SIC25・ 木 箱 内 木 製 品 ・ 櫛 ほぼ完形

10E‐S貶5,本箱 内 木 製 品 ・ 櫛 歯 先 欠損 42+
4 ―夕04 3/4 廣径 (`0 面 赤 漆 、 ブ ナ 属

賦 ぽ 〒 形 i71114 6 一 籾 RR× 没 47、 容 畳 夕合 、太 餌 結 合 113_93

第203図  10E― SK25出 土遺物 (1)
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第 1節  Ⅲ層の遺構
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血 登録血 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
量  (cm

調  整 特 徴
写真
図版律 重 量

Nb― 0 年 形 39宮 寅 永 涌 菅 (新貨 永 銭 )。 文 銭 、 六 鈍 3-24

STb‐ 箱 形 41宮 永 通 管 (新寛 永 銭 )。 文 六 道 銭

Nb― 1 10E‐ SK25・ 木 箱 内 形 38富 1永通 費 (新寛 永

`

ζ_3h

4 Nb― 3 10E SK25・ 木 箱 内 銅 製 品 ・ 銭 形 )4 1宮 13‐ 27

5 Nb‐ lllE‐ S聰5・ 木 箱 内 銅 製 品 ・ 銭 25 管 永 儀 )、 六消 銭

blb― 10E― SK25・ 木 箱 内 7宣 古 官 永 儀 )、 六消 錢

長 さ 幅 厚 さ

7 10E SK25 木製品 。棺箱 蓋欠損

底 板

680,685 i58'155 側 板 2枚 (1枚は写 真 の み )

側 板 2枚 (1枚は写 真 の み

第204図  10E― SK25出土遺物 121
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0           10cm

第205図
10E― SK23 平面

′vI一

Aトー 720m

断面図

0          2cm

―

伽)性格不明遺構

呵OE― SXl(第 184図)南 西部に位置する不整形

の落ち込みで、東西30m、 南北7m以上ある。深

さは15～ 25cmで 、堆積土は基本層 H層が入 り込

んでいた。

遺物は土師器、須恵器、土師質土器、中世陶

器、近世の磁器など80点 と多数の焼骨で、図化

できたのは肥前産の筒茶碗 1点である (第 187図

5)。

層位 色 調 土 質 混入物・その他

OYR2/1黒 色 シルト 砂粒・炭化物少量

2 lσFR2/1星但 賠 十

睫 登録Alo 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 径

L-202 10E―SK23 木製 品 。漆 器 椀 3μ 102 内 外 南 示 漆 、 ケ ヤ キ 31

径 重 量

Nb‐ OR―RK23 形 治 平 元 曽 (北 宋 ・ 初 鋳 1064年 )、 六消 銭 32
Nb OE―SK23 形 夕4 寛 永 通 奮 (古寛 永 銭 )、 六 道 銭 3‐ 3

4 Nb 10E―SK23 形 寛 永 通 賓 (古寛 永 銭 )、 六 道 銭

5 Nb 10E―SK23 弁 形 盲 寛 永 銭 )、 六 道 銭 3-5

6 Nb 10E―SK23 完 形 6g 13‐ 6

7 Nh_ 10E―SK23 銅 製 品 ・ 銭 貨 完 形 20宣 官 永 涌 曽 (古富 永 儀 )、 六 首 儀 13-7

卜b― OE―SK23 鋼 製 品 ・ 銭 貨 形 富 永 涌 曽 (古雪 永 銭 )、 六消 錢 38

第206図  10E― SK23出 土遺物

10E一 SK22



第 4章  10区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

第 2節 Ⅳ a層の遺構 (1)一Ⅳ a3・ 4期

1.遺構の概要

10区は城館中心部のやや北寄 りを真北か ら60°西傾 して横切る調査区である。城館の主軸方向は真北から約30°東

傾 しているので、調査区は城館の主軸 と直交する方向となっている。城館の中心か らは外れているが、中央の曲輪

を含む東西両側の曲輪の北辺の堀すべてが調査区にかかる。

10A区ではⅣa3期 に整備されたと考え られる城館の外堀SD1001が南北方向に走 り、その東側には堀で区画された

曲輪が10E区 まで連続 している。外堀以外で曲輪を区画する堀跡のうち南北方向のもの (10B区のSD1002、 10C区 の

SD1003、 10D区 のSD1007)はⅣa2期か ら同じ位置にあると指定され、これに対 して東西方向のもの (10A～ 10B区 の

SD1008、 10B～ 10C区 のSD1006、 10C～ 10D区のSD1004B o C、 10E区 のSD1015。 SD1005A)は この時期に新 しく掘 られ

たか、あるいは場所をず らして掘 りなおされたものである。

各曲輪内では掘立柱建物跡、柱列跡、井戸跡、土坑などが検出されている。Ⅳa4期 は掘立柱建物跡22棟、柱列跡

4条、Ⅳa3期 には外堀の西側も含めて掘立柱建物跡 15棟、柱列跡14条が検出されている。建物方向はⅣa3期 には城

館の主軸から若干東に振れて (真北か らは32～ 39°東傾)いるが、Ⅳ郎期は城館の主軸か らは大きく東に傾いて (真

北からは43°西傾～5°東傾)い る。井戸跡は時期を確定するのが困難であるが、この時期に伴う可能性があるものも

含めると約 10基ある。土坑も時期不明なものが大部分であるが、10A区 のSD1001の西側 と10B区 のSD1006の南側に約

30基が集中し、10C～ 10E区 には10基程度が散在 している。

2.10A区 ～ 10B区西 部 の遺構 と遺 物

10A区～10B区西部にかけては城館の主軸方向の堀跡SD1001・ 1002とそれに直交する方向の堀跡SD1008があり、こ

れ らの堀に囲まれて曲輪が形成されている。SD1008の北側の曲輪の東西長は25～28mである。曲輪内部では堀の近

くのⅣ層上に整地層 (ブロック土)が認められたが、整地層上面で確認できた遺構は少なく、10A― SK2の みである。

Ⅳa層上面からは掘立柱建物跡 7棟、柱列 3条、土手 1条、土坑数基が検出され、SD1001の西側で曲輪の外に相当す

る箇所でも掘立柱建物跡 5棟、柱列 3条、土手 1条、土坑17基が検出されている。

(1)溝跡

SD1001(第 207・ 210。 212図 )10A区 中央を横断する堀で、幅95～ 11.5mで ある。西側 1/3は 浅 く平坦で深さは50cm

程度であるが、この浅い部分の底面は溝の埋没後に利用された3a層水田の耕作上下面 と一致することから、3a層水

田の経営期に拡張された部分である可能性がある。東側2/3は一段深 くなってお り、断面形は浅い 「U」 字形で、深

さは18mである。また、最深部の底面には幅05～ 10mで周囲よりもさらに10cm程度低い溝状の部分がある。堆積

土は3期 に大別できることか ら少なくとも2回 の改修があったと考えられる。最終期の上層 (第 212図 ① o②層)は人

為的に埋め戻されている。

遺物は土師器 。須恵器・中世陶器類を中心に約900点出土した (表 107)。 図化できたのは近世のものも含めた国産

の陶磁器や瓦質土器、中国産の青磁・白磁、石製品、金属製品などである (第211・ 213図 )。

SD1002(第 208図 )10B区を横断する堀で、東西方向のSD1006・ 1008と接続 している。幅3.5～4.5m、 深さ1.3mで、

断面形は逆台形である。調査区北壁際の底面には幅60～ 70cmで周辺よりも20～30cn高い障壁状の高まりがある。ま

た、底面にはSD1001同様に幅50～ 60cmの 清状の部分があり、周囲よりもさらに10～ 20cn程度低い。また60× 190cm

の楕円形で深さ50cmの 土坑状の窪みが伴っている。この底面の溝はSD1002の上端がやや弧を描くのに対 して直線的

で、障壁状の高まりの東側を通過 している。堆積土は自然堆積層であるが、断面図作成予定の調査区北壁が崩落 し

たため断面図は掲載できなかった。

遺物はSD1001ほ ど多 くはないが、土師器・須恵器・中世陶器類を中心に約360点出土 した (表 108)。 図化できたの
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は国産や中国産の陶磁器類、茶臼

や石鉢などの石製品、下駄などの

木製品である (第 214～ 216図 )。

木製品 L-472(第 216図 1)は 表

裏から交互に方形の窪みが穿たれ、

窪みの底面には小さな円孔が開け

られている。用途は不明である。

SD1008(第 208・ 209図 )10A区 ～

10B区 の南壁際にある堀で、東端

でSD1002と接続 している。幅3,0～

3.5m、 深さ1.5m、 掘削時の長さは

24.5mで ある。断面形は上部が浅

ヤゝ 「U」 字形だが、下郡が逆台形

のため途中に明瞭な段が付 く。堆

積土も段から下は自然堆積層であ

るが上層は人為的な埋 め土であ

り、段の付近で分層できることか

ら上半分は掘 りなおされている可

能性がある。堀の東西両側は南北

の曲輪間を結ぶ通路であったと考

えられる。西端部とSD1001と の間

隔は当初1.2mし かないが最終的

には西端部が 2m程埋め立てられ

(第208図 アミ点部分 )、 通路幅は3.5mに 広げ られている。東端はSD1002と の間隔が 2mで、北東隅か ら幅 lm、 深

さ25cmの浅い溝が通路部分を横断してSD1002と 接続 しているが、通行は可能と考えられる。

遺物は土師器・須恵器・ 中世陶器類を中心に約400点出土 した (表 107・ 108)。 図化できたのは国産の陶器や中国

産の磁器、茶臼や砥石などの石製品、折敷の破片、釘などの鉄製品などである (第217・ 218図 )。

第218図 5の火打石 と推定される遺物は石英の縁辺部が打撃によって潰れているもので、断定はできないがその可

能性が考えられる。

10A― SD8・ 9(第 207図 )SD1001の 西側に位置する。10A― SAlの南辺か ら約lm離れ、SAlに 沿つて東西方向に走る

ことか ら、SAlと 同じくⅣa3期 の遺構 と考えられる。時期を限定できるような出土遺物はない。

鬱)土手

SD1001の西側で高さ10cm前後の S Lll、 東側で高さ15cm前後の S L12な ど小規模な土手を検出している。

僧)掘立柱建物跡・柱列跡

曲輪内部で確認された掘立柱建物跡・柱列跡のうち、城館の主軸方向から大きく東に振れる (真北から14～ 40°西

傾)掘立柱建物跡10A― SB22・ 23・ 26～ 29、 10B― SB30と柱列跡10A― SA5がⅣa4期 に属すると考えられる。建物は重

複 しているので全てが同時期ではないが、曲輪の中央にやや規模の大きな1臥 ―SB28が位置 し、北東側の10B― SB30、

南西側の10A― SB23・ 29を含めて全体 として概ね均等な配置になっていることか らこれ らの 4棟は同時期である可

能性がある。なお、10A― SB28に は10A― SA5が取 り付 く可能性があり、10A― SA5と 10A― SB23。 29で10A― SB28を 囲

0                        10m

第207図 10A区西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa3・ 4期 )
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第 2節  Ⅳa層の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期
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層位 色 調 土質 混入物・その他

1 10YR4/2灰 黄褐色 シ,レ ト V層 ブ ロ ック・ 炭 ・峰 十ブ ロ ック少 Ξ

10YR3/2黒 楊伺 シリレト

2 10YR2/2黒 褐角 シル ト 炭化物・小礫少量

3 10YR2/2黒 褐色 粘土 にぶい黄褐色砂・黄褐色粘土ブ ロック多量

4 5Y3/2 オリーブ黒色 粘 土 植物遺体多量

5 5Y3/2 オリーブ黒色 粘 土 植物遺体少量

第209図  10A一 SK2・ 7・ 12 平画・断面図、SD1008 断面図
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う配置とも見て取れる。中心となる10A― SB28は梁行 1間で柱

間32mの 規模か らすると厩の可能性が考え られる。10A-78乱

SB22・ 26・ 27は ごく小規模な建物で、ほぼ同じ場所で建て替

えられている。

Ⅳa3期の建物は曲輪内部では確認できず、並行する柱列跡   第210図 SDl詭判 断面図(1)

2条 (10A― SA7・ 8)のみである。ただし、1仏 ―SA7北部の

「コ」字状の部分は10A― SB28と 規模が一致することから建物の一部である可能性がある。

SD1001の西側で曲輪の外に相当する箇所でも掘立柱建物跡 5棟、柱列 1条が検出されている。10A― SB17がⅣa4

期、10A― SBl～ 4と SBlを 囲む10A― SAlがⅣa3期 と推定される。10A― SAlで 囲まれる範囲は東西9,Om(30尺 )、 南北

は不明であるが14m以上ある。

―
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m

に 登録血 地区・遺構・層位 種 別 (産地 ) 器種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

石 製 品 ・砥 石 中央 部 の み 69+ 10後 +、 デイサイ ト
2 K27 OA― 扁 石 端部 の み 63+ 25+ 13 26Fr+、 デイサイ ト質輝灰岩 2

3 K‐ 28 10A― SD 石 端 マЬの み 3R+ 39+ 2に +、 デイサイ ト質凝灰岩
4 K56 10A― SD 下 層 1/6 695g+、 安 山岩 5

5 10A― SD ・ Ⅱ層 ほぼ 茅 形 ?127 たユ1 4

h Nb‐ 42 0代 SD 銅 製 品 ・ 用 途 不 明 ほぼ完形 17 5_h

7 hlb-47 鋼 製 品 ・ 煙 管 雁 首 字 杉 火皿径14 小日径10 4富 、 支 様 あ り 7

8 Nb-43 ・ 匝 管 ll■ □ 完 形 吸日径04 小日径H 7後、 羅宇の一一部残存  (径 0 7cm) 8

9 Na‐ 86 10A― SD 中 79+ 屈 曲 、頭 部 幅 0 8cm、 5宮 + 9

L32 10A― SD ∞ 中 層 lkぼ年形 273 1ク 穿了L3箇 所

第241図 SD1001出 土遺物 (1)
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Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

(平面図は第207図 )

層位 色調 土質

la 25Y3/1黒褐色 粘 十

lb 10YR4/3にぶい音褐角 砂資シ,レ ト (1層 水 田畦畔 )

lc 之5Y3/3贈 オ リーブ褐角 シル ト (1層 水 田畦畔 )

25Y3/2黒 褐 色 ンルト質粘土 砂粒少量

I 10YR4/4褐色 砂質 シル ト

Ⅱ 10YR5/3にぶ い黄褐色 砂質 シル ト

3a 10W鸞/2灰黄褐色 粘 土 砂 約 /」/N量 、 (3a層 ァK田 訴 )

A 1併R4/3にぶい黄褐色 砂管シリレト 罠褐角粘土ブロック・にぶい黄色シルトブロック多量、(整地層)

10YR4/3にぶい琶褐角 シル ト質粘土 にぶ い責褐色砂質 シル トブ ロック少量、 (整地層 )

C 40YR5/4にぶ い費褐 色 砂質 シル ト (整地層 )

10YR5/3にぶ い黄褐色 細 砂 灰黄褐色粘土ブ ロック・ 黒褐色粘土ブ ロック多量、人為的な埋め土

②

25Y3/2黒褐色
25Y5/2暗灰黄色
5Y4/1 灰色 縮恙|ル噛人為的な埋め土

③ 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 十 オリーブ黒色細砂ブロック少量

④

75Y4/2
5Y2/2
5Y3/2

色
色
色

ブ
黒
黒

一
ブ
ブ

リ

一
一

オ
リ
リ

灰
オ
オ

層互鯉畑蝉⑤

25Y4/2暗灰黄色
75Y5/1灰色
25Y3/2黒褐色 縫

ルト
1細
かい卵

⑥ 10YR4/3にぶい音楊角 砂管シリレト にぶい責褐色シル トブロック・黒褐色北上ブロック微量、砂粒少量

げFR4/gに ぶい音褐角 砂 質 シル ト 砂粒少量

25Y3/2黒褐色 粘 土 炭化物少量

25Y3/2黒 褐色 粘 土 オ リーブ黒色 シル ト質粘土ブ ロック・炭化物少量

⑩ 5YG/1 オリーブ黒色 粘 土 膨イイ物 級 昌

第212図  SD1001 断面図(2)
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確 認 層 大 き さ 深 さ 柱痕 径
′ヽa 18× 14 20 ?

Va
ふ′a 7

「ヽa 14

規模
東 凸 14m 南北33m
奥行 1間 桁 行 1間

面 積 4 61xI 傾 き 14° W

大 声 声 ;架 声

Va 8

Va 13 11 ?

Va 12

210 Va

規 模 東 西 26m、 1間 南 北 27m、 1間

面 積 70� イ晒芦 30や Ⅵ「

確 認 層 大 芦 さ 深 さ 桂 痕 径

Va % 12

Va 19 ?

Va

12/4
たヽ〕 7

IVa 40× ? ?

規模
東西24m 南 北47m
梁行 1間 桁 行 2間

柱 間 24m 205 ・ 2 651aa

面 積 H3111 化百斉 33Ψ �V

PINo 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

「ヽa 8

し`たa
rヽa 32× 26

′ヽぉ クR× 9

fVb ×

"
3rb

10B-137 3/b 34× 30 ?

10B-135 3/b

規模
東 西 121m 南 北 H9m

4-

豊0～ 27m
傾 吉 60° E 33°  Aヽた

124

238

(図 は第208図 )
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t=当 ≡ ζ ア 26 
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=三
廷 ≧ 正 ア ち

0                        10cm

No 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
畳  (cm

調 整 ,特 徴
写真
図版□ 径 庚 得 器 高

1 Ic― 10A― RDl 膚 津 m 上部 1/6 (122) |

ク Tc― 10A‐ 陶 器 庸 津 皿 口縁 著Б小 片 4

子-150 10A― SD1001・ Ⅱ層 染 付 肥 前 )瓶 下 言ヽ 1/8 114-4

4 10A‐ SD1001・ 3a層 染 付 一削 皿 底 部 1/3 (FB l 14

5 J 10A―SD100卜 Ⅱ,詈 染 付 肥 前 )碗 下都 1/4 (43) l14-6

6 10A― SD1001・ Ⅱ 陶果 (14g戸 幸澪 )買 日続 2′ 大 窒 3期 114-3

7 吉瀧〕ヨ)τ tt m 小 片 灰 釉 、 中期 114-7

8 Tc_ 東 海 鉢 口縁 部 小 片 ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系

9 Tc― 10Aも D10()1・ 中層 陶 器 東 海 )鉢 口縁 部 小 片 ロクロ調整、山茶碗窯系 4-9

Ic― 10A― SD1001・ 中層 陶 器 東 海 )鉢 だ電音Б1/10 ロクロ誦率構 (而 下端同環ヘラケズ∫肉血暦椛 由泰訥里系 0

ll Ic-167 10A― SD1001・ 下層 陶 器 常 滑 )片 口鉢 口縁 音阿 片ヽ ロクロ 14

12 Ic 165 10A― SD1001・ 中層 陶 果 宵 滑 )片 □欲 辰 吾K柄 面ナデ・灰白角の自然釉、内面磨滅 14 3

13 〔c-168 10A― SD1001。 中 存 jllJ?)格 駄 底 郡 /卜 片 外面上半ロクロ調整・下半ナデ、内面ナデ、櫛 目

14 〔c163 OA RD 常 滑 牽 口縁 ～ 体 そ低片 日縁部]コ ナデ、頚部内面ヘラナデ、体部ナデ、4型式 14 5

1ち Tc-1為為 OA― SD10()1・ 卜層 陶 器 常 滑 秦 口縁 音【小 片 ヨコナデ、 5型式 4

Ic-143 OA SD1001・ 3a層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言Б小 片 ヨコナ デ 、 日縁 詈陣村面 自然 井日、 6a型式

17 [c164 10A― SD1001・ 中層 陶 器 常 滑 )甕 口縁 言阿 ヽ ヨコナデ、6a■_I哉

Ic― 10A― SDllX11,3a層 陶 器 常 滑 )甕 ヨ コ
―デ、 5即弐 14

Ic-531 10A― SD1001 陶 果 常 浩 )奉 口・ 頚 部 ヨ コナ デ 、体 部 ナ デ 、 6a型 式 114-19

釣 Ic-161 □繊～然ヨ
`片

口・ 頚 部 ヨ コナ デ 、体 郡 ナ デ 114-20

「c-15R 器 (布 llll 秦 日縁 言Б小 片 ヨコナデ 114_9

「c-162 A― SD1001・ 卜唐 陶 器 (存 lllj・ 白石 )甕 日縁 ～体 部 片 日・頚部ヨ 114-22

C-14 SD1001・ 3a層 土 師 器・ 邦 1お (158) 10う 平廣鳳苛辰 , ヘラミガキ内雨ヘラミガキ埋打机却 114-23

% 10A―SD1001・ 下層 瓦質土器・悟鉢 1/4 (288)

ロクロ調整→体部外面ナデ
内面6本単位の櫛目・被熱による剥離激し
い、白針多量

114-24

青磁 (龍 泉室 系 )碗 底 部 小 片 畳付 露 胎 14-25

A―SD1001・ 中層 白磁 (中 国 )碗 底 言Б1/3 (46) 14-夕6

10A― SD1001・ 中層 青磁 (龍 泉窯 系 )碗 底 言Б12 (52 14‐ 27

第213図 SD1001出土遺物 修)
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Va ×

Va 24× 18 I
?

Va 14

229 Va 9

222 Va 閉 37 11

規模
東 西 76m 司ヒ32m

:イ

=〒

/311i 傾 さ 40° W

P3011よ FHltL切 りの本主穴 ?

D廻駆 ⊂ フ司6戸

碑

0                          10cm

驀
８

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
畳  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口牢お 虎 径

t 10B SDllll12・ I.Ⅱ 層 染 付 (肥 前 )皿 底 郡 1/3 116-22

2 J158 10B‐ SD1002・ 下層 白磁 (中 国 ) 皿 口縁 言Б/1ヽ片 口 介

「c_19う (東 海 )欲 □綴 言低/ト ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系 24

4 rc-194 鉢 回綴 吾低ガ ロクロ調整、山茶碗窯系 116-25

Ic-198 10B― SD1002 上層 隅 淋 (常滑 )片 口 鉢 □ 日縁郡ロクロ'端 部に灰自色の自然釉、体部ナデ、7型式 116-26

6 Ic-191 10B― SD1092・ Ⅱ層 陶 器 (常 滑 ) 警 日綴 音Ь/1ヽ |十 ヨコすデ、為n型す 116‐27

7 [c-543 10B‐ SD1992・ Ⅱ層 陶 器 (渥 美 )壺 口縁 音[小サ十 ヨコナテ、内向に灰角の自然釉 l16-28

8 [c-201 10B― SDllll12 下層 陶 器 (常滑 )甕 体 言Б/1ヽ片 ナデ、菊芹支押印 11為_,9

9 Tc_196 」ヽ片 ナデ、簾状押印、内面磨滅、転用祗 1 l FD― 且0
Tc-202 ナデ、菊花文押印 1163
Ic-200 10B SD1002・ 上 層 1陶器 存lllJ・ 白石)片 日抹 □ ロクロ (回 転台)調璽 116-32

12 Ic-199 10B SD1002・ 上 層 1陶器 作IVj,白 石)片 日鉢 虎 部 1/8 ロク ロ (回転 台 )調 整 、 内 面 磨 減 116-33

13 Ic-193 10B‐ SD1002・ I層 1陶器 在地・白石)片 日鉢 底 部 1/8 ロクロ (同 転台〕

14 Ic-192 10B― SD1002・ I層 1陶器 古瀬戸)折縁深皿 日縁 ～体 郡 片 f266Ⅲ 灰 釉 、 中 Ⅲ期

15 Ic-197 戸)梅 瓶 吾Б1/4 灰 界百、 中 I～ Ⅱ期

OB=RDI(X2・ II層  |十 日市瞥 十 ロクロ調整 ?、 磨滅 116-37

第214図 SD刊 002出土遺物 (1)
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“

)土坑

曲輪内部では10A― SK2・ 7・ 12、 10B― SK15。 17～ 19が確認された。10A― SK2はⅣa4期だが、他は時期を限定でき

ない。SD1001の西側には10A― SK13～ 29がある (第219図 )。 この中で10A― SK14は規模が他と比べて大きく、10A―

SB3の柱穴に切られていることと出土遺物からⅣb層 に伴う遺構として捉えている。そのほかの土坑は時期が限定で

きないためこの項で記載した。遺物は鉄製品が多く出土している (表 107、 第220図 、註 1)。 城館内部のⅣa3期 の建

0                      10clo期 4

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口 4お 底 径 器 高

1 K-60 2/3 175 135+ 安 山岩

ク 650FF+、

K57 石 と品・茶臼下臼 部 分 40+ 17(産 +
4 K58 10B― SDlCK12・ こ拝雷 石 品・ 砥 石 端 部 の み 倖 Rう + 10陵 ■、デイサイ ト質凝灰岩

第215図  SD1002出 土遺物 修)



第 4章 10区の調査

第2節  Ⅳa層の遺構(1)一 Ⅳa3,4期

物は32～ 39°東傾 しているのに対 し、外堀SD1001の西側に位置する10A― SBl～ 4・ 10A― SAlは 10～ 18°東傾するが、

これはさらに西側に位置する第 2次調査区におけるⅣa3期の建物方向と一致 している。 このようにSD1001東側の城

館内部 とSD1001西側 とでは建物方向の基準が異なっていたと考えられる。

12

肌
脚
脚
醐
懸一一|

/Υ
'<＼

＼

珀巧

IXb 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調  整 特  徴
写真
図版

1 L472 OR_RDl 部 分 129-ト 角材 、 両 面 か ら交 互 に方 形 の窪 み と 円孔 5

ク 側 板 の 一 部 208+ 樺 皮 綴 じ

Iデ 3/4 150+ ―

`4 10B‐SD1002・ T層 代製 品・ 淳 歯 下 駄 ほぼ完形

5 L‐35 10B― SDllX12・ 下層 べ製品・連歯下駄 3/4 如 6+ 芹 用 7

口 体

6 L39 r462Ⅲ 115

第216図  SD1002出 土遺物 (3)
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M
区ラ<翼所

0                          10clll

励
Ｎ
旧
凸

∂
⑪

ド。 _日     Ow

Eヨ
『=三=============,=================宇 ==」

i2

10cm

阻 登録に 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 径

1 1眈‐SDllll18・ 西端lF士 青磁 (龍泉 窯 系 )碗 口縁 部 小 片 喜‖花 支

2 10A‐ SDllX18・ 3層 白磁 (中 国 )碗 か 皿 日禿 2

3 Ic-160 10A SDl∞8・ 西端埋土 陶器 (古瀬 戸 )卸 皿 底 音Б1/4 灰 平由、 中 I～ Ⅱ期 6

54 十 (芹F 口縁 部 小 ) 口・ 頚 部 ヨ コ ナ デ

Tc-9 口縁～体 □・種乱 ヨコサーギ、 体剤
`ナA― SD1008・ 3層 同綴 訳 ′氏 ロクロ (同転台 ) 15-

7 Ic-152 10洋 SD1008,4～5層 底 部 小 片

テ3 1は SD1008'西 端埋土 陶器 (在地・白石)片 日鉢 底部 1/8 H llJ ロ ク ロ (回転 台 )調 整 、 内 面 熔 滅

`【

-93 10B SD1008・ 1～2層 石 製 品・ 砥 石 端 部 の み 長 52+ 幅43 ,享 11 37富 +、 デイサイ ト H520
K92 石 石 錦 科ζ賓 ヰロ ih+ 叫雪24 ,享 15 3梁 +、 デイサイ ト 115-21

K_91 10R SD101)R・ 1～ i自 L日 3/4 2-90( 穿 山 9

Iィー42 側 税 の み 長 た≧04 末 曇 獲 存 115-タ タ

第2宙 7図  SD1008出 土遺物 (1)
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第 4章  10区 の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 21 8

「ヽa 17 ?

ふ′n

アヽa 叡D× 20

3ra

規模
東 西 49m 南北 25m
桁行 2間 梁行 1間

住 間 23～26m 25m
面 積 123111 イ匿芦 lRΨ R

0                2cm

―

0           5cm

① 4

0               5cm

配 登録hlo 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

1 Na-89 中央 部 65+
10A― 頭 ～ 中央 郡 59+ 頭郡幅0 8cm、  5宮 + 5-23

Nと 10A SDl(X)8・ 1～ 2層 中央 郡 48+ ∩7 4g+ 5-釧

4 Na 88 10A SD1008・ 3層 中央 郡 50+ 9 宣+

5 K‐ 167 10A SDllX18・ 1～2層 石 製 品・ 火 打 石 形 2う 1た、 石真  (脈】犬) 115-27

6 blb 64 10B‐ SDilX18'1～ 2層 鋼 製 品・ 銭 貨 形 ?音2 重24富 至大 涌 曹 (元・ 初 鋳 1310年 )

第218図 SD1008出 土遺物修)

コ 1字状 、 SB lを 囲 む

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕

I IVa 56× 46

2 3アゐ ちR× う

fVb 44× 4 16

IV a 50× 42

2 ぃra

Ⅳ b 48× 30 12

規模
東 西 23m+ 南北 36m
桁 行 2間 +
夕3m 廂06m

E

P‖ No 芦 本

夕2h Va 4× ?

「ヽa 33

必Э8 Va

Va 16 9

Va 20× 14 l
?

10B-234 ′ヽn 7 ?

7囁9 2rn

lm 26～ 31m
傾 き 36° E
備 考 2度屈 曲

(図は第207図 )
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平面・断面図第219図  10A― SK13～ 29



第 4章  10区 の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

Ｆ

山

Ｈ

Ｈ

Щ

|

|

0                         10cm

ｍ

十

け

日

Ｈ

Ｍ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

日

・
―十

一日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

‐‐

‐‐

‐‐

‐‐

‐―

‐―

＝

‐‐

‐‐

‐‐
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Ｖ

Ｏ

∞

一　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

く 訪
'18

一
一
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う

。

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７Ｂ

05

口 14□ 13

0                   5cm

い    ノ

010

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版□ 径

〕 10A― SK 瓦 質 土 器 回 (347 ロクロ調整 ?→ヘ ラケズ リ→ナデ、白針微量

2 Tc_14 OA_RK14 陶馨 (古瀬 戸 )医制 日冊 (160Ⅲ 灰 釉 、 中 I～ Ⅱ期 116-2

長 さ 幅 厚 さ

OA― SK 端言Бのみ 32+ 11 3髪 +、 頁岩 1lh 3

4 N卜92 10A‐ SK13 頭 ～ 中央 部 45+ 幅 1 lcm、 6宣 + 116‐ 4

5 Na 94 19～―SK14 ほぼ 完 形 77+ 05 〕Rcm、  6富 + l16-5

6 Na‐96 10A‐ SK14 形 8cm、  4宣 116‐ 6

7 Na 95 OA‐ SK14 ～ 中 宴 吾К 57+ 05 頭 詈b幅 0り cm、 う富十 116‐ 7

R Na 9ら 9110 43+ 後 十 H68
9 Na‐98 OA‐ SK14 頭 ～ 中央 部 44+ 屈 田 、 4富 十 116_9

Na 99 10A― SK14 ほぼ完形 屈 曲 、 頭 郡 幅 0 7cm、 3宮 116-10

11 N卜 100 10A SK14 ほぼ 完 形 73+ 05 麿 巾 、 函 言低幅 1 0cm、 ら宣+ H611
12 N卜97 10A― SK14 鉄 製 品 ・ 紡 錘 車 軸 92+ 2～0 1うFF+ 116‐ 18

13 Na 105 10A― SK 53+ 4 04 頭部幅 1 0cm、 3富 + 116-12

14 Nn_10亀 OA_RK ち 部 53+ 03 2富 十 116-13

Na l 中央 部 39+ lh_14

Na 104 10A― SK 5 中央 音【 68+ 07 湾 曲 、 6宮 + 1為 15

17 N卜 102 10A― SK 5 形 厩 巾 、 豆百誓低幅 0 7cm、  4宣 16-16

Na 10A― SK24 鉄 製 品 ・ 毛 抜 ? ιttI■ 年形 4 5Fr 116-17

第220図  10A― SK13～ 15・ 18・ 24出土遺物



第 1編  第 1次発掘調査

3.10B区 東部 ～ 10C区西部 の遺 構

10B区～10C区 にかけては城館主軸方向の堀跡SD1002・ 1003と これ らを結ぶ堀跡SD1006があり、これ らの堀に囲ま

れて曲輪が形成されている。SD1006北側の曲輪は東西長55mで あるが、井戸跡、土坑、土手などが数基確認された

だけで遺構密度は希薄である。SD1006南側の曲輪は東西長345mで 、溝跡 1条、掘立柱建物跡 6棟、柱列 4条、井

戸跡 2基、土坑 8基が検出された。

(1)溝跡

SD呵 006(第 224・ 225図 )SD1002と 1003を結ぶ堀で、長さ38m、 幅25～ 4.Omである。断面形は逆台形で、堀のほぼ

中央部に幅2.5mの 障壁状の高まりがあり、ここから西側の堀の深さは1.Om、 東側の深さは1,9mで この部分を境にし

て東側が急に深くなっている。障壁状の高まり部分の深さは約70cmで 、底面との比高差は西側で30cm、 東側で1.2m

である。西側のSD1002と 東側のSD1003と の接続部分にも幅 1.0～ 2.5mで 、底面からの比高差が40～45cmあ る障壁状の

AI―-720m   ―引A

M

A  A

第221図  10B― SK17～ 19 平面・断面図

0             5cm         o          2cm

―

高まりが形成されてお り、この部分の堀幅もやや狭

まっている。堆積土は自然堆積層であるが、2期 に大

別できることから少なくとも 1回の改修があったと

考えられる。

遺物は破片で約200点出土 したが半数以上は土師

器・須恵器である。図化できたのは中世陶器、鉄鍋、

漆器椀などの生活用具の他、板塔婆の枠や板碑形塔

婆がある (表 108・ 109、 第227・ 228図 )。

SD1003(第 223・ 225図 )城 館中央の曲輪の西辺を

画する堀で、1l B区 から北上し、10C区南壁際で東

に屈曲してその後再度北に延びる。幅は南北部分で

3.0～ 38m、 東西部分の幅は南側の肩が調査区外のた

め明確ではないが、4m程度と推定される。断面形は

南北部分では上部が浅い「U」 字形、下部が逆台形

のため途中に段が付く。これはSD1008と 類似 した形

態であり、SD1008同様に上部は再掘削されている可

能性がある。一方、東西部分の断面形は逆台形であ

る。深さは南北部分で 1.3m、 東西部分で 1.Om、 堆積

土は自然堆積層である。

前述 したようにSD1006と の接続部分に障壁状の

高まりがあるが、この他に東西部分の東側にも幅50

～70cm、 高さ10～ 15cmの小規模な高まりが 2箇所設

けられている。

rl10 登録hlo 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図

1 Na 107 10A― P4(10A― SB3Ⅲ 中央 部 42+ 04 2宣 + 11為 19

10A― Pll(10A― SB3) 併 製 品 ・ 絣 中央 部 43+ 07 耐 巾 、 6宣 + 116‐ 20

hJh 50 完 形 径23 重33富 至大 涌 曽 (元・ 初 鋳 1310年 )

第222図 刊OA区 ピット (10A― SB3)出土遺物



第 4章  10区の調査

第2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

南北部分 (H12グ リッド)の下層では堀の一部を埋め立てた堰状の施設が検出された (第 226図 )。 これは堀を横

断 して 2列の杭列を打ち込み、その後杭列の間に木の枝を集めて芯とし、さらに拳大～人頭大の礫を含むブロック

土で埋め立てたもので、礫に混 じって板碑 (第232図 6)も利用されていた。

遺物は破片約220点 で、土師器、須恵器、土師質土器、国産の中世陶器や中国産の磁器、金属製品、石製品、木製

品など約320点 とウマの骨などが出土 した (表 109)。 図化できたのは中世陶器、鬼瓦、茶臼や粉挽臼、漆器椀、曲物、

しゃもじ、下駄などである (第 229～ 232図 )。 城館の中心部に近いためかSD1001・ 1002・ 1006。 1008な どと比べて食

膳具が目立つ。

第229図 7の鬼瓦は西方約lkmに位置する東光寺遺跡との関連が考えられる。

第230図 1の開元通賓は文字が不鮮明なことと裏面が平坦なこと、また薄く軽いことなどか ら模鋳銭の可能性があ

る (註2)。

10B― SDl(第224図 )長 さ 5mほ どの短い溝で浅い。ちょうど井戸跡が 2基並ぶ側に位置するので、曲輪内部の

区画溝の一部である可能性もある。

10C― SD39(第 225図 )SL13に沿って南北方向に走る。SL13構築に伴う溝 と考えられる。

(2)上 手

SL13 S D1006の 北側の曲輪東部を「U」 字形に囲んでいる。上面は削平されているため高さは10～ 30cmで ある。幅

は西側が0.5～ 1.2mと狭いが、SD1003に沿つた東側は2.5～65mあ る。なお、SD39を 西端 とすると北側の幅の狭い部

A
710mト

(平面図は第225図 )

0                 2m

10C区 Jヒ壁

10C区 南部

10C区北壁

層 付 缶 調 十 箇 混入物・その他

I 10YR4/2灰 蕎褐角 粘 ■ 質 シル ト 小礫 多 屋

2 10YR5/2灰 責褐色 粘 土 粗砂微曼

3 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 炭化物少量

10YR2/2黒褐色 粘 土 植物遺体多 量

25Y3/1里褐角 粘 十 炭化物・植物遺体少量

1 25Y4/2贈灰苦角 粘 十 管状酸化鉄多量

2 25Y4/2暗灰黄色 粘 土 管状 酸 化鉄 多景

3 25Y3/2黒褐色 シルト にぶ い黄褐色粘土 ブ ロック少最

25Y5/3黄 褐色 シル ト

5
lllYR3/2黒 褐色
ЮYR4/2灰 黄褐色 遅肇質粘

土
1互層

6
5Y3/1 オリーブ黒色
25Y4/2 暗灰責色 麹患1黒景舌1計な!'に

7 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 R褐角砂質シル トブロック・灰 Fl粘十ブロック多量

8 25Y3/1黒褐色 粘 土 黒褐色砂質 シル トブ ロック少量

9 25Y3/2黒 褐色 粘 土

10 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土

砂 管 シル ト オ リーブ黒色粘土ブ ロック多量

第223図 SD1003 断面図
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0                         10m

0                   2m

SD1006

層位 色調 土 質

I 10YR4/3に ぶい昔楊角 シリレト

Ⅱ 25Y4/2暗灰奮角 砂 質 シル ト

la 25Y3/2黒褐色 粘 土 砂粒少量

25Y4/2暗灰責色 粘 土 砂粒多量

Ic
25Y4/2暗 灰黄色
25Ⅵ/2暗 灰黄色 麹悲1互層
10YR4/2灰責褐色 粘 土

le 25Y3/2星楊角 年十

25Y4/2暗灰奮負 粘 土 オリーブ褐色細砂ブロック微量

②
10YR5/4に ぶい黄褐色
25Y5/3黄褐色 9宅 卜1互層

⑤ 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘 土

④ 25Y4/2暗灰黄色 粘 土 里褐 角 対 十 ブ ロ ック・ にぶ い音 褐 行 粘 十 ブ ロ ック微 量

⑤
25Y4/2暗灰黄色
25Y4/aオ リーブ褐角 輸訓 互層
25Y3/1黒褐角 粘 土 オリーブ黒色粘土を層状に微量

5Ya/1 オリーブ黒色 粘 土 灰色粘土質シルトブロック少量

第224図  10B区 東部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa3・ 4期 )、 SD1006 断面図
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第 2節  Ⅳa層の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期
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北0

0                                    10m
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第225図  10C区西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa3・ 4期 )

分も幅 4mほ どになり、「土塁」に近い規模 と言える。

(3)掘立柱建物跡・柱列跡

SD1006南側の曲輪で確認 された遺構 のうち、城館の主

軸方向か ら大きく東に振れる10B― SB10・ 29と やや東に振

れ る10B― SB4・ 5、 10B― SA4・ 5が Ⅳa4期 、SB4・ 5よ りも

東への振れが小さい10B― SB7・ 31、 10B― SA6。 9がⅣa3期

に属すると考えられる。

Ⅳa4期 の建物 の うち方 向 が城館 の主 軸 に近 い10B―

SB4・ 5、 10B― SA4・ 5が古 く、大 き く振れ る10B― SB10・

29が新 しい と推定 され る。10B― SB5は 北 と西 に廂 が付

き、南にも付 く可能′性がある。10B― SB4はSB5と方向が揃

えられている。曲輪の隅に位置 し、SA4・ 5が取 り付いて

SD1006と の間 を塞 いで いるな ど防御性が強 い建物であ

る。櫓の可能性もある。

0                  2m

第226図  SD1003 堰状施設平面図

Ⅳa3期 の10B― SB7は SD1006と 方向を合わせて建て られている。南側 と西側 には10B一 SA6と SA9が並び、10B―
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SB31が SA6に接続している。SB31はSA6と やや方向がずれているが、逆にSD1006の湾曲する部分の方向に合っている

とも見て取れ、SD1006に沿った南北8～ 10m、 東西20m以上が曲輪内の他の場所から区切られた空間となっている。

(4)井戸跡

10B― SEl(第233図)10B区南壁際に位置する。Ⅳa層上面で確認したが、Ⅳal～4期 のうちの詳細な時期は不明で

ある。径1.1～ 1.3m、 深さ2.lmである。

10B一 SE2(第233図)SElの北に位置する。Ⅲ層下部で確認したのでⅣ層の最終期であるⅣra4期 に伴うと推定され

る。径11～ 1.2m、 深さ2.4mで、手桶が 1点出土した (第235図 1)。

10B― SE4～ 6(第 233図 )SD1006の北側に位置する。この付近はVa層上面まで削平を受けていたため確認面もVa

層上面で、このためⅣb～Ⅳa層 のどの時期に伴うものか限定できない。3基 とも浅く、深さは85～ 130cmで ある。

SE4・ 5か ら曲物や折敷の破片が出土している (表 108、 第235図 )。

影

F冴

珂 房
0                   5cm

0                        10cm

Cm 09
血 登録に 地区。遺構・層位 種 別 (産地) 器 種 遺存度

法 量 (cm)
調 整 ・ 特 徴

真
版

写
図回 径

Ic‐ 219 10C SD1006・ II層 隔器 (存 lll・ 自石 )片 日鉢 口緻 ～ 伝 ∃

`片

ロクロ(同転台 調ゝ整、内而暦減、櫛 日あ り

2 Ic‐ 220 10C‐ SD1006・ II層 陶器 (存地・白石)片日鉢 口縁 部 小 片 ロ 口 (回 転 台 調 零

3 Ic-221 10C―SD1006 陶 器 (常滑 )片 口鉢 底 部 小 片 ロクロ諦零、肉曲磨茂

4 Ic-203 10B― SD1006・ Ⅱナ冒 陶器 (在地・白石)甕 上部1/6 (260)
口・頚部ヨコナデ、魯部ナデ、日縁内面
～然部外面オリーブ黄色の自然釉

Nか 127 D10()6 □桁蘇鼈州ヽ 16+ hg+
為 N卜 128 口協鱚 Lガ ヽ 30+ 9宜 +

7 10B SDЮ %・ 6～7層 木製品・漆器椀 2/3
内 向炭 粉 卜地 +透 明漆 十赤 森 十赤 漆

外面炭粉下lll+め 明漆 十ホ漆支操 、ブナ属

8 10B‐ SDl∞ 6・ 6～7層 木 製 品・ 漆 器 椀 2/3 内 面 赤 漆 、 外 面 黒 付 +赤漆 支 様 、 ブ ナ 属

9 Q5 10B― SDllll16 長220+

第227図 SD1006出土遺物 (1)
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第 4章  10区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

0                        20cld② l

⑩

255

225

60

314

Va l
?

/ヽa 9 ?

67 /ヽa 32× 26 ?

205 Va 跡 ?

/ヽa

規模
丙 37うm :4Rm

1 95rn 22_A。 2 55rn

面 積 Ｚｍ 傾 き 24° W

(⊆フ
)2

血 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量 (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ

部 分 詢.木、 方 形 の 穿コ
`2、

方 形 の奪 み 1、 ク
'

2 L-86 lllC―SD1006 木 製 品・ 板 碑 形 塔 婆 先端・頭部欠損 1010+ 丸木、頭部杭状・2本線刻み、以下面取 り、ク リ

3 L-85 10C― SD1006 木 製 品・ 杭 頭 部 欠 損 768-「 丸 木

第228図  SD1006出 土遺物 12)
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0                          10cm
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L 登録No 地区。遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm)

調  整 特 徴
真
肺

写
図口 径 庇 径

1 10C― SD1003・ T'詈 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 口縁 ～体 部 片 灰 釉 、 中 Ⅲ期

2 Ic-229 10C― SD1003・ 上 層 陶 器 (東海 )鉢 口縁 部 小 片 ロク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系

3 (常 「 □欲 口縁 部 1/8 ロクロ調整、内面に赤灰色の自然釉
4 Tc_ク 27 あ

i (不F 1部外 面 ヘ ラナ デ 、体 部 外 画 119_1ク

岳 86+ 131+ キ→スリケシ、凹雨布日痛、網I面 ヘラケズ1)

7 F-6 10C SD1003。 中 層 lβ 岳 り0+ 中呂86+ サ軍34 顔面大部分烈離、日縁部に算続する環状の押圧支(珠支)

8 K66 10C― SD1003・ Ⅱ層 石 製 品 。砥 石 端 部 欠 損 長 もう十 幅46
'享

37 20k+、 デイサイ ト 120-3

9 降64 10C― SD1003・ 石製品・茶臼下日 1/8 (4011J 55+ 1070富 +、 SDllX15,1層 出土破片と接合、安山岩 120-4

0 K_h3 石 製 品 ・ 泰 日 拓 r43∩ Rヽ+ 1010g+、 孝 III舞 120‐ 5

K―るう 乱 分 71+ h90営 +、 箸 19n_h

第229図  SD1003出土遺物  (1)
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

Ь

1

182
180

163

SA4

0         2cm

-
◎

３

梁行身舎3間・北廂

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
畳  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図岳 さ 幅 厚 さ

l Nb‐73 10C― SD1003・ 葬 形 径22 重17宮 槙 鋳銭 (開 元通費・唐・初鋳 621年 )、 裏面 平坦 120-9

2 Nb-74 DlC 完 形 火皿径16 小日径10 7FF 120-10

3 Nb-75 0(】―SDl()03・ 中層 釧 製 鈷 ・ 仰 管 吸 口 完 形 吸日径04 小日径09 5g

4 K一る1 10C SD1003・ 下 層 石 製 品 ・ 粉 挽 臼下 臼 ぞ【ク69 OB 17・ Ⅲ層出十破片と樗合、
~t山

活 120‐ 7

K-62 10C― SD1003・ ■i層 石 製 品 ・ 粉 挽 臼上 国 1″ 径 (2R6) 扁97+ 1760宣 +、 4//1ttRリ コ漬存、安山岩

SD1003出 土遺物  (2)
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陸

0                   10cm

||

|

-10

呻 8

L 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図□ 底 径 器 高

l L-51 10C SDllX13・ 下 層 木製品・漆器椀 3μ
内面赤漆、外面灰粉下地+透
明漆+ホ漆支様、ブナ属

120‐ 12

"~7-|
2 L-50 10C SD1003・ 下 層 木 製 品 ・ 漆 器 椀 妨 65 十 サ

3 L54 10C― SD1003・ 下 層 木製 品 ・ 漆 器 茂 下 音Б 内面ホ漆、外面黒缶、ブナ属 120-14

4 L53 10C SD1003・ 中層 木製 品・ 漆 器 椀 ,氏音Б 内面赤漆、外面黒角、ブナ属 120-15

長 さ 幅 厚 さ

-73 本 裂 49+ 1211

L74 10CSD1003・ 中層 木 製 03 兄01R
7 L-75 10C SD1003・ 中層 木 製 品 。曲 物 幸 1/4 フワ249 ×

8 L71 10C SD1003。 中層 木製品 。しゃもじ ほぼ完形 292 22-73 11 12ト

9 L52 10C SDЮ 03。 中層 木 製 品・ 連 歯 下 駄 [混 苛 (33) 120-16

L-72 備 下 駄 の み 幅117+ 高 82+ 厚16 1必Э-17

-13う tXぼ 竿形 193分 丸 木 120-23

第231図  SD1003出土遠物  (3)
◎ J
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

脚
棚
即
Ⅷ
ヽ

白

＝

川

出

‐‐

日

習

―Ｉ

Ｕ

◎ 2

◎ 4
0                         20cm

(図は第224図 )

確 認 層 大 き さ 柱 痕 径

「ヽa 34× 28

′ヽn 40× 34 14 ?

′ヽ勾 60× 3ク ?

「ヽa 2R

Va ?

規模
東 西47m 甫北 22m
rrT行 9開 奥行 1間

柱 間 18 ・ 29m 2 2rn

面 積 Ю 3� 傾 き

(図は第224図 )

と 2蚕 灘 � 3

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm

調  整 特  徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

1 L‐76 10C―SD1003 木 製 品 。柄 頭 部 欠損 550+ 分 剖 7、 堰 の 硯 材

OC― SD1003 木 製 品・ 杭 576+ 丸木、堰の杭材
OC― RD1003 函 言低欠 750+ Oh 今 割 紡 、 距 の

4 L-77 豆自詈低欠 800+ 勇 堰 ω 20-22

5 K68 10C― SD1003・ 上層 部 分 高 1思 6+ 216+ 27 雪+

6 K67 10C― SD1003 石 製 品・ 板 碑 ほぼ完形 F毒419 175 2490宜、種字「ラ |、 頁岩、堰 に土留め として樽用 1215

第232図  SD1003出 上遺物 御)
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G)土坑

10B― SK5(第224図 )10B区 北壁際で、SD1002の東側に隣接している。Ⅳa層 上面で確認したが、Ⅳal～4期 のうち

の詳細な時期は不明である。東西長6.Omの やや歪んだ方形で、深さは1.5mである。堆積土は自然堆積層であるが、

調査区北壁が崩落したため断面図は掲載できなかった。遺物は土師器・須恵器など破片 18点 とウマの骨等が出土 し

ている (表 108)。

Aトー720m 一Jバ

0                 2m

角 調 土 質

| 25Y4/1音灰色 粘 灰 オ リー ブ色砂 質 シル トブ ロ ック

2 5Y3/1 オリーブ黒角 粘 にオリーブ灰色シル ト質粘土ブロック微

1 10YR3/2黒 褐色 粘土 質 シル ト にぶい責褐色シル トプロック少量
Z5Y3/1黒 褐色 粘 ! ロック少重

10VR3/夕 里楊角 結 十 にぶ い者 活 任対 十★ ブ ロ ック・ 里 れ対 十★ ブ ロ Ⅲ′ウ努景

25V3/1里 楊角 結 十

第233図  10B― SEl・ 2・ 4～6 平面・断面図

購モK7
Aトー710m―引A′

即
0                 2m

層 付 a調 土 要 混入物・その他

1 10YR3/2黒 楊 粘 十管 シル ト 灰着 褐 角 シル トブ ロ ック多畳

2 10YR4/2灰 嵩褐色 粘 十質 シル ト

1 10YR4/2灰 黄褐色 粘土質 シル ト

75YR4/2灰 褐色 粘土質 シル ト

1 110YR3/2黒 褐色   1粘土質シルト |にぶい黄褐色粘土質シルトブロック多量

第234図  10C― SK7・ 3・ 17。 18 平面・断面図

Aげ
:フ ④

田8

く

SK17

SK18



10B― SK6(第 236図 )SD1006の南側にある。

Ⅳb～ Ⅳa層 のうちの詳細な時期は不明である。

2

第 4章  10区の調査

第2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

Ⅳb層上面で確認したが、Ⅳa層か ら掘 り込まれていた可能性もあり、

80× 125cmの精円形で、深さは20cmである。

10B― SK9～ 14(第236図 )SD1006南側のVa層 上面で確認したもの

で、Ⅳb～ Ⅳa層のどの層に伴うものか限定できない。SK9は長方形、

SK14は円形であるが他は不整形で、SKH～ 13は25m以上ある。遺物

は土師器・須恵器が多いが、SK14か ら北宋銭が 2点 出土 している

(表 108、 第237図 1・ 2)。

(図 は第225図 )

SD1002
(10B区 )

5

0                 10cm

配 登録hTo 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm

調 整 。 特 徴 写真
図版口径 底 径 器 高

IR2 1桶 夕/3 7 225 1191
L-49 OB― SE4 属 板 1/3 !軍07 全丁子L4 119‐ 2

L45 10B,SE4 奉 か 虎 板 1/4 1/」 25呂 ∫阜03
4 L-46 10B― SE4 側 板 の 一 部 長305+ 幅33 じイ 1

5 し-47 10B=SE5 木 製 品 。曲 物 側 板 の 一 部 長2も も十 チ軍01 維 せ 絡 I ‖9う

第235図  10B― SE2・ 4・ 5出上遺物
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10B― SK16(第 236図 )SD1006北側のVa層 上面で確認したもので、Ⅳb～ Ⅳa層 のどの層に伴うものか限定できない。

大きさが 1.4× 2.lmの隅丸方形で、深さは85cmで ある。曲物などが出土している (表 108、 第237図 3)。

10C― SK17・ 18・ 20(第225図 )10C区南西部のVa層上面で確認したもので、Ⅳb～Ⅳa層のどの層に伴うものか限

定できない。

A /

Aトー 7 40m          tt A′

0                  2m

0                           21

SK14

引 A′

Aトー 740m 引 A′

層位 色 調 ■ 箇

| 10YR3/2黒褐色 シリレト 黒色 シル ト・ にぶい黄橙色粘土・灰黄褐色粘土ブロック多量

25Ya/1黒 褐負 粘 土 黒色粘土・暗灰黄色粘土ブロックを層状に微量

3 5Y3/1 オリーブ黒色 シル ト質粘土 灰色粘土・黒色粘土ブロック少量

4 75Y8/1オ リーブ黒色 シル ト質粘土

A金ダ弩′
Aトー 750m      ―引A′

④

層位 色調 土質 混 入

I 10YR3/2黒褐色 粘 十 にぶい脅褐角シル ト・炭f/物微

10YR3/2黒褐角 姑 十 炭イヒ物微 量

1 10YR3/2黒褐色 粘 土 にぶ い黄褐色 シル ト微量、炭化物多量

2 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 暗灰黄色砂質 ンル トブロック・オ リーブ褐色粘土ブロック 炭化物少量

3 5Y4/1 灰色 粘 土 黒色粘土ブ ロック・緑灰色 シル トブ ロック微量

10GY4/1暗緑灰色 シルト オ
')―

ブ黒角濡十ブロック少量

混入物 ,そ の他

にぶい黄褐色砂質シル トプロック少量、炭化物微量

第236図  10B― SK6・ 9～ 14・ 16 平面・断面図



第 4章  10区 の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

0        2cm

―

Cm

4.10C区 東部 ～ 10D区西部 の遺 構

10C区～10D区にかけては城館の主軸方向の堀跡SD1003・ 1007と これに直交する堀跡SD1004B・ Cがあり、これ らの

堀に囲まれて曲輪が形成されている。なお、SD1003、 1004B・ C、 1007は それぞれ城館中央の曲輪の西辺・北辺・東

辺の堀である。城館中央の曲輪は調査区が曲輪の縁辺なので遺構は少ないが、曲輪の隅に位置する櫓状の建物跡や

曲輪北辺の柱列跡、井戸跡などが確認されている。SD1004B・ Cの北側の曲輪は東西48mの規模を持つ。曲輪の南部

では古い堀であるSD1004Aが埋め立て られてお り、周辺には埋め立てに伴 うと考えられる整地層が広がっている (第

239図 アミ点部分 )。 整地層～Ⅳa層上面では掘立柱建物跡 12棟を始めとする遺構が検出され、規模の大きな建物が軒

を連ねていた様子やその場で建て替えられている状況が明らかとなった。

(1)溝跡

SD1004B・ C(第239図 )溝 が2本切 り合っている。SD1004Bが 古 くⅣa3期 、SD1004Cは SD1004Bの 埋没後に新 しく

掘 りなおしたもので、Ⅳa4期 と考えられる。

SD1004Cは 1lB区 の拡張区か らSD1003に沿って北に延びる。直角に 2度曲がって枡形を形成し (第 2分冊第 7編参

照 )、 10C区 に入ってか らさらに東に直角に曲がってSD1007に接続 している。10C区 の屈曲部がほぼ直角なため、東

に向う直線部がSD1004Bよ りもやや南に振れている。この結果、10C区か ら10D区 に向うにつれてSD1004Bと は徐々に

離れて南にずれている。東西部分の長さは41m、 幅2.5～ 3.Om、 断面形は浅い「U」 字形で、深さは1.3～ 1.5mで ある。

西側の屈曲部から15mの地点に幅40cm、 高さ10cmの小規模な障壁状の高まりがある。堆積土は自然堆積層である。

SD1004Bは 10C区では大部分がSD1004Cに 切 られている。10C区南壁か ら弧を描きなが ら東に曲がると考えられ、そ

の後は直線的に延びる。東端郡は24× 2.6mの 方形の土坑状に広が り、細い溝でSD1007と連結している。幅は13～

1,7m、 断面形は逆台形で深さは13～ 1.5mで ある。

SD1004Bと SD1004Cの 遺物は両者の重複関係を確認する以前は区分せずに、「SD1004B・ C」 として取 り上げている。

このため遺物集計表についてもSD1004Bと SD1004Cは 分けていない。土師器・須恵器・土師質土器皿類・中世陶器な

◎

ｍ
岬
毯｀

3

瞼 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図幅 厚 さ

卜調っ―h3 10R_RK14 ほぼ 字 形 ?者24 重15+ 皇 末 涌 菅 (北 失・ 1039年 )

hfb‐ 為 K14 ほIぎ完形 径25 重17+ 嘉 祐 涌 音 (北 宍 ・ 1056年 )

L-43 16 側 板 下 郡 欠損 樺 皮 綴 じ、 底 板 に釘 穴 無 し
4 L-44 10B― SK17・ 2層 基 部 の み 164+

第237図  10B― SK14・ 16・ 17出土遺物



第 1編 第 1次発掘調査
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1日 20

血 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 径 底 径

Tc_ク伶5 10D― SD1004・ I層 陶 器 (堤 )灯 明皿 2/3 1/ 1 紬 121-8

10C― SD1004・ Ⅱ層 陶 器 (堤)播 鉢 口縁 ～体 部 片 内外 面 鉄 釉 ク1_7

10C― SD1004・ I層 陶 器 (堤 )婚 鉢 □ /1

`298Ⅲ

内外 面 鉄 釉

4 J-52 10C― SD1004・  I層 R言■)

"35 Ic-515 口緻 乱 小 片 ヨコナ手、541玉 0

6 Ic-222 広 口帝 ? 口縁 部 小 片 ヨコナ

7 Ic-269 10D SDllX14BC・ 下層 陶器 (常滑 )牽 口縁 ～体 郡 片 日,穫部ョ]ナギ、体部ナデ、外面黄楊色の自然釉、5型式 4

R Ic-270 10D SD1004BC・ 下層 陶 器 (常滑 )甕 口縁 ～体 ヨコナデ、1lC‐ M切・Ⅳ層出土の破片と接合、6b型 式

Ic‐224 10C― SDllll14・ Ⅱ層 陶器 (常 滑 )甕 □ 糸 ヨヨナデ、6a～ 7型式

0 10D SD1004C・ 下層 陶 器 八郎 ?)甕 ロ ヨコナデ 21-15

ll 白 (中 国 )碗 か 皿 日緻 詈Ь/よ 片ヽ 口禿 121-16

12 10C‐ SD1004・ Ⅱ層 |

(龍 臭窯系) 皿か鉢 底 部 1/8 喜‖″ 支 、 暑 村 霰 胎 121-18

13 J-67

躙
ζ磁 (中 国 )四 耳 帝 底 部 1/3 17

4 子blう 口縁 部 小 片 ロクロ調整→ナデ、内面に8本単位の櫛目、自針少量 12119

Tb‐ 1呂 ЮD SD10114・ 確認面 康 喜り /5 ナデ、内面磨滅・櫛 目痕跡、白針微量

Ia 19 10C SDl∞4B C'Ⅱ 層 土 師 質 土 器・ 皿 H6Ⅲ ロク ロ調 整 、 回 転 糸 切 、 白針 微 量

長 さ 幅 厚 さ

K78 1∩β RDlm4・ TT層 石 g_J品 ・ 砒 石 端 部 のみ 58+ 20+ 郷富+、 デイサイ ト質凝妖岩 122-1

K81 端 部 の み 46+ 38+ |夕 8営 +、 デイサイ ト宵輝灰岩 122-5

OC‐SD1004・ 1層 石 製 品 。砥 石 端 部 の み 41+ ク7 4_g+、 デイサイ ト質春灰岩 122-6

10D SD1004・ 確認面 石 整品・ 砥 石 中央 部 の み 00+ 45富 +、 デイサイ ト質凝灰岩

K77 10D SD1004・ I層 石 品・ 砥 石 ,I炉 51 50宮、 砂 質 凝 灰 岩 22-3

22 K‐79 10D‐SDllX4・ I、 Ⅱ層 石 tXti た、 デイサイ ト 22-4

第238図 SD刊 004B・ C出土遺物 (1)
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SD1004A― C
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の

0                         10m

SD1007

0                  2m

0                   2m

SD1004B

SD1004A

°
鳥〇

―
/~小  ⑥SKを

~

聰 _型 笙 _s馬 荒

」14     53

Bトー 710m

層 々 色 調 土質 混入物・その他

1 10YR3/2 黒褐徹 粘土 褐色粘土ブロック・砂粒少量、酸化鉄粒多塁、人為的な埋め土?

2 25Y3/1  黒褐角 粘 十 灰色 シル トブロック微量、木炭粒・酸化鉄粒少量

3 5Y3/1  オリーブ黒角 粘 十 植物遺 体 少量

4
5Y2/2  オ リーブ黒色
25GY4/1 暗オ リーブ灰色 嫡悲|力"帽

崩落土 ?

層位 色 調 十 質 混入物 。その他

1 25Y3/2 黒褐色 シル ト質粘土 砂粒多曇

2
10YR4/2 灰黄褐色
10YR3/3 暗褐色

土
土

粘
粘 互層

8

5Y4/1  灰色
5Y3/1  オ リーブ黒色
10Y4/1  灰色

層互ル

ト
ンヽ
ル

ド
質

シ

ル
土

管

ン
粘

砂

4
5Y3/1  オリーブ黒色
5Y4/2  灰オリーブ色 彊疫昼把圭1互層(やや乱れる)

5
5Y3/1 黒褐色
Y3/1  オ |)― ブ星停

層互
十

土
粘

粘
暫

質
ト

一灰
ル

泥
シ

6 25Y3/2 黒褐色 シル ト質粘十 黒掲色粘土小ブ ロック・砂粒多量、暗灰黄色粘土小ブロック微量

7 5Y4/1  灰色 粘 土 部分 的 に砂粒 多 量

75Y3/1  オ リーブ黒色 粘 土 黒褐色粘土大ブロック・灰 オ リーブ角粘 十大ブロック多畳

角 調 十 箇 混入物 。その他

1

25Y3/1  黒褐色
25Y2/1 黒色 趣幸1互層

2 5Y3/2  オ1)― ブ黒角 粘 十

a 5Y3/1  オリーブ黒角 粘 士 黒色粘土小ブロック少量、砂粒多量

5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 黒角粘 十ブ ロ ック・ 灰 オ リー ブ砂 暫 シル トブ ロ ック・ 砂対 場昌
25Y4/1  琶灰角 粘土 黄褐色粗砂小ブロック・黒色粘土小ブロック・灰オリーブ色粘土小ブロック多量、砂粒少量

②
25Y3/2 黒褐色
5Y4/1  灰角 爆不

質粘土
1細 かい互層 黒褐色粘土小ブロック・灰オ リーブ色粘土小ブロック少量

③ 5Y3/1  オリーブ黒色 泥炭質粘土 黒褐色粘土ブロック・灰オリーブ色粘土ブロック・砂粒多量

④
25Y3/1  黒褐色
25Y2/1  黒色 提凄審嬉圭1互層
5Y2/2  オリーブ黒缶 泥炭質粘土 黒褐色砂質 シル トブロック微曇

5Y3/1  オリーブ黒色

オ リーブ黒色細砂 ブロック微量

5Y3/1   オリー

第239図  10C区東部～10D区西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳ a3・ 4期 )、 SD1004・ SD1007 断面図

SD13И B

183 ・ 184



第 4章  10区 の調査

第2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

どの土器片や木製品など約320点 とウマの骨などが出土 した (表 109。 110)。 図化できたのは近世も含めた陶磁器類、

砥石や火打石などの石製品、短刀などの鉄製品、漆器椀や折敷などの木製品などの他、鴨居などの建築材がある

(第 238。 240～ 242図 )。

L-129～ 132(第 241図 10～ 13)は折敷の側板であるが、L-129(10)の 内面には切 り込みが2箇所あり、L-130～

132(H～ 13)は丁度切 り込みの箇所で折れている。L-129の 2箇所の切 り込みの間隔と折れたL-130～ 132の長さは

27cm前後でほぼ一致することから、これ らは同一個体の可能性が高い。折敷の側板は折れずにつながったものが

SD1005か ら出土 していて (L-474、 第251図 7)、 これか ら復元すると折敷は一辺30cm程度の大きさと推定される。

L-128(14)は桶の底板と推定される厚い板で、割れ口を補修 した木釘と釘穴が残存していた。

SD1007(第 239図)城 館中央の曲輪の東辺を画する堀である。HC区か らまっす ぐ北上し、10D区北壁際で北西方

向に屈曲している。屈曲部で東西方向のSD1005Aと 接続 しているが、接続部分には障壁状の高まりがある。その南

側でSD1015と 接続 し、さらにその南側ではSD1004Bに 接続する細い溝が西に分岐している。幅は南部で3.5mあ るが

北に向って徐々に狭 くな り、北側では15m程になる。なお、北壁際では一度途切れるように極端に幅が狭 くなる箇

所がある。断面形は逆台形で、深さは1.0～ 1,lmと浅いが、周辺が3a層水田によって約30cm削平されているので本来

はもう少し深かったと考えられる。堆積土は自然堆積層である。

遺物は土師器・須恵器・瓦器・中世陶器などの土器類や漆器椀・鍋蓋などの木製品類が約90点 とウマの歯や骨が

出土 した (表 110、 第243図 )。

Ic-257渥美産壼 (第243図 2)は肩部外面に平行沈線 と上下に向かい合う二重の円弧文を有するもので、所謂蓮雑

文の一種 と考えられる。内外面をヘラミガキしたIb-14瓦器碗(4)も 出土 している。

0                    5帥

ロ

Π

Ｗ

Ｗ

＝

Ｖ

，

血

阻 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

1 Na 172 10D― SD1004B・ 上層 tXt灘界耳 刀 身長 18 8cm、 61富

2 Na-146 103‐ SDllll14,I I層 鉄 製 品 ・ 釘 ? 頭 ～ 中 央 部 90+ 板 状 、 8FF+ 122-10

3 Na 147 10C SDlll14・ I,I層 形 07 10 30Fr 122‐ 9
4 石 製 品・ 火 打 石 形 34宮 、 玉 髄 122‐ 7

第240図  SD1004B・ C出土遺物
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幹
二 ―――  ~=型 7… 112

hTo 登 録 睫 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図日 径 底 径 器 高

l L-67 1に‐SD1004B,C・ 上層 木製品・漆器椀 2お (140)
内面赤漆、外面炭粉下地+透明漆+赤漆文様、底罰∫に深補修榎

ブナ属
122‐ 11

―るう 木製 品・ 漆 器 皿 4b 35 漆の大部分が勲房 内外而に部分的にホ漆残存、ブナ属 3

112 10D SD1004B・ 下層 木製 品 ・ 漆 器 椀 4あ 72 内面赤漆、外面黒色・赤漆文様、底部ロクロ爪痕、ブナ属

4 10C SD1014B C'上 層 木 製 品・ 漆 器 → 70 漆の大部分が剥落、外面の一部に赤漆残存、ブナ属

5 L55 10C‐ SD10餡・ 上 層 内 面 漆 剥 離 、 外 面 黒 色 +赤 漆 文 様 5

6 L‐ 127 10D SDllll14B・ 下 ほぼ宇形 厚07 夕2- h

長 さ 幅 厚 さ

7 T_F14 142+ 29-4 器 ? 123-3

3 10D SD1004G・ 下 層 木 製 品・ 編 具 ほほ 完 形 50 折 くに締 架 け 用 の狭 り 123-4

4 10D SD1004C・ 下層 木製 品・ 編 具 】守言K貨キロ 69+ 42 端 部 折 くに締 架 け 用 の快 り

L― 10D‐ SD10114C・ 下 層 木製 品・ 1枚 345+ 内面FL由 部に
「VI字形の切れ込み、屈曲部で破損、樺皮綴じ 122-19

11 し― ЮD SD1004C・ 下 太 製 側 税 1殺 275+ 05・ 06 屈 曲部 で 破 損 、 樺 皮 綴 じ 1タタ興〕

12 L 木 製 品 ・ 折 勲 側 板 1枚 269+ 屈 曲 部 で 巧 122‐ 21

13 側 板 1枚 2‐ 0+ 1帯Kて下石 122-22

4 木製 品 ・ 桶 ? 底 板 lμ r460ヽ 7 h口 に補 修 用釘 穴 15、 木 釘 残 存 123-1

10C‐SD10114B・ 下層 木 製 品・ 連 歯 下 駄 ι涎ケ
=年

形 203 言64 ん 用 123‐ 2

第241図  SD1004B・ C出土遺物 俗)



6の漆器椀は高台が厚い特徴を持つ (註3)。

底部には 「一」字が書かれている。

13

150

26  ● 15

150
200

16

10C― SB8

10C― SB10

270

22

黒地に赤漆で鶴・草花・菱形などが描かれ、

物                         m

第 4章  10区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期
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Ｂ
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剛
――
ヽ
―
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冊

阿

円

弘

周

円

‐‐‐

四

十‐
．．
＝

旧

旧

旧

一

⑥

確 訳 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

IVa 48× 40 ?

IVa 35

3/a

"IVa 46× 40 И

ha 釦

Wa 4

]′ a 48× 4

IVa 70× ?
親 榛 東 西 49m、 3問 南北30m+、 2間 +
柱 問 4～20m 15～ 16m
面 積 傾 き 43Ψ E
備 考

150⌒ 140
160

27

PttNo 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 36× 26

TVa 36× 32 ?

Va 3h〉〈寄0

VD 4

Ara 41) 9

21〕 ]ra ?

ぃra ?

IVa 33

3ra 40〉く32 ?

規模
東 西 64m 百J監4 1nn

行 4FBR 塑 行 l FBH

2う～19m 4 1rn

26211i 傾 き 6° Vヽ

190 ヤ
175∀ 125~150

確 認 層 大 き さ 深 声 群 痛 繹

3/n 40× 3為

7 IVa

IVa 38× 30

Va 40× 36 %

規 模 東 西 32m、 1問 南北27m+、 1間 十

柱 間 32コn 26-27m
面 積 値 斉 ,夕

°
 パゝ′

4

終 :

団 6

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
(cm)

調 整 ,特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 す享さ

1 ∩C_RDl(引 04R ほぼ 字 形 268 21 中央 部 に方 形 の 穿 孔 クク_夕3

2 ∩C ほぼ完形 271 中央 部 に方 形 の 穿 孔 122-94

-63 配 SD10MB C,下層 木 製 品 ・ 板 材 不 明 248+ 3 3 122-25

4 1に‐SDllll14B C・ 下層 木 製 品 ・ 板 材 部 分 13R+ 122‐ 18

10C― SD1004 豆百言低欠 354+ 詢 木 122-17

6 L136 1個‐SDI∞4B、 C'上層 tX,ま耳 溝上幅 35、 下幅 30、 深約 10

第242図 SD1004B・ C出土遺物 徽)
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0                         10cm

ヒ~■
===三

―

モE=====垂J10

0                  10cm

0                   5cm

No 登 録 No 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 径 器 高

1 〔c-53う 10D‐ SD100‐・確認面 陶 器 (常滑 )甕 口緻 ～ は ヨ

`片
日'頚郡]ヨ ナデ、体部ナデ・外面灰オリーブ色の自然釉、5型式

2 Ic‐ 257 10D― SD1007・ 下層 陶器 (渥美)壼 体部小片
肩剖

`外
面 に平行沈線・上下 に円弧文・オ

II―ブ咸れの白鋏知 丙面+ギ 123-7

rc_25FD 存Jll・ 白斎)片 日銚 口縁 郡 小 片 ロクロ (回転台)調整
4 10D― SD1007。

「
/4 ロクロ調整→内外面ヘラミガキ・戊都外而ナデ 123-9

5 K-90 10D‐ SD10研・
~F層

石製 品 ・ 祇 石 の み 10分 + 隔 133+ だ
=42

H90宮 +、 デイサイ ト質輝灰を 123-10

6 L151 10D SD10M・ 中層 木製品・漆器椀 (138)

内面炭粉下地 +透明漆 +赤漆、ブナ属

外面炭粉下地 +透明漆 +赤漆文様 (鶴 。草
矛・姦形/R′ )、 廣常ほ「一 |す字

123-13

カラー7'8

7 L-152 10D― SD1007。 中層 木製品・漆器皿 4/5
内面炭粉下地+透明漆+赤漆+赤漆+透明漆
外面黒れ、底部ホ漆支字 「一 |、 ブナ属

123‐ 14

L 10D‐ SD1007・ 中層 内 面 赤 漆 (大 部 分 剥 落 )、 外 面 黒 れ 、ブ ナ 属 123‐ 1う

9 L 10D SD1007・ 最下層 木 製 品・ 曲 物 庇板 2お ,享 10 12312
10 L 10D SD10研・下 層 2お 4挙 182 1軍 1 円形 の穿 孔 2(1組 )、 円形 の 穿 孔 2 12311
11 Na 169 OD―SD1007 鉄 製 品・ 鉢 /1ヽ 片 径(302) 123‐ 16

第243図  SD1007出 土遺物
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

72
10D一
SB5

170

93

200

10D―
SB6

10D一
SB8

175

53

160

58

180

63

180

183

270

7

230

18

10C― SB2
99 1聟 2201饗

Ё認層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 28× 24 15

Va
Tヽa

たヽD 駆×2

rヽa 19

「ヽa ?

Б′a 跡

"

9

Va

Va
rヽa

"3/2 34× ?

10 「ヽa 21 17

Va 26× 20

規模
東 西 15

桁 行 7間 梁 作

柱 間 17-24m 7^ツ 20m
面 積 34° E
旨考 B4の

「ヽa 12

Va 60× 40 ?

′ヽa 72× 64 ?

IVa 40× 34 ?

「ヽa ?

′ヽD 50× 4畏

V2 2

38× 32 ?

Va 48× 40

Va 36× ?
Va

規 東 西 12 4Rm
そ〒| +

14～ 1 ・ 4 235ヽシ245m
614■ド 傾 き

備 考 Pl12は 間 仕 切 りの 穴

10C― SD14、 10D― SD4～ 7(第 239図)10C。 10D区の整地層～Ⅳa層上面で確認された小規模な溝である。

¢)掘立柱建物跡・柱列跡

北側の曲輪では城館の主軸方向か ら大きく東に振れる10C― SB8・ 10と 10D― SB5～ 8、 やや東に振れる10C― SBlが

Ⅳa4期 の建物である。重複関係か ら3期の小期が想定され、建物方向か らは10C― SBl→ 10C― SB10、 10D― SB5～ 7→

10C― SB8、 10D― SB8の 変遷が考えられる。

臣声 さ 柱 痕 径

8 Wa 9

36× 30 ?

雌獅
17

Bra 42× 36 h

Va ?

規模
瀾阿33コn 7 0rn

桁 行 2間

32～ 38m
231r西 傾 き 21° W

4 rva × ?

7 AFa 1 9

IVa 38× 34 ?

]ra 38× 34 12
たヽa 35 31 ?

規模
東 西 37m 膏耳引監うOrn

871n ～27m
どｍ 傾 き 32°  ヽヽ「



刊OC― SB4

興  260  9(  250  ユ:  270 200

110
(

(

100110

400 1lU                   ~

'44
110
,45

160   46

呵  185 _ 200 ^ 190 _  190

2
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(図は第239図 )

10D― SBl

確 認 層 大 き さ 深 さ

Va 28× 24

Va ?

/ヽD ?

rva %× 9 ?

編 横 :25m、  1間
柱 間 145～ 155m
面 積 7 5ni 傾 ☆ R

ηOC―
PttNo ★ 深 さ 柱 痕 径

IVa上
整地層

70× 42

4 IVa 4

ぃra 22

IVa ?

]ra ?

Ara 40〉(3h

Wぬ 34× 夕R ?

IV2 ×

Va I 4

Ⅳ a上
整地層

12

17 12

48× 38 21

40×
"

?

4呂 〉く36 47

Va 30× 26 ?

Ⅳ a ?

Bra ?

規模

両140m 博]】 Eう l lla

支 に張 出 し1閣

柱 問

身舎 南 側 185～20m
舎北 側 21～ 2

張 出 し20m
面 積 594111 傾 き 34° E

備 考
主屋、P44は 間仕切 りの柱穴
P42・ 48'童 出入り口に関淳するホギ穴 ?

PttNo :声 柱 痕 径

Бra 4× ?

Ⅳa上
整地層

12

Va 14

Va ?

86m+(4間 +)
35° E

備 考

東 西 122m+(

(図は第239図 )

(図は第239図 )

１０
　
　
御

　

４０

130⌒ 135⌒ 155
10D一 SB2

10D― SAl

10D―
確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

3アゐ ?

IVa 32〉く,h 夕5 9

17 IVa ×

3/a 43× 4()

IVa 44× 38 9

11 AFa 38× 32

lVa ?

TV2 4る 〉〈40

Ⅳa上
整地層

48× 44 И

3/b

ha」二
整地層

51 ?

56× 48 14

3R× 34 17

3/a ×40 ?

14 ha 40× 30

21 Ara 34× 30

規模

東 西 59m 南 北 73m
舎梁行 1間 、西廂 身舎桁行3間 、北廂

出

柱 間

4m 195～23m
廂12m 1(〕m
張 出 し22m

面 積 316� 傾 き 35° E
備 考 SA lが 付属、P21は間仕切 りの柱穴

確 認 層 大き さ 深 さ 柱 痕 径

3ア 角 馬ク× 4R

IVa 15

3 IVa × J 19

6 いFa 27 Iう

Va 16

]「b ?

IVb 42× 36 53 9

TVh 夕h 24 ?

IVb ?

104 IVb

]rb

]「b 42× ? 11 ?

10C-66 IVb 57

Ⅳ h ?

IVb

Ⅳ ×且4 ?

10C‐ 67 Ⅳ b 36× 30

10C-141 IVb 42× 36

10C-143 3/b 42× 38

Ⅳ b 60× 54 ?

規模

フ百1 4rn 南北 61m
作子3

更 |こ lE出 し3同

柱 間
195‐ 22m 身 合 lЬ ～ 22m

張 出 し 14～ 15m
〒 68 1HI 傾 き 34° E

備考
P102、  10C-65,66ヤまFHItと 七刀りのt■

穴、P2は 出入り国に関連する柱穴

1

PК No 確 認 層 大 き さ 深 さ 桂 痕 径

Ⅳa上
整地層

?

38× 28 14

報 模 買 山 36m、 1間 イヒ自惇ヨ争 うう
Ψ W

備 考 SB2に付 属



Ⅳa4期はSD1003の東側約10mの 幅で建物がないが、これ

はⅣa4期 になって城館中央の曲輪に枡形が設置された結

果、この部分が北へ向う主要通路となっていたためと考え

られる。また同様に建物がないSD1004Cの 北側も通路として

使用 されていた可能性が高い。南北の曲輪 はSD1003と

SD1004B・ C間の幅 3～ 5mの通路で結ばれているが、この

通路を塞いだ形で 10C― SB14がある。建物の位置からすると

門跡の可能性があるが、柱の配置が不均等なことから、簡

単な構造で一時的な建物であった可能性がある。

Ⅳa3期に属すると考えられるのは城館の主軸方向から若

千東へ振れる建物群である。北側の曲輪では10C― SB2～

4、 10D― SBl・ 2な どの大きな建物と付属する柱列 10C― SA2、

10D― SAlが あり、重複 関係や建物方向から10C― SB2・ 4と

SA2が古く、10C― SB3と 10D― SBlが 新しいと考えられる。た

だし、東側にある10D― SB2との関係は不明である。

0                  2m

10C― SE2

10D― SB3

第 4章  10区 の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

10D― SBll

180

118

ヽ
く

Ｔ
Ｉ

10C― SEl

10D― SEl

117 119    122

10D―
確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

8 ′ヽn 7 ?

7 Fヽta 7 19

「ヽa

22 Va 43 ?

31 「ヽa 28× 22 12

「ヽa 32× 28 ?

規 模

東 西 52m 南 北 18m+
行 う +

柱 問
8rn

廂09～ 10m
面 積 傾 き

(図 は第239図 )

-

PК No 確 認 層 大 き さ 深 さ 梓 痕 径

Va 13

Va ? ?

l黎 Va 12
′ヽ2 如 ?

Va

7 Va 26× 22

Va 雰

Va ?

己

"蒸

西 36m、 3間 南北 68m、 4間

柱 間 ～23m
3写

Ψ R
LI

(図 は第248図 )

層位 色 調 土質 混入物 。その他

1 10YR3/3暗褐色 粘 土 こぶ い苦 楊 待 粘 十ブ ロ ック・ 量 楊 負粘 十ブ ロ ック少 量

2

10YR3/3暗 褐色
10YR5/4に ぶい黄褐色
25Y3/1黒 褐色 撻|ル幡
75Y3/1オ リーブ黒角 粘 十 黒色粘土ブ ロ ック少量、砂粒多量

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

′ヽn 8 9

R3 rヽa 4

Va

親 構 東 西 84m+、 2聞

柱 間 41-43m 傾 き 58° W
備 考 10C― SA4と接 続 ?

(図 は第239図 )

1 10YR2/2黒 褐色 粘 土 にぶ い黄褐色砂質 シル ト少量

2 10YR3/2黒 褐色 粘 土 黒色粘土ブロック・ にぶ い黄褐色砂質 シル ト多量

3 5Y3/1 オリーブ黒色 結 十 黒角瑞 十ブ ロ ック・ 灰 付 砂 管 シル トブ ロ ック多 量

Y3//1 オリーブ黒角 粘 土 黒色泥炭質粘土 を層状 に微量

2 5Y4/1 灰色 粘 上 オリーブ灰色粘土ブロック・黒色粘土ブロック多量

第244図  10C一 SEl・ 2、 10D― SEl 平面・断面図
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整地層

層 狩 待 調 土 質 混入物 。その他

1 10WR4/2灰着褐角 シ)レ ぶ い黄橙色 シル トブ ロック・ 黒褐色粘土ブ ロック少量、砂粒多量

2 25Y4/3オ リーブ ンヽ 黒褐色粘土質 シル トブ ロック・ 砂粒多量

3 25Y3/1黒 シル ト質北上 黄褐色 シル ト質粘土ブ ロ

5 25Y4/3オ リープ褐色 細 砂 オリーブ黒色粘土ブロック・黒褐色粘土ブロック・砂粒多量

5 10YR2/2黒褐色 粘 土 植物遺体多量

6 4/ 粘 土 オ リーブ黒色 シル ト質粘土・オ リーブ黒色粘土・暗灰責色粘土・灰色細砂 ブロック多量

7 2 Y2/1 常十 灰色細砂ブ ロック・砂粒微量

8 5Y4/〕 シル ト質粘土   | 亀色粘土ブ ロック・灰色粘土ブロック少量

9 植 物

10 25Y3/1黒 褐色 粘 土 黒色粘土ブ ロック少量

11
25Y3/1
25Y2/1

色褐
角

黒
里 徳圭}互

層

第245図  10D― SKl 平面・断面図

一方、城館中央部の曲輪では小規模な建物があり、10C― SB5、

10C― SA3・ 4や 10D― SA3・ 5な どの柱列 との関係は明確ではない。

可能性が考えられる。

10D― SB3か ら10D― SBllへ の変遷が想定されるが

なお、10C― SB5は曲輪の隅に位置するので櫓の



第 4章 10区の調査

第2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

(0井戸跡

10C― SEl(第2Z4図 )10C区南壁際に位置する。 1.8× 1.8m以上の楕円形で深さ1,8mで ある。堆積土はブロック土

を主とし、人為的に埋め戻されたと考え られる。 10C― SE2と 共にⅣa3～4期 と考えられる。中世陶器片等 2点が出土

した (表 109)。

10C― SE2(第 244図 )10C区南壁際、10C― SElの西に隣接する。15× 17mの楕円形で深さ2.2m、 堆積土下層は自

然堆積 と考えられるが、上部は埋め戻されている。遺物は中世陶器片 1点である (表 109)。

10D― SEl(第244図 )10D区南部に位置 し、SD1004Cに 切 られているのでⅣa3期以前の遺構と考えられる。09× 1.0

mの精 円形で、深 さは1.7mで ある。やや破損 しているが完形 に近 い曲物 1点 が出土 している (表 110、 第246図

4)。

い)土坑

10C― SK4・ 6。 7(第 239図)10C区東部の北側の曲輪に位置する。3基共に大きさは80cm前後で浅く、出土遺物は

ない。SK4はⅣa4期であるが、SK6。 7の詳細な時期は不明である。

10C― SK8(第 239図 )10C区南壁際に位置する。1.1× 3.Omの長方形で、深さ30cmである。出土遺物はない。

10D― SKl(第245図 )耳ヒ側の曲輪の東部にある。大きさは48～ 58mの不整形で、深さ1.6mで ある。堆積土は自然

堆積層を主とするが、層の半ばに人為的な埋め土も認められる。Ⅳa期 のうち詳細な時期は不明である。中世陶器や

瓦質土器香炉の破片など約50点 とウマの骨 。歯、小動物の骨などが出土した (表 110、 第246図 )。

等響
:□ 雲盟 3 0                          10cm

庸
―――
――――
．―‐‐‐
Ｎ
阿
Ｕ

ぼ

一

0                    5cm

0             10

hTo 登録血 地区。遺構。層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図日 径 底 径 器 高

1 Ic-246 10D‐ SK ・確 認 面 陶 器 (常 滑 )甕 口縁 ～ 体 部 片 日縁都ヨヨナデ、外面灰白れの自然釉、∽ /_j式

2 Ib ll 10D SKl 瓦質上器・香炉 (72)
日縁部ヨコナデ→日縁部と体部外面ヘラミガキ→

雷文・蕨手文スタンブ、古瀬戸袴腰形香炉を模倣
126-15

3 OTl― RK 1脚 7 厚 1為 lg+、 葬・ 軍 。イ馴而 tξ ス タ ン ブ す r円 形 ) 126-16

4 L-1 ほぼ宇形 0-225 末fT結 合(伊沼う.末舒も彬存)経府絡じ内�ケビ辛

長 さ 幅 厚 さ

5 Na 170 10D― P79 鉄 製 品 ・ 釘 頭 ～ 中央 部 56+ 頭 言巴幅 0 7cm、 後 + 126-17

6 Na‐ 171 10D― P94 鉄 製 品 ・ 釘 中央 部 58+ 屈 曲 、 12宮 + 126-18

第246図 ηOD― SKl、 SEl、 ピット出土遺物



第 1編 第 1次発掘調査

5。 10D区東部 ～ 10E区の遺 構

城館の主軸方向の堀跡SD1007の東側には、SD1007に直交する堀跡SD1005A・ Dと SD1015がある。曲輪の東側の堀が

認められないが、SD1007か ら55m(約半町)離れた10E区東部には城館の主軸方向の柱列跡10E― SA3があり、これ

が曲輪東辺の堀に替わる柵列跡と考えられる。10E区南東部にはこの柵列に分断されるように方形あるいは「コ」字

状に巡る溝跡10E― SD8(註4)があるが、この他に遺構は少なく、掘立柱建物跡 3棟 と柱列 2条、井戸跡 3基、土

坑 4基が確認されているのみである。

(1)溝跡

SD1005A・ D(第 248。 249図 )SD1005は A・ C・ Dの溝 3条が重複 している。Ⅳa2期 と考えられるSD1005C(第 3

節226頁)が最も古 く、次にSD1005Dがあ り、SD1005Aは SD1005Dの 埋没後に新 しく掘 りなおしたもので、Ⅳa4期 と

考えられる。なお、1005A・ 1005Dの 大部分は一度調査区外に出て しまうので、10E区西部 と東部のSD1005Bと のつ

なが りは明確ではない。

SD1005Aは 10D区北東部でSD1007と接続し、やや北側に膨 らみなが ら東に延びる。幅20～ 25m、 断面形は浅い「U」

字形で、深さは1.5mで ある。西端部のSD1007と の接続部には溝底面か らの高さ約80cmの 障壁状の高まりがある。堆

積土は自然堆積層である。

SD1005DはSD1005Aの やや北側をほぼ並行 して走るが、東側では大部分がSD1005Aに 切 られている。10D区 北東部

ではSD1007と並行 し、SD1005Aと 同じ障壁状の高まりの部分でSD1007と一部接続 している。幅は2.0～ 2.5m、 断面形

は浅い 「UJ字形で深さは09mである。

SD1005A～D出土遺物は、一部を除いては区分せずに、「SD1005」 として取 り上げている。土師器・須恵器・土師

質土器皿類・中世陶器などの上器片や木製品など約350点 とウマの骨・歯、小動物の骨などが出上した。図化できた

のは陶磁器や瓦質土器などの土器類、砥石などの石製品、鉄製品、漆器椀・折敷・下駄・塔婆など多様な木製品等

である (表 110。 lH、 第250～ 253図 )。

Ic-262(第 250図 5)は常滑産の広 口壺と推定される破片で、肩部に凸帯が巡るものはこの 1点だけが確認された

(註 5)。 」-72青花皿 (第250図 13)はⅣa2期のSD1005C(第 279・ 281図 )を埋めたブロック土から出土している。

木製品 L-149。 243。 474折敷 (第251図 5～ 7)は大きさが異なっているが、それぞれ 8寸 。7寸・6寸の規格と

考えられる。Na-188鉄鏃 (11)は ほとんど錆化が進んでいない良好な資料である。Na-180(12)は 1～ 8区の水

田跡か ら出土しているのと同様な農具の歯と推定される。

L-244塔婆 (第 253図 1)には、墨は遺存 していないが墨書の痕跡が確認された。塔婆表面が黒ずんでいるのに

対 して、逆に文字の部分の色調が他より薄く、なおかつわずかに盛 り上がっている (註6)。 ただし断片的なので

判読はできなかった。 L-137・ 138板塔婆枠 (第 253図 3・ 4)は元々 1本の丸木を半裁 して作ったものである。

それぞれ 3箇所に方形の貫通孔が開けられてお り、中央付近の二つの孔は同一方向であるが、頭部付近の孔は90°

方向が異なっている。

SD1015(第 248・ 249図 )SD1005Aの 南側を並行して走 り、10D区でSD1007と接続 している。Ⅳa4期 の建物 10E― SB2

と重複するのでⅣa4期 よりは古いと推定される。また一方では、Ⅳa2期 には確実に機能していたと考えられる10E―

SD8を 分断する10E― SA3と も接続 していることからⅣa2期 よりは新 しく、概ねⅣa3期頃の遺構と推定される。なお、

SD1005と の切 り合いがないので、直接にSD1005と の新旧関係は分か らないが、SD1005がC→D→ Aと 変遷するうちの

中間の時期であるSD1005Dと 同じ頃と考えられる。

SD1015は 10E区中央部に深さ1,7mの土坑状の掘り込みがあり、その部分は 10E― SK17と して区別しているが、本来は

SD1015の一部分である。この10E―SK17の西側には溝底面からの高さ約10cmの 小規模な障壁状の高まりがあり、そこか

ら西の溝幅は20～ 2.6m、 深さ45～60cmで 西に向って徐々に浅くなっている。西端部のSD1007と の接合部は長さ3mに



第 4章 10区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

0                  2m

10E― SK17

10E― SK19 1 10YR3/2黒褐色 シ,レ ト

2 25Y3/1 黒褐色 隈″ 44/1/J/・ 畳

第247図  10E一 SK17・ 19 平面・断面図

わたって幅60cm、 深さ20cmの狭くて浅い部分となっている。一方 10E―SK17の東側にも長さ3m、 幅 1.5m、 深さ40～45

cmの 比較的狭くて浅い部分があり、そのさらに東側は幅2.5～ 3.Om、 深さ0,9～ 1,Omで 、幅広で深く直線的になってい

る。

遺物は土師器・須恵器・土師質土器皿類。中世陶器などの土器片や木製品など約50点や焼骨などがあり、10E一 SK17

とした箇所からは人の頭骨も出土している。図化できたのは塔婆などの木製品が大部分で、他に陶器と板碑が各 1

点である (表 Hl、 第254～ 255図 )。

塔婆は、杭状の塔婆 と板塔婆がある。杭状の塔婆は頭部を一段高く削 り残 した板碑形塔婆で、2本の平行沈線をい

れた L-307・ 311(第 254図 3・ 4)と 平坦面を作 り出しただけのL-304(第255図 8)がある。板塔婆は頭部を五輪

塔形に削り出した L-239(第 255図 7)と頭部が三角形のものがあり、後者には側面に快 りの入ったL-306(第 255

図 6)、 2本の平行沈線が入つたL-309(第 255図 5)、 単に三角形を呈するL-308(第 254図 1)な どがある。

色 調 土 質 混入物・その他

1 10YR4/2灰費褐色 粘土質 シル ト 灰黄褐色 シル トブロック多量、炭化物少量

2 10YR4/2灰黄褐色 粘土質 シル ト

3 5Y3/1 オリーブ黒色 結 十

25Y2/1 黒色 結 十

粘 土

6 5Y2/1 黒色 粘 土 暗オリーブ灰色粘土ブロック・暗緑灰色砂ブロック・炭化物少量
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SD1005A

第248図
10D区東部～10E区西部

Ⅳa層上面平面図

(IVa3・ 4期 )

SD1005A・ D 断面図

SD1005D
層位 色調 土質 混入物・そ の他

① 5Y3/2 オリーブ黒色 絲 十 オ
'サ

ーブ黒徹粘十か層状に微量

②
5Y3/1 オリーブ黒色
25Y3/2 黒褐色 サ芳♂ぎ為1混合

③ 5Y2/2 オリーブ黒色 糀 十 こぶ い苦角 粕砂 券層状 に徽 量

④

10Y3/1
75Y3/2
5Y3/2

色
色
色

黒
黒
黒

ブ
ブ
ブ

一
一
一

オ
オ
オ

リカ景警牝生
1互
層

⑤
5Y3/2 オリーブ黒色
5Y3/1 オリーブ黒色 権圭1混合

⑥ 75Y3/2 オリーブ黒色 粘 土 オリーブ黒色粘土ブロック少量、砂粒多量

⑦ 75Y2/2 オリーブ黒色 粘 土 オリーブ黒色粘土ブロック少量

1 5Y4/2 灰オリーブ色 砂 暫 シル ト オi)― ブ苦角砂暫シルトブロック多量 砂締少量

5Y3/2 オ1'一 ブ黒角 佑 十 砂対 多 量

3

5Y3/2 オリーブ黒色
25Y3/2 黒褐色
5Y5/3 灰オけ―ブ角

層互

ンヽ

上
土
管

粘
粘
砂

4 5Y3/1 オ
'サ

ーブ黒角 粘 士 オリープ黄角シルト粒子を上目に妙量、オリーブ黒色粘土を層状に微量、木炭粒少最

5 5Y2/2 オリーブ黒色 粘 土 オリーブ黒色粘土ブロック多量

6
25Y3/1 黒褐色
5Y2/1 黒色 韓青箇粘十1互層

SD13Э 5A
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0                 2m
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層位 れ 調 十質 混入物・ その他

10YR3ッ /2誓ミ率 砂質 シル ト 砂粒多量

2 25Y3/1黒孝 粘土 にぶ い黄色粘土ブ ロック・黒色粘土ブロック少量

3 25Ⅵ/2暗灰責色 粘土 黄褐色粘土ブ ロック・黄褐色粗砂ブ ロック・砂粒多量

4 25Y5/3黄 褐色 細砂

5 25Y2/2黒掲色 粘土 階灰音 色砂 雪 シル トブ ロ ック少量 、砂粒 多量

6 10■ 3/1 オリーブ黒色 結 十 灰オリーブ砂質シル トブロック少量、砂粒多量

7
5Y3/1 オリーブ黒色
5Y2/2 オリーブ黒色 練キ1互層 暗緑灰色粗砂ブロック微量

8 25GY4/1暗 オリーブ灰色 粘 土 オリーブ黒色粗砂を層状に微量

① 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土 にぶい音楊仁シルトプロック少畳、砂粒多量

②
／
／

Ｙ

Ｙ
黒褐色
黒褐色

土
＋

粘
址

互層

③
5Y3/1 オリーブ黒色
5Y2/2 オリーブ黒色 認↑

貿粘土
1互層

第249図 10E区東部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳa3,4期 )、 SD1005C・ 1015 断面図
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0         2cm

―血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図回 径

1 Ic-565 10D SD100_A・ 上 層 陶器 (志 野Ⅲ中皿 ? 底部 1/3

Tc―クFa3 OD― SD1005。 上 層 (古瀬 戸 )平 碗 底 郡 lb (501 灰 鶏 、後 I期
Tc-5為 3 (古頼 戸 )梅瓶 ? 体 部 小 片 灰 釉 、後 I～ Ⅲ期

4 Ic-523 OE― SD100う (常 浩 ) 口綴 暮低ホ 片 ヨコナデ、6a型 式 12牛 4

5 Ic-262 10D― SD1005・ 日 語 体 祁 川ヽ 片 ナデ、肩部外面に凸帯'オ リーブ灰色の自然釉、lb型式?

6 Ic-261 10D― SD1005 陶 侶 美 )市 覆 ～仏 部 小 片 頚罰∫ヨヨナデ、体部ナデ、内外面暗オリーブ色の自然釉 1%-6
7 Ic-260 10D‐ SD1005。 上 層 陶器 (在地・白石)片 日鉢 口縁 音b旭 片ヽ ロクロ
R Tc_979 10E SD1005・ 下 層 陶 器 (在地 。白石 )甕 口縁 ～ 体 部 片 日・ 廷自詈低ヨ ヨ ナ テ 、 甜 サ

9 J留 青磁 (龍泉 窯 系 )碗 日縁 言Б1/6 (148Ⅲ 日縁 部 に言 支 帯

青 序 語 異窒 系 )析綴 m 国綴 都 ホ 片 124‐ 10

11 J-75 10L― SD10()5・ 自 磁 阿 1/3 (6111 口禿 ? 124-11

12 」-74 10E‐SD1005,確認面 白磁

`中

国 1/1 R Ol 124‐ 12

13 J-72 10D SDll15C,埋 戻 青 花 (中 国Ⅲ皿 ? 口緻 ヨ

`小

片 124-13

10D SD10115,確 認面 土 師 質 土 器・ 皿 ? 下 郡 % ロクロ調整、同転糸切
15 Tb-20 瓦 質 土 器 ・ 悟 鉢 lμ (300Ⅲ ロケロ調整→外面一部ナず、内面に8本単位X7紳 の櫛日 124‐ 15

体 音阿 片ヽ ナデ、内面に櫛目 124-16

幅 厚 さ

17 K88 10D‐ SDllll15・ 下 層 訛 分 84+ 60+ 言49+ 280宮 +、 安 山岩 124-17

K184 10E SD1005・ 上 層 石 製 品 。砥 石 ↓】ば卓形 47 27 280g、 ディサイ ト質凝灰岩 124-18

K87 10D SDllXlう 。下 層 石 品・ 砥 石 端 部 の み 65+ 13焚 +、 デイサイ ト 1夕4_19

20 K― R6 Z量 鬱 品・ 砥 石 端 部 の み 57+ 6憤 +、 デイサイ ト管郡灰井
万 端 部 の み 50+ 27 47F4+、 デイサイ ト質海灰岩

Nb-84 10E‐ SD1005・ 字 形 (析 ね ) 径 2 重16富 無文 銭 124‐ 22

第250図 SD1005出 土遺物 (1)
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期
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0                   5cm

さ_士 ノ/
＼

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴 写真
図版□ 径 底 径 器 高

l L143 10D SD1005'最 下層 木製品・漆器皿
"3

内～外面体郡炭粉下地+炭粉漆+透明漆
+赤漆+透明漆
底部黒色、内面に漆状の付着物、ブナ属

124‐ 23

2 L-168 10E― SD1005。 ]コ雷 木製 品 ・ 漆 器 椀 1混 内向示泰、外面黒角 妹 漆V様 (大 訂

`分

禁‖藤〕ブサ 124-24

底 板グ3

4 L-166 1潟 内外面黒色・赤漆文様、虞部刻|み、外面焦げ痛、ブナ属 94-25

幅 厚

5 L-149 10D― SD1005・ 下層 奉 ?1/8 03 結 合 了し1、  規 格 8寸 ? 12牛 27

6 L‐243 10E― SD1005・ 下層 底 板 1お 』215 1() 釘 孔 7残存 (1辺 に4個 )、 規 格 7寸 ? 124-28

7 L-474 10E SD1005・ 下 層 木 製 品 ・ 折 側 板 の み 辺175× 〕8、 高21 種 序 結 合 、 朝 粽 6寸 ? 124-26

?、 両 端 欠 損 159+
〕47 ?、 原励 256+ 15 12 焼 火 箸 に よ る穿 尉 2筒所 ・ コ 間 隔 約 25cm 2る-6

L-146 10D SD1005。 下 層 木 241+ 17 ll 方形 の 穿 孔 の痕 跡 126‐7

11 Na 188 10E SD1005・ 下 層 ほぼ年形 169 柳 栞 型 式 、 身言Б長 8 6cm、  30富
Na‐ 180 10E― SD1005・ 上層 鉄 製 品 。農 具 歯 ほぼ 年 形 23 57FI+ 126-2

第251図  SD1005出 土遺物 (2)
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阻 登録No 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
湊

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図1軍 さ

1 L 10D SD1005,最 下層 39+ 左 用 1ク 5_3

2 L 10E― SD1005。 編 の 一 部 欠 猫 97 右 用 125-2

3 L― l 下 駄 4/5 192+ 60+ 右 用 125-5

4 木 製 品 ・ 葬 肯 下 駄 台 部 ほば 完 形 ,軍30 析ね 々 羊 肯 其 吉E残存

-246 10E―SD 005・ 下 層 木 製 品 ・ 差 歯 下 駄 差 歯 1/2 幅9ク + 7 125-6

L170 10E―SD 005・ 下 層 木 製 品 ・ 連 歯 下 駄 脅 の 一 乱 賃 辛目 2 4 1257

7 10E―SD 005・ 下 層 木 製 品 ・ 連 歯 下 駄 19+

第252図  SD1005出 土遺物  (3)



第 4章 10区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3。 4期

にレ ミツ
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ィ|キ |キ ll11111 1

や 3

▽ 5

格 4

0            20cm

繋

八

諸ヽ

　
。
と
聰

溢

分

孝

m 登録地 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
量  (cml

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図幅

1 L-244 10E SD1005・ 下層 木製品・五輪塔形板塔婆 213 556+ 文字確認、ヒノキ
％
９６

2 T_945 上 部 1/3 242+ ヒノキ科

137 未 製 品・板 搭 婆 の枠 部 分 (柱 1) 方形の穿孔3箇 所(2箇所同一方同■箇所は直交方向)、 分

4 L-138 10D― SD1005・ 下層 木製品・板塔婆の枠 部分 (柱 1)
方形の穿孔3箇所 (2箇所同一方向・I箇所は直交万同、

艦大確たヽ117・ l Rttlj l大 の苛十紺歩つ今宮‖I′T興維

5 L-139 10D― SD1005・ 下 層 字 形 詢 末 、頭 部 三 角 形 、 キ 端 折 くまで 面 取 り 126‐ 10

第253図 SD1005出 土遺物 は)

201
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的

団 回

0                        20cn

(ミ
【
:],'73

く1))2

御 1 M4

に 登録L 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

RD1015 未製 品・ =色形締 曽 盗 崇 部 欠損 1100+ 127-2

SD1015・ 2層 木製品・板碑形塔婆 ? 基 部 欠 損 1045+ 23-37 剖 7、 顕 樹∫税

3 L-307 SD1015 木製 品・ 板 碑 形

"

上 部 2/3 R70+ 繰刻み、以下 向Jマ リ、 ク リ 127-5

4 L-311 SD1015・ 2,詈 木製 品・ 板 碑 形 妄 192+ 商取り、クリ 127-4

5 L-310 SD1015・ 2,薯 860+ 7 テ形の穿fl.1、 2面 に溝

第254図  SD1015出 土遺物
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第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

0                         20cm

ミこ垂竪〃
5

彰 6

血

@

(翌

'8

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調  整 特 徴
写真
図版幅 厚 さ

Tc_97R RTD1 01う 口綴 部 オ、片 灰 釉 、 中 I期 クh_90

小 片 175宮 +、 頁 岩

-237 完 形 ―→刀
`f珊

状の禅 り

4 L-238 SD1015,2層 木製 品・ 板 材 完 形 43 円 形 の 寧 72× 2

5 L-309 SD1015・ 2層 木製 品・ 板 碑 形 塔 婆 + 52 分 御I材 、 醸 ヨ

`蕊

状 。2本緑 冽Iみ 、 ク リ

6 L306 618+ 頭都面 rB軒 騒Fに狭 り 127‐

7 L239 SD1015'3層 木製品・五輪塔形板塔婆 上部 1/2 432+ 水輪に梵字 〔ラ〕ウーン 〔ケン〕、他に文
字 確 訳

”

∽

L-304 10E― SK17・ 5層 先端・基部欠損 1050+ 丸 木 、頭 部 杭 状 、 以 下 面 取 り、 ク I 27-

9 10E SK17・ 5層 木製品・板碑形塔婆 ? 欠 損 00h+ 49 詢 大 、 函 認 柿 状 、 以 下 雨 取 り

第255図 SD1015、 SK17出 土遺物
203



第 1編 第 1次発掘調査

¢)掘立柱建物跡・柱列跡

城館の主軸方向か ら大きく東に振れる10E―

SBl・ 2・ 6と 10E― SA2がⅣa4期 の建物 と考え ら

れる。城館の主軸方向か ら若干東へ振れる10D

―SA4と 10E― SA3はⅣa3期 に属すると考えられ

る。

10E― SA3(第 249図 ) ゴと狽JをSD1005に よって

壊されているが長さ約20m分が残存 している。

掘 り方の平面形が方形で、規模が一辺50cm前後

と大きいこと、柱間隔が0,8～ 12mと狭いことが

特徴である。確認面は5a層水田面であるが、これ

はこの付近では3a層 直下が5a層 となっているた

めで、本来は5a層 よ りも上層の時期に伴 うと考

えられ、SD1015と の接点ではSD1015の肩に沿っ

て東方 に開 くよ うに屈曲 している ことか ら

SD1015と 同時期に機能 していたと考え られる。

なお、10E― SD8と の直接の切 り合い関係は確認

できなかった。防御的意味合

いが強い「柵列跡」と考えられ

る。

俗)井戸跡

10D― SE4(第 256図 ) 10D区

南東部 に位置 し、径10～ 11

m、 深さ1.6mで ある。

10E― SE2(第 256図 ) 10E―

SA2の 東側に位置する。径 1.5

mのやや歪んだ円形で、深さ

は2.25mで ある。刀子 1点 と

桶の側板 2点が出土 した (表

1■、第257図 )。

10E― SE3(第256図 )10E区

西部に位置する。底面が狭いた

めに完掘はできなかった。径13

×1.4m、 深 さ2,75mで 、曲物 の

側板 1点が出土している。

141土 坑 10E― SK20。 21・ 26・

30が ある。いずれも浅く、性

格は不明である。

Aトー 730m

10E― SB6

10D― SE4

鴻_

引 A′

Aト 引 A′

引 A′

720m

10D― SE4

10D― SE2

10D― SE3

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

3/b 12

IVb 12

Бアh 30× 24

0 IVb 9

52 Va

規模
東 西 31m 南北57m
梁 行 1間 締 行 9闇

柱 間 3 1m 285m
面 積 177111 傾 き 8° W

確 認 層 大 き さ 深 さ 洋 疱 各

「
げb 釣 ?

タ Wh

IVb

5b 2

53 「
ばb 19

3 IVa 31 15

5 IVa 34× 30

規模
東 西 37m 南 北 51m
摯 行 1闇 FIT行 2間

7rn 24-夕 Rm
面 稽 189111 イ噴芦 7ψ W
備 考 P3・ 5は間仕切 りか検持ホギ

確 課 層 大 き さ 深 さ

5a

75 8

5n 24 9

規模
更 両 23m 言環Jr3ち rn

PBH?

梓 間 10～ 13m 3 5na

面 積 ぞｍ 傾 き 38° W

10E― SE3

3

下言【ヤま

分層せず

層位 色 調 土 慎 湿 入物 。そ の他

l 10YR3/2黒 褐色 シル ト マンガン斑多量、小牒微量
10YR4/1褐 灰色 シルト 炭化物粒少量、マ ンガ ン斑微量

3 Y4ノ/1 灰 徹 粘土質 シル ト 灰 白色 シル トブ ロック少量、人為的な埋め土

4 5Y3/1 オ
')―

ブ黒負 結 十管 シル ト 度 白角 シル トブ ロ ック少 昌 、 人為 的 /R輝 あ 十

I 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 酸化鉄・ マ ンガ ン斑・ 炭化物 微 豊

2 10YR2/1黒 色 粘 土 責褐色粘上ブ ロック・ シル トブロック・酸化鉄多量

Y3/1 オ リーブ黒色 粘 土 策褐色粘土ブロック・酸化鉄少量

1 10YR2/2黒 褐負 シルト 砂粒・炭化物少量

2 25Y3/1黒褐角 粘 十

3 10YR1 7/1    黒色 腐 植 土 佃か い植 物潰寒 ・ 炭イヒ米・ 炭イヒ差 多畳

5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 植物遺体 (葉・茎・根)多量

第256図  10D― SE4、 10E一 SE2・ 3 平面・断面図



第 4章  10区の調査

第 2節  Ⅳa層 の遺構(1)一 Ⅳa3・ 4期

9         比

＼
_＼   ＼_

一

圧Π工工〕3

0                  10cnl

(註 1)10A― 12グ リッドから出土 している多数の鉄製品は、本来これ らの土坑に伴う可能性 もある。

(註2)W島谷2003『 模鋳銭の生産 と普及』による。

(註3)『 中田南遺跡』 (太田 :1994)によると、漆器椀の高台が高くて厚いものは16世紀以降に認められる。

(註4)10E― SD8はSA3に よって分断されている可能性がある。このため、この時期にも残存 していた可能性はある

が、主に機能していたのはⅣal～ 2期 と考えられる。

(註5)肩部に凸帯が巡る広 口壺は常滑窯 Ib期の「十二塚窯」に出土例があ

ることか ら、 Ib期の可能性がある。

(註6)原因は明らかではないが、墨によって木材の表面が紫外線や風雨などか

ら保護された結果、墨のある部分の方がない部分よりも劣化の度合いが少なかっ

たためではないかと考えられる。同様に文字の痕跡のみが確認された塔婆が

10E―SD8から出土している(第 284・ 296図 写真図版 197～ 201)。

m 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版岳 さ 幅 厚 さ

1 N卜 187 10E―RR2 ほとぎ弁形 207+ 17FF十 127‐ 15

2 _947 側 板 1枚 241 籠 の痕 跡 3 12713

248 木 製 品 ・ 桶 側 板 1枚 の 痛 脈 3 夕714

第257図  10E― SE2出土遺物

IVb 4 5

]「b 1 14

H3 い/b 24 11 9

IVb 14

規 模 南 北 69m+、 3間 十

柱 間 ク3～ 9ちm イ隠,lζ
〔 13Ψ W

(図は第249図 )

PК No 大きさ 深 さ

5a 50× ? ?

60× 50 ?

70× 54 ?

5a ・9

52 ら0× 34 12

5a う6× 50

5a ?

64× 56
?

?

Sh〉く40

う6× 44

54〉く48 9 9

?

54× 40 15 ?

南 JrlR夕m+ I FBH+

堡3ψ E

(図 は第249図 )

10E― SA2 10E一 SA3



第 1編 第 1次発掘調査

第 3節 Ⅳ a層の遺構 (2)一Ⅳ a卜 2期

1.遺構の概要

Ⅳa2期 は外堀が掘削される以前の城館に相当する。Ⅳa2期 の曲輪を形成する堀のうち南北方向の堀跡SD1002・

1003・ 1007は東西方向のSD1004や 1005の ように複数の溝の切 り合いが認められないため、Ⅳa2期の段階か ら存在 して

いたと断定はできないが、SD1003と SD1007については東西方向のSD1004Aと SD1005Cの 様相からこの時期から機能し

ていた可能性が高いと考えられる。曲輪内では掘立柱建物跡10棟、柱列跡7条、井戸跡、土坑などが検出されている

が、井戸跡と土坑についてはこの時期に限定できるものは少ない。建物方向は真北か ら28～ 32°東傾 していて、城館

の主軸と一致 している。

Ⅳal期 の区画溝は「堀」と呼べるほど溝の規模が大きくなく、Ⅳa2～4期 の城館とはやや異なっている。区画溝の

位置もⅣa2～4期 の堀とは異なってお り、Ⅳa2期以降に踏襲はされていないので、区画は似ているものの基軸は全く

別 と考えられる。掘立柱建物跡 15棟 をはじめ、井戸跡、土坑などが検出されているが、井戸跡と土坑についてはⅣ

a2期 と同じくこの時期に限定できるものは少ない。建物の方向はⅣa2期 に比べてやや西傾 (真北からは17～ 28°東傾)

している。

夢戯
ゞ

⑤6

O

喝

◎

CD

テ

亀魂覧ο。口。ぎ
。

寃 0口
∞

劇

８
０

⑥く

ο
⑥

嚢

ずｏ　医
∞
ｏ
⑤
　
喩

０

。
。

_lJ4

7戯
i

や禅
蒙 -  00 0。

6。     V   o。°
 09ざ

○  む 0

。  日 o

O
ё     ^

wottK筈駐馬晩

第258図  10A区東部～10B区西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳal・ 2期 )



第 4章  10区 の調査

第3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期

2.10A区 東 部 ～ 10B区の遠 構 と遺物

前述したようにSD1002に ついてはこの時期に機能 していたかどうか不明である。Ⅳa-2期 と考えられるのは掘立

柱建物跡 6棟、柱列 5条で、井戸跡 と土坑はⅣa期 中での時期限定が困難であるがSD1002の 西側の整地層を除去 し

たⅣ層上で新たに確認された10B― SE3はⅣa2期、10B― SK8はⅣb～ Ⅳal・ 2期 と推定される。Ⅳal期 と考えられる遺

構は東西方向の区画溝と掘立柱建物跡10棟で、井戸跡と土坑はⅣa2期 と同様に時期が限定できるものがない。

(1)溝跡

10B― SD5・ 7・ 8(第 258。 259図)Ⅳ al期 の区画溝の可能性がある。確認面はVa層上面であるが、堆積土がⅣ層に

類似する黒色土であったのでⅣa層上面から掘 り込まれていた可能性が高い。 10B― SD5は 部分的に確認できたのみ

で、正確な方向は不明であるが、10B― SD7・ 8は真北から68° 西傾している (22°東傾する軸に直交 )。 幅は10B― SD5

の幅はlm前後、10B― SD7・ 8は 50～ 60cm、 深さは約10cmと浅いが、前述 した理由で本来はもっと深かつたと考えら

れる。なお、SD7と SD8の間は約 2mの間隔があり、この部分は通路であった可能性がある。出土遺物は土師器・須

恵器の破片20点である (表 108)。

似)土手 10B― SD8の 上に小規模な土手SL14が作 られている。

長
名〈7戯

び

ビ ∵
°

常

&

O
OO

O  
°

O     O
O。

90

m

第259図  10B区東部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳal・ 2期 )
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第 1編 第 1次発掘調査

俗)掘立柱建物跡・柱列跡

城館の主軸方向と一致 (真北か ら28～ 32°東傾)す るものがⅣa2期 と考えられ、掘立柱建物跡は10A― SB5・ 20、 10B―

SB2・ 3・ 9・ 24、 柱列跡は10A― SA3・ 4・ 6、 10B― SAl～ 3・ 11がある。それよりも西へ振れる (真北からは17～ 28°東傾)も のは

Ⅳal期 に属すると考えられ、掘立柱建物跡は10A― SB6。 16・ 21・ 24・ 25・ 30、 10B一 SB6・ 8・ 16。 22がある。

Ⅳa2期はSD1002の西側に遺構が集中している。重複関係が認められるためすべての遺構が同時期ではないが、細

かな新旧関係は不明である。10A― SB20と SA6、 10A― SB5と 10B― SA3、 10B一 SB2と SA2のように掘立柱建物跡に短

い柱列跡が付 く例が見 られ、このことか らすると10B― SAllと した柱列跡も掘立柱建物跡と柱列である可能性 もあ

る。なお、10B― SB3内部の北西隅にはちょうど10B― SE3が位置している。また、10B区南東部に位置する10B― SB9

はSD1002とSD1003によって囲まれた区画のほぼ中央に位置してお り、区画の中心的な建物である可能性がある。

Ⅳal期 の建物は10A区南東部で重複が認め られるがその他は散在する傾向にある。大きな建物は少なく、10A―

SB16の 36∬ が最も大きい程度である。

10A― SB5 10A一 SB20

54  52

10B― SB2

51

10B― SB9

78

17

83

1

86

勇 215 瓦

確 認 層 大き本
たヽ2

IVa 56〉く46 ?

Va

Va

解 Ⅳ a 60× 50 8

3ra 52× 48

3/b 駆×3

3/a 46× 4

]「b 34 ?

1 Ⅳ a

3ra 38× 32 8

規模

東 西 68m 南 封ヒ53
Ft行 3問 4行 1

〕FHH

柱間
身 合 42m
張 出 し 2rn

面 積 3091n 傾 き

確 認 層 大き声 ;架 声

IVb 4

]′b 4

3/b 31

IVb 31 29

3/b 32× ? 14

規模
東 西 46m 南 北 29m

行3FBq 4行 l FBR

10-2f)m 29m
33m llg斉 30° E

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

3ra 為7

Ⅳ b 72× 60

27 IVa 51 9

fVb ・9

「√a ?

規模
東 西 36m 南 北 38m
梁行 1間 稀 行 9闇

柱 関 3 hm 19m

PttNo 丈芦が 深 さ 祥 痛 得

「Va 12

Ⅳ a ?

Ⅳ a

規 模 東西 17m、 1間 】に1 0Tn、  l FBR

傾 き ち1° W F_

図

05 200    200 114 210

195 195

96

10

PttNo 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 10 ?

Va ?

Vn

14 V2 滋×1

22 ?

Va 17 ?

Va

Va 30× 26

Va ?

10C_クタ1 VA ,0× ?
Va 12

Va 30× 26 ?

Va И 15 ?

10C-217 Va 28× ? 13

規模
東 西 100m 君葺Jr3 4 +

2FEIH+

5-2
傾 き 30° E

備 考 を代本主

10B― SB3

確 認 層 大きさ 深 さ 柱痕 径

Ⅵ ?

ふ′2

Ⅵ 2

Ⅵ 15 ?

366 Ⅵ ?

Ⅵ ?

/ヽa 34× 30 16

規 模
更 両 ξ ttm 母耳】ヒ7ク rn

饂間 ) 2FBH

1呂 ～ 1りm) 33～39m
面 積 どｍ 傾 き 30° E
備 考 北 西 隅 にSE3が位 置 す る



第 4章 10区の調査

第 3節  Ⅳa層の遺構(2)一 Ⅳal・ 2期

10B― SB24

137

120
134

110
133

10A一 SB6

10A― SB16
10A一
SB24  貿応

10A― SB25

406 205

３５

（

‐２９

（

２２５

３４６

２２５

５９

380

225

216

225

202

140
90
26

250

136

0               2cm

―

丈 芦 声 洪 バ

「Va

Bra ?

Б′a ?

「Va 21 t4

規 模 東 西77m+、 3間

9-30m イ匿芦 hO° WV

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

IVb 9

]′b ?

Va 9

194 Vn 夕R× Яn

規模
東 西 39m 居耳Jヒタ l rn

桁 行 2間 1闇

本主間 19～ 195m 2 05rn

面 積 8 21xl 傾 き 32° E

13m、 18～ 19m

大 斉 本 ;突 声

1(14 Va
rヽa 86× 32 ?

Va 13

Va 27

Va 17 8
/ヽn

規模
更 西 為3m

=耳
Jr2 3rn

●闇 ) 娑 行 2PHH

本ギ間 (20-2 2rn) 11～ 12m
面 積 1451n 傾 き 26° E

30～ 31m

PhNo 確 認 層 大 き さ 沢 さ

Va ?

Va

Va
′ヽn 8 9 8

153 Vn 5 1る

Va 20× 16 8

規 模
粟 西 61m 南 】ヒ25m
稀 行

`aFFlqⅢ

梁 行 1間

柱 間 (18～ 23m) 25m
面 積 ‘ｍ 傾 き 25° E

91 Va 22× ? 5 18

Va 18× 14 8 ?

Va 7 12

Va 37

Va

Va 6

Va 5 10

Va

規模
東西 74m 南北30m
桁 行 3間 梁 行 1間

柱 間 30丁n

ク22r百 イと自ラ< 2RΨ E

確 認 層 大き さ 深 さ 柱 痕 径

Ⅳ b 30× 26 18

ふ′n クR× 90

Va 夕2

406 Ⅵ 28× 20

Va 16 8

Va 30× ?

Va 17 ?

′ヽa 21 9

規模
更 両 ROm

4R割 ) 2PHH

予間 195ヽシ205m
ここ不音 360111 傾 さ 24° E

PttNo 世帰雪 丈 芦 さ

Va 19 ?

Va 11

IVa 41

Va 50× 44 14

175 ′ヽn 3為 》〈3分 夕9

ふ′2 34× 26 49 為

IVa 24

173 Va 36× 30 14

規模
東 西45m 南 北 34m
締 行 9闇 梁行 1間・ 北 廂

柱 間 215ハヤ235m
而ネ盲 53浦 イと自ラ無 夕RΨ F

hlo 登録L 地区。遺構。層位 種別 (産地 ) 器種 遺存 度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

l Na― H0 10A‐ P140(SB25) 鉄 製 品・ 釦 中央 部 61+
Nb‐ 51 OA― P164(SB30) 銅 製 品・ 銭 貨 完 形 径23 重36富 至大 通 賓 (元 ・ 初 鋳 1310年 ) 128-2

第260図  10A― SB25・ 30出土遺物
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150

156

159

10B― SB8

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va ?

Va ?

Vn ?

102 V2 3為 ×30

Va

Va 24 35 ?

Va 12 ?

Va 35 ?

Va 9

規模

東 西 65m 君耳J「 4 41nn

桁 行 3間 FBH

1闇

柱 間
身 合 34m
張 出 し 10m

面 積 2421n 傾 き 24° E

10B― SE3

180

208

210

10B― SB16

い)井戸跡

10B― SE3(第261図 )SD1002の

351

1

49

19

10B― SB6

10B― SB22ぢ功

の

移

И

顕

閉

籾

物

Э

Ｕ

一

勢
И
切
脇
刀
И
И
初
切
跨
協
И
籾
ｍ
、

　
Ｏ

一

旬

切

例

Ｍ

Ｍ

＝

―‐

――‐

――‐

―――

―――

―――

―――

‐‐‐
日
げ

Ｏ

□

十　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

0                 5cm

10B― SK8

西側の整地層を除去 したⅣ層上で確認された。1.6× 1.8mの楕円形で深

さは1.6mで ある。前述したような位置関係から10B― SB3の屋内にあっ

た可能性がある。遺物は土師器、中世陶器片 4点である。

脩)土坑

10B― SK3(第 261図 )Ⅳ b層上面で確認されたが、Ⅳb期ではなくⅣal・

2期 の遺構である可能

性もある。1.5× 3.lmの

不整な長楕円形で、深

さ約20cmである。堆積

土に炭化物や焼土を多

量に含んでお り、火箸

と推定される鉄製品が

2点出土している (表

108、 第262図 )こ とか

ら火を扱う何 らかの施

設で ある と考 え られ

る。

0                 2m

第261図  10B― SE3、 SK8 平面・断面図

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 9

171 Va 34× 30 8 ?

Wh 4

Va

IVb % 4 12

Va 46× 34 ?

Va 42× 28 ?

規模
東 西 26m 南 北 34m
梁 行 l間 桁 行

9hm -135m

確 認 層 大 き さ 深 さ 洋 痛 各

11 ぃra 37 ?

6 IVa 12

Vh 2,

Iヽ/b

Va 7

Va 37 7 ?

規模
東 西 41m 南 北42m十
梁 行 1間 桁 行 2間 +

柱 間 4 1rn 18～ 24m
而 緒 イ匿斉 ズザ ■

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va ? 9

Va 31 ? ?

359 Ⅵ

354 Ⅵ

Va 9 9

Ⅵ 9

規模
東西 56m 南 北 21m
桁 行 2間 梁 行 1間

柱 問 97-,9m 21m
l Rr正 ltB芦 22▽ E

層位 色調 土質 混入物 。その他

1 10YR3/3暗 褐色 粘土質 シル ト 炭化物多量・焼土粒微星

2 10YR3/3暗 褐色 粘土質 シル ト 楊角給 十管 シル トブ ロ ック少量

25Y3/1 黒楊角 粘 十 暗反 音 角粘 十 ブ ロ ック微 量

4 5Y3/1 オリーブ黒角 粘 十 ミ角粘土ブ ロック・灰色細砂ブ ロック多量

5 25Y3/2 黒褐色 粘 土

1 10YR3/2黒 褐色 粘 土 炭化物粒・焼土粒多量

2

No 登録配 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図

Na l,う 46+ 令 体 の 半 分 析 く検 り、 18宣 十

Na‐ 126 先 端 部 のみ 67+ 令体 に楡 り、 5富 +

第262図  10B― SK8出 土遺物



第 4章  10区 の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構似)一 Ⅳal・ 2期

3.10C区西部の遺構 と遺物

SD1003についてはⅣa2期 から機能していた可能性が高いと考えられる。9B区から続く9B― SD15と 10C― SD15は Ⅳ

al期 と推定される。北西部には10B― SD8の延長部分が延びている。他に遺構は少なく10C― SD14と土坑 4基のみで

あるが、大部分は時期が限定できない。

(1)溝跡

9B― SD15(第263図 )9B区で調査した9B― SD15の 延長部分で、Ⅳal期 の区画溝と推定される。10C― SD15と 「TJ

字状に接続し、切り合いが認められなかったので同時に機能していたと考えられる。確認面はVa層上面であるが、堆

積土がⅣ層に類似する黒色土であったのでⅣa層 中あるいは上面から掘り込まれていた可能性が高い。方向は真北か

ら23°東傾し、幅は1.7～ 30m、 深さは30～ 45cmで ある。出土遺物は土師器、須恵器、土師質土器、中世陶器等25点

と木製品 2点、およびウマの骨で、陶器と須恵器計 3点が図化できた (表 109、 第264図 1～ 3)。

10C― SD15(第 263・ 267・ 269図)9B― SD15と 「T」 字状に接続する。確認面はⅣa層 中で、堆積土上層にはⅣa層が

流入していた。方向は真北から64° 西傾していて、概ね9B― SD15と 直交する。長さは約54m、 幅は9B― SD15と の接

続部分では狭く約 lmであるが、東側では2.5～3.8mに 広がっている。断面形は浅い「U」 字形で深さは16mである。

出土遺物は土器片200点以上とウマの骨であるが、土師器・須恵器・中世陶器が多い。常滑や在地産の陶器や土師質

土器、漆器椀などが図化できた (表 109・ 110、 第264図 4～ 21)。 土師質土器 Ia-25碗 (19)は、①大型である点、

②型押し成形で作られている点、③色調が灰白色である点などが他の上師質土器皿類と大きく異なっており、他の

地方からの搬入品であると考えられる。

第263図  10C区西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳ al・ 2期 )

坐__「_¬__T_~r~司 F――――――――――一二甲
m



第 1編 第 1次発掘調査

戸 可 能ダ

0                         10cm

訥

焉 肩

― ― 孔

Cm

血 登録 No 地区。遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口径 底 径 器 高

1
「

t‐
_ク 10 (9B― SDl 陶器 (渥 美 )市 口縁 ～ 体 部 片 方 向 に 2条 の坊 繰 128-5

Ic-212 ―(9B― SD15) 陶器 (FF地 )ガ 三ヽ (ら う (7 7 ナデ、内面に峡状の付着物 128-6

3 E-109 10C― (9B― SD15) 須 恵 器 (大戸 )瓶 廣 剤

`の

み ロクロ訪雫 128-7

4 Ic‐ 236 10C― SD 4層 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 □綴吾低川ヽ片 灰 釉 、 中 Ш期 128-8

5 Ic-223 10C― SD 琴 □綴 喜【/1ヽ す十 日'頚 部ヨヨナデ、体部ナデ、一部に灰オリーブ色の目然釉

6 Ic-218 警 口縁 言Б/1ヽ チ十 ヨコナデ、内面磨滅、転用砥

7 10C― RD 4 陶 器 (常滑 ) 審 口縁 言Б/1ヽ 片 ヨ コ 7JLU 12811

8 子o217 ({〕‐ ・ 4 陶 器 (常滑 )甕 底 部 小 片 ナ 128-12

rc_211 OC― SD 4 陶 器 (渥美 )豆 廣 訂

`1つ

(139) ナデ、内面に灰白角の自然釉 128-13

Ic-213 OC― SD 4 陶器 (在地。自石)片 日 口縁¬
`川

片ヽ ロ ク ロ (回 転 台 )調 整 クR_15

11 Ic-215 OC― SD15。 4 陶器 (存加・自石 )片 日 □綴吾L河 片ヽ ロクロ (回 転台)調整 クR-1為

12 Ic‐216 10C― SD15・ 4 器 (存 l lj)片 日鋏 口縁 吾B/1ヽ 片 ロクロ (回転台)調整、内向 卜半暦減 2X‐ 14

13 Ic-214 OC― RD15・ 4 器 (布 lll。 白石 )警 口縁 ～体 部 片 日・穏喜ほヨコナギ、体制ナギ、外而に灰白任の自然釉 12817

4 OC― SD 5・ 4 青磁 (籠 泉窯系)折縁皿 口縁 音Б/1ヽ 片 支 128-23

OC― SD 3層 白磁 (中 国 )碗 か 皿 ロ 口 芥 128‐ 22

16 Ia-21 OC― SD 4 土師 質 土 器 。皿 将К1/FD 120) ロ ク ロ調 整 、外 面 体 郡 下 端 一 部 ナデ 128-18

17 Ia-20 OC― SD 4 下 部 1/3 ロ ク ロ調 整 、回 転 糸 切 → ナ デ 、見 込 み ナ デ クR-19

Ia‐ 22 OC― SD 4 下 部 ロクロ調整、回転糸切、自針微量

19 Ia‐ 25 10C― SD15 土師質土器・婉 1/4 (228)
口縁部ヨコナデ、体部ナデ・オサエ、型
押 1ッ 成 形 ?、 胎 十精 良 、 灰 白角

128‐ 21

L-69 10C― SD15 木製品・漆器椀 底 部 (80)
内外面炭粉下地 +透 明漆 +赤 漆文様
(扇 )、 マツ属梅維管束亜属

128-25

カラー9

21 10C― SD15 部 分 岳 130+ 幅34+ 彊ヨ02

第264図  9B― SD15、 10C― SD15出土遠物



第 4章  10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構(2)一 Ⅳal・ 2期

>
¢)土坑

10C― SK19(第265図 )10C― SD39に 切られ、東半部にはSL13

の盛 り土が覆つていた。10C― SD39や SL13はSD1003に 伴ってⅣ

a2期以降と考えられるので、10C― SK19は Ⅳal期 と推定される。

短軸2.0～ 2.2m、 長軸3.8mの長方形で、深さは0.9m、 壁はほぼ

垂直に立ち上がる。堆積土は大部分がブロック土で、人為的に

埋め戻されている。遺物は須恵器片 1点とウマの骨が出土した

(表 109)。

＼

IV<//

0                  2m

第265図  10C― SK19 平面・断面図

第266図

SD1004A 土留め施設平面図、

10C― SE3・ 5 平面・断面図

10C― SE3

層 位 角 調 土 質 混入物・そ の他

1

10YR1 7/1黒色
10YR3/1黒褐色
5GY4/1 暗オリーブ灰色 鰺伸詔卿

2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 砂質 シル ト

3

lllYR1 7/1黒色
10YR3/1黒褐色
5GY4/1 暗オリープ灰色

粧質劫卜
|お
遷碁"

層 位 色 調 土質

10YR3/2票 爵やq )レ ト

10YR3/2黒 シ)レ ト 砂粒少量

10YR3ッ /2 票 邑 粘 土

2b 10YR3/2黒褐色 粘 土

3 10YR2/2黒褐色 粘 土 砂粒少量

5Y3/1  オリーブ黒色 結 十 オ
'リ

ーブ灰角細砂ブロック少量

砂 質 シル ト

2 10YR4/3にぶい黄率 粘土質 シル ト 黄褐色シル トブロック多量
10C― SE5



第 1編 第 1次発掘調査

4.10C区東部～ 10D区の遺構 と遺物

城館の主軸方向の堀であるSD1003・ SD1007と それに直交するSD1004AがⅣa2期 と考えられる。建物は10D区の

SD1004北側の区画に3棟 と柱列跡 1条がある。Ⅳal期の区画溝は前述した10C― SD15で 、10D区 中央まで延びている。

建物は区画溝をはさんで10C区 に 3棟ある。井戸跡は10C区では10C― SE3・ 5、 10D区 では前述した10D― SEl・ 4の他

に10D― SE2・ 3・ 5～7が この時期と推定されるが、より細かな時期の限定は困難である。

/ヾ
ゞ

O°
O O

SD1004B,C

Ｘ′う一壮一／ハ〔

Ｅ３◎

O
O。
◎  00

Ｏ
　
ｏ

ｏ
島

。枠
）

O塩

O o⑤

oOB s

∞T>

SD1004A
10C区 東 壁

七60

SD1004C

0                  2m

第267図  10C区 東部～10D区 西部 Ⅳa層上面平面図 (Ⅳ al・ 2期 )、 SD1004A～ C 断面図



第 4章  10区 の調査

第3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期

(1)溝跡

SD1004A(第 267・ 268図 )東 西長約42mの 堀跡で、西端で南 に屈曲 してSD1004Cに 切 られている。切 られている部

分の南側 の詳細は不明であるが、SD1004Bを 越えた南側では認め られなか った。西側 のSD1003と 東側 のSD1007と は

直接つながっておらず、それぞれ3.5mと 1.5m間 隔が開いている。幅は2.5～ 35m、 断面形は逆台形で深さは1,9mで

ある。堆積上の大部分は自然堆積層であるが、上部はブロック土で埋め戻されており、その際に周辺を同じ土で整

地している (第239図 )。

ＯＯＯ
　
Ｏ

0
0

Oo

O亀

占略

∴滝

SE6(t::;∫

:!!i:!__1:と_T____:|

O

上

ｏ
　
　
ｏ

10m

。杉  O

86°
°
0

ダ
0

O

0

0

Ｍ⑥

0

SD1004B

Ｃ
引

第268図  10D区  Ⅳa層上面平面図 (Ⅳal・ 2期 )、 SD1004A～ C 断面図



第 1編 第 1次発掘調査

SD4004 A・ B・ C(10Ctt A― A')

角 調 十 質

la 10YR4/4褐色 シルト ζ十小ブロック・にぶい苦褐角砂管シルト小ブロック・砂締少量

lb
10YR2/2黒褐色
10YR6/4にぶい黄橙色 緒ルト|ガリ噛砂粒少量

lc 10YR3/2黒褐色 粘 土 黒褐色粘土小ブロック・にぶい黄褐色砂質シルト小ブロック少量、砂粒微昌
2 10YR3/2黒褐色 ン,レ ト 砂粒多量、Ⅳa層 の崩落土

3

10VR3/2黒褐色
10YR2/1黒色
25Y2/1 黒色
5Y2/1 黒色 とB魯七圭1互

層
4 Y3ッ/ オリーブ黒色 粘 士 砂粒多量

5 Y3/ オリーブ黒色 粘土 暗 オ リー ブ灰 角粘 土 大 ブ ロ ック少 畳 、砂 締 多 量

6 レ５Ｙ４／レ

オ リーブ黒色/1 
灰色
黒色 盤≧1互

層
10YR3/3暗楊角 粘土質 シル ト 砂粒多量

②

10YR5/4にぶい黄褐色
10YR3/2黒褐色
10YR5/2灰黄褐色 監曇

シ,レ ト

1互
層

⑤ 10YR3/1黒褐色 泥炭質 粘 土 にぶい琶褐角細砂ブロック微量

④ 5Y3/1  オリーブ黒色 粘土 黒色絡土小ブ ロック・ オ リーブ灰角砂質 シル ト小ブ ロック少量

⑤ 2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 組砂

(1)

5Y3/1 オリーブ黒色
75Y4/1 灰色
5Y3/1 オリーブ黒角

砂質シイド
1互
層

5Y2/1 黒 角 泥炭管粘 十 灰オ リーブ色粘土大ブ ロック・ オ リーブ黒色粗砂大ブロック少量

層 IV 角 調 土 質 混入物 。そ の他

1 10YR3ノ /3 日音褐角 シルト にぶい音楊角給十管シルトブロック・砂対少屋

2 10YR4/3にぶ い責褐色 粘 土 黒褐 角粘 十ブ ロ ック・ 植 4/2潰 体 多 量

3 25Y3/1 黒褐色 泥炭質粘土

75Y3/1 オリーブ黒色 シル ト質粘土

75Ⅵ/1 灰色 細砂 黒褐色粘土ブ ロック・灰色粘土ブ ロック多量

SD1004 A・ B,C(10Dtt C― C')

なお、西端隅近 くとSD1004Cに 近い箇所

には杭列が打ち込まれ、杭列の間には葦な

どが充填されていた。SD1004Aの 堆積土が

流出しないようにした土留めの施設と推定

され、SD1004Bか SD1004Cの 段階に伴うと考

えられる。

遺物は陶器や土師質土器などの土器類や

石製品・金属製品 。木製品など約250点 が出

土 したが (表 109。 110)、 木製品の数が比較

的多い。図化できたのは約60点である (第

270～ 276図 )。

土師質土器 Ia-23皿 (第270図 ■)は 内外

面にヘラミガキを施され、赤色顔料が付着

10YRa/2黒褐角 粘土質 シル ト 暗灰黄色粘土ブ ロック多量、黒褐色粘土ブ ロック・砂粒少量

2 5Y3/ オリーブ黒角 泥炭管粘 十

3 5Y2/ 黒 色 佑 土

4 5Y3/ オリーブ黒色 粘 土 砂粒少量

5 5Y3/ オリーブ黒色 シルト質粘土 緑灰色 シル トブ ロック少量

1 ЮYR4/2灰 黄褐色 粘 土 明黄褐色砂質 シル トブ ロ ック・砂粒少量

2 10YR2/2具褐衛 泥炭質粘土 植物遺体多量

3 25Y3/1 黒褐負 佑 十 にぶ い黄褐色砂質 シル トブ ロック・オ リーブ黒色粘土ブ ロック少量

4 10YR2/1黒色 泥炭質粘 十 植物遺体多量

5 25Y3/1 黒褐色 粘 土 賭 オ リー ブ灰 角 シル トブ ロ ック・ 明音 褐 角砂 質 シル トブ ロ ック少 量

6
5Y3/1  オリーブ黒色
25泡/1 黒色 拍浅質粘土}互層

7 25Y3/1 黒褐色 泥炭質粘土 砂粒多量

25Y3/1 里楊角 粘 土

9 5Y2/1 黒徹 常十 オ リーブ黒色 シル トブ ロック少量

層位 色調 土 質 混入物・ その他

10YR3/2里 楊角 希 十管 シル ト 灰黄褐色粘土 質 シル トブ ロック多量

2 25Y3/2 黒褐角 粘 十管 ンル ト 小騨 多

3 25Y3/1 黒褐色 粘 土 質 シル ト 砂 資 シル トを層 状 に微 量

4 10YR3/1黒 褐色 粘土質 シル ト 黒色粘土質 シル トブ ロック微量、値物遺体少量

第269図  10C― SD15 断面図
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第 4章  10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構(2)一 Ⅳal・ 2期

0                   10cm

O①
1       13

Nヽ

0                      10cm
|

配 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版日径 底 径 器 高

i Ic-233 10C―SD10114A・ 中層 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 日縁 部 小 片 灰 釉 、 中 Ⅱ期

2 Ic-267 10D‐ SD10114A・ 中層 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 口縁 音Бオヽ 片 灰 釉 、 中 Ⅳ 期 1ク9_7

3 10D SD1004A・ 中層 百】細m 乱 /1ヽ 片 絡 期 9-

4 Ic-238 i吾低1/3 rl()2】 中 I期 ?
Ic_2為喬 10D―RD □縁 部 小 片 ロ ク ロ調 整 、 山茶 碗 窯 系 129-9

Ic-271 陶 器 (存 141j・ 白石 )牽 底 部 1/10 外 面 ナ デ 、 内 面 ヘ ラナ デ 129-

10C‐SD1004A・ 中層 青磁 (籠 泉 窯 系 )碗 口縁 部 小 片 口縁 部 に雷 文 帯 129‐

10D SD10114A・ 中層 青磁 (龍泉 窯 系 ) ittБ 1/6 (60 畳 付 露 胎

9 」-156 10C―SD1004A・ 埋戻 青磁 (龍/R窯系 ) 暮K1/Fa 3

10D SD10114A・ 上 白儲 (中 国 〕 冊 吾K1/4 口芥 ?

1 子ハ_ク3 10C―RD 1/8

`7働

ロクロ調整→内外面ヘラミガキ、内面にホ角顔料付着、紅皿 6

口縁 音[1/6 ロク ロ調 整 、 内 面 荒 れ・ 剥 落

長 さ 幅 厚 さ

13 10D SD10114A・ 上層 土製 品・ 土 玉 :Л移 径31 129-18

K75 10D‐ SD1004A・ 中層 石製 品・ 砥 石 案 菩Kのみ 73+ タ 4ig+、 デイサイ ト管輝灰猪 13は 3

15 K-74 10D SD1004A・下 1お 04+ 71+ 220g+、 結晶片井 (滑石片猪 ?)
□ 径

1為 口縁 部 小 片 96+ 800g十 、安出着 13118

K-71 10D SD10儀 A・ 中層 石 製 品 ・ 茶 臼下 臼 部 分 径 (360) 47+ 41破 +、 安 山岩

1 K72 lllEl‐ SD1004A・ 中層 石 製 品 ・ 粉 挽 臼上 臼 1〃 154+ 123+ 涯ヨ78 157漿 +、 物 酉己り子L遺存 、安 山岩

第270図  SD1004A出 土遺物 (1)



第 1編 第 1次発掘調査

していたことか ら紅皿 として使用されたものと考えられる。石製品にはK-74温石 (15)やK-73石鉢 (16)な どがある。

漆器椀・皿は12点図化できたが (第 272図 1～ 12)、 L-58(8)を除いて高台が低いのが特徴である。この他の木

製品は横鎚や鍋の蓋、曲物 (第273図 )、 下駄 (第275～ 276図 )な どがある。

10C― SD15 前述したように9B―SD15と 「T」 字状に接する溝である。10D区中央で途切れている。

¢)掘立柱建物跡・柱列

城館の主軸方向と一致する (真北から28～ 32° 東傾)するものがⅣa2期 と考えられ、10D一 SB4・ 9。 10がある。な

お、10D― SB4に は10D― SA2が取 り付 くと考えられる。城館の主軸方向か ら西へ振れる (真北からは25～ 26° 東傾 )

ものはⅣal期 に属すると考えられ、10C― SB6・ ■ 。13がある。

〕
　

　

　

ф

□ 2

〈（【中中中中中中中中中中中中中山中‐‐‐‐‐‐山］日日日日日‐‐日日　　一
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Ⅷ

一

＼十

一却＝

甘

町
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図
Ⅵ
囲

83

|

0                   5cm

―

こ 4

0                         5cm

醸 7
_～五正田田Ⅲ♭  8

0                  10cm

に 登録h 地区・遺構・層位 種 別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

Nb‐ 81 10D SD10114A。 中層 銅 製 品 ・ 年 妨 121+ 12 02 1宣 +
Na 148 10C SD10114A・ 埋戻土 鉄 製 品・ 釘 守5 71+ う 豆自吾低市昌1 0cm、  10宜 + 130‐ 2

3 Na 10C SD1004A・ 中層 鉄 製 品 。 剤

`

72+ 25 ～07 23宜 十 130-4

4

“

376 10D SD1004A・ 下 層 府 16_g、 石 英

5 L― 16 ? 18-31 30_10

6 -12,(1) t52 10 柿渋】tの 里楊徹塗料付着 側面舒穴3而端¶

`に

鋸切断痛

木 製 品・ 板 材 部 分 142+ 57 ク7

L‐ 10D‐ SD1004A・ 中層 木 製 品 。板 材 44+ 形 の 写 ¶ 1

9 L‐ 10D SDllll14A・ 中層 木 製 品・ 木 簡 ? t王併字 形 R3 02 市 訳 =色 形

10 L 10D SD1004A・ 中層 欠 指 228+ 11 両 端 部 を 円柱 状 に削 り出 し

l] L-122そ う 】常喜日欠キ昌 379+ 11～20 30_17

第271図  SD1004A出 土遺物 121



第 4章  10区 の調査

第3節  Ⅳa層の遺構②―Ⅳal・ 2期

＼

/チ
  ｀

＼

∪

0                 10cm

雌 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図ロイ挙 器 高

l L109 10D SD1004A・ 中層 木製品 。漆器椀 415 142
内面赤漆、ブナ属、外面炭粉下地+透 明漆
+赤漆文様(草棄)、 底部赤漆文字「一」刻み

1311

カラー3

2 L‐93 10D‐SD1004A・ 中層 木製品・漆器椀
内面炭粉下地+透明漆十赤漆、ブナ属、外面炭粉下
加+務明漆+細対入漆+茶褐缶漆文様(秋草?)

131‐ 2

3 L-99 10D‐SD1004A・ 中層 木製品・漆器椀 下部
内面炭粉下地+透明漆+赤漆
外面炭粉下地十透明漆+赤漆文様、ブナ属

13卜 3

労‐7-つ

4 10D SD1004A・ 中層 木製品・漆器椀 1彦 (132)
内面炭粉下地+透 明漆+赤漆、外向炭粉

下地+透明漆+赤漆文様 (草木)、 ブナ属

131‐ 4

カラー5

5 10D SD1004A・ 中層 3脚 肉而房給下lll十 陪ホtl漆 外雨炭粉下lll+ホ漆、ブナ属

6 L96 10EI SD1004A。 中層 木製品・漆器椀 314 (142)
内面赤漆、外面炭粉下地+透明漆+赤 漆
支榛、庇部に方形の刻み、ブナ属

7 OD‐SD1004A・ 中層 木 製 品 ・ 漆 器 皿 3/4 31ヽ 62 内面 赤 漆 、 外 面 黒 色 。赤 漆 文 様 1317

R 10C SD10MA・ 下 層 木 製 品 ・ 漆 器 椀 内 面 赤 漆 、 外 面 黒 色 十赤 漆 文 様 、 ブ

L-105 10D SDllX14A・ 下 層 木 製 品 ・ 漆 器 椀 内外面黒色・赤漆文様(大部分剥落)、 底部に一文字の刻み、ブナ属 1318

10D SD1004A・ 中層 木製品・漆器椀 体部下半
内面赤漆、外面黒色・赤漆文様 (大部分
泉‖募)、 底認に十年の刻み、ブナ属

11 下 部 内 雨 ホ 漆 、 外 面 黒 i+示 漆 文 様 、 ブ ナ 属 131-10

12 L-106 1()D‐ SDl()(14A・ 中層 下 部 内面ホ漆、外面黒角・赤漆文様 (大部分剥落)、 ブナ

幅 厚 さ

L-124 10D SD1004A・ 下 層 木 製 品 。しゃ も じ ? txぼ字形 233 23-42 04-08 133-6

L‐ 107 10D‐ SDllX14A・ 中層 柄 の端 部 欠椙 274+ 130‐ 19

第272図  SD1004A出 土遺物 (9



10D― SB4

第 1編 第 1次発掘調査

確 認 層 大きさ 深 さ 柱痕 径

IVb ?

Vハ 独×30 ?

202 V2 ×3僑

Va 42× ? 2 9

婦 樟 東 西 47m、 2闇 南 北 18m、 1間
梓 間 21～26m 1 8m
傾 き 62°  パヽ「 28° E

◎

葛

翼

Ｈ＝
４
　
　
　
Ｈ
岡
‐‐‐―――
‐―‐‐‐‐
――‐‐‐‐
―――‐‐‐
――‐‐――
‐‐‐‐――
‐‐‐―――
甥
‐‐
５

|

0                                       20cm

†

‐‐‐‐ｍⅢ酬円円四田国国山田国旧円悧ＭＮ酬Ｎ潮四

確 認 層 大きさ 柱 痕 径

209 「ヽa 38× 34 ?

Va ?

9 Бアゐ

IVa」ヒ
整地層

40× 36 % 15

IVa

Ⅳ b ?

規模
EE5 5■ n 司ヒ36m

子イ子 (3間 )

17～ 19m

血 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
注 目 rρ m、

調 整 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

10D―SDl∞ 4A・ 中層 木 製 品・ 横 餌 頭 部 一 部 欠損 30-43 ξ端部に円形穿孔 1

2 L-94 10D SDl∽ 4A。 中層 側 板 の一 264-| 経 惹 絡 Iう 、 結 合 併 剛

3 L95 10D‐SDl∞ 4A・ 下層 木 製 品 。曲 物 3i2+ 4R+ 03 樺 皮 駿 じ

4 L80 10C‐ SD1004A・ の 一 254+ 68キ

5 7 1/3 (19笏 円 形 の 穿 訂 2× 2、 コィ脇 に種 皮 残 存

底 板 lμ 結 合 釘 孔 1

7 10D‐SDl∞ 4A・ 中層 木 製 品 。曲 物 底 板 lμ 初 望 R 隅丸方形 ?、 結合釘穴 22、 木釘21残存 (3mm角 )

第273図  SD1004A出 土遺物 (4)
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第 4章  10区 の調査

第 3節  Ⅳa層の遺構121-Ⅳ al・ 2期

イ
イ
オ
　
／

o                      20cm

に 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
(cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図幅 厚 さ

‐13缶 OD― SD1004A 木製 品・ 板 材 ギ;:耳珍? lB I面 に 方 形 の 撫 り

2 10C― SD1004A 木 [欠 椙 630+ 未

10C― SD1004A 動膏言区欠損 731+ ライく

4 L-134 10D SD1004A・ 中層 未製 品 。前 ? 頭 部 欠損 1∩RR+ 木

5 L ll 部 分 写 真 の み

第274図 SD1004A出 土遺物 (5)



第 1編 第 1次発掘調査

(3)井戸跡

10C― SE3(第 266図 )10C区南部に位置 し、

径 10～ 1.lm、 深さ2.2mである。Ⅳal・ 2期 と

推定される。瓦質火鉢や曲物などが出土 し、5

点が図化できた (表 109、 第278図 )。

10C― SE5(第 266図 )10C区南部に位置 し、

SD1004Cに 上部を切 られている。Ⅳb～ Ⅳal・

2期 と推定される。大きさが不明瞭であるが

1.2× 1.5m前後の楕円形と推定される。深さは

1.6mである。遺物は在地産の中世陶器片 1点

が出土 した。

10D― SE2(第 277図 )10D区 北西部 のⅣa層

中で確認 した。 10C― SD15を 切っているので

10D― SB9

PttNcl 確 認 層 大 き さ 深 さ

Va ?

/ヽa ?

fVa ?

Бra 12

Π′n 為 4

IVa上
整地層

17 8 ?

12

規模
東 西46m 南 北 29m
桁 行 3間 梁行 2間

柱 間 14-1 7rn 13～ 16m
面 括 33篇 イlEl芦 99° F

確 認 層 大 き さ 柱 痕 径

Ⅳ a上
整地層

34× 28 20 15

30× % ?

17 ?

34× 24

36× 30 ?

規模
東 西47m 南北 18m
桁 行 2間 梁行 1間

柱 間 23-24m 1 8m

面 積 85面 傾 き 2° E

τ ttS＼ ―

⑫

□

囲  長
圃

~3
0                   10cm

血 登録No 地区・遺構・層位 種 別 (産地) 器種 遺存度
渋

`cm 調 整 ・ 特 徴
写真
図版

L-57 台 と後 詢 7+ 4 ≠常幅100 132-

2 L-108 10D‐SD1004A・ 中層 木 製 品 ・ 葬 肯 下 駄 132-2

3 L-118 10D SD10114A・ 中層 木 製 品 ・ 差 歯 下 駄 差 歯 の 3/4 幅91+ 高95+ 厚1 6 132-3

4 L-59 10C SD1004A・ 中層 木 製 品 ・ 差 歯 下 駄 1/3 78+ 差 歯 幅 145

第275図  SD1004A出 土遺物 16)
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第 4章  10区 の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構121-Ⅳ al。 2期

‐６７

　

　

　

　

５２

10C― SBll

IVa ×26 ?

Va 9

Va 32× 28 ? 12

Va 32× 28 ? 14

Pげ a ?

「げzn 4R× 36

Ⅳ a 40× 34

規模
東 西 2つm 南 北 22m
綿 行 3FHq 梁 行 (3間 )

柱 間 07-1 lra 07-08m
面 積 Ｚｍ 傾 き

IVa 24 ?

Va 40× 32 29

Va 20

42 Va ?

Va ?

規模
更 両 41m 居耳引監1 6rn

梁 行 と闇

1 6rn

面 積 66∬ 傾 き 125° E

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 30× 26 ? ?

Va 30× 26 9 9

Va 夕R〉〈20 ? ?

Va 26

規模
更 西 71m
桁 行 2間 裟 行 1間

柱 間 35～ 37■ 1 3 1m
面 積 220■ド 傾 き 26° E

卸

Ａ

‐

‐

′

押

一
一

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特  徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

1 10D SD1004A・ 下層 木 製 品・ 津 歯 下 駄 ほぼ完形 207-ト H5 42+ 鉄 釘 2本で 前 歯 補イ 132-5

2 L98 103-SD1004A 木 製 品・ 連 歯 ほぼ 完 形 左 用

3 1_97 ク13 14 4R+ 喬 而 相‖

`『

縮 修 剛 ・ 太 餌 132_7

4 4あ 7

第276図 SD1004A出 土遺物 (7)



第 1編 第 1次発掘調査

Ⅳa2期 と推定され、位置関係から10D― SB4の屋内にあった可能性がある。径11× 1.3mの精円形で、深さは1.4mで

ある。土師質土器皿が 1点 出土した。

10D一 SE3(第277図 )10D区中央部のⅣa層 中で確認 した。

る。遺物は出土しなかった。

Ⅳal。 2期 と推定される。径 1.1～ 1.2m、 深さ1.3mで あ

10D― SE5(第277図 )10D区西部のVa層上面で確認した。Ⅳb～Ⅳ

al期 と推定される。径 1.3～ 14m、 深さ09mで ある。遺物は出土しな

かった。

10D― SE6(第277図 )10D区 中央 部 の Va層 上 面 で 確 認 した。

SD1004Aに 切 られている。Ⅳb～Ⅳal期 と推定される。径17m前後で、

深さ1.3mで ある。遺物は出土しなかった。

10D― SE7(第277図 )10D区 中央 部 の Va層 上 面 で 確 認 した。

SD1004Aに 大部分を切 られてお り、南壁だけが残存していた。Ⅳb～

Ⅳal期 と推定される。深さ15mで、遺物は常滑産の甕の破片 1点で

ある。

10D― SE2

10D― SE5

Aトー730m

10D― SE6

Aトー730m ―引A′

730m 引 A′

0                  2m

く

下

<

A「-740m      ―‖A'

引 A

層位 色 調 土質 混入物 。その他

1 25Y3/2 黒褐色 粘 土 砂粒多量

5Y3/1 黒褐色 粘 土

a 25Y2/1 里角 粘 土 黒色泥炭質粘土・オ リーブ黒色粘土 を層状に微量

5Y3/1  オリーブ黒色
5Y2/1 黒色 懐キ1互層

5 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 灰角粘 土 ブ ロ ック少 量

1 10YR4/3に ぶ い黄褐色 シル ト質粘土 オリーブ黒色粘土ブロック微量、砂粒少量
5Y3/1 黒褐色 粘 土 オリーブ黒色細砂ブロック・暗緑灰色粗砂ブロック・オリーブ黒色粘土ブロック多量

3
5Y3/2 オリーブ黒色
75Y3/1 オリーブ黒徹

粘 土
互 層

第277図 封OD― SE2・ 3・ 5～7 平面・断面図

層位 色調 土質 混入物 。その他

10YR3/2里 楊角 粘土 にぶい黄褐色粘土ブロック・木炭粒微量

2 25Y3/1 黒褐負 i十 暗オ リーブ灰色細砂 ブロック・黒褐色粘土ブ ロック少量

3 5Y3/1 オリーブ黒負 粘 土 暗緑 灰 角来R砂ブ ロ ック・ 黒 楊 角器 十ブ ロ ック 苦 灰 角希 十ブ ロ ック多 昌

〕 10YR3/2黒褐色 粘 土 砂粒少量

2 5Y3/1 オ リーブ黒色 粘土質 シル ト 灰色粘土ブ ロック少量

3 5Y3/1  オリーブ黒色 粘土 オ リーブ黒色粗砂ブ ロック少量

4 25Y3/1 黒楊角 給 十 砂粒・植物遺体多量

引 BI

0                    2m
|

10D― SE3



第 4章  10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構②一Ⅳal・ 2期

代
翠

／

　

酬
Ⅶ

酔
――
‐‐酬
Ψ
、

ヽ

＼

0                         10cm

予
=fri=≡

ュ__三Ξ三二ここここここ三二三Ξ三二二Ξ三三三二三三二ここEttI三二Ξ三⇒

2

効 5

睫 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特  徴
真
版

写
図□

1 10C‐SE3・ 下層 瓦質土器・火鉢 上部 3/4 (405)
外面ナデ→ヘラミガキ、日縁部と体部に凸帯・凸常間に菱形スタ
シブ、 内面ナギ→日綴部ヘラミガキ,枚熱による剥離激しい

129-1

10C―SE3 底 板 1/3 径 (345) 厚15 側 面 に漆 付 着 、 結 合 釘 孔 H 129-3

長 さ 幅 厚 さ

3 L-70 10C― SE3 木 製 品・ 山 物 側 板 の 一 部 l12+ 樺 皮 綴 l ,9_ク

4 L-92 10C―SE3・
~F,冒

木 製 品 ・ 端 部 破 31S+ 形 の イ

5 L91 示 石 9 +5 2

第278図  10C― SE3出土遺物
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5.10D区 東部 ～ 10E区 の遺 構 と遺 物

この区域の遺構は少なく、城館の主軸に直交するSD1005C

と10E区南東部の10E―SD8、 掘立柱建物跡3棟や掘立柱建

物跡になる可能性がある柱列跡1条、井戸跡 1基などが認め

られたのみである。ただ、10E― SD8からは信仰に係わる大量

の木製品が出土しており、SD8の周辺は通常の生活空間とは

異なった「場Jであったと考えられる。

(1)溝跡

SD1005C(第 279。 281図)SD1005Cは SD1005A・ CoDの溝

が 3本切り合っている中で最も古く、Ⅳa2期 と考えられる。

10D区 北東部でSD1007と 接続し、やや北側に膨らみながら

東に延びる。幅2.5～ 3.5m、 断面形は逆台形で、深さは1.8m

である。西端部のSD1007と の接続部には清底面からの高さ

約80cmの障壁状の高まりがある。なお、障壁状の高まりは

10E区東端近くにも認められる。10D区東壁における断面観

察では2回ほど改修された様子が窺える。堆積上の下層は

自然堆積層であるが、上部は人為的に埋め戻されていた。

なお、SD1005A・ Dの 項で述べたように、SD1005A～ Dの 出

土遺物の大部分は区分せずに取り上げている。このため

SD1005Cと して図化できたのは中世陶器 2点のみである。

呵OE― SD8(第281図)10E区南東部 にあ り、「コ」字状

に屈曲している。南部は調査区外に出て しまうため全容

は不明であるが方形に巡っている可能性もある。清で画

された部分は東西17mで ある。溝の大部分は幅20～ 35

m、 深さ1.lm前後であるが、西側では極端に狭 く。浅 く

なり、幅70～ 90cm、 深さ50cm程 となっている。また底面

の数箇所では障壁状の高まりが認め られた。SD1005Cが

10E― SD8を 意識するように北側 に湾曲 していることか

ら10E― SD8は SD1005Cと 同 じⅣa2期 の遺構 と考 え られ

O

O

0                          10m

第279図  10D区 東部～ 10E区 西部
Ⅳa層上面平面図 (Ⅳal・ 2期 )

る。ただし、SD8の 北辺がⅣa-1期 と考えられる10E― SB4の 方向と一致 して

いるので、Ⅳal期か ら機能していた可能性もある。

遺物は土師器・須恵器・土師質土器。陶器などの土器類や石製品・金属製品な

ど約150点、木製品が 180点 の他、人の頭骨や馬の歯な ども出土 している (表

Hl)。 図化できたのは各種の塔婆類や こけら経などの信仰に係る木製品を中

心に約 150点である (第 282～ 302図 )。 第282図は瓦質内耳鍋や青磁壺、茶臼や金

属製品などで、このうちの銭貨はこの付近に集中する近世墓から混入 した可

能性もある。第283図 は漆器椀や用途不明の材である。

10D区

げ

0                         10cm

hTo 登録Alo 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
畳  (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版回 4挙 底 径 器 高

Ic-274 10E SD1005C・ 下 層 陶 器 (在 lllU)ガ 千ヽ 口縁 ～ 体 部 片 口縁 郡 ヨ コナ デ 、体 部 ナデ 126-11

2 Ic-273 10E SD1005C・ 下層 陶器 (在 地・白石)片 日鉢 口縁 ～ 体 部 片 ロクロ (回転台)調整

第280図 SD1005C出 土遺物
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γ

口

０

０

/゛
ヾ

抵

)                       10m

」ｙス〔ぉ、

貶◎

ぜ

Aトー 700m

0                           21

10E― SEl

10E― SD8

―引A′

マ
う
ち

t2

Bトー 710m 引 B′ C Dトー 730m

層 締 角 調 十管

1 5Y2/2 オリーブ黒角 粘 十 オリーブ灰角砂粒・黒角粘土ブロック多量、人為的な埋め土

2 5Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 オリーブ灰色砂ブロック少量

1 10YR3/2黒 褐色 シルト マ ンガ ン多量、小礫・ 炭化物少量

25Y3/1 黒褐色 シル ト質粘土 マンガ ン・ 礫・炭化物 。焼骨片少量

2b 25Y2/1 翼 粘 十

10YR1 7/1果 粘 緑灰 角粘 十ブ ロ ック・ 植 物遺 体・ 炭化 物 少 量

25W9/1 粘 値物遺体・炭化物・ 砂粒少量、焼骨片微量

4 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 酸化鉄・ 小礫少量

第281図 10E区東部Ⅳa層上面平面図 (Ⅳal・ 2期 )、 10E― SEl 平面・断面図、10E― SD8 断面図
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0                 20m

08

友
09

一

印

・
――
サ

0                 5cn

0              2cnl

―

ぎて浮ミ

(Ξ〕
)4

陥 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量 (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版回 径 底 径 器 高

l 10E―SD8 I質 土器・内耳 鍋 上 部 睛 (280Ⅲ ロクロ調T~g→体部内面 ,外面下半ナデ 134-2

2 Ic‐275 10E‐ SD8・ 2層 陶器 (在地 。白石 )甕 日縁 ～体 部 片 日・ 頚 郡 ヨ コナ デ 、体 部 ナデ

3 J-77 10E―SD8 青磁 (寵泉 窯 系 )豆 底 ～ TIN部 1/8 畳 付 露 胎

倖 さ 幅 匡 声

4 徐不 明 吾低分 80+ ?看 2為 らR宣十 円本ギ】代、中
"、

Ч
`に

菖i隠 しない欠(径0 6cm)

10L SD心 ・ 1層 1脚 径 (190) 高(+‖ 1460宜 +、 密 山井 134-7

6 10E‐ SD8。 1層 石 製 品 ・ 板 碑 部 分 旨230+ 236+ 44 1695富 +、 種 字「キ i)― ク |、 頁 岩

7 Na‐ 177 10E―SD8 鉄 製 品 ・ 釘 頭 ～ 中央 部 72+ 尼 曲 、 頭 郡 幅 1 2cm、 8富 +
8 Na 178 1∝ SD8・ 3層 鉄 製 品 ・ 釘 中央 部 35+ 頭 部 ILI字形 、板 塔 婆枠 屋 根 の釘 、2宮 十 134-10

Nn_179 中喋
=`

3h+ ∩3 扁巾、面 蔀 TI字形 、板 パ 撃枠 屋 H FPの餌 9g+ 134‐ 11

径

Nb 82 年 形 23 232 (開 ィ i商 暫・層・和!傍 621年 )、 尋 商半 浩 34‐ 2

11 Nb-83 10E―SD8 銅 製 品 ・ 錢 省 第 形 祥 符 元 曹 (北末 ・ 初 傍 1008年 ) 3

Nb-95 10E SD8・ 1層   1鋼 製 品・ 銭 管 Ъ 29営 + 洪 武 涌 奮 (明・ 初 鋳 1368年 ) 4

Nb 96 10E SD8    1銅 製 品・ 銭 貨 完 形 32g 永 楽 通 管 (明・ 初 鋳 1408年 ) 5

Nh_97 字 形 ク4 31宣 永 楽 通 賓 (明・ 初 鋳 1408年 )

第282図  10E― SD8出土遺物 (1)
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第 3節  Ⅳa層の遺構②―Ⅳal・ 2期

《饉≡多
)9

8

0                         20cm

∩
――
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――
聞
ｗ
□

一

山

同―――‐
国
隠
凶
阿
悧
脚
‐‐‐―‐――‐‐‐‐‐
凶
日
伺
――十‐‐
国
凹
画
ｍ

岡剛酬剛劇廿
∩
α 醒 6

0                   10cm

囚

睫 登録に 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図日径 底 径 器 高

I L-172 10E SD8・ 3層 木製品・漆器椀 ほぼ完形 112
内面炭粉下地+透明漆+赤漆、外面炭粉
下l lI+誘 明漆+ホ漆支様 (草″)、 ブナ属

134-5

カラー10

2 L‐ 171 10E― SD8'3層 木製品・漆器椀 2/3
内面炭粉下地+透明漆+赤漆,透明漆、ブナ属、外面炭
粉下地十務明漆十赤漆文様(草木葉?,剥落激しい)

134-6

長 さ 幅 厚 さ

3 L-214 年 形 両 端 部 を三 角 形 に削 り出 し 34-19

4 -173 ?、  端 言Б欠子員 107+ 17 134-17

Tフー229 E SD8・ 3b層 木 製 品・ 角 材 ほぼ 完 形 77 ち 1 一 方 輪 が 認 い 134‐ 18

L217 10E― SD8・ 3b層 木 製 品 。角 材 形 ? 33ヽシ4 ほ折 く に三 角 形 の狭 り 134-20

7 L-213 10E―SD8・ 3垢 木 製 品・ 板 不 形 46-49 精 円形 の 穿 孔 2× 2 134-22

8 L258 10E―SD8' ほIデ■形 134_9

9 L290 1不 明 ほとぎ茅形 24-38 濤 状 の 窪 み

第283図  10E― SD8出 土遺物 (2)
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阻 登録No 地区・遺構・層位 種 別 (産地 ) 器 種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 一幅

1 L271 10E SD8・ 2層 完 形 721 62 1 1積 日、 黒 書 雇 訴 多 数 、 モミ属

2 L-274 10E― SD8・ 2)冒 木製品・五輪塔形板塔婆 完 形 1 2枚 日、墨 書 痕 跡 多 数「二 七 日 ?|、 モ ミ属 135-2、  200‐

3 L272 木製品・五輪塔形板塔婆 完 形 4 3枚 日、 墨 書 痕 跡 有 、 モ ミ属 35-3、

4 形板然喉 7,0 0 4枚 目、 墨 書 痕 跡 有 十四 七 日 |、 モ ミ属 35-4

Iフ‐27う 底 ぽ 界 形 724 5タ 0 ど日 書 痛 脈 石 17T十 日 | 千 g層
35-5、

6 L273 10E― SD8・ 2層 字 形 7 0 日、 黒 書 雇 跡 多 数 十六 十 日 |、 千 ミ 属

7 L276 10E― SD8・ 2層 ほぼ 年 形 11 7枚 日、黒書擢跡多数 十七七 日 |、 モミ属 35-7 97-4

第284図  10E一 SD8出土遺物 (31
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第 3飾  Ⅳa層 の遺構121-Ⅳal・ 2期

板塔婆

L-271～ 277板塔婆 7枚 (第284図 )は 、L-386枠 (第285図 )に鉄釘で打ち付けられた状態で出土したが (写真51-5～ 8)、

枠・鉄釘共に劣化していたため、取り上げの際には別々に取り上げている。枠も組み合わせた状態では取り上げられなかっ

―◎ ◎―

._    ⊂ラ    0    こう   O i  Φ

て
‐

潜
ｇ
Ｙ

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴 写真
図版仔 声 幅 厚 さ

1 10E― SD8・ 2層 木製品・板塔婆の枠 前面?

(柱 2、 横木2)

、方形の弁孔3(2箇 所同一方向、1箇所は直交方向),窪 み1

137-2
5 す、方形の算孔3(2箇所同一方向、1箇所は直交方向)・ 窪み1

652 の橋末、舗

644 下 の横 未 、 釘

第285図  10E― SD8出土遺物
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たため分解して取り上げ、保存処理を行っている。なお、本来の出土状況を図上復元したのが第286図 1である。

板塔婆は頭部を五輪塔形に削り出したもので、長さは約72cmで ある。7枚ともに塔婆の表面が黒ずんでいるのに

対して、逆に文字の部分の色調が他より薄く、なおかつわずかに盛り上がっているなどSD1005A～ D出土の板塔婆と
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血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
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調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 )享 さ

1 出 土 時 の復 元 図

2 -2う9 の 維 常 屋 経 ¬
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137 一Ｓ α丁了し4

第286図  10E― SD8出 土遺物 (5)
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第 3節  Ⅳa層 の遺構②一Ⅳal・ 2期

〔亙導 7

E=======三ヨヨ 6

―
~5

□ff 4

″ /力 3

0                   20cm

ノ
く
ヽ
、レ

彰 2

-1

司
|

|

瞼 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ,特 徴
写真
図版長 さ 幅 ,享 さ

1 L-283 10E― SD8・ 2層 木製品・五輪塔形板塔婆 |ま|ま 7L形 760+ ク リ

2 L282 10E‐ SD8・ 2層 先端部欠損 724+ 07-12 風 輪 と火 輪 を浅 い切 込 み で 区別 、 ク I

3 L′263 10E― SD8・ 2 6喬 4+ 0 千ミ属

4 L-216 I撹 8+ 7+ 7

Lヨ14る 590+ 火輪 と水 輪 の削 り こみ が 少 な い

i SD8・ 2層 上 部 2/_R 540+ 釘 コィ1、 モ ミ属

7 L-222 10E― SD8・ 3層 木製品・五輪塔形板塔婆 上 部 2/3 523+ 釘 孔 1残存 、 ク リ

L 176 10E SD8・ 3層 木製品・五輪塔形板塔 水 輪 部 小 片 110+ 36+ 13 マ ツ属 複 維 管 東 亜 属

9 L′ 175 10E SD8・ 3層 木製品・五輪塔形板塔 頭 部 の み 1+ 136-12

第287図  10E― SD8出土遺物 (6)
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嘘ここ〃 1
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0                                        20cm

→ 9  -10

D

古

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

1 L-279 10E‐SD8・ 2層 木 品・五輪塔形板塔婆 上部 3/4 538+ 06-10 風 輪 と 火 輪 の 形 菓 が 他 と J、 ク リ 136-8

2 し-265 10E‐SD8・ 2層 木霞堅品・五輪塔形板塔婆 上言Б夕3 530+ 釘 孔 1、 モ ミ属 136-9

3 L-267 10E―SD8・ 木 品・五輪塔形板塔婆 上部213 518+ ,Tヨ と、 モ ミ属 136-10

4 _9h0 1つ 4夕 h+ 136-16

う 422+ 13h_17

上部 1/2 392+ 4 り く輪刷∫が不HjI瞭 、ヤマウルシ

7 し-219 10E‐SD8。 1層 木 品・五輸塔形板塔婆 上部 1/2 392+ 釘 判`晩厚 、 ス キ 136-19

8 L212 Э
=SD8・

2層 木 上部 1/3 216+ モ ミ属 136‐ 13

9 L-218 ЭE―SD8・ 3b)詈 木 弔・五輪塔形板塔婆 255+ ク リ 136-14

L-240 10E―SD8・ 3層 木製品・五輪塔形板塔婆 上部 1/3 282+ 釘孔1文字確認
13615
107_R

234

第288図  10E― SD8出土遺物 (7)
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第 4章 10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期

″ ダ
=ヨ

6  ~7

バ

一
天
　
　
一
バ
イ
　
是

-3

0                  5cm

XTo 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
渋 畳 (cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版

―夕94 磨 形 頭 部 の み 120+ 52 窄輪の一部に赤角塗料付着、スギまたはヒノキ科 1359、 カラー 19

阪搭塔 頭 部 の み 123+ 水輪 の一 部 に赤 色 塗 料 付 着 、 スギ 0

3 L-230 10E SD8・ 3b層 木製品・五輪塔形板搭婆 頭 部 の み 198+ 風輪 に赤 色 塗 料・ 水 輪 に黒 色 塗 料

4 L-284 10E SD8・ 2層 上部 1/3 238+ 帯 状 の塁 痕 、 ク リ

5 L-210 10E―SD8 木製品・五輪塔形板塔婆 上部 1/3 9ク h+ OR 書 1更  バ イ  早 、 モ ミ 底 35‐ 3、  197-2

6 L-2H 10E―SD8 卜
=K1/3

,72+
7 _ク20 246+ 4

R 上部 1つ 390+ 3 釜T711、  ク i 6

9 L-228 10L― SD8・ 層 茉 処 品・ =色杉 締 盛盗 上 部 1混 522+ 3 3

10 L‐ 226 10E‐SD8・ 3層 木製品・三角形板塔磐 上 部 1/2 472+ 5

11 L280 10E― SD8・ 2層 木製品 。三角形板塔婆 上 部 1/2 0 5

12 L225 10E SD8・ 3層 木製品・三角形板塔婆 r剤
`1/3

35R+ 4 6

_174 界 ¶ 高145 火輸がない、四而に祐字、スギ科またはヒノキ科 1358、 カラー フ

第289図  10E― SD8出土遺物 (8)
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第 4章  10区 の調査

第 3節  Ⅳa層の遺構(2)一 Ⅳal・ 2期

同様に、墨は遺存 していないが墨書の痕跡が残っていた (写真図版197～

201)。 この墨書痕跡はごくわずかな盛 り上が りのため、文字の存在は確認

できても判読まで可能なものは少ない。頭部の空輪～水輪の部分の文字は

ほとんど判別できなかったが、地輪の部分にはほぼ全面に墨書がなされて

いる。文字は部分的に判読できたのみで、全容は不明であるが、L-275。

273(5・ 6)の塔婆の右下 に「五七 日」「六七 日」とあ り、L-274・ 277・ 276(2・

4・ 7)に も不明瞭なが らも「二七」「四七 日」「七七 日」とあるので、死者の没

後七日ごとの追善供養のためのものであると考えられる (註 1)。

L-386枠 (第285図 )は高さ約 114cm、 幅65cmで 、頭部を三角形に加工し

た 2本の丸木を柱とし、間に貫板のように板材を差 し込んでいる。この板

材は小口に木片を打ち込んで柱に固定 してあつた。また、柱の上部には横木

用の孔とは直交方向に別な貫通孔があり、長さ28cmの 別な板材が組み込ん

であった。下部にも貫通しない方形の穴があるがこの用途は不明である。

なお、近くから断面形が「く」字状で長さ91cnの 材L-259が 出土しているが  第291図 板塔婆・枠の復元図

(第286図 2)、 このL-259の「く」字状の凹みとL-386柱頭部の三角形の形状が一致することと、対になった小さな円

形の貫通孔が2組認められ、釘が2点残存していたことから、柱の頭部に釘で固定されていた屋根のような部材と推

定される。以上を総合して復元 したのが第291図 である (註 2)。

なお、同様な板塔婆の枠はこの他にも出土 している。L-269(第 290図 1)は板塔婆が失われ、基部も一部欠損し

ているが (写真52-1・ 2)ほぼ完形である。残存高 126cm、 幅43cmで、L-386に 比べて幅が狭く、2/3ほ どである。

L-268`215(第 290図 2・ 3)は柱部分のみである。写真52-3は別個体であるが、遺存状態が悪いため図化はできな

かった。これには板塔婆が伴っていたが取 り上げの際に他の板塔婆と混在 してしまっている。

頭部を五輪塔形に削 り出した板塔婆はL-271～ 277の 7点の他にも多数ある (第287～ 289図 )。 このうち文字が確

認できたのはごく一部である (第289図 3・ 5)。 頭部の形状は様々で、L-271～ 277の 7点のように比較的整つた形態

のものの他に、風輪と火輪を間の細い切込によって区別 したL-282(第 287図 2)、 同じく風輪と火輪を間の細い切

込によって区別 しているが風輪 と火輪の形が逆になっているL-279(第 288図 1)、 削 り込みが少なく輪郭がはっき

りしないL-281(第 288図 6)な どがある。なお、3点のみであるが彩色されたものがL-223・ 224・ 230である (第 289

図1～ 3)。 L-223・ 224は それぞれ空輪と水輪にわずかに赤色顔料が認められる程度であつたが、L-230は 顔料がよ

く残存しており、風輪が赤色、水輪が黒色に塗り分けられている (註 3)。

頭部を三角形に削りだした板塔婆は、整った板材に整形したL-225。 226。 228。 280(第 289図 9～ 12)、 L-256・ 257(第

296図 5・ 6)と 、加工が粗く比較的厚みがあるL-249。 252～ 254・ 261(第295図 1～5)の 2種類がある。前者のうち、墨書の

痕跡が認められたものがL-256・ 257(第 296図 5。 6)で、L-256は複数の横線を描いて「武蔵型板碑」風にした特異なも

のである。L-257は「キリークJら しい文字と阿弥陀如来の要文から十三仏信仰に係る第二年目の塔婆と考えられる。

XTo 登録L 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

l L-269 10E‐ SD8・ 2層 木製品。板塔婆の枠 部分

(柱 2、 横木2)

1264+
柱部分、方形の穿孔3(2箇 所同一方向、1箇所は直交方向)

方形の窪み1、 クリ

137-3H64+ 柱部分、方形の穿孔3(2箇 所同一方向、1箇耐はE交方向)

方形の窪み1、 クリ

14 α 7残存

433 の 7残存

2 10E‐ SD8・ 2層 木製品・板塔婆の枠 紗
ｔ柱‐、

横木 1)

1088+
柱部分、方形の穿孔3(2箇 所同一方向、1箇所は直交方向)

方形の密み1、 クリ 138‐ 1

302+ 11 横 木 の 一 部

L215 10E SD8・ 3層 木製品・板塔要の枠 ? 本ギの 豆E暗低 260+ 方形の穿了[1箇所、頭部を三角形に脚Iり 出し'慎 Hlに鉄釘娠〒
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第 4章 10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期

五輪塔

L-174は 立体 形式の五輪塔であるが、実際は火輪がな く四輪塔である (第289図 13)。 地輪の下は細 い円柱状 に整

形されていて 、台 に差 し込んで使用 された と考 え られ る。四面 に梵字が墨書 されているが墨の遺存状態はあま りよ

くな く、わず か に 1面で空輪・水輪 。地輪 にそれぞれ 「キ ャ」「バ」「ア」が認め られた。

板碑形塔婆

丸木の側面に平坦面を削 り出し、頭部を一段高く削 り残 して先端をとがらせ、平坦面に二本の平行沈線を入れて板

碑形に作ったL-241・ 242・ 255・ 270。 285・ 288・ 29Ⅲ 292・ 296・ 299～ 301(第 292・ 293図 1～ 7)と 頭部の削 り出しがなく半裁

した杭状のL-22卜 250。 25卜 262・ 286・ 287・ 289・ 293～ 295。 297・ 298(第 293図 8・ 9。 第294図・第296図 1～ 4)がある。

後者には平行沈線が入ったものも認められる (L-221・ 289、 第293図 8・ 9)。 下部が腐食したものが大部分であ

るので直接地面に挿 して使用したと考えられる。なお、平坦面に文字が書かれていた可能性が高いが、痕跡は認め

られなかった。

こけら経

小破片を含めて60点出土 した。掲載 したのは墨書が確認できた52点 と墨書は確認できなかったが経木自身の遺存

状態が比較的良好であった 5点の計57点で (第 297図 ～302図 )、 この他の 3点は小片で墨痕も確認できなかったため

掲載はしなかった。こけら経の内訳は、「血盆経」 (註4)41点、「転女身成佛功徳経」 (註5)7点、経典が不明なもの

12点である。なお、経文は縦書きなので第302図 (250頁)か ら第297図 (245頁 )までページを逆にレイアウ トしている。

経木は薄いためか遺存状況は良くなく、欠損しているものが多い。すべて細身のもので、切込みなどは認められ

ない。頭部の形状は、形が分かるものの大部分は三角形であるが、L-370(第 302図 6)のみは台形である。下端部

は方形である。長さが判明しているものは28～ 29cm前後であるが、その他完形でないものも30cmを超えないと推定

される (註6)。 幅は 1.1～ 2,7cmで あるが2.Ocm前後のものが多い。厚さは0.6～2.Ommで あるが1.5mmを こえるものは57

点中わずか 6点であり、大部分は1 0mm前後である。写経面はL-370(第 302図 6)が両面写経であるが、残 りはすべ

て片面写経である。

L-318。 369。 385,327(第 302図 1～4)は「血盆経」の題字である。題字は経文の前後にあり、出土 したものが本来前と後

のどちらのものであったのか判別できないため、ここではすべて経文の前に並べた。第302図 5～ 10、 第301～ 299図 は

「血盆経」の経文で、経文の順に沿って並べてあるが、経文が重複するものが多数ある。また、複数の筆跡が認められる

ことや経木 1枚の字数にば らつきが認められることなどか ら、こけら経は複数組が混在 していると考えられる。

L-384(第298図 1)は 「転女身成佛功徳経」の題字、L-317・ 334・ 339。 345。 348・ 381(第298図 2～ 6、 第297図 3)

はその経文である。

L-330。 331・ 344・ 355(第 298図 7・ 8、 第297図 1。 2)の教典は不明である。なお、こけら経の詳細については 「第

7編 総括」の項で述べる。

¢)掘 立柱建物跡・柱列跡 城館の主軸方向と一致する10E― SB5と 10E―SAlがⅣa2期、城館の主軸方向から西に振れる

(真北からは 17～ 20°東傾)10E― SB4・ 7が Ⅳal期 と推定される。10E― SB4・ 5は 10E一 SD8に 囲まれる内部に位置すること、周

辺の基本層中から焼骨片が多数出土していることなどから納骨堂などの宗教的な施設である可能性が考えられる。

●)井戸跡 10E区西部でSD1005Cに 切 られて 10E― SElが ある。径10m、 深さ20mで 、在地産の中世陶器片が 1点 出

土した。

阻 登録h 地区。遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
渉 暑

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

1 L292 10E― SD8・ 3チ薯 木 ピ品 。板碑形塔婆 先端 部 欠損 1364-ト 丸木、頭部杭状 .2本線 (爪 先形)刻み、以下面取り

2 L‐ 270 10E‐ SD8・ 2,冒 木 製 品・ 板 碑 形 塔 婆 :部欠 損 1334+ 分害J材、 頭 郡 杭 状・ 2本線 刻 み 、 ク ユ

3 L299 ユ吊・板程形搭 ,辞剤
`欠

クR5+ h3 4 末 駆 キ形〕 み 以 リク1

4 _300 形 努 242+ 5S 37 木 誼訂鯨 状・2本 綴 (凩 午形)刻み、以 卜南取り、ク
')

38‐ 為

5 ォ296

`欠

椙 1178+ 「木、頭部杭状・2本線(爪 年形)力|み、以下面取り、クリ 138-7

239
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血 登録睫 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 r_k.特 徴
真
版

写
図厚 声

l L-24〕 OE SD8・ 3層 木 製 品 。板 碑 形 塔 軽 頭 部 の み 190+ 斑太 頭司

`続

状・2本 繰 (末軍形 )刻 み、以下而取 り

2 L-242 OE―SD8。 3b層 木 製 品 ・ 板 碑 形 塔 婆 頭 部 の み 164+ 対木 、頭 ヨ

`而

状 。2本線 (月 先ヽ 形 )コ Iみ 、と ノ 且8-10

3 L285 帆 SD8・ 2層 木 製 品 ・ 板 碑 形塔 婆 上部 llr2 663+ 古木、頭割杭状.2本線(爪 先形)刻み、以下面取り、クリ

4 太 基 郡 欠 損 1090+ 丸木、頭郡杭状・2本線(爪 先形)刻み、以下面取り、クリ 139‐ 1

10E‐ SD属 10+ 丸木,頭郡杭状・2本線(爪先形)刻み、以下面取り、クリ近似種 139-2

男垂吾Ь賃 卒目 160+ 夕 R 丸木、頭罰∫杭状.2本線(爪 先形)刻 み、以下面取り、クリ

7 L‐288 10E SD8・ 2層 木 製 品 ・ 板 碑 形 搭・tt ほぼ年形 丸木、頭郡杭状・2本線(爪 先形)刻み、以下面取り、クリ

8 L289 10E― SD8・ 2提彗 木 製 品 ・ 板 碑 形 塔 婆 慕 部 欠損 1204+ 57 分割 材 、豆葺部 前 状 ・ 2本 繰 亥Hみ 、 ノ

9 L221 10E― SD8・ 3層 木 製 品 ・ 板 碑 形塔 婆 上部 1/2 683+ 18 板 材 、頭 都杭 状 、 2本線 刻 み 、 ク iJ

第293図  10E― SD8出土遺物 90
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１Ｍ

∧ 3

0                        20cm

会 5

地 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
同 踊長 さ 幅 厚 さ

木製品・板碑形搭婆 ? 完 形 826 分割 材 、頭 部 杭 状

2 木製品・板碑形塔婆 ? ?、 頭 部 欠 損 944+ 今 -7

3 L-286 10E― SD8'2,詈 木製品・板碑形塔婆 ? 完 形 分 割 材 、頭 剤∫硯 状

4 L-295 10E― SD8・ 2,冒 木製品・板碑形塔婆 ? 基 詈 188+ 分割材、頭部杭状

5 L293 示裂 品・ 破碑 形姶 委 Y ヤま|: 丸木、頭部三角形、以下先端近くまで面凛り
6 Υ_,94 ★ 製 品・ 締蘊 彰 曽遼 ? ほぼ完形 分割材、頭部杭状

第294図  10E― SD8出土遺物
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第 4章 10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期

hlo 登録血 地区。遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

L-253 木製品・三角形板塔婆 完 形 81 }吾1財、頭剖
`と

先端部三角形

2 L252 10E‐ SD8,3層 木製品・三角形板塔 完 形 5ク 三 角 形

3 10E SD8・ 3層 木製品・三角形板塔 年 形 三角 形 140‐ 10

4 L-254 10E‐ SD8,3)蕃 木製品 '三角形板塔 4あ 2+ 今 当 1ロチ 彊 喜R=色 杉 140-11

5 10E― SD8・ 2)冒 ほ2r3 706+ 分割 財 、頭 郡 三 角 形 140‐ 12

4× 40 ?

48× 型

3/b 40× 32

611× 56

規 模 東 西 22m、 1間 南 北 19m、  1間

面 積 49111

10E― SB5  

回

90

10E― SB7

(註 1)地輪の上部には漢字の「天」があり、その

下には種字として 1枚 目がカーン (不動明王 )、 2

枚目がバク (釈迦如来 )、 4枚 目がアン(普賢菩薩 )、

6枚目がユ (弥勒菩薩 )、 7枚 目がバイ (薬師如来 )

で十三仏信仰に伴う本尊仏と一致する。また 1枚

目の種字の下の 「是大明王…」は不動明王の説明

文の要文である。

(註2)後方の細い柱は確認されていない。

(註3)彩色された板塔婆は 「春 日権現験記絵」に

認められるが、ここでは上から緑・青 。赤・白・

茶色となっており、塗 り分けは一致 しない。

(註4)「血盆経」は10世紀に中国で成立した疑経で

あると推測されている。日本に伝来した時期は不

明であるが、遅 くとも15世紀前半までには伝来し、

受容されていたと考えられている (牧野・高達 :

1996)。

(註5)題字は 「転女身成佛功徳経」となっている

が経文は東京国立博物館蔵の「転女成佛経」の内

容と一致するので (元興寺文化財研究所 :1994)、

「転女身成佛功徳経Jは 「転女成佛経」と同じ経

典を意味する可能性が高い。

(註6)文字のない空白部分の長さなども含めて類

推 した。

３‐

３０

３０

28

190

102

160

27

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 反 径

rva

9 TV2 う6× 44 26

IVa 30× 26 19 16

24 IVa ?

3/a 34× 28

規模
東 西 51m 南 北 37m
桁 行 (2～3闘 ) 梁行 1間

柱間
〕ヒ侶1(14～ lRちm) 8 7rn

寂0「ド lrg共 9∩
° F

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

凸rb 32× 24

IVb

Fアb 40X34 23

Ⅳ b 4 ?

IVb

10D-97 Ⅳ a 34× 30 ?

10D154 Va

規模
東西 60m 南 北 80m

(5FBH)

Ｚｍ 傾 さ 7° E

(平面図は第279図 )
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第 1編 第 1次発掘調査
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②
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□念

弥
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佛

□

□□

□

量

□

― ―
l

0                         20cm

旺団こ酌 1

に 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cコ

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図長 さ 幅 厚 さ

1_,9R 木製品・板碑形塔婆? ほ
`ぎ

完形 板 材 、頭 部杭 状 140-2

テ租形土 ? 9R5+ 二木 、頭 部杭 状 、以 下 面 取 り 1403
L

`Iti

4 割 材 、 頭 部 杭 状 140-4

4 L-251 10E― SD8・ 3層 902+ 末 、 頭 翼

`続

状 、 以 下 而 IVり 141a_∬

5 L-256 10E― SD8・ 3層 木製品・三角形板塔婆 上吉[4/5 714+ 墨善痕跡多数、頭部に横方向の墨跡、武蔵型板碑形
1400
901_1

6 L257 10E― SD8・ 3層 木製品。三角形板塔婆 ほぼ完形 856+ 墨書痕跡多数「一念弥陀佛・・・」
欄

０１

第296図  10E― SD8出土遺物 1り
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第 4章 10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構(21-Ⅳ al・ 2期

0                    5cm

〔此
　
経
〕
　
受
　
〔持
〕

L 登録b 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法量 (cm

調 整 特  徴
真
版

写
図

一
版

ラ力
図長 さ 幅 厚 さ

| L-355 10E― SD8・ 3層 豊品・ 柿 1/2 203+ 経 典 不 明 、墨 書 9文字 、行 中央 ～行 末 144-7

2 L331 10E‐ SD8 選占古 ・Tll

選品・柿
ζ品・メ帯

つ 144+ m禾昭、黒書7マ宰? 行中輿? 黒痛が頑〈禾日 14-8
R RDR 乱 分 45+ 10+ ′

成 佛 必
i明 、 壱

4 駆_9

4 42 耳 形 292 で 44‐ 10

慕 部 欠損 271+ 20′ ψヽ22 経 典 不 明 、 暴 雇 を確 認 で きず 44-

6 L-336 10E SD8・ 2層 3/4 234+ 経 典 不 明 、墨 書 2文字 、墨 痕 が 薄 く不 明 瞭 44‐ 2

7 L-322 10E‐ SD8・ 3層 豊品・ 柿 3/4 230+ 経 奥 不 明 、 墨 痕 を確 認 で きず 44‐ 3

8 L324 133+ 1う + 羅 !不明 、墨 痕 を確 認 で きず 44- 4

第297図  10E― SD8出土遺物 ?0-柿経 (6)
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随 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴 写真
図版

カラー
図 版長 さ 幅 厚 さ

10Π 宴 翻

`

ク芍1+ 19-21 転 女 身 成 佛 功 徳 経・ 経 題 、 墨 書 8文字 143-13

I_345 1()E― 14 Rl+ 0 0Fa 径、墨書H～ 12文宇、墨痕が薄く不明瞭
力筏経、暴書 10立字L317 OE SD8・ 3層 ほぽ 宇 形 5+ 15^V2 441

4 と′348 OE― SD8・ 3長雪 木 製 品 ・柿 経 2/3 166+ 1 3-1 締 44-2

5 L‐ 381 10E―SD8,3b層 品・ 柿 経 3/4 238+ 19-21 転 女 身 成佛 功 徳 経 、 暴 書 10文 字 ∠
惇4‐

L-339 10E‐ SD8・ 品・ 柿 経 3/4 233+ 009 転女身成佛功徳経、墨書12文字、行 中央～行末 1中常4
7 3駆 10R 3/4 タクh+ 009 血盆経 ?、 墨書11文字 ?、 墨痕が薄 く不明瞭 144-5

10E‐ 273

"R+
経 題 禾 明 、 愚 暮 hマ字 、 行 中 車 ～ 144‐ 6

第298図  10E― SD3出土遺物 19-柿経 脩)

246



命

第 4章  10区の調査

第 3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期

得

超

生

佛

地

〔大
ヵ
〕

圭
口
　

薩

　

及
　
目

　

連

者
　
　
啓
　
」

△ボ
　

得

　

一二
　
世
　
母

生

　

天

上
　
　
受

　

諸

　

快

富

　

（
　
二貝

時

天

龍

八

部

ご

奪

者

□

□

□

奪

者

啓

奉

勘

南

間

浮

促

人

□

説

真

日

南

征

□

0                   5cm

□
説
真

日
南
無
□
ヤよ
誤
挿
入

過

奈

河

江

岸

看

見

血

（提
↓
是
）

蓋
得

（母
親
／公
、
天
↓
天
上
）

〔提
〕
人
　
信
　
　
垂
由　
　
男
　
女

　

早

　

覺
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可
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瀑
コ
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阻 登録 No 地区・遺構・層位 種別 (産 地 ) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図

一
版

ラ力

図幅

′-363 32 1+

10E― SD8,3層 木 製 品 。柿 経 妨 276 19-21 009 fFn斧経 、 黒 書 13支宰 43-4

3 L-326 10E SD8・ 3層 木 製 品・ 柿 経 1あ 67+ 血令 経 、 行 中央 ? 1435

4 L-350 lllE―SD8・ 3層 木 製 品・ 柿 経 2/3 241+ 血 盆 経 、 畢 書 9文字 、 行 中央 ～ 行 未 143-6 55

5 L-368 木 製 品 ・ 柿 経 3/4 236+ 0 2 血盆 経 、 墨 書 H文字 、 行 中央 ～ 行 末 143-7

6 t品・和 お 9為 + 夕 1 0 7 由斧絡 、黒 暮 ,V字尿 卜、 黒扁 が v~e<禾 明膊 57

7 -328 10E― SD8 木 製 品 ・ 柿 32 269+ 0 0

10E― SD8。 3b層 頭 部 欠椙 268+ 13-17 0 行 頭 欠椙 ? 4310
9 10E SD8・ 3層 木 製 品 ・ 柿 経 2お 198+ 23～ 25 血令 経 、 暴 書 13文字 、 行 頭 欠椙 ? 1431

し-353 10E‐ SD8・ 3層 木 製 品 ・ 柿 経 完 形 13-17 血 盆 経 、 墨 書 9文字 、 墨 痕 が 薄 く不 明瞭 143-12

第299図  10E― SD8出上遺物 tO―柿経 は)
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第 1編 第 1次発掘調査
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教
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、
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盆
）

（奈
御

江
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）

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
量  (cコ

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図

一
版

ラ力

図長 さ 幅 厚 さ

1 L-365 10E― SD8・ 3a,蕃 木 製 品・ 柿 経 1/2 136+ 18 007 1血 含 経 、 暴 書 ll文字 、 行 頭 ～行 中央 142-7 4

2 L-360 3る 166+ 16～ 19 010 1血 盆 経 、 墨 書 10文 字 、行 中央 ～行 末 142-8

1∪ L―心Db・ Zザ曽 1本製 触 和 維 3μ 夕3h+ 016 1血 盆 経 、墨 書 14文字

4 1∩ F_ミ nR・ 代h層 茉 製 品 ・ 締 怒 淵7府 7+ 1う + 挙経 、 基 書 3V 142-10

5 L329 10E=SD8 木 製 品 ・ 柿 経 3/4 5+ 010 1血 盆継、墨書ll又 7、 行頭～行中央、墨反が澤く不明瞭

6 L359 10E SD8・ 3層 木 製 品 ・ 柿 経 3/4 230+ 010 1血 含 経 、 黒 書 16支宰 42-

7 L‐347 lllE SD8・ 3層 木 製 品 ・ 柿 経 3/4 220+ l l-1 4 008 1血 令 経 、 暴 書 16文 字 、行 末 欠損 ? 4

8 L346 太 製 品 ・ 柿 経 中央 部 264+ 17 012 1血 盆経、暴書 11文 字、行末は梵字、墨痕が薄く不明瞭

9 Ξ目
=低

歩で糧 280+ 016 1経 典 不 明 、墨 痕 が 澤 く不 明 瞭

0 Iフ‐338 4/ 009 1巾 斧経、黒喜 16Ψ宰

第300図  10E― SD3出土遺物 1つ 一柿経 13)



第 4章  10区 の調査

第3節  Ⅳa層 の遺構②―Ⅳal・ 2期
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７
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埒
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血 登録腱 地区。遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
法 量 (cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図

一
版

ラ力
図長 さ 幅 厚 さ

l L358 6 IR R+ 009 血 含 経 、 墨 書 14支字 、 本 来 15支字 か ?
2 L372 10E― SD8・ 3b層 4+ 血 盆 経 、 墨 書 2文字 、行 中央 ?
3 L-366 10E‐ SD8・ 3b層 木 製 品・ 柿 経 3あ 7+ 血 盆 経 、墨 書 5文字 、 行 末 14

4 L332 10E―SD8 木 製 品・ 柿 経 l抱 97+ 0叡] 盆経、墨書7文字、行中央 ?、 墨痕が薄 く不明瞭 14

石 _323 整品・ 柿 経 lμ 206+ 10+ つ文 宇 、行 中央 ～ 行 末 と推 定 14

頭 部 欠 損 267+ 18-21 009 血斧 経 、 墨 書 14支字

7 43+ 血 縮 粋 、 暴 書 4支7、 行 中 央 4ク _ク

8 L-320 1帆 SD8・ 3層 χ 摺 27ク + 13～ 19 血 盆 経 、 暴 書 17支 宰

9 L-340 10E‐ SD8・ 3層 妨 29 血 盆 経 、 墨 書 14文 字 142-4

し-319 10E― SD8・ 3,冒 木 製 品 。柿 経 頭 部 欠損 287+ 呂-22 015 血 盆 経 、墨 書 12文字

「
3夕 1 木 製 品・ 柿 経 上部 欠損 279+ 血 盆 経 、墨 書 13文字 142-6

第301図  10E― SD8出土遺物 10-柿経 惇)



第 1編 第 1次発掘調査
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法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図

一
版

ラ力

図長 さ 幅 厚 さ

l L‐318 10E SD8・ 3層 木製 品 ・ 柿 経 ほほ 完 形 292+ 18-20 血盆経 ・経題、墨書9文字 、行頭4文字不明瞭 14 1

2 L369 3あ 169+ lh 而 三ヨ9あど 14 2

黙 分 49+ 2 τ、黒喜2V字、行頭のみ

4 Iフ‐g27 16 63+ 2 2 と椎7 -4

L362 10E SD8・ 3a層 3b 184+ 血 爺 絡 、 暴 書 12支写 14

6 L-370 10E SD8・ 3b層 木製 品 ・ 柿 経 ほぼ完形 両面写経、片面血 ど経・黒書14文字、片面梵字・墨書10文字 14

7 L‐325 10E SD8・ 3層 木製 品 ・ 柿 経 3/5‐ 176+ 血 盆 経 、墨 書 H文字 、行 中央 ～行 末 14 7

"8 L367 経 lR夕 + 血 盆 経 、 13文字 、 行 頭 ～ 行 中央 14 8

-3ら 7 9 rS 137+ 23 TfT 4V宰、行中宴 ? -9

"Iフー352 2お 245+ 13支7

第302図  10E一 SD8出土遺物 10-柿経 (1)
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第 4章  10区の調査

第 4節  Ⅳb層の遺構(1)一 Ⅳb2期

第 4節 Ⅳ b層の遺構 (1)一Ⅳ b2期

1.遠構の概要

Ⅳb層以下で確認された遺構は、10A～ 10B区 に集中する掘立柱建物跡と10B～ 10E区に分布する溝跡、その他井戸

跡や土坑などであり、Ⅳa層の城館のような大規模な堀は伴わない。掘立柱建物跡は真北方向か ら1～ 11°東に振れる

メ
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SK23
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0                      20m
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第303図  10A～ 10E区

Ⅳb層上面平面図

(Ⅳ b2期 )
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第 1編 第 1次発掘調査
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第304図  10A～ 10B区西部 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳ b2期 )

ものと14～ 21° 東に振れるものに分けられる。柱穴の重複がほとんど認められないため時期の限定がしにくいが、Ⅳ

a期の城館の建物群は時期が新 しくなるにつれて東への振れが大きくなっていくので、Ⅳb期の建物も同様に変遷す

ると仮定すると、東への振れが大きい建物群 (14～ 21° 東傾)力 Ⅳゞb2期 と推定される。なお、溝跡や井戸跡、土坑な

どは時期が限定できるものは少ない。

2.10A区 東部～ 10B区 の遺構 と遺物

Ⅳb2期 と考えられるのは掘立柱建物跡 8棟、柱列 1条、溝跡 2条である。井戸跡と土坑については時期限定が困

難で、既にⅣa3・ 4期 の項で記述している。

A r

0       1m

―

(1)溝跡

10B― SD3(第 304・ 305図 )10A区北東部～10B区北西部にかけての

Ⅳb層上面で部分的に確認した。残存する深さは約10cmで 、土器片が数

点 出土した (表 108)。 10A― SB12・ 13な どと重複し

ているので全く同時期ではないが、方向が概ね同

じなのでこの頃の区画溝である可能性がある。

10B― SD6(第 304～ 306図 )Va層 上面で確認し

◎

Q   。 。

SK12

e°□

O釉

0° 。 14

/ヾ
ゞ

Bトー730m    ―JB

色調 土質 混入物・その他

1 ЮYR3/2黒褐角 粘 土 酸化鉄斑文多量

2 5Y3/1  オリーブ黒角 粘 十 灰色 シル トブ ロック・黒色粘土ブ ロック微量

3 5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 灰 角 シル トブ ロ ック微 量

第305図  10B― SD3・ 6 断面図
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第 4節  Ⅳb層 の遺構(1)一 Ⅳb2期

/ヾ
び

七10

´ヽＸ坊４一｝ンス〔

いヽＸブ４笠ヮ＼ノ／〔ゞ̈

Ｏ

Ｏ

弾
　
ヂ

。①。 
°

0。

Kll θ ⑤   0

第306図 10B区東部 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳb2期 )

⑥

Ｏ
ｓＫ

Op√
μ SK10  o

DO

Ｏ
習

0                        10m

た溝で、10B区北西隅から若干蛇行しながら南東に延び、10C区で10C― SD18に接続する (第 307図 )。 確認できた長

さは約60m、 幅0.8～ 1.4mで 、堆積土は自然堆積層である。断面形は上部が浅い「U」 字形であるが下部が幅の狭い

箱形で全く異なっていることから、上半部は掘り直されていると考えられる。掘立柱建物跡群よりも古い区画溝と

推定される。遺物は土器片が10数点出土したがこのうち常滑産の甕 1点が図化できた (表 108、 第313図 3)。

121掘 立柱建物跡・柱列跡

10A― SB12～ 15、 10A― SA2、 10B― SB12・ 17～ 19がある。10B― SB12は主軸方向が真北から14°東に振れるが、それ

以外はほとんど同じ方向を示し、真北から18～ 21°東に振れる建物群である。

規模が大きいのは南北二面廂の10A― SB12、 10B― SB17、 北 。東 。南三面廂の10A― SB13、 四面廂の10A― SB15の

4棟で、面積は70� 以上ある。これらに隣接して10A― SB14、 10B― SB18・ 19な どの細長い建物が 3棟ある。10B―

SB12は最も月ヽさい。

廂付きの建物は 「母屋」や「副屋」のような中心的な建物で、細長い建物は「厩」と考えられる。なお、建物同

士の重複は 1回 のみであるので建替えも 1回であつた可能性があるが、新旧関係が不明なため具体的な建物配置に

ついては数種類の組み合わせの可能性があり、断定はできない。

3.10C区～ 10D区西部 の遺構 と遺物

Ⅳa2期 と考えられる建物は少なく、掘立柱建物跡 2棟のみである。一方で溝跡はこの付近に集中していて■条が

0   
。

O 指 0%
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第 1編 第 1次発掘調査

10A― SB12

留 200授 7 袈 195妥 1

Pに Nll 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Vぬ ,R×
"

24

71 3/b ,4 ?

Va

Va 21 3

Va 26× 20
/ヽa

′ヽn

Va %× 14 8

Va 30× 22 4
/ヽa

Б「b 32× 26 19

規模
東西 H lm 南 北 32m
桁 行 (6間 ) 梁 行 2間
7～20m -17「n

3う うDド 傾 斉 夕0口 F
備 考 厩 ?

10A― SB13

80 76

190 180

確認されている。井戸跡

は Va層 上面や9B― SD15

(Ⅳ al期 )の底面で確認さ

れた 3基 がⅣb層 に伴 う

可能性がある。土坑につ

いては時期 限定が困難

で、既にⅣa3・ 4期の項で

記述 している。

(1)溝跡

溝跡は蛇行 。湾曲する

ものや部分的に確認 した

ものが多いが、その中で

も10B区 から続く、10B―

SD6と そ れ に接 続 す る

10C― SD18・ 42・ 21、  10D

区か ら続 く10D― SD12な

どは比較 的規模が大 き

く、長 く延びるので、区

画溝の可能性がある。

10C― SD18・ 42(第 307

図)「 く」字状に屈曲す

PttNll 確 認 層 大 き さ 深 さ

Б「b

Ⅵ 19 ?

3б4 Ⅵ 32× 26 15

Ⅵ ?

124 Бrb 47 ?

Va

規模
東西 37m 甫 北40m
梁 行 1間 締 行 9FHq

365m 19～21m
‘ｍ 傾 き 14° E

0

378
44

361

11

352

10

377

210

３０９

９０

１４３

２０

２９５

236

180

幻OB― SB12
t

1

!

10

364

190

る北東部をSD42、 南東部をSD18と した。幅07～ 1.5m、 深さ25～ 50cmで、

SD42の 底面には土坑状の部分がある。遺物は土師器・須恵器を中心に20点

出土 し、土坑状の部分から出土 したヘラ状の木製品L-89が図化できた (第

313図 14)。

10C― SD21(第 307・ 308図 )10C区南部で10C― SD18に 接続 している。幅

07～ 1.2m、 深さ30～40cmである。

10D― SD12(第 308・ 310。 314図 )10C区か ら10E区 まで続 く溝で、10D区西

部では幅80cm、 深さ40cm程度であるが、10D区東部か ら10E区では幅1.5m前

後に広がっている。なお、10E区ではSD12A(新期)と SD12B(古期)の重複が認められた。遺物は土師質土器など

約30点の破片が出土し、K-51砥石が図化できた (表■0、 第313図 9)。

磁)掘 立柱建物跡・柱列跡 10C区北西部に10C― SB12、 北部に10C― SB9がある。主軸方向は10B― SB12に近い。

確 認 層 大きさ 深 さ 柱 痕 径

IVb

Vn

rvh

Va 28× 2(〕

IVb 43

「ばb 40× 34

Brb И

Va 36× 32

Va 48× 28

Va 夕為× ? 8

Ⅳ b h 0

Va 24 2

Va 0

Va 36× 30

]「b 30× 26 15

「
/b 33 16

TVb

IVb

Va 30× 26 10

225 Va

Va

VA 38× 28 12

Va 30× 26 11

rvh 40〉〈34 4 17

Va 3(〕 ×%

規模

東西H8m
桁行6間 身 全 塑 )間

柱間
9～21m 身舎 19～21m

廂 105～ 15m
732� 傾 き 劣Э

o E

大 き さ 深 さ 柱 痕 径

「ヽa 1 12

fVb

10B-309 /ヽa 27 22

10B‐ 143 Б「b

10B-295 「ヽa 32 ?

10R-139 Ⅳ b

231 ′ヽn 16

227 Va 80× 昴

Va 12

い「b 4 4

77 IVb 32× 28 4

3/b 詔×30 16

IVb 18

R2 IVb 30以上 14

1()B14 IVh ?

Va 12

3「b 50× 毯 14

IVb 0×詔

し`たa 98× 24 31

IVb 16

377 たヽn 30× 別 11

規模

買 西 10Rm
身 舎 うR¶ F2間

戻 に 厠

柱間
身舎 17 ～205m 身合

廂 10m 堀ほ1 lm
6591m 傾 き 21° E
母屋 ?、 P377は 間 仕 切 り

10A― SB14

170

61
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第4節  Ⅳb層の遺構(1)一 Ⅳb2期

10B― SB17

l

225

41

225

375

180

133

230

238

210

231

235

10A― SB15
281

150

283

10B― SB18

12

165

242

２５９
‐９５
地

２‐５
‐２６

確 認 層 大 き さ 深 さ

夕為喬 ′ヽn 0

271 ′ヽa 42× 3呂

274 Va ?

Va ?

267 Va ?

276 Va 12

Va 31 R

/ヽn 夕× 30 0

172 Va 42〉(34 4

Va 30×呈6 ?

たヽa 38× 34 67

Vb ? 14

′ヽa 71 ?

rヽa ?

規模

更 両 93m 博耳』ヒ7

舎 梁 行 2闇

柱間
29^シ 34m う許て挙24-2 5rn

月ほ1 3ヽシ 51aa

面 積 71 61na 傾 き 9° E

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱痕 径

Va

′ヽ角 94× 90 16

Va 2× 24 0

Va 5()× 36 36 14

10B‐ 131 IVb 32× 28 ?

10B―%8 Va 30× 22 ?

10B‐ 259 Va 13

10B-262 Va 34× 30 33 9o

OR_1ク h Б/h

Va

Va И × 1 9

10B-124 い/b ?

Va 24× 18

Va

Va ?

Vn 兄為×タク 夕7

Va 30× 2

Va 35 14

Va

Va 26× ?
Va

Vn 34

Ⅳ h

OT3‐ 257 Va

10B-263 Va 28× 24 ?

10B‐ 233 Va 36× 30

10B-232 Va ? ?

Va

Va 8R× 30
Tヽa 32× α

147 Va 2 19 9

Va 26× 18 8

規模

東 西 120m 南 北 62m
舎桁 行 (5間 ) 身 舎 梁 行 3間

柱間
身舎195～ 21m 身 合 09～ 12m

9 1へ Tn

「
巨10′ シヽ 廂 10～

面 積 Ｚｍ 傾 き 8° E
備 考 P1821よ 間仕ラ9り 、 P177・ 3に礎 板

祥 痣 繹

Б「b 34× 28 ?

304 Va ?

299 たヽ
a 13 ?

Va И ?

/ヽn 夕h 25

242 Va И

Va ? ?

260 たヽa

「ヽa

「ヽa

Ⅵ 喬 ?

規模

更 両 37m 博耳】ヒR

2FHH 舎 桁 行 3FFH

南 廂

柱間
17～19m 身舎 22～ 225m

廂 155～ 165m
面 積 30711a 傾 き 18° E

偏 考 厩 ?

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Ⅵ 40〉〈34

Ⅵ 32× 2為

Ⅵ ?

Va 36× 32 13

「ヽa ?

たヽa

Va 30× 26 ? ?

ふ′za 3

Va

]rb 30× 26 9

規模

東 西 32m 南 北 86m
梁 行 2間 身 舎 締 行 3PBq

引ヒ廂

柱 間
1箭 ～ 1 6Sm

8rn

"51al
傾 占 19° E

備 考 厩 ?

東西 150m+

222
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SD42
B卜 700m

引 A′  Cトー 730m ―引c′  Dトー 740m

0                                      10m

SD21

引 D′  Eトー7 211m  tt E′

―引B′

КC― SD18

lllC― SD19

10C― SD21

10C区西部 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳ b2期 )、

10C― SD18・ 19・ 21・ 42 断面図

γ  @屹
ろ

層 狩 角 調 十 暫

OYR4/3に ぶい音褐角 シ)レ ト 小礫・ マ ンガ ン靡 多 量

2 75Y4/1 灰色 帖土 質 シル ト 乏化 物粒 少量

3 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土質 シル ト 下部 に砂粒多量

1 lllYR4/aにぶい黄褐色 シルト マ ンガ ン斑多量

75Y4/1 灰待 結十管 シル ト

PlNo 確 認 層 大 き さ 桂 痕 径

Va 釣
rヽa 27
/ヽn 94 ll

Iヽn 32〉く26

Va 40× 36

15 Va 50× 42 29 4

規模
東西 103m 南 北 32m

梁行 1間

柱間
身合 45～ 46111 32m

15～ 2rn

()面 櫃 芦 5Ψ E

10C― SB9



SD12

第 4章  10区の調査

第4節  Ⅳb層の遺構(1)一 Ⅳb2期

近～現代水田

0

0

J14

0

Ｆ
ト

‐ ト

′よ

790m

0

第308図  10C区東部～10D区 西部

Ⅳb層上面平面図 (Ⅳb2期 )、

10C― SD18・ 22・ 28・ 30・ 33・ 35 断面図

(0井戸跡

10C― SE4(第309図 )10C区北東部のVa層上面で

確認しているが、大部分は調査区境のベル トの下

になっている。大きさは径 1.5m、 深さは80cm以 上

である。遺物は出土しなかった。

|

l 7 5GY4/1 暗緑灰色 砂質 シル ト

10Y4/1 灰色 砂質 シル ト

SD18 0

0  0

H′

SD29

10C― SD23

0
O  00

5GJY5/1 オリーブ灰

10C― SD30

I 10YR3/2黒 褐色 粘土質 シル ト 炭化物多量

25Y4/1 昔灰れ 粘土質シル ト

10C― SD35

l 10G4/1 暗緑灰色 砂質 シル ト

75Y4/1 灰色 砂質 シル ト 灰 白色砂質 シル トを層状 に少量

10C― SD33



Gトー 710m
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SD21 SD29   _引
H′

10C― SB12
Hトー 740m

195

212

215

213

210

10C― SD22

10C― SD29

(平面図は第308図 )

10C― SD12

引 A′

>

A卜 7 60m    I

ゴ
∩
９
「
上ｆ

A「

A′  Aト

10f― SE7

10C― SE8

10C― SE4

0                  2m

層位 色 調 土質 漏 入物 。そ の rtlj

10YR4/2灰 黄褐色 ン,レ ト 繁イヒξちtltT´ gケ拒豪圭

2 10YR4/1楊 灰角 結 十管 シル ト

3 lllYR3/1黒褐色 粘土 質 シル ト 黒褐色粘土質 シル トブ ロック微量

1 5Y3/1  オリーブ黒色 1粘土質シル ト |

1 10YR3/2黒 褐色 粘土質 シル ト イヒ物精微量

OYR1 7/1 EB角 ンルト イ監4クη考室ケ量

3 25Y5/4 青褐角 砂質 シル ト

4 10YR3/1責褐色 粘土質 シル ト 緑灰色砂質シルトブロック多量

第309図  10C― SD12・ 21～ 23・ 29 断面図
10C― SE4・ 7・ 8、 10D―SK6平面・断面図

A卜 7 10m  tt A′

層位 色調 土質 混入物 ,そ の他

ユ 10YR3/4 暗褐色 粘土質 シル ト にぶ い黄橙色 シル トブ ロック少量

2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 砂質シル ト

5GY4/1 陪オサーブ灰缶 十ヽ管シルト 緑灰れ砂質シルトブロック多量

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

フЭ9 Va 36× 32 ?

Vn 4 27

Va

Va 2

Va l 14

規模
東 西 27m+ 属肩引ヒ41m
子行 2間 + 梁 行 2間

柱 間 26～27m 195～215m
面 積 憲斉 16Ψ F

10YR3/4暗 褐色 粘 土質 シル ト マンガン斑多量

② 75Ⅵ/1 灰色 シ)レ ト オリーブ灰色シルトブロック多量

SD12 SD23

層位 色 調 土質

1 10YR3/2黒 褐色 粘 十 砂 約 少 量

2 2 5YG/2 黒褐角 粘 十 黄褐角粘土質シルトブロック微量

3 25Y3/2 黒褐角 粘 土 緑灰色細砂ブ ロック多量

層位 色 調 土質 混入物・その他

1 25Y3/2 黒褐色 粘 土 砂粒多量

2 25Y3/1 黒褐色 絵 十

10D― SK6



第 4章 10区の調査

第4節  Ⅳb層の遺構(1)一 Ⅳb2期

10C― SE7(第 309図 )10C区西部のVa層 上面で確認 している。上部は径1.4mあ るが下部は径0.8mと 狭い。深さは

2.Omである。遺物は出土 しなかった。

10C― SE8(第 309図 )9B― SD15(Ⅳ al期 )の底面で確認された。深さ12mと 浅い。土師器・中世陶器片 4点 とウ

マの骨が出土している。

4.10D区東部～ 10E区西部の遺構 と遺物

掘立柱建物跡はなく、溝跡と井戸跡、土坑のみである。なお、井戸跡10D― SElはⅣa3・ 4の項で既に述べた。

(1)溝跡

10D― SD12と直交する10D― SD10は 幅が 2m近くあり、区画溝の可能性がある。10D― SD8・ 9。 11は部分的であり、

性格は不明である。

X

/性
γ

ＳＤ

　

　

ｇ

SD9
B卜 7 20m  tt B′

M
0                 2m

第310図

10D区 東部～10E区西部

Ⅳb層上面平面図(Ⅳ b2期 )、

10D― SD8～ 10 断面図

10D― SD8

10D― SD9

品

ダ

０

０
も
　
。

Ｏ

層 作 色 調 土 質 混入物 。その他

〕 10YR3/3暗褐色 シルト にぶ い黄褐色砂質 シル トブ ロック多量、マ ンガ ン斑少量

2 10YR3/3暗褐色 シル ト にぶい黄褐色砂質シル トプロック・マンガン斑 炭化物粒少量

3 10Y4/〕 灰 色 ン,レ ト にぶい苦褐侍シル トブロック多量、炭化物微量

1 110YR3/3暗 褐色  |シルト    |マ ンガン斑多量、炭化物粒少量

259
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A卜 720m

710mAト

0                   2m

引 A'

0                 2m

第311図 10D― SK4・ 5・ 7 平面・断面図

(2)土坑  10D― SK3～7が Va層上面で確認されてお り、Ⅳ

b期 の可能性がある。

10D― SK3・ 6(第309図 )径 0,8～ 1.Omの 円形の上坑で、

10D― SK6か らは瓦質土器片などの他 に漆器椀の破片 も

出土 している。

10D― SK4(第311図 )10D― SD10を切っている。長さ5.4

mで、幅はSD1007に よって東半部を切 られているため不

明瞭であるが、残存部で1.7m以上あり、本来は2.0～2.5m



層位 色 調 土 質 混入物 。そ の他

ユ 25Y3/2 黒褐色 粘 十 黒褐色粘土ブロック・にぶい黄色砂質シルトブロック少量

2

25Y6/4 1こ ぶい黄色
25Y6/4 1こ ぶい責色
25Y3/1 黒褐色
5GY5/1 オリーブ灰色
25Y4/2 暗灰黄色 そ三

シルト
|ブ

ロックの混合人為的な埋土

3 25Y3/1 黒褐色 粘土

4 5Y2/1 黒色 泥炭質粘土

5 25Y3/1 黒褐色 粘土

6 5Y2/1 黒 色 濯 炭管粘 十

7 25Y3/1 黒褐色
25Y3/と  黒褐角 粘 オ リーブ黒色粗砂ブ ロック少量

第 4章  10区 の調査

第4節  Ⅳb層の遺構(1)一 Ⅳb2期

10D― SK4

10D― SK5
層 位 色 調 土 質 混入物 'その他

| 10YR2/2黒褐角 粘 土

2
1併R17/1黒色
5Y4/1 灰色
10X/1 灰色 ラ子景警誌土1互

層
3 25Y4/2 暗灰黄色 泥炭質粘土 黒揚角粘十ブロック少量、下層に灰白色火山灰ブロック微量

4 25Y3/1 黒褐色 粘 土

5 25Y3/1 黒褐色 結 十 灰オリーブ色粗砂ブロック・オリーブ黒色粘土ブロック・灰色粘土ブロック少量

ほどであったと推定される。深さは1.lmで、堆積土下層は自然堆積層であるが上部は人為的に埋め戻されていた。

遺物は土師質土器片等の他、箸などの木製品も出土している (表 110、 第312図 )。

10D― SK5(第 311図)10D区 中央で10D―

SD12と 接続 しているが、重複関係は認めら

れなかったので両者は同時に機能していた

と考えられる。平面形は楕円形で、東部を

10D― SKlに よって切 られているので長軸

長は明確ではないが推定で約 8m、 短軸長

は40mである。深さは15mで、堆積土は自

然堆積層である。遺物は土師器・須恵器・

瓦質土器等の破片や鉄滓などが11点出土 し

ている (表 110)。

10D― SK7(第 311図)10D区北壁際にある

ため全容は不明だが、一辺 2m程度の方形

と考えられる。10C― SD21を 切っている。

深さは約1.8mと深い。瓦質土器片が 2点出

土 したが、図化はできなかった。
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睫 登録L 地区・遺構・層位 種 別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 特  徴
写真
図版長 さ 幅

l L157 10D― RK4・ 4～6層 端 部 欠 損 4,9-■ 4

2 10D 4-6層 木 製 品 。板 材 両 端 モ 284+ 27

10D― SK4・ 4-6層 木 製 品 ・ 箸 欠 224-ト

4 10D― SK4・ 4-6チ詈 木 製 品・ 箸

5 10D― SK/1・ 4-6 中央 部 171+
6 10D SK4・ 4-6 中央 部 H8+ 07

第312図 10D― SK4出土遺物
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|

―‖―
CE1 11

0                    5cm
|

0                         20cm

＼

7

0                          10cm

□ 10

"12m唸 ёヽ%
∇「∃

L 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図国 径 底 径 器 高

rc 141 10A― SB12(P57) 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 口縁 ～ 体 部 片 灰 釉 、 中 Ⅲ期
K-48 10A― P412 石製 品・ 銀 葉 ? /1ヽ 片 写 真 のみ 146‐ 7

3 Ic-205 阿 器 (常常 )甕 口縁 ～ 体 郡 片 口・頚 部 ヨ コナ デ 、体 部 ナ デ 、2～ 3型式 145‐ 2

4 Ic-536 10C― SD22 陶器 (常滑)甕 口縁～体部片
口・捜部 ヨコナデ、体郡ナデ・外面にぶ
いホ楊角の自然釉、6a4Jす

1455

5 Ia―

"
10C― SD22 茅 形 7R 回 ク ロ調 整 、 回 転 糸 切 、 白併 微 畳 14ヽ _4

h Th_13 OD‐ SK6 瓦質 土 器 。片 口鉢 上 部 1/6 r298 ロクロ調整、内面荒れ と剥落が激 しし 145-7
7 Tb-12 OD― RK7 瓦 質 土 器 ・ 悟 鉢 底 郡 1 l Fla 外面ナデ・ヘラナデ、内面櫛目・荒れと剥落が激しい 146‐

8 Ic-245 10C― SD22 陶器 (常滑 ) 甕 上部 1/10 (477)
口縁部ヨコナデ、体部ナデ・オサエ、外
面灰オリーブ色の自然釉、 5型式

145‐ 3

長 さ 幅 厚 さ

9 10E10D― SD12 石 と品 砥 石 端 部 の み 50+ 17 5後 +、 デイサイ ト 145-18
Nn_109 10A‐ P46 鉄 製 品・ 釘 FD 7+ 6富 十 145_16
N2129 10R― P23ら (製 品 ・ 釘 中 央 部 22+ 4ビ+ 145‐ 17

L165① 10D SK6・ 下層 木製品・漆器椀 体部小片 内面赤漆、外面黒色・赤漆文様、カツラ
145-8、

カラー13

13 L-165② 10D SK6・ 下層 木製品 。漆器椀 体郡小片 内面赤漆、外面黒色・赤漆文様、カツラ
145‐ 9、

カラー14

4 OC‐ SD42・ 土坑部分 木 製 品・ヘ ラ 不 明 200+ 49+

第313図 Ⅳb2期 の遺構出土遺物
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第4節  Ⅳb層の遺構(1)一 Ⅳb2期

中央部にはごく小規模な掘立柱建物跡 2棟 (10E― SB3・ 8)

5.10E区東部の遺構 と遺物

10D― SD12Aが南壁際に位置し、東壁まで延びている。

が分布するのみで、他に遺構はない。

10E― SB3   
常受硬死:妥

■雨6

/斡
戯

10E一 SB8   111::二

:iど子
30

。
　

　

等

ｘ
ち

戦

ｏ

ゼ
す
ｏ
。

PにNo 確 認 層 大 き さ 深 さ

IVb
ク∩×16

9

?

11

20 9

規模
東 西 54m 封ヒ2 3ra

桁 行 3間 行 1間

柱 間 155-2 4rn ,3m
面 積 12 41al 値 芦

62

PК No 確 認 層 1大 き さ 深 さ 柱 痕 径

17

28× 24 22

クh〉〈ク0

64 94 0

17

規模
ごg32rn 南北 13m

千4千∩FHq 辺 行 l FBq

梓 間 095～ 115m 13m
面 積 42m 傾 き 18口 E

第314図  10E区東部 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳb2期 )

七 2
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第 5節 Ⅳ b層の遺構 (2)一Ⅳ bl期

1.遠構の概要

Ⅳbl期 の遺構分布はⅣb2期 のそれと似ている。掘立柱建物跡は10A～ 10B区、溝跡は10C～ 10D区に集中している。

なお、溝跡・井戸跡・土坑などは時期の限定ができない。掘立柱建物跡はⅣb2期よりも真北方向からの振れが小さ

く、1～ H°東傾している。

2.10A区東部 ～ 10C区西部の遺構 と遺物

Ⅳbl期 と考えられるのは掘立柱建物跡15棟で、溝跡1条 (10B― SD2)も この時期の可能性がある。その他の溝・

井戸跡・土坑については時期限定が困難で、既に述べた。

(1)溝跡

10B― SD2(第318図 )10B区南部のⅣb層 上面で部分的に確認した。方向が掘立柱建物跡群と一致するのでこの時

期の区画溝の可能性がある。幅90cm、 深さ30cmである。土師器や土師質土器などの破片が出土しており2点が図化

できた (表 108、 第320図 1。 2)。

唾

0                                20m

第315図
10A～ 10B区 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳbl期 )

10A― SB7 10A― SB8

メじ

大きさ 深 さ 柱痕 径

Va 4る 〉く34

Va 28× 24

10B-138 Va 40× 34

OB-136 IVb 8
/ヽn 26× ? ?

たヽa 17

10B-254 Va ?

10B-256 Va 26× 22

Va 34× 24

規模
只 白 42m 南北 56m
2FHE 身舎 2問・ 南 廂

柱 間
2 1m 身合 195～ 220m

晒 145m
面 積 23511i イヒとこ芦 R

確 認 層 大 き さ 深 さ 梓 痛 牟

Va

36R たヽ2 2× 16 13 ?

たヽa 34× 30

Va 36× 24

Va 36〉〈28 7

Va

]rb ?

3ちう Va %

rvb

規模
更 西 39m 爾 北 42m
2FBR

柱 間 18ハ∀2 05rn 21m
面 積 16 21aa 傾 き 2° E

総 種 、 倉 庫



第 4章  10区の調査

第 5節  Ⅳb層 の遺構(21-Ⅳbl期

(2掘立柱建物跡

掘立柱建物跡 15棟の主軸方向は 1～ 11°東に振れているが、それ ら

は真北に近 い (1～ 5°東傾)建物群と東に振れる(7～■
°
東傾)建物

群に分け られ る。真北に近い建物跡は10A区北東部の廂が付 く比較

的大きな建物跡10A― SB9と 、その南側のほぼ同じ大きさの建物跡 2

棟10A― SB10。 H、 さ らに10A― SB9と 重複す る10A― SB8、 10B区 東部

では10B― SB13～ 15。 23・ 25～ 27な どH棟である。一方、東 に振れ る建

物 イよ10A～ 10B区 イこ ま た

が って位 置 す る10A― SB7

とその東 に並ぶ 10B― SBl、

10B区 東 部 の10B― SBll・ 28

な ど4棟で ある。両者の新

旧関係については断定でき

ないが、Ⅳb層 ～Ⅳa層 を通

10A― SB9
343

SD19 SD18 SD28

した建物跡の変遷の流れからすると

真北に近い建物群のほうがより古い

可能性が高い。

確 認 層 大きさ 深 さ 柱 痕 径

Va 62× 42

Ⅳ h 40× 3h ?

Va

Va 61)× ?

凸「b 22

409 「 Fb 68× 50 24

Ⅳ b 6Cl× 52 47 ?

fVb 60× 50

hrh

4 呂デh

4 IVb 呂2× 留 心

IVb 5×

340 「ヽa 76× 60

]/b 72× 66

IVb 72× 50

「
yh 70× 62

Vh 翻×らh 54

IVb 34× 3 7

規模
更 西 り5m+ 居耳封ヒ5 5rn

身合 締 待と開・首 廂 身合簗行l闇・北廂

柱間
身舎19-24m 身舎22-24m
廂 10m 廂 1lm

面 積 523� 以 上 傾 き 4° E

備考
P75は 間仕切 りの柱穴、P73・ 416

とこ,■ 硲板あ り

第316図  10C～ 10E区  Ⅳb層上面平面図 (Ⅳbl期 )
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10A区

0  0

O ⑤°

10B― SD3

0亀 亀l

0

00
00 °

絡 。

○

e  a

% 。
O°

O   o  ①
O 。

O
O    

。 。

0 
。  。 o°

0     
°

O         °

O

マ

第317図  10A区東部～10B区西部 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳbl期 )

10A― SB10
319  64

150

117

215

393

140

66

225

0                         10m

325

184

PttNd 大 斉 声 深

^
群 痛 客

Va 26 40 う

翻 IVb 17 21〕

Va

"
13 15

IVb 29 24

Va 20 ?

144 Va 塑 13 ?

Va 夕6× タタ 1う

Ⅵ 7

17 Va 9 9

規模
東 西 72m 南 北 37m
桁 行 (4間 ) 盪 行 ク闇

柱 間 165-20m 15m。 215m
夕h3市 幅 芦 R

204 Va 24

Va 28× 24

10B-419 Ⅵ ?

10B-421 Ⅵ ?

10B-255 Va 27 20 9

lR7 VD 19 ?

規模
更 両 僑7m 君訴】L37■n

(3闇 ) 簗 行 2闇

梓 間 21～ 255m 18～ 19m
面 積 248∬ 傾 き 3° E

厩 ?



10B区

踊③

0                                     10m

第 4章  10区の調査

第 5節  Ⅳb層の遺構121-Ⅳbl期

210

57

Ｘ
代
亀

び
斡

／

Ｖ

SD2

Aトー750m 引 だ

0       1m

―第318図 10B区東部～10C区 西部 Ⅳb層上面平面図 (Ⅳbl期 )、 10B一 SD2断面図

Va 26 ?

141) Ⅳ b 24 26 ?

Ⅳ b ?

292 Va 40 9

245 「ヽa 30× 26

297 ′ヽぬ

34 ]「 b 34× 30 ?

規模
頃にEg4 2m 雨 引ヒう4コn

2犀昂 身舎 2間 。南廂

柱間
21m 身舎 190～225m

廂1ク5m
面 積 227m イ贖芦 9Ψ E

342

1205

158

170

PttNo 大 声 さ 深 さ 柱 痕 径

Vb ?

Va 15

Va ?

Vn % 24

規模
東 丙 ? 首】ヒ38m

r逐行、9FHH

つm 17■n ・ 2 05rn

面 積 傾 き 3° E

10C区

10B― SBl

1理 210響

10B― SB13 :さ 決 声 群 厄 符

rヽa ?

Va 9

Va 38× 34 ?

IVb 40× 30

IVb

規 模 東西 63m、 3問 〕に21m+、 2間 +
λlm 1■1

傾 き 10° E
162



10B― SB44
P‖ 雨o き さ 深 さ 柱 痕 径

V2 ×2h ?

Vb 4×

Va l

Va 36× 26 10 ?

Va

"
規模

東 西 43m+ 南 北 35m
桁 行 ク闇 + 梁行 2間

17～ lRm
イヒせ!芦 3Ψ E

第 1編 第 1次発掘調査

145

180

343

170

157

10B― SB23

590

10B― SB26

10B― SB15

10B― SB27
Ш
３０
１１３

廓
‐２０
以

165^ 255

10B― SB28

178      199

屈
掘

181  204

確 認 層 大 き さ

Va

Va

「ヽa 40× 30 ?

204 ふ′n FaO× 駆 20 9

Va 4 1ク

「ヽa 30× 24

規 模 東 西 22m、 2間 高野】Llり rn、

柱 間 10-12111 09^▼ 1 0in

面 積 ｍ́ 傾 き

3.10C区西部の遺構 と遺物

Ⅳbl期 と考 え られ るのは掘立柱建物跡1棟 (10C―

SB7)のみである。10C― SB7は主軸方向が真北から2°

西傾するのでⅣbl期の中でも古い時期と推定される。そ

の他の溝跡・井戸跡・土坑については時期限定が困難で

あることは既に述べたとおりである。

10C― SB7

0

斉 深 痕 径

Ⅳb 1 34×

甲 IVb

Brb 30× ? ?

Ⅳ b 32× 28

規模
東西 59m 南 北 45m

梁行 2間

21-24m
611i イし自ラキ R

確 認 層 大き さ 深 さ 梓 痛 客

Va ?

ク73 Va 30× 24 ?

277 /ヽ2 ?

たヽa ?

275 Va ?

Va

Va ?

Va ?

Va 34× 30 ?

Vゐ 40× 39

規模
更 西 61m 51m
桁 行 3間

本主問 185～215m lm

面 積 310■正 傾 き F10B一 SB25

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

′ヽn ?

′ヽa 3R×如 2 ?

Va 27 ?

規模
東西 36m 百 引ヒ45m+
梁 行 1間 ? 桁 行 ?

面 積 傾 き 5° E

PttNo 1本 ;突 本 梓 痛 繹

Va

Va

Va 60× 54 ?

Va 22)( ? ?

7 Va 32× 28 ?

09 Vゐ ?

Va 為0 ?

規 模
東 西 42m 百 Jr4(〕 m
桁 行 2間 梁行 2間

柱 間 165m・ 255m 13m・ 2.7m
面 積 168面 傾 き 3° E

確 訳 層 大 き さ

Va 38× 32 ?

Va

Va 50× 44 ?

-22C Va 50〉く40

Va ?

10C-227 Va

規模
東西 69m 南 北 60m
桁行 2間 ? 梁 行 2間 ?

柱 間 215m
414浦 傾 き E

確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Va 40× ? ?

102 /ヽ2 h,× 4Fh

Va 36〉く30 ?

H4 Va

Va

吏 西 54m、 3問 南北37m+、 1間 +
柱 間 15-20m 371m

傾 き 2° WV
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第 5節  Ⅳb層 の遺構②―Ⅳbl期

。

_ギ

/
Ｏ
　
北

亀

/゛
い

卜＼ｘ”〕ろ

均
◎
Ｍ

―

―

―

キ

ー

ー

、

第319図  10C区  Ⅳb層上面平面図 (Ⅳbl期 )

Cm

0                                        10m

0               2cm

―

① 2

No 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 (cm)

調  整 特 徴
真
版

写
図回 客

l 10B―SD2 土 I
4ハ 104ヽ 2 ロクロ調啓、回転糸切、自餅微畳

2 10B―SD2 十 昇 形

3 ふb‐ 62 ほぼ 弁 形 径25 重 23+ 開 元 涌 曽

`唐

・初 鋳  621年Ⅲ、背 文 字 「一

第320図 Ⅳbl期 の遠構出土遺物
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第 6節 Va層 と6a層の遺構

1.遺構の概要

10A～ 10E区西部にかけてはVa層、10E区中央部から東には6a層が分布 している。Va層上面で確認された遺構は少

なく、10A～ 10B区にかけて小溝群、10D区東部で合口甕棺 1基が検出された他は土坑が散在する程度であるが、10E

10A区

メぴ

♪〈
0                      20m

く

抱
X

]

上2
■
H品

くドK24。sK27  a

織翠。ど将

札1:晉 ＼ヽ 帯  (豆=48

丁 _欲 キヤ_。拠琺

10D区

第321図  10A～ 10Ett V
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第6節  Va層 と6a層 の遺構

区の6a層上面では多数の小溝が検出されている。なお、Va層上面で確認された土坑のうち重複関係や遺物などか ら

Ⅳa～Ⅳb層 に伴うと判断できた遺構については前節までで記述しているため平面図か らも除外している。

2.10A区～ 10B区西部の遺構 と遺物

(1)溝跡

10A区東部から10B区西部で小規模な溝跡群が検出されている。10A― SD4～ 7、 10B― SD2・ 3と その南側に並列して

いる南北方向の溝跡群がそれで、幅30cm、 深さ10cm前後で、堆積土は基本層Ⅳb層 である。分布が集中することか

らⅣb層段階の畑に係わる耕作痕と推定される。

遺物は、10A区 の溝からはほとんど出土しなかったが、10B― SD2・ 3・ 5か らは土師器 。須恵器・土師質土器 。中

世陶器片などが約50点出土している (表 107)。

/゛
ゞ

10B区

0                                         10m

0                           2m

第322図 10A区東部～10B区西部 Va層上面平面図、小溝群断面図
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¢)土坑

Ⅳa～ Ⅳb層 の時期に限定できなかったものが、10A区西部に11基

区東部～10B区西部に 5基 (10A― SK12、 10B― SK15。 17～ 19)あ る。

引 瓜

5

0                 2m

(10A― SK15～ 17。 19～ 21・ 24・ 26～ 29)、 10A

なお、詳細図は第 2節で記載 している。

嗚12

SK22

0                                      10m

層 位 色調 土 質

1 10YR5/3にぶい黄褐 ングレト 酸化鉄斑多量

75Ⅵ/1 灰色 粘土質 シル ト 緑灰色粘土質 シル トブ ロック少量

3 峙Y6/1緑灰色 粘土質 シル ト

4 75Y3/1 オリーブ黒 砂質 シル ト

5 5Y3/1  オリーブ黒 ζ十箇シルト 下 部 に灰 a精 十暫 シ ル ト努 畳

第323図  10C区 西部 Va層上面平面図、10C― SK24 平面・断面図

3.10B区東部～ 10D区西部の遺構 と遺物

(1)溝跡

10B区に10B― SD4・ 9、 10C区 に10C― SD24～ 27・ 40が散在している。10C― SD40

は幅80cmで比較的規模の大きな溝であるが、その他は幅約40cmと 狭い。

(2上坑

Ⅳa～Ⅳb層の時期に限定できなかったものが、10B区東部の10B― SK13、 10C

区の10C― SK6・ 7・ 17・ 18。 22,24である。10C― SK24は径約 2mのやや角ばった

ペ

A
7311mトー



4代

ヽ 4´

A卜 710m

0                  50cm

第324図  10D区 東部～ 10E区 西部 Va層 上面平面図

10D― SK3 平面・断面図

第 4章 10区 の調査

第 6節  Va層 と6a層 の遺構

0                                      10m

円形で、堆積土は自然堆積層である。遺物は出土 しなかっ

た。なお、10C― SK24以 外の詳細図は第 2節ですでに記

載している。

4.10D区東部～ 10E区の遺構 と遺物

(1)溝跡

10D区は10A～ 10C区 同様に小規模な溝跡が散在する程

度であるが、10E区の6a層上面では幅30～ 80cm、 深さ10～

15cmの 小溝群が並行して認められた。堆積土は直上の5b

層である。方向は真北方向を中心とする一群と真北から

約25°東傾する一群があって重複しているが、新旧関係を

明らかにすることはできなかった。5b層 に係わる耕作痕

と推定され、この付近の5b層 は畑であったと考えられる。

(2)土坑

10D― SK8(第 324図 )10D区南東部にある合 口甕棺である。ロクロ調整の土師器甕 (第326図)2個体を合わせたもので、

土圧のために潰れた状態で確認された。内部からの出土遺物はない。掘り方は幅35cm、 長さ1.lmの長楕円形である。

北18

ＳＫ３７０
０
　
。

品

ダ

０

０謂
鷲

273
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0                         10m

第325図  刊OE区東部 6a層上面平面図

10E区西部には10E― SK32・ 33・ 36～ 38が集中しているが、10E― SK32・ 36は長さ10m前後もある大規模なものであ

る。10E区東部の10E― SK31は幅12m、 長さ5.5mの 長方形で、真北か ら約25°東傾する小溝群と同じ方向を向く。こ

れらは遺物もほとんどなく、性格も不明である。

θ
晏

峠ｙ仲＼（がヽ＊ち硯っ

γ
/横が

七 2
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第 6節  Va層 と6a層 の遺構

E12

♀___T___T_――T―――T―一三fm
0                2cm

―

D                         10Cm

血 登録h 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm)

調  整 特 徴
写真
図版長 さ 幅 厚 さ

1 N卜91 OA P412 9/10 48+ 屈 曲 、 5富 + 146‐6

2 頭 ～ 中央 部 43+ 函 誓K幅 1 0cm、 後 + 146‐ g

Nb-49 10A― P 完 形 径21 3為 宣

□ 径

4 10C― SE6 灰 釉 陶 器 ・ 小 瓶 体 部 /1 10世 紀 前 半

5 D-9 10D― SK8(合 日甕棺 ) 土 ほサギキ ] 225 ロ ク ロ調 整 、体 部 外 面 下 半 ヘ ラク ズ i

6 D-10 10D― SK8(合 日甕IE) 土 3/_h 238 ログロ調整、然音b外国 トキヘフグテ

第326図 Va層の遺構出土遺物
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お
＼
Ｘ

背10

γ
/斡

♯

第327図 10A～ 10Btt Vb層 ・Vc層・Ⅵ層上面平面図

O      SB21           20m

第 7節 Vb層・ Vc層・ Ⅵ層の遺構

1.遺構の概要

Vb層 上面で確認できた遺構は10B― SDHと 10D― SD14が ある。なお、Vb層上面の平面精査では小溝群は確認でき

なかったが、断面観察ではVa層が直下のVb層 をかなり攪拌 している様子が確認できたことからVa層 も畑の耕作土

と推定される (註 1)。

Vc～Ⅵ層上面では溝跡、竪穴住居跡、掘立柱建物跡などの他に多数の小溝群を確認してお り、小溝群の存在か ら

直上のVb層 は畑の耕作土と推定される。遺構プランはVb層 によってかな り乱されているものが多い。

なお、10A～ 10B区 における遺構の確認状況とVb層畑耕作土の関係 (10A― S11で 後述する)、 および遺構の重複関

係か らすると、Vc～Ⅵ層上面で確認された溝跡・竪穴住居跡・掘立柱建物跡などの遺構群は、本来はVb層の畑以

前に存在した新しい遺構群と、Vc～Ⅵ層上面から掘 り込まれた古い遺構群に分けられる可能性がある。この場合、真

北に近い (10° 前後東傾)遺構群が新 しく、真北から大きく東傾する遺構群が古いと考えられる。

また、10D区南東部では、部分的ではあるがVb層 上面における畑の畝の高まりと、その直下のVc層上面における

耕作痕である小溝の両方を確認 している。

2.10A～ 10B区 西 部 の遺構 と遺 物

(1)溝跡

10A― SD10(第330図)10A区 西部に位置 し、北東～南西方向に直線的に延びる。10A― SB18に切 られている。Ⅵ

層上面で確認したが、断面観察でもⅥ層上面か ら掘 り込まれていることが確認できた。幅約 2m、 深さ50cmで、堆

積土は自然堆積層である。遺物は土師器片が 3点出土している。

10A― SDl刊 (第330図 )10A区 南部に位置し、東西方向に延びるが10A区南東部で南に屈曲する。Ⅵ層上面で確認

したが、断面観察によってVc層 上面 (Vb層 畑によって攪拌されているとすれば Vb層上面)か ら掘 り込まれている

ことが確認できた。幅 1.2m、 深さ50cmで、堆積土は自然堆積層である。遺物は土師器片が 1点出土 している。

10A― SD12(第330図 )10A区 東部に位置し、北東～南西方向に延びるが南部で西に屈曲する。Ⅵ層上面で確認 し

たが、断面観察でもⅥ層上面か ら掘 り込まれていることが確認できた。幅0.8～ 1.2m、 深さ15cmで、堆積土は単層で

ある。遺物は出土しなかった。

H4
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第 7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

Xγ
/斡

び

第328図

10C～ 10E区

Vb層・Vc層・Ⅵ層上面平面図

〕        +        20m

10E区

配 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
(cm

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口 律 底 径 器 高

1 K50 10A― SD14 万 端 部 のみ 長97+ 幅55 厚38 345FF+、 デイサイ ト 146-12

2 10B‐ SDll 2/3 ロクロ調整、同転糸切、底剤に墨書 伴‖読不能 ) 146-13

3 E33 10B― SDll 須恵器・lTN lβ 142
ロクロ調整、底部切離法不明→回転ヘラ
ケズ

')、
白針微量、底径/日 径057

146-14

4 10B,SDll 須恵器・杯 1/4 (160) (801
ロクロ調整、底部切離法不明→回転ヘラ
ケズリ→一部ナデ、底径/口径050

146-15

5 10B‐ SDll 須 1/4 r168) ロクロ調整、底部切離法不明→ナデ、ほ径/日径058 146-16

6 10B― P335 須 : 口綴 官Б小

'十

ロクロ調整 146-17

第329図  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構出土遺物
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第330図 10Att Vb層・Vc層・Ⅵ層上面平面図、10A― SD10～ 12・ 封4 断面図

い黄橙色砂質 シル トブ ロック少量

7 5GY4/1暗 緑灰



10A区 10B区

°
ν

tt。

0                         10m

引 A

10A― SDH
1 10YR5/2灰 黄褐色 細砂

2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 砂暫 シル ト

第 4章  10区 の調査

第7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

10A― SD13(第 330図 )10A区南部を東西方向

に延びる溝跡で、Ⅵ層上面で確認している。10A

―SD14を切っている。幅80cm、 深さ12cmで ある。

遺物は出土 しなかった。

10A― SD14(第 330図 )10A区 中央 のⅥ 層 上

面で確認した溝跡で、北部では東西方向だが南

部では南西方向に湾曲して延びている。10A―

SD13に 切 られている。幅は南部では1.lmあ る

が、北部では確認面が本来の掘 り込み面よりも

低かつたせ いか40cm程 度である。深さは30cm

で、堆積土は自然堆積層である。遺物は土師器

片が 1点 と砥石が 1点 (第329図 1)出 土 して

いる。

10B― SDll(第 331図 )Vb上 面で確認 した溝

跡である。10B区 西部に位置 し、北東～南西方

向に蛇行 しなが ら延びる。幅2.6m、 深さ90cmで、

堆積土は自然堆積層であるが、断面観察からは

一度掘 り直されていると考えられる。遺物は土

師器 。須恵器片が約 140点 出土し、須恵器不 4点

が図化できた (第329図 2～ 5)。

小清群 Vc層が遺存する箇所ではVc上面、V

c層が遺存 しない箇所では直下のⅥ層上面で確

認している。 10A区では南北方向、10B区西部で

は東西方向のものが多いが、両者の新旧関係は

不明である。幅30～ 40cm、 深さ約 5 cm、 堆積土

はVb層 を主 とする単層で、Vc層やⅥ層の小ブ

ロックを含んでいる。溝の間隔は15～ 2mの も

のが多い。Vb層畑の耕作に伴う耕作痕 と考えら

れる。

(2)竪穴住居跡・竪穴遺構

10A― S11(第 332図 )10A区中

央部に位置する堅穴住居跡であ

る。Vb層 上面で色調の異なる箇

所が認められたため、遺構が存

在す る らしい ことは分かった

が、プランは不明瞭であつた。

このため Vb層 を掘 り下げなが

ら精査を行ったが最終的にプラ

ンを確定できたのは Vc層 上面

＼〉ス〔́
、Ｘち）．っ

い
斡

／

γ

10B― SDH
層位 色調 十 奮 混 入物 。その他

〕 25Y3/2 黒褐角 粘 十 暗灰責色粘土質ンルトブロック少量

2 25Y4/3 オリーブ褐色 砂質シル ト 黒褐色粘土ブロック微量

3 25Y5/2 暗灰黄色 シル ト質粘土 灰 白色火 山灰小ブ ロック微量

4 火山灰 灰 白色火 山灰、暗灰黄色 シル ト質粘土 を層状 に少量

5 75Y4/1 灰色 粘 土 灰 白色火 山灰小ブ ロック微量

6 5Y4/1 灰色 粘 十 灰白負火山灰ブロック・灰オリーブ色シルトブロック微量

10A― SD14

層位 角 調 土 貿 混入物 ,そ の他

1 10YR3/3暗 褐色 粘 土 にぶ い黄褐色砂質 シル トブ ロック微量、酸化鉄粒少量

2 10YR5/4に ぶい黄褐色 砂質 シル ト 管状酸化鉄少量

3 10YR4/4褐 色 粘 土 管状酸化鉄少量

10YR5/4に ぶい費褐色 粗砂 黒楊 徹胤 十ブ ロ ック微 這

5 OYR4/2灰 黄褐色 結 十

第331図  10A区東部～10B区西部 Vb層・Vc層・Ⅵ層上面平面図、10B― SDll 断面図
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である。この段階で遺存 していたのは掘 り方のみであつた。

主軸方向は真北か ら 9°東に傾き、大きさは東西3.8m、 南北4,2mで ある。北側に長さ1.7mの煙道が認められ、先

端部には煙出し用のピッ トが認められた。主柱穴は北辺側に 2基認められ、掘 り方の径30cm、 深さ12～ 15cmで ある

が、柱痕跡は確認できなかった。

S11と して取 り上げた遺物は土師器片・須恵器片が

約20点 と少ないが、遺構プランが不明瞭なが らも認

め られたVb層 上面からプランが確定できたVc層 上

面までの間にほぼ完形の上師器郭を含む大きな破片

が比較的多く出土している。

遺構の遺存状況と遺物の出土状況からすると、Vb

層上面で認められた色調が異な り土器が多 く出土 し

た箇所は本来遺構の堆積土であり、Vb層畑の耕作に

よつて周辺の基本層と共にその場所で攪拌された結

果、遺物が多 く認められるのにもかかわ らず遺構プ

ランが不明瞭になったのではないかと考えられる。

したがってこの住居跡はVb層 畑の経営以前に存在

した と推定され、この付近のV層 中の遺物 (第 342図

のうち地点・層位を10A― H2・ V層 としたC-13・ 11、 E

-22・ ■の 4点 )も S11の遺物である可能性がある。

10A― S12(第332図 )10A区中央部に位置する堅穴

遺構で、南側を10A― S11に切 られている。確認状況

はS11と 同じで、不明瞭な遺構プランを確認 したのは

Vb層上面であるが、はっきり確定できたのはVc層

上面である。S11同様掘 り方のみが残存しているが、

カマ ドや煙道が確認できなかったため住居跡とは断

定できなかった◇

主軸方向は真北か ら38° 東に傾き、大きさは東西

2.6m、 南北3.7m以上である。遺物は土師器片 4点の

みであった。

0                   2m

S12

俗)掘立柱建物勘・柱列跡

掘立柱建物跡は、10A区南西部に

10A― SB18、 ゴヒ部に10A― SB19、  10B

区西部に10B― SB33が ある。いずれ

もVc～Ⅵ層上面で確認したもので、

1間 ×2間か 2間 × 3間程度の小規

模な建物 と推定される。10A― SB18

は 主 軸 方 向 が10A S11や 10A

SDll・ 13に 近 く、10B― SB33は 主軸

方 向 が10A― S12や 10A― SD10。 14に

Aトー730m

層位 色 調 土 質 rg入 4//。 その仙

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 41RII1/ こぶい音褐角器十ブロック微量

1 1儀駅4/3にぶい苦褐角 砂資 シル ト

10YR3/3暗褐色 シル ト質粘土 炭化物微量、煙道堆積土

3 10YR5/4に ぶ い黄褐色 砂質 シル ト 壁溝堆積土

4 10YR4/3に ぶ い黄褐色 粘 土 にぶ い黄褐色砂質 シル トブ ロック多量、掘 り方埋 め土

第332図  10A― S11・ 2 平面・断面図
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第 7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

第333図  10A一 SB18・ 19、 10B― SB33

10A― SB18

平面図

確 認 層 大き さ 渓 さ 梓 痕 径

Ⅵ 36× ? 6 ?

Ⅵ 14

Ⅵ 46× 36

404 Ⅵ 4

407 Ⅵ

Ⅵ 24 4

婦 棲 東 西20m+、 2間 十 百北32m、  2間

梓 間 10～ 155m 155～ 165m
面 積 傾 き 20° E

0                        5m

373

170

369

190

363

Ⅵ 3 ?

Ⅵ 42× 24 17 ?

Ⅵ 13 ?

Ⅵ 17

東西クRm+、 1闇 + 南Jtt hm、  ク闇

7ヽシ19m
イヒとこ芦 43ψ E

10A― SB19

408

８４

７０

８５

６０

８６

０７

６５

０４

５５

０３

近い。前述したように10A― SB18が新しく、10B― SB33が古い可能性がある。

柱列跡は10B区西部で部分的なものを 2条確認しているが、これ らも掘立柱建物跡同様に方向から2時期に分け

られる可能性があり、真北に近いSA10が新 しく、大きく東傾するSA7が古いと考えられる。

3.10B区 東部 ～ 10C区西部 の遺構 と遺物

(1)溝跡

9B― SD34・ 36(第335図 )10C区北壁か ら南東方向に延びる溝跡であるが、10C― SD33の 手前で途切れている。9B

―SD34と SD36の延長部分と考えられる。遺物は9B― SD36か ら土師器片 。須恵器片などが出土している。

10B― SD10(第335図 )Vb～ Vc層上面で確認した溝跡である。10B～ 10C区北部を東西方向に走 り、10C区 では南

東方向に湾曲している。10C― SD42と重複しているが、新旧関係は不明である。幅15～ 16m、 深さ40cmで、堆積土

は自然堆積層である。遺物は土師器片などが出土したのみである。

10C― SD16(第335・ 336図)Vc～ Ⅵ層上面で確認した溝跡である。10C区 中央部を北西～南東方向に走る。西端部

で10C― SD33と 接しているが、断面観察でも重複関係が認められなかったので両者は同時に存在 していた可能性が

高い。なお、これより東側はSD1004に切 られているためか確認できなかった。幅約21m、 深さ65cmで、堆積土は自

然堆積層である。遺物は出上しなかった。

10C― SD17(第335。 337図 )Vc～ Ⅵ層上面で確認した溝跡である。10C区北部の10C― SD33のす ぐ東側から北西～

南東方向に走る。東端部で10C― SD37と 重複しているが、新旧関係は不明である。幅 1.1～ 1,7m、 深さ45cmである。

遺物は出土しなかった。

10C― SD32(第335図 )Ⅵ 層上面の南壁際で部分的に確認できたのみで、小溝群の一部である可能性がある。

10B― SB33
確 認 層 大き さ 深 さ 柱 痕 径

Ⅵ 54× ?
Ⅵ

Ⅵ 54〉く48

東西 ? 百 北 33m、 2間

梓 間 ? 16～ 17m
面 積 傾 き l° E
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282  第334図  10B区東部 Vb層・Vc層・Ⅵ層上面平面図、40B― SB20・ 21・ 32・ 34、 10C― SK9
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第 4章  10区 の調査

第 7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

9B― SD36 9B― SD34 0                           10m

0                   2m
|

10B一 SD10
c卜 7 10m       tt C′

3                  2m

層位 角 調 十 質 混 入物 ・ そ の他

〕 10YR5/2灰 責褐角 粘 土 にぶい責掲色粘土ブロック・灰白色火山灰ブロック少量

2 25Y4/3 オリーブ褐色 粘 土 黒褐色粘土ブ ロック・灰 白色火山灰ブ ロック微量

3 25Y5/2 暗灰黄色 粘土

4 25Y4/2 暗灰黄色 粘 土

第335図  10C区 西部 Vb層・Vc層・Ⅵ層上面平面図、9B― SD34・ 36、 10B― SD10 断面図

10C― SD33(第 335。 336図)Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、10C区 北部か ら南壁まで北東～南東方向に直線的に延び、

前述したように同時期 と考えられる10C― SD16と接している。幅約 2m、 深さ50cmで、堆積土は自然堆積層である。

遺物は土師器片・須恵器など約30点が出土 している。

10C― SD37(第 335。 337図 )Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、北壁か ら南東方向に延び、10C― SD17と 重複 している。

9B―SD36

角 調 十 質

① 10YR4/3に ぶ い黄褐色 粘土 質 シル ト

② 10YR4/2灰黄褐色 粗砂

9B― SD34

10YR4/2灰黄褐色 粘土質 シル ト

10YR7/3に ぶい苦楕れ )レ ト 灰 白角 夫 山灰 み層状 に /1/・ 最

10YR4/1褐灰角 粘 十雪 シル ト 黒 褐角 粘 十質 ンル ト小 ブ ロ ック少 量

10B― SD10
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)訂
丁

章

SKll
SK10○

494_

や

Aトー 700m  ―引A

0                 2m

Hトー720m

1 10YR5/2灰音褐負 佑十質 シル ト

2 10YR6/2灰責褐色 粘土 質 シル ト 灰 白色火山灰ブ ロック多量

a 10YR4/3にぶい責褐色 粘土質 シル ト マンガン粒微量

7 5GY4/1暗 緑灰色 シ,レ ト 白色 シル ト粒微量

5 10Y4/1 灰色 粘土質 シル ト 砂質 シル トブ ロック微量

6 10GY4/1陪緑灰角 f/1/N管 シルト 里楊 角 承 十暫 シル トか層状 に微 畳

第336図  10C― SK10。 11・ 2牛 23 平面・断面図
10C― SD16・ 33 断面図

幅約80cm、 深さ10cmで 、堆積土はVb層 に類似 している。遺物は出土 しなかった。

10C― SD43(第 335図 )Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、南北方向に延びる。10C― SK23を切 り、10C― SK21と 10B― SD10

に切 られている。なお、小溝群とも重複 しているが新旧関係は不明である。幅約80cm、 深さ15～20cmで、堆積土は

Vb層 に類似 している。遺物は出土 しなかった。

ηOC― SD44(第 335図 )10C区北西部で部分的に確認 したのみで、小溝群の一部である可能性がある。

小溝群 Vc層が遺存する箇所ではVc上面、Vc層が遺存 しない箇所では直下のⅥ層上面で確認 している。東西・南

北方向のものが認められるが、両者の新旧関係は不明である。幅30～ 40cm、 深さ約 5 cm、 堆積土はVb層 を主とする

単層で、Vc層やⅥ層の小ブロックを含んでいる。溝の間隔は 1,0～ 1.5mの ものが多い。Vb層畑の耕作に伴う耕作痕

と考えられる。

磁)掘 立柱建物跡

10B区 で10B― SB20。 21・ 32。 34の 4棟が認められた。確認面はⅥ層上面であるが、前述 したように本来はVb層上

面からの掘 りこみと推定される。方向は真北から 3°～ 14°東傾している。10B― SB21は 2間 × 2間 の総柱の建物であ

るが、掘 り方の規模が大きく、礎板も遺存 していた。その他の建物は 1間 × 2間 または 2間 × 3間程度の小規模な

10C― SK23

層位 色 調 土質 混入物 'そ の他

1 7 5GY4/1暗 緑灰色 粘土質 シル ト

2 10Y2/1 オリーブ黒角 砂 管 シル ト 砂 締 ん層状 に勧 量

10C― SD33

層位 色 調 土 質 混入物・そ の他

1 10YR5/3にぶい黄褐色 シ,レ ト

2 10YR7/2にぶい黄橙色 火山灰 灰 白色火 山灰

7 5GY4/1賠 緑灰角 砂管 シル ト

4 10Ⅵ /1 灰角 シルト 灰 白角 シル ト粒 少 量

5 10GY4/1暗緑灰色 砂資 シル ト l■砂少最

10C― SD33

l 5G4/1  暗緑灰色 シル ト

2 5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘土質 シル ト

5Y4/1 灰負 結十暫 シル ト



PXNo 芦 声 梓 痕 径

40h Ⅵ 42)〈 38 9

Ⅵ ?

Ⅵ 60× 48 35 ?

Ⅵ

404 Ⅵ 48× 38

規 模 東西15m+、 2問 +
柱 間 4～ 15m

傾 き 10° E
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第 7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

10B一 SB20

329

175

339

412

190

410

10B― SA7

10B― SA10

3F10 Ⅵ 4× ? ?

Ⅵ 9 ?

Ⅵ 17 9

420 Ⅵ 12 9

規 模 南 北 93m+、 (3間 十 )

柱 間 31m 傾 き 8や E

建物と推定される。

●)上坑

10B― SK17・ 13(第 334図 )10B区南東部にある径70～ 120cmの 円形・楕円形の土坑で、深さはSK17が 60cm、 SK18が

30cm、 堆積土はⅥ層に類似した単層である。遺物はSK17か ら須恵器片などが出土している。

10C― SK9・ 10・ 11(第 336図 )10B区中央部にある径60～ 90cmの 円形・精円形の土坑で、Ⅵ層上面で確認した。深

さ10～ 25cm、 堆積土はVb層 に類似 した単層である。

10C― SK21(第 336図 )Ⅵ 層上面で確認 した土坑で、10C― SD43を切つている。大きさ3.8× 1.8mの精円形で、深さ

は10cm、 堆積土はVc層 に類似 した単層である。

10C― SK23(第 336図 )10C― SK21の南側のⅥ層上面で確認 した土坑で、10C― SD43に 切 られている。長軸2.3mの

長方形か楕円形と考えられる。深さは30cmで 、堆積土は自然堆積層である。

4.10C区 東部 ～ 10D区の遺構 と遺物

(1)溝跡

10C― SD35(第 337図 )Ⅵ 層上面で確認した溝跡で、10C区南壁から北東方向に延びて10C― SD17に 向つているが、北

端部は10C― SD15に切 られているので10C― SD17と の関連は不明である。幅14～ 17m、 深さ55cmで、堆積土は自然

堆積層である。遺物は出土しなかった。

10D― SD14(第338・ 339図 )Vb層 上面で確認した溝跡で、10D区東部からlCIE区南部に向つてやや蛇行しながら延

びているが、10D― SD12な どに切 られているため部分的に確認できたのみである。平面で確認できた幅は70cm程 で

あるが、断面観察では上半が広がる形態をしているので (第 339図 )、 実際は1.5m程であつた可能性がある。深さは

約50cmで 、堆積土は自然堆積層である。遺物は土師器片・須恵器片等が数点出土したのみである。

10D― SD15(第 337図 )10D区西部のⅥ層上面で確認した溝跡で、北西から南東方向に延びているが、SD1004Aや 10D

―SK5な どに切 られているため部分的に遺存するのみである。幅約 1.8m、 深さ30cmで 、堆積土は自然堆積層である。

遺物は土師器片・須恵器片などが約30点 出土した。

407

210

405

210

401

10B― SB21

333

175

331

180

335

170

434

確 認 層 大 き さ 深 さ 津 痛 径

Ⅵ 68× 54 ・9

Ⅵ 68× 64 ?

Ⅵ 10× RF

Ⅵ 70× 為4 6

Ⅵ 140× 4 9

Ⅵ 82〉く70

Ⅵ 90× 74 9

Ⅵ 150× 66 9

Ⅵ 70× ? ・9

規 模 東 西 33m、 2間 首 ヤ 3らm、 2FBH

h～ 17m -18m
２ｍ 傾 占 1° E

PttNo 確 認 層 大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Ⅵ 16× ? 5 ?

Ⅵ

Ⅵ 44× 寄6

種 東西 lRm+、 1間 十 面現rlり m十、1間 十

1 8m 9rn

傾 き

10B― SB34
確認 層 1大 き さ 深 さ 柱 痕 径

Ⅵ

Ⅵ ?

Ⅵ

Ⅵ ヨR× %
Ⅵ うR× 48 ?

In、  l PHH 南北 55m、 2間

5m 26～29m
而 橋 193111+ 傾 き 3° E

10B― SA8
芦 声 契 声

Ⅵ 4× 3()

Ⅵ ?

Ⅵ 36× 30 9

Ⅵ 42× ? ?

規 模 南北 37m+、 (3間 +)
柱 間 11～ 15m イ頃き R

101m+、 (3間 +



第 1編 第 1次発掘調査

マ

/゛
ゞ

0                                        1om
|

へ
X

亀

ニ
ヘ F′

Fトー 710m  ―引F′

鰤

イ

Gトー700m

0                  2m
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SK15

Eト 710m

争

♂
Dトー 710m   ―→D′

10YR4/2灰 黄褐色
10YR6/2灰 黄褐色
25W/4 浅黄色

粒質凱ド1卵

第337図  10C区 東部～10D区西部 Vc層・Ⅵ層上面平面図、 10C― SD35、 SK5・ 12・ 封5・ 16 平面・断面図
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第7節  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

10D― SD16(第337・ 339図 )

10D区北西部のⅥ層上面で確

認した溝跡で、10D区北壁から

南東方向に向かつているが、

10D― SK5に切られているため、

その東側は不明である。幅1.5

m、 深さ65cmで 、堆積土は自然

堆積層である。遺物は土師器

片、須恵器片、中世陶器片など

が 5点 出土しているが、中世

陶器片は混入と考えられる。

10D― SD17(第 338・ 339図 )

Ⅵ層上面で確認した溝跡で、

10D区 東部 力ゝ ら10E区 南菩巨イこ

向ってやや蛇行 しながら延び

ているが、北側の肩 を10D―

SD14に 切 られて いる。幅は

1.5m程 と推定 され、深 さは

約30cmで、堆積土は 自然堆

積層である。遺物は出土しな

かった。

小清群 Vc層 が遺存する箇

所では Vc層 上面、Vc層 が遺

存しない箇所では直下のⅥ層

上面で確認している。方向は、

南北方向、北西～南東方向、北

東～南西方向などが認められ

るが、これ らの新旧関係は不

明である。幅30～ 40cm、 深さ約

5 cm、 堆積土はVb層 を主とす

る単層で、Vc層やⅥ層の小ブ

ロックを含んでいる。溝の問

隔は1,0～ 1.5mの ものが多い。

Vb層 畑の耕作に伴 う耕作痕

と考えられる。

なお、10D区北東部では北

西～南東方向に並行する 2条

の小溝と、その間を埋めるよ

うに並んだ長精円形の窪みを

お
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第338図  10D区東部 Vc層・Ⅵ層上面平面図
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10D― SD16

0                   2m

75Ⅵ/1 灰色 ンル ト質粘土

564/1 暗緑灰角 砂 管 シル ト

(平面図は第337・ 338図 )

確認している。形態は異なるが堆積土は小溝群と同様であるので、これ らもVb層畑の耕作に伴う耕作痕と考えら

れる (註 2)。

畝と小溝群 10D区南東部では、部分的ではあるがVb層 上面で畑の畝と考えられる盛 り上が りを 2条確認した。方

向は北東～南西方向で、幅50～ 60cm、 高さ 2～ 3 cmで 、畝間の間隔は30～ 40cmである (第 338図 左下 )。 この直下の

Ⅵ層上面では小溝群を確認しているが、畝の方向や位置とは一致していない (第338図 右下)。

は)土坑

10C― SK5。 16(第 337図 )10C区南部に位置する。10C― SK5は 80× 50cmの楕円形で、10C― SK16は 10C― SD28に切

られているが同じく楕円形と考えられる。深さは10～ 15cmと 浅く、堆積土は単層である。遺物は出土 しなかった。

10C― SK12(第 337図 )10C区東部に位置する。SD1004Aに 切 られているが、長軸1.2m以上、短軸80cmの楕円形と

推定される。深さは10cmと浅く、堆積土は単層である。遺物は出土しなかった。

10C― SK15(第 337図 )10C区南部に位置 し、10C― SD35に切 られている。4,7× 1.2mの大きな長方形であるが、深

さは10～ 15cmと 浅く、堆積土は単層である。遺物は出土しなかった。

10D― SK9(第 339図 )10D区東部に位置し、小溝群に切られている。2.3× 1.lmの楕円形で、深さは60cm、 堆積土は

自然堆積層である。遺物は出土しなかった。

10D― SD14

10D― SD17

角 調 十 管 混入物 ,そ の他

1 10YR4/3に ぶい責褐色 粘 士 黒褐 角粘 十微

つ 5GY4/1 暗オリーブ灰色 シ,レ ト 灰 自儡 火 山灰 多量

3 75Y4/1 灰色 粘 土

4 火山灰 灰白色火山灰

756Y3/1暗緑灰角 ンル ト質粘土 砂粒多量

10Y3/1 オリーブ里付 粘土

7 7 5GY4/1暗 緑灰角 1砂

団 25Y5/2 暗灰責色 粘 土 陽角 粘 土 ブ ロ ック・灰 白角 火 山灰 ブ ロ ック少 昌

□ 25Y5/1 黄灰色 粘 土

10D― SK9

層位 色 調 土 質

l 5Y3/2 オリーブ黒色 帖 土 オリーブ黒色粘土ブロック・灰オリーブ角細砂ブロック微量

2
5Y3/2 オリーブ黒色
5GY4/1 暗オリーブ灰色 態蒜}互層 オリーブ黒色泥炭質粘土・暗オリーブ灰色粗砂ブロッ

ク少量

3

5Y3/2
5Y2/2
5GW/1

・ブ黒色

・ブ黒色
り・ブ灰色

利
利
職 悟,;|ブロツクの混合

4 5Y3/2 オリーブ里任 粁 十

第339図  10D― SK9 平面・断面図、10D― SD12・ 14・ 46・ 17 断面図
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第 4章 10区の調査

第 7飾  Vb層・Vc層・Ⅵ層の遺構

5。 10E区 の遺構 と遺物

(1)溝跡

10E― SDll(第340図 )10E区 西 部

に位置する南北方向の溝跡で、10D

―SD14と 接続 している。10D― SD14

と同じくVb層 上面の溝である。な

お、この面の10E区の調査は南部に限

定したので、北部の状況は不明であ

る。幅 1.6m、 深さ70cmで、堆積土は

自然堆積層である。ウマの歯が出土

している。

小溝群 他の調査区と同様に、Vc

～Ⅵ層上面で小溝群 を確認 してい

る。方向は北西～南東方向と北東～

南西方向であるが、両者の新旧関係

は不明である。Vb層 畑の耕作に伴

う耕作痕と考えられる。

12)土坑

10E― SK39(第 340図 )10E区 南 西

部に位置する。26× 1.5mの不整楕円

形で、深さは40cm、 大部分が人為的

に埋め戻されている。遺物は出土し

なかった。

10E― SK40(第 340図 )10E区 北 東

部 に位置す る。2,7× 2.3mの 不整形

で、深さは80cm、 堆積土は自然堆積

層である。遺物は出土しなかった。

(註 1)西隣の第 2次調査区ではVa層

とVb層 共に層上面で小溝群を確認

している。

(註2)類似 した形態のものを9D区Ⅵ

層 上 面 で も確 認 して い る (第 173

図)。

第340図
10E区西部 Vc層・Ⅵ層上面平面図
10E― SK39・ 40 平面・断面図

10E― SK39

1促 ―SK40

層 位 角 調 十 質 濡 入物 。そ の rl l

l 10Y3/1 オリーブ黒色 粘 土 黒色粘土。オリーブ灰色シルト質粘土ブロック多量

2 10Y3/1 オリーブ黒色 粘 土

1 25Y3/2 黒褐色 シル ト質粘土 砂粒多量

2 25Y2/1 黒角 粘 十

3 25Y4/2 暗灰苦徹 粘 十 下をほに灰白角夫山灰多量

4 25Y4/1 黄灰色 粘 土 灰責 色 粘 土・ 黒 色 粘 土 を層状 に微 量

5 うY3/1 オリーブ黒色 粘 土 砂粒 を層状に微量

6 25Y3/1 黒褐色 砂 黒褐色粘上 を層状に微量
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第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

10区の各遺構からの出土遺物については前節までで述べたので、ここでは10区全体に係わる点と基本層中からの

出土遺物について触れることとする。なお、10区の出土遺物の層位・遺構別の集計表は表 107～ 111、 10A～ 10E区に

まとめたものは表140(第 2分冊185頁)である。

1.10区 の遠物 出土状況

10区全体の遺物数を表 140か ら求めると、縄文・弥生土器 3点、土師器6,325点 、須恵器2,895点 、赤焼土器62点、土

師質土器皿類 1,230点 、その他の土師質土器 165点、瓦質土器63点、中世の無釉陶器3,241点 (註 1)、 中世の施釉陶器

122点、中国産陶磁器 186点、その他近世の陶磁器など73点、瓦152点、金属製品740点 (鉄製品544点 、銅製品196点 )、

石製品103点、木製品588点 、土製品27点、鉄滓497点で、この他にウマやウシの骨や歯などを主とする動物遺存体、

クルミやモモの種子などの自然遺物も出土している。

各種の遺物のうち古代以降の土器類に限ってみると、古代9,282点 (65%)、 中世5,007点 (35%)、 近世73点 と、古

代の土器類が2/3を 占め、残 り1/3が 中世の土器となっている。中世の土器5,007点 の内訳は土師質土器 1,395点 (28%)、

瓦質土器63点 (1%)、 無釉陶器3,241点 (65%)、 施釉陶器 122点 (2%)、 中国産陶磁器 186点 (4%)となっており、

土師質土器と無釉陶器が大部分を占めている。無釉陶器3,241点 の内訳は常滑・渥美・東海地方産が1,838点 (57%)、

在地産が1,403点 (註2)(43%)で在地産がやや少ないように見えるが、土器類については破片数に加えて重量も計

測しており (表 140の 下半分 )、 それによると常滑・渥美 。東海地方産が74,840g、 在地産が73ぅ419gで あり、重量で

比較すると両者ともにほぼ同じ分量であると言える。

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土 調
瓦

土 瀬戸
,廓
意| 石製品 木製岳 土製品 鉄 津 そ の他

皿類 鉢 甕壷 壺甕 鉢 甕 抹 甕壷 ・
器

器
磁

上
陶 鉄 銅

11171

表107 10A区 遺物集計表
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第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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国 電冤

血 登録hTo 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口径 底 径 器 高

〕 J-32 10A― I層 (H‖蔀)角皿 1/4 (157) (121)

2 Ic-56 陶器r古瀬戸)析縁小皿 口縁 ～ 体 部 片 知 、 中 I～ Ⅱ期 101-2

3 10A― 14・ Ⅲ 層 陶器 (古 瀬戸)折縁深皿 口縁モ 灰 釉 、 中 Ⅲ期

4 「c-132 10A― 4・ Ⅲ躍 陶 器 古 瀬 戸 )T日皿 □ 灰 釉 、後 I期 01‐4

〔 10A― H4・ Ⅳa層 陶器 (古瀬戸 )折縁深皿 回 灰 釉 、 中 Ⅱ期 101-5

6 Ic 137 10A― H4・ Ⅳ a層 陶器 (盲瀬 戸 )四 耳 豆 口繊 召

`小

片 101-6

7 Ic 135 10A― H2・ 3/a 欲 底 部 小 片 ロクロ謂啓休蔀猟雨下端同転ヘラケズリ、内面磨滅、山茶碗窯系 101-7

8 Ic-136 東 海 鉢 底 郡 小 片 ロ ク ロ調 整 、 内 面 磨 減 、 山茶 碗 窯 系 101-8

9 Ic‐ 5留 陶 器 常 滑 片 口鉢 口縁 音Б/1ヽナ ロクロ諦雫

0 10A― 4・ Ⅲ 雇 陶 器 常 滑 甕 口縁 吾胚/1ヽ ヨコナデ、 5型式

10A― 5・ Ⅳa層 陶 器 常 滑 甕 □ 綴 吾К/ト ヨコナデ、6a型 式

Ic 10A 2・ Ⅳa層 陶 器 常 滑 片 口 □ 孫羨詈K/1ヽ 片 日縁部ロクロ、体部ナデ、 8型式 ? 101-12

13 Ic 1働へ‐H4・ Ⅲ 口縁 ～ 憾 剖

`片

口/7口 (同 転台)調整 101-13

14 10A― H2・ IVε 詣 泉 窒 系 碗 口縁 部 小 片 舘 畜 弁 支 101-14

15 J-162 10A―Hら・V 青 磁 語 臭 窯 系 )碗 口縁 言Б刀ヽ 片 弁 支 101-15

16 子-34 10A―H4・ Ⅲ 青 磁 龍 泉 ミ系 ) 碗 口縁 音阿 片ヽ 書‖花 文 ?

17 1う 10A Ⅲ層 青磁 (龍泉 窯 系 ) 碗 体 吾低′卜片 算 弁 文 101-21)

10A‐15・ Ⅳ a層 青 磁 龍 泉 窯 庇喜B/卜 片 101-21

19 J… 159 10A― 14、 5。 Ⅱ層 青磁 (同 安 窯 系 口 孫乗詈Ъ/1ヽ 片 櫛 目文 101-22

Ic 139 10A― H2・ Ⅲ 中 |工 | 天 目硫 口縁 言【ガヽ 片 101-17

Ic-140 中 国 | 幣 口縁 部 小 片 語諸茉由 101-18

チー33 白磁 中 国 )四 耳 重 底 音[/1ヽ 片

4・ Ш層 白磁 中 国 )碗 か 皿 口縁 詈ド/1ヽ片 口 介

И 0体G5・ IV 白磁 中 国 )皿 虞喜ほ1/5

OA 13・ Ⅲ、Ⅳ層 瓦 質 土 器 ・ 火 鉢 体 部 小 片 lk而 ヘラミIIキ .蜀″マスタシブ・円形H古付Vイ翼1離 )、 7R函すテ 101-25

K29 10A14・ Ⅲ 中央 部 の み 66+ 15 39宣 +テイサイ ト雪癬灰岩 101-26

K32 10A‐ H4・ Ⅳ 端 部 の み 48+ 1(b富 +、 テイサイ ト 101-27

石 製 品・ 砥 石 端 部 の み 39+ 4う 29+ 59宣 +、 デイサイ ト質凝灰岩

OA― 2・ IV 石 製 品・ 銀 葉 ? 小 片 う2+ 36+ 07+ 12富 +、 結 晶 片 岩 (緑泥 石 片 岩 ?)

10A― 14・ IV 石 製 品・ 銀 棄 ? ホ∫キ 写 真 の み

第341図  10A区  基本層出土遺物 (1)



第 1編 第 1次発掘調査

2.基 本層か らの 出土遺物

基本層中からの出土遺物のうち図化できたものは約300点 (第341～ 354図 )である。

第341図 は10A区の陶器・磁器・瓦質土器と石製品である。常滑産甕・龍泉窯系青磁蓮弁文碗・白磁口禿皿など13世紀

代のものが多い。なお、J-159青磁碗 (19)は 同安窯系、Ib-7(25)は 外面に菊花文や円形貼付文が施された瓦質の火鉢

である。なお、Ic-137古 瀬戸四耳重 (6)、 中国福建地方の製品と推定される Ic-140緑 釉盤 (21)、 」-33白 磁四耳壺

0                        10cm

0               2cn

―

驚

」

血 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器 種 遺存度
法 畳 (cm)

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口径 底 径 器 高

| C13 16へ‐H2,V層 土師器・不 ほば完形 162
外面に軽い段 '平底風丸底、日縁～体部ヨヨナ
デ→ヘラミガキ、底部手持ヘラケズリ→ヘラミ
ガキ、内而ヘラミガキ・黒角帆理、白糾徽昌

101-3]

2 C‐ 11 10A H 2・ V層 土師器・邦 Iあ (126)
日縁～体部外画ヘラケス リ→ヘラミガキ・黒色

皿却、内面ヘラミガキ・黒角処理、白併微昌
101-32

3 C‐ 12 10A12・ V層 1氏言Б4ノ/5 外 面 ハ ケ メ、 内 面 ヘ ラナデ 、 白針 仙 量

4 D81 10A― M7・ Ⅳ 層 赤 焼 土 器 ・ JITh lμ ロクロヨ]整 101‐ 34

5 D8 10たH4'V層 /4 (150) ロクロ調整、冬部外面下半ヘラケズ リ 101-35

6 10A J 4・ V層 須恵器・邦 底部 1/4 (100)
ロクロ調整、底郡切離法不明→底～体郡
下半同蟻ヘラケズ

')、
白斜微畳

101-36

10A H 2・ V層 3/4 134 ロクロ調整、付言台

8 E21 10A H 2'V層 須恵器・邦 1/_R 148
ロクロ調整、静止糸切→底部周辺～体部下半
手持ヘラケズリ、白針微量、底径/日径068

101-38

9 E-19 10A― ■4,V層 須恵器・邦 底部 lrr2
ロクロ調整、静止糸切→周辺手持ヘラケ
ズリ、林部下端一部ナデ

101-39

径

Nb‐ 44 10A― lBI濤 年 形 0 -40

I Nb-46 10A Ⅲ層 銅 製 品・ 銭 管 イЦぼ 完 形 23宮 + 阜 宍 涌 書 (北 末・ 初 併 1039年 0

Nb-48 10A12・ Ⅲ層 鋼 製 品 ・ 完 形 28宮 熙 寧 元 暫 (北 朱・ 初 併 1068年 10

Nb‐ 45 10A― 側濡 完 形 27富 元 祐 通 奮 (北 宋 。初 鋳 1086年

第342図 10A区 基本層出土遺物 ¢)
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第 8節  10区全林の出土遺物と基本層からの出土遺物
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雌 全録に 地区・遺構・層位 種別 (産 地)器種 遺存度
量  (clla)

調 整 ・ 特 徴
写真
図 肺幅 厚 さ

N274 10A12・ Ⅳ 層 十 頭部幅0 9cm、 彼 + 102‐ 1

Na 82 10A 4・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 34+ 102-2

N体 39 10A― Ⅱ層 35+ 07 g百 言K幅 1 0cm、 4Fr+ 102-3

4 10A12・ Ⅳ 頭 ～ 中央 部
~4亘

の み 102-4

5 N仔62 頭 ～ 中央 部 44+ K)7cm、 5富 十 102-5

6 Na 68 ほとぎ完形 45 05 頭部幅0 8cm、 4宮

7 48+ 屈 曲 、頭 部 中層1 0cm、 5宮 + 02-7

R Na‐ 66 OA 2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 釘 47+ 頭 音Б幅 0 8cm、 4Fr+ 02-8

Na 75 OA 2,Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 53+ 頭 音Б幅 0 9cm、 4宮 + 102-9

Na-47 OA 3・ Ⅲ・Ⅳ 50+ 函
=は

幅0 9cm、 4富 + 102-10

11 Na 40 OA Ⅱ層 4b 49+ 頭 詈Ⅲ中昌1 0Cm、 7g十 102-11

12 Na 49 OA-1 う V層 後 製 品 。釘 頭 ～ 中央 部 h3+ 0 扁 由 、 6宜 + 102‐ 12

13 Na‐53 鉄 製 品 ・ 釘 ? 端 部 欠 損 19+ 05 И宜+
14 N269 2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 釘 ほぼ 元 形 97 07 頭 言Б幅 1 lcm、  11富

15 Na 61 10A‐ 12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 9/10 93+ 頭 言Б幅 1 2cm、 確 + 102-15

Na―郭 10A12,Ⅲ 層 95+ 頭 言bttl lCm、 16g+ 102-16

17 N卜72 10A12・ Ⅳ 層 66+ 04 豆巨吾K贈畠0 9cm、  6宣 + 102‐ 17

Na‐ 38 頭 ～ 中央 郡 64+ 4 + 102-18

Na 55 イまぼ完形

Naう R 10A― 2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 釘 65+
Na-67 10/ゝ‐2・ Ⅳ 層 鉄 製 品 ・ 釘 53+ 7cm、 4自+ 102-21

Na 65 10A― 2・ Ⅳ 層 宇 形 頭 102-22

N盗 70 10A‐ 2・ Ⅳ 層 415 56+ + 102-23

Na‐ 51 10A‐ 狽」澪 ほぼ 完 形 7 102-24

Na 76 中央 部 40+ 十 0クー30

N249 10A― GH14 5・ Ⅲ層 中央 モ 59+ H富 + 102-2

9‐ Na=翻 10A12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 ～ 中 奥 乱 6呈 十 頭 音Ь幅 0 8cm、  策 + 102-26

Na 77 10A12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 53+ 屈 + 102‐ 27

Na 57 10A 2・ Ⅳ 層 鉄 裂 ほぼ 字 形 102-28

Na‐ 54 10A Ⅳ 層 ほぼ完形 102-29

31 Na 41 先端・ 茎 欠損 30+ 豊 又 式 4宜十 1(39_3

Nか 84 OA‐ H2・ IV層 鉄 製 品 ・ 刀子 中央 部 為3+ 10富 + 102-32

第343図  10A区 基本層出上遺物 俗)
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(22)な どがH,I,G―牛5グ リッドか ら出土 している。この付近にはⅣb-2期 の有力な建物である10A― SB12・ 13・ 15が位

置 しているのでこれらの建物との関連性が考えられる。

第342図 はlm区の土師器・須恵器・金属製品 (銭貨)であるが、前節で述べたように土師器・須恵器の一部はlm

―S11の 出土遺物に含まれる可能性がある。銭貨は北宋銭など4点である (Nb-44～ 46・ 48、 10～ 13)。

第343・ 344図 は10A区の鉄製品であるがその大部分が釘で、出土地点・層位は 12グ リッドのⅣ層に集中している。

12グ リッドで検出された10A― SK14・ 15か らも多くの鉄釘が出土しているので、それ らとの関連性が考えられるが、

鉄釘が集中する原因については確定できない。

第345図 は10B区 の陶器・磁器 。瓦質土器・石製品である。陶器は常滑産の片口鉢 と甕が多いが、 Ic-538(4)は

玉縁 口縁壺と考えられる。 Ic-174渥美産壼 (17)は肩部に劃花文が施されている。J-44(26)は 中国産の青白磁

梅瓶で、H-5グ リッドか らの出土である。前述した10A区の遺物と同様にⅣb-2期の建物との関連性が考えられる。

石製品K-37(28)は複数の花弁が陽刻されてお り、土師質土器や瓦質土器などの施文の際に使用されたスタンプ状

のものである可能性がある。K-38(29)は滑石製の石鍋と考えられる。

0                 5cm 012
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Ｗ
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助 ∪ 15CIl 13 ① 14

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 。 特 徴
写真
図版長 ё 幅 厘 声

: Na-81 r? ～ 中 宴 言К 97+ 11 0
"宣

+ 102-33

Na 73 83+ O+ 102-34

Na 4 OA 12・ Ⅲ 74+ 5FF十 102-35

4 Na‐ 63 lm―12・ Ⅳ 65+ 頭部幅 1 2cm、 6Fr十 102-36

5 Na 85 10A H5,Ⅳ層 中央 部 63+ 12宮 + 102-37

6 Na‐ 46 10A13・ Ⅲ・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 中央 部 72+ 屈 曲 、 7宮 + 102‐ 38

7 Na 50 5台 + 函乱に属1 lcm、  10宣 +
子ヽかR0 中 央 吾低 2+ 7FF+

OA― H4・ IV 中央 部 5り + 3宜 +
Na 60 OA■ 2,IV 中央 部 57+ 6富 十

11 Na 48 OA―15,V 頭 ～ 中央 郡 40+ 102‐ 43

Na 59 10A-12・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 中央 ～ 先 端 部 56+ 3g+ 102-“

Na 79 lm―H4・ Ⅳ 鉄 製 品 ・ 釘 4R+ acln、  h宣 + 10分-4う

Nからh 49+ 1 3cm、 9宮 + l12-46

Na 78 ～ 中央 + 7宣 +
Na 71 OA■ 2・ Ⅳ 鉄 製 品 ・ 釘 4b 57+ 3富 +

第344図  10A区 基本層出土遺物 御)



第 4章 10区の調査

第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

表108 10B区 遺物集計表
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図 蒻 くプ配

7 冤 賓

卸 ヽw

雷乏詔 那

鑑
[::::::::(28

戸 扁

で

ア

乳

9        ♀上_.___「――T――T――¬F~~~~

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度 調 整 ・ 特 徴
写真
図版□ 径

1 Ic-189 102‐ 49

ク Tc l OB― Iり ・Ⅲ層 口縁 喜Б小 ナ十 大 窯 3袴期

10B16・ Ⅲ層 陶器 (古瀬戸 | 折縁深皿 日縁と【lJr8

`199Ⅲ

灰 釉 、 中 Ⅱ期 102-51

4 Ic-538 10B H5・ Ⅲ 層 陶器 (常 滑)玉縁 日縁豆 口縁 音[/1ヽ 片 ヨコナデ、内面に灰オ リーブ色の自然釉 102‐ 52

5 Ic-173 10B― Ⅲ、 Ⅳ 層 陶 器 (東 海 鉢 底 言Б1/3 (146) 回クロ調整、体部上半ナテ.下半回転ヘラケズリ、内面層減、山恭碗窯系 102-53

6 Ic-18] 10B17・ Ⅳ a層 陶 器 常 滑 片 □ □綴 喜低′ト 回/7口 認啓 10,_54

7 Ic-180 OTI_子 7・ F′a層 陶 器 常 措 片 口 口綴 将K/ト 回クロ調啓 102-55

8 宵 浩 片 □ 回綴 喜ほガ ロクロ調零 102-56

OB 17・ Ⅲ 層 陶 器 常 滑 牽 口綴 音【/1ヽ す十 ヨコナテ、 4型式 102‐ 57

10B‐ 18,Ⅳ a層 陶 器 常 滑 甕 口縁部 /1ヽ ナ十 ヨコナデ、内面に灰オリーブ色の自然釉、4型式 102-58

1] Ic‐ 179 10B H5・ Ⅳ a層 陶 器 常 滑 甕 口縁 言Б/1ヽ片 ヨコナデ、 5型式 102-59

Ic-177 10B― 19・ Ⅳ a層 陶 器 常 滑 甕 口縁 音Б小 」
「 ヨコナデ、6aる 102-60

t3 Ic-176 10B‐ C6・ 3′a 陶 界 常 浩 零 □綴 青低′ト ヨコナ手、 7 1031

t4 Ic-175 常 浩 牽 口繊 ～ 体 耳Ь片 日 ・ 妊自髯Ьヨ コ ナ テ 、 伝 ヨ

`ナ

テ 、 6a型 貢 103-2

訂器 常 滑 終 すテ、簾状禅印 1033
10B H6。 Ⅳ a層 陶 器 (常滑 甕 体部 /1ヽ すキ ナデ、格子状押印 103-4

Ic‐ 174 10B18・ Ⅳ a層 陶 器 (渥美 士笠 体 音阿 片ヽ ナデ、言J花文 103-5

Ic-169 10B‐ Ⅱ層 器 (在地・白石 )甕 口縁 音Б/1ヽ 日・ 頚 郡 ヨ コナデ 103-6

Ic‐ 184 10B18・ Ⅳ a層 存ll・ 白有〕片日( □綴 善Kホ 片 回クロ (同環台)調 03-7

Ic‐ 171 llll・ 白石〕片 E 回綴 ～ 燃 認 片 回クロ

存 lllI)片 □修 □緑 ～ 体 部 片 ロクロ (回 転台)計 籍 103-9

妨 10B156・ IVa層 青 磁 (龍 泉 窯 系 )跡 口綴きБ/1ヽ片 103‐ 10

10B H5・ Ⅳ a層 青 磁 (青目泉窯 系 )碗 口縁 音[/1ヽ ナキ 豊J花文 103-11

И 」-43 10B‐ 18。 Ⅳ a層 青 磁 (龍 泉 窯 系 )碗 口縁 音阿 片ヽ 鏑 蓮 弁 文 103-12

J-19 10B18,9・ Ⅳ a層 青磁 (龍 泉窯系)折縁皿 口縁部小片 03_13

吉 白 膨 r山 国 涌ヽ 鴻 V 0314

"

ロクロ謝啓?休而富烹スタシブ,円形H古 付すR離Ⅲ、山面円形ll付支 1()315

B15・ Ⅳ 層 万 製 品 ・ 田 検 禾 BR 小 片 長29+ 幅30+ 厚16+ (31富 +)、 スタンプ状、輝岩 (輝石のみからなる) 103-16

2り K38 10B■ 9・ 5a層 石 製 品 ・ 石 鍋 口縁 音[/1ヽ 片 局20+ (4腋 十 )、 糸き晶 片 岩 103-17

第345図  10B区 基本層出土遺物 (1)



第4章  10区 の調査

第8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

第346図 は10B区の土師器・須恵器・石製品 (砥石)である。土師器や須恵器はVa層 とVb層 中か ら出土 している

が、Va層 とVb層は畑の耕作土であるので、下層から巻き上げ られたものと考えられる。

第347図は10B区 の金属製品で、10A区 同様に釘が多いが、1。 2の鉄鍋、3の八稜鏡の破片なども出土 している。銭貨

は唐銭・北宋銭 。明銭など 7点である (19～ 25)。

[三 二 二 ]113

==

14

0                        10cm

鯵

鞘

血 登録血 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 畳 (cm)

調 整 。 特 徴
真
版

写
図口径 底 径 器 高

1 10B H 7・ Va層 須恵器・郷 (144)
ロクロ調整、底郡切離法不明→底部～体
喜【下端同環ヘラケズ

')、
虞径 /国客058

10318

2 E32 10B‐ 19・ IVa掘 須 恵 器・ ITH 71 ロクロ調整庶蔀切離滋不明→同転ヘラケズリ、虎径/日 経051 103-19

3 E―

"
10R_宮 h・ Vヤ 密 煮 抱 15 ロクロ調整 103-20

4 10R T 9・ Vz 1′ (164Ⅲ 105 ロクロ調整、庇部切離法示明→回転ヘラケズリ、底径/日径061 103-21

} 1/4 ロ ク ロ調 整 、 回転 ヘ ラ切 、 白針 微 量 103-22

10B18,V層 ロクロ調整、白針微量 03_94

7 10B― H7・ V 須 恵 器・ lTh 1/4 /2) ロクロ調整、ほ部切離法不明→ナデ、自封微量、 03-25

8 E23 10B― 17.8・  Va層 須 恵 器 ・ tTN 下 モ つ r9m ロクロ謝率庄都切離常禾明→回転ヘラケズ|→一部ナギ、自f鰍量 03‐ 26

E‐30 10B16.8・  たヽ 須 煮 台 係 撹

`821
ロクロ調整、R部切離法禾明→回転ヘラケズリ、付高台、白針紋量 103-27

10R_子 9・ V 口 1/4

`27m
ロ ク ロ調 整 、 外 面 タ タキ 痕 、 白針 微 量 103-23

C-15 10B17・ Vb層 土師器・碗 3/5 (178)

日縁部外面ヨヨナデ→ヘラミガキ、体部ヘラケ
ズリ→ヘラミガキ、底部ヘラケズリ→粗いヘラ
ミガキ、内面ヘラミガキ・黒色処理、白針少量

K36 10B15。 Ⅲ層 石 製 品・ 砥 石 端 郡 のみ 夕R+ ∫軍4R 795g+、 砂岩 (И=2

K70 10B18・ V層 石 製 品・ 砥 石 孝目 102-ト 2~う宣+、 テイサイ ト 1043

K34 10R_Π 層 石 の み 岳50+ 18
"宣

+、 デイサイ ト 104-4

第346図 10B区  基本層出土遺物 ¢)
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No 登録瞼 地区・遺構・層位 種別 (産地) 器種 遺存度
演 畳

調 整 ・ 特 徴 写真
図版□ 密

1 Na 113 10B■ 9・ ]′ 回緻 吾低川ヽ 片 40+ 3/宣 十 104-5

2 N卜 122 日緻 吾b月 片ヽ 22+ 15宣 + 104-6

3 卜nっ 59 OB‐ Ⅳ 層 1/8 径 ,享02 5FF+、 八稜鏡 104,

長 さ 幅 厚 さ

4 Na 2 10B― G6・ I'薯 鉄 製 品・ 釘 ? 端郡 欠損 Rl+ 05 04 6営 + 104-7

5 N t24 OB‐ Ⅳ 層 頭 82+ )8 豆営吾

`幅

1 4cm、 35富 十

6 Na‐ 112 10B18'V 59+ 05 04 /宜 十 104-9

7 Na l14 52+ 頭部幅 1 0cm、 7g+ 104-10

8 N21 ほぼ 完 形 頭部幅0 9cm、 4富 +
Na‐ 191) OB 18・ 3' 鉄 製 品・ ◆ 頭 ～ 中央 部 49+ 頭部幅 1 0cm、 確 + 4

0 Na l17 Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 部 49+ 函 1 3cm、  10宣 +
11 N 5・ Ⅳ 層 鉄 製 品 。釘 4夕+ 04 03 1 0cm、 3宣 + 104 4

12 N l 10B■ 7・ Ⅲ) 中 央 言Ь 60+ 5 扁 雨 、 H宣 + 104-20

13 N 5 頭 ～ 中央 部 33+ 頭部幅 1 lcm、 6宮 十 lM‐ 15

14 Na‐ 頭 ～ 中央 部 30+ 頭部幅0 9cm、 5富 + 10/4-16

S Na OB‐ ・ Ⅳ 中央 部 34+
6 Na 9 9・ Ⅳ 鉄 製 品 。釘 頭 ～ 中央 部 32+ ラ百菩低幅0 7cm、 5宣 + 104‐ 1

7 Na‐ 6 8。 Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 クR+ 8cn、  9宣 + 104-19

Nb 52 10B―  Iチ冒 £Π梨吊・蝉管脱□ ,XtFi言 形 77 日径0` 川ヽ 日径09 7宜 104‐ 22

径 重 量

19 NIb‐ 56 年 形 23富 開 元 通 奮 (唐・ 初 鋳  621年 ) 104-23

卜』っ-55 7・ Ⅲ 24富 + 開 元 通 賓 (唐・ 初 鋳  62 04_9イ

卜刊D-57 OB 19・ Ⅲ 鋼 製 品 ・ 銭 字 形 232 呈 宋 曹 (ヤ 笑 ・ 和 篠 1039年 ) (14-25

Nb-54 10B■ 7・ Ш層 銅 製 品 ・ 銭 完 形 ク4 夕7宣 10394F) 1(】-26

Nb-58 OB‐ H9・ 5a層 写 形 25 23宮 元 害 涌 曽 (封 L宍・ 初 鋳 1078年 )
y‐27

劉 Nb-53 10B Ⅱ層 展↓ギ年形 23 27宣 + 洪 武 涌 管 (明・ 初 鋳 1368年 ) Э4-28

Nb-60 完 形 22宮 洪 武 涌 奮 (明 ・ 初 鋳 1368年 ) 104-29

第347図  10B区  基本層出上遺物 0



第 4章 10区の調査

第8節  10区全林の出土遺物と基本層からの出土遺物

第348図 は10C区 の陶器 。磁器・土師質土器・瓦質土器・石製品で、他の調査区同様に13世紀代のものが多い。」―

48青磁 (17)は牡丹唐草文が貼 り付けられてお り、深鉢と考えられる。

第349図は10C区 の石器・石製品と金属製品で、K-43(1)は火打石 と推定される。金属製品は釘が多いが、銅鏡が 2

点出土 している。Nb-67。 77(20。 19)の銅鏡は、共に114グ リッドか ら出土 しているが、これは城館中央の曲輪内部に相

当する位置である。Nb-77(19)は鏡背を上に向けた状態でⅣ層中か ら出土 したが、埋納したような土坑のプランは確

認できなかった。「擬漠式鏡  I類」(註 3)と 呼イぎれる鏡式で、内区には前面に竹垣 と右下から左上方へ展開する松樹、

左下には双鳥が配置される立体的な構図となってお り、幅広い外区には鋸歯文帯が重ねてめぐらされている。鉦座は

花蕊座であるが蕊頭は珠文帯化 している。外区に 2孔 と錘座の脇に 2孔、紐かけ用と考えられる孔が穿たれている。

層位・遺構 土師器 須恵器
焼

器

赤

土

質

器
14H戸 百製湿 木製湿 土製品 鉄 津 その他

皿 類 他 鉢 甕 壷 壷甕 鉢 甕 鉢 甕 壷 陶磁器 器
器
磁

土
陶 鉄 銅

23 6 1 3 近世 1 ち 3 3 10

Ⅳa層 馬の歯

17 1 3

2 1 5 11 2 5 3 1 2

馬の骨

SD4 2

SD13 1

1

1

2

9B‐ SD8

7

馬の雷

2

1

総 数

1077 676 3912 13773 16釣 1123 t6 99

表109 10C区 遺物集計表
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0                        10cm
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杉彩デ貢
＼

阻 登録 hTo 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 ・ 特 徴
真
版

写
図口径 底 径 器 高

Ic-209 10C― 114・ Ⅲ層 陶 器 (常滑 ) 日縁 ～体 郡 片 口・ 頚 郡 ヨ コナ デ 、体 郡 ナ デ 、 5型 式 04_30

2 Ic-539 10C IJ14・ Ⅳ 層 陶 器 常 滑 ) 日縁 音Б/1ヽ 片 ヨ うT_l 04-3

3 Ic-537 10C― IH・ Ⅳ 層 陶 器 常 滑 ) □綴 嗣 、片 ヨコナギ、6attrt (�‐32

4 Ic‐ 207 10C― I,冒 陶 器 濯 幸 口綴 言Ь′卜片 ヨ コ
―テ、体ヨ

`外

向に琶炭伯の日然釉 104-33

5 Ic-208 10C_■ 14・ Wa層 陶 米 (存 , 口 鉢 口縁 喜【/1、 片 ロクロ (回 転台)調雫 104-35

6 「c-20為 IH l10,II層 陶器 (存 lJl・ 白石)叶 日鉢 口縁とBを 片ヽ ロ ク ロ (回転 台 )調 整 10牛 36

7 rc-241 C―HH・ 4b層 陶 器 (存加 )片 口鉢 体 部 /1ヽ 片 ロクロ(回転台)調整、内面に5本 (?)単位の櫛目'磨滅 104-34

[c-232 10C― I J13 14・ Ⅲ層 陶 器 (古瀬 戸 )梅 瓶 日縁 言Бガヽ 片 灰 釉 、 中 Ⅱ～ Ⅲ期 M-3R

9 Ic-555 10C― ■

'詈

陶 器 (古瀬 戸 )梅 瓶 口縁 言Б1/4 r47ヽ 灰 来曲、 中 H～ (14-39

Ic-231 10C― Ⅱ,冒 陶 器 (瀬戸 )天 目碗 1/Fa

`132ヽ

朕和 、 袴 Ⅲ期

11 Ic-239 OC― 114・ Ⅳ a層 陶器 (百瀬戸 )折縁沫皿 日 綴 将低川ヽ 片 灰 釉 、 中 Ⅱ期 104‐ 40

12 Ic-234 日縮鮨 [7jヽ ナ十 灰ズと、 中I期 104-41

16 Ⅲ 層 青 磁 (語 泉 窯 系 )続 日縁 言Б/Jヽ チ十 鏑 革 弁 文 1053

10C― H12・ 4b層 青磁 (龍 泉 窯 系 )碗 日縁 言Б小 片 き」花文

lCIC 1 10。 Ⅳ 層 青磁 (龍 泉窯系)祈縁皿 口縁 部 /1ヽ片

10C― Ⅳ a層 青磁 (龍泉 窯 ラ ′貫再K― 書‖″ 支

17 OC I 2・ Ⅳ 層 青移 (語泉 ′ 片ヽ 唐 章 支 105-2

続 力ゝ 国綾 召

`小

片 口 芥 105-5

19 (て :―日 ・ IV 白磁 (中 国 ) 皿 口綴 部 小 片 口禿 105-7

OC I V層 白磁 (中 国 ) 皿 口縁部 1〃

2 10C Ⅳ a層 白磁 (中 国 ) 小 杯 底 音Бl12

Ia 18 10C‐ 114・ Ⅳ 層 土 師 質 土 器 。皿 1/4 夕Ol 7 ロクロ調整、糸切

Ib-46 10C― C,H13.14・ Ⅲ 体 乱 /卜 片 外 南 ナ テ 、 肉 血 磨 肺 櫛 日 105-10

И C-16 OC H14・ V層 脚 部 3/5 r108 外 面 ヘ ラ ミガ キ 、 内面 ヘ ラナ デ 105-12

25 K-40 OC‐ Ⅱ層 石 製 品 。砒 石 端部 の み 長 52+ 幅22 彊言15 デイサイ ト質疑灰岩 105‐ 13

K-41 OC― G H14・ Ⅲ層 石 製 品・ 砥 石 端部 の み 幅31 涯ヨ22 53富 +、 デイサイ ト質疑灰岩 105-14

K42 10C G H14・ Ⅳ a層 石 製 品 。砥 石 ほぼ 完 形 長95 幅46 涯量25 160宮 、デイサイ ト質凝灰岩 1051

第348図  10C区 基本層出土遺物 (1)
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第8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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XTo 登録No 地区。遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度
量  (cm

調 整 。 特 徴
写真
同 肝幅 厚 さ

K43 OC H14・ Ⅳa層 石 製 品 ・ 火 打 石 字 形 16富、 碧 玉 質 材 05-34

2 K39 OC― 狽け吾 石 器 ・ 石 鏃 其 部 端 部 欠損 195 (+ 05宮 +、 碧 玉 105-35

3 Na‐ 7 1(℃_6H1314・ Ⅲ怪 儀 製 品 ・ 刃 千 事 57+ ]hg+ 105‐ 26

4 Na OC-6H14・ IV且層 鉄 製 品 ・ り,十 中央 部 72+ 04 122+ 10527

5 頭 ～ 中央 郡 29+ 05 頭部幅0 7cm、 3富 + 6

Na‐ OC GH13・ Ⅲ層 鉄 製 品 。釘 中 33+ 07 3富 十

7 Na OC GH14・ Ⅲ層 鉄 製 品・ 釘 39+ R

Na OC― Ⅲ層 鉄 製 英 部 46+ 7g+ 9

9 Na OC I t2 Ⅲ 層 鉄 製 品 。釘 頭 ～ 中 央 部 56+ 函 専ほ幅 1 lcm、 R宣 + 105‐ 20

Na IH14 Ⅲ 層 鉄 製 品 。釘 中央 部 58+ 5宣 + 105-21

ll Na― OC-6H14・ Ⅲ層 鉄 製 品 ・ 釘 中央 部 50+ 0 7宣 + 105-22

OC― H13・ Ⅳa層 鉄 製 品 ・ 釘 中 56+ 12富 十 105-23

Na 10C114・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 50+ 10

4 Na‐ 31 10C H13・ Ⅳa層 2災夢 英 部 29+ 頭郡幅 1 4cm、 7自 +
15 Na 10C I層 鉄 製 品・ 錬 慕 部 欠損 93+ (+37) 3クg+ 105-28

Na 144 鉄 型 品 ・ 紡 紳 軍 軸 194+ 7宣 + 105-29

17 N件 140 中央 言る 49+ 05 05 1富+ 105-30

8 Nb-7FD ―Ⅱ層 銅 製 品 。煙 管 吸 口 完 形 57 磯日体0` ′トロ径08 8宜 、肉ヨ
`に

羅
‐f媛存 105-3i

Nb-77 10C114・ Ⅳ層 銅製品・鏡 ほぼ 完 形 径106 ,軍01 周縁厚06
周縁幅0 2cm、  102g、 紐かけ用子し2× 2、 竹
垣・双鳥、松、擬漠式鏡Ⅱ類

105-32

Nb 67 10C114・ Ⅲ層 鋼 製 品 ・ 鏡 雀と (96) )享02 H宮 + 105-33

第349図  10C区  基本層出土遺物 12)



第 1編 第 1次発掘調査

制作年代は鉦座の形態や文様か ら14世紀前半頃と推定されるが、遺構に伴わないため詳細は不明である。blb-67(20)

も和鏡であるが小片のため文様は不明である。

第350図 は10C区 の銭貨で、北宋 。南宋・元 。明の中国銭 5点の他、朝鮮通宝も 1点出土 している。

0               2cm

―
阻 登録に 地区・遺構・層位 種別 (産地)器種 遺存度

畳  (cm
調 整 ・ 特 徴

真
版

写
図径

1 Nb-69 10C=H10・ Ⅲ 層 ほぼ年形 25宜 + 葎 符 7「 雪 北 笑 ・ 刑!綴 lⅨ培年 ) 05-36

2 NTb-70 10C― C.H14・ Ⅲ層 銅 製 品 ・ 銭 管 完 形 29宮 テ 豊 涌 曹 北 夫 ・ 初 鋳 1078年 ) 105-37

3 Nb-65 10C‐ Ⅱ )詈 3b 16宜 + 紹 熙 元 曽 南 宋 ・ 初 鋳 H90年 )

4 Nb 71 10C― C.H14・ Ⅲ層 鋼 製 品・ 銭 貨 完 形 23 20富 至 大 通 イ 元 ・ 初 鋳 1310年 )

卜Rぅ=h6 10C― TT層 形 35宮 永 楽 通 明 。初 鋳 1408年 ) 105‐ 40

6 hllD-6R 形 25g 重日損とi涌 套 ・ 初 繹 14舛年

第350図  10C区 基本層出土遺物 俗)

層位・ 遺構 須恵器
赤焼

土器

質

器
瀬 戸 石製品 木製品 土製品 鉄 淳 その他

皿 類 他 鉢 甕 壺 壺 甕 鉢 聖 鉢 褒壷 陶磁器
土器・

陶磁器
鉄 銅

I ■層 10 2 近世陶磁2 2 曼 2 4 焼 骨

「 ぬ層 6 2 2 μ 5

6a層 う

焼骨、馬骨

如 8 2 6 3 2 32

SD4

1

馬の歯

SD23

7 5 馬悪骨、小動Tl昔

SK5 3 2

SBl

SB8

総重量 (宣 ) 2470 7043 5 1046 6908

表110 10D区 遺物集計表
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第 4章  10区 の調査

第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

中
m

0

ジ1

羽
2 / ア万 身

７
７

ア 話 醗 死

錫
靖 建

17

0                         10Cm

No 登録No 地 区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器種 遺存度
法 量 (Cm

調 整 ・ 特 徴
写真
図版口 径 器 高

l Ic=253 D‐ I層 陶 器 (岸 ?)香 炉

2 Tc-25 DG_H15・ Ⅲ層 陶 器 (常滑 )蜜 口縞瀞託 ヨコナデ、 5型式 106-2

Ic‐ 24 10D118・ Ш層 陶 器 (常滑 ) 口綴 ヨ

`小

片 ヨコサ手、 5型式 106-3

4 Ic‐ 255 10D― H17・ 5a層 陶 器 (常滑)甕 口縁～体部片
口・頚部ヨコナデ、体部ナデ、内外面に

灰オ Iリ ーブ角の自然釉、6a型式
106-4

5 Ic-24‐ 陶 器 (常滑 ) 奪 底 言Б1/8 ナ デ

6 Ic-251 陶 器 (常 滑 )片 口鉢 口縁 ～体 乱
`片

ロク ロ調 整 、 内 面 灰 白色 の

7 Tc―ク
`

1 Ⅳ 層 陶 器 (渥美 )三 口 綴 司

`州

ヽ ヨコナデ、内外面灰オリーブ色の自然釉 106‐ 7

Tc― 10D116 7・ Ⅳ 層 陶器 (在地 '自 石)片 日鉢 口綴
=B小

ロクロ (回転台)調整 106-8

Ic-248 10D― G H16 7,整地層 陶器 (在地・臼石)片 日 □綴 部 小 片 ロクロ (同 転台)諦 零 106‐ 9

Ic‐ 252 10D― 118・ Ⅲ (7■ lJl・ 白石)片 日 口縁 音阿 片ヽ ロ ク ロ (回 転 台 )調 整 106-10

10D118。 Ⅳ 窒 系 )碗 口縁 音[打 片ヽ 10h-11

OD― 青磁 (兼 泉窯 系 )碗 口縁 詈Бおヽ 舘 要 弁 文 106‐ 1

OTl‐ (i 5。 Ⅲ層 青磁 (龍泉窯 系 )碗 口縁 部 /1 鏑喜弁文 106-13

T―為3 ЭD― Ⅱ層 青磁 (龍 泉窯系)稜花皿 □縁 乱 /1 言」花 文 106-14

子‐60 ЭD―115.16・ Ⅲ層 青磁 (寵泉 窯 系 ) 劃花文 106-15

ЭD― G17・ 5a層 青 移 (語 具 蜜 系 ) 虎 部 1お 暑 付 霰 胎 106-16

」-166 DEI G、 H15,16・ Ⅳι 磁 (中 国 )? 小 片 0命_17

〔a‐26 ЭD‐C,H15,16・ Ⅳ層 而管 ■器 ・ 皿 上 部 1/8 イ134ヽ ロク ロ調 整 、 一 部 ナ デ 0

t9 E-41 須 点器・ 杯 1珍 45 ロクロ調整、回転糸切、自針微量、底径/日 径03り

長 さ 幅 厚 さ

90 K―∠障 10D=GH 5・ Ⅲ層 石 器 ・ 磨 裂 石 斧 ほ↓ギ宇形 111 230宮 、デイサイト質凝灰岩 106-22

K45 10D― H16・ ]警ナ也)冒 端 部 のみ 63+ 2 l FN後 +、 デイサイ ト 106‐ 23

10D117・ Ⅳ 層 十 製 品 ・ 〉Ы口 部 分 66+ 睡 (85 92富 + 106%
llb‐ 78 完 形 ぞ吾夕4 23宜、紹 聖 元 奮 (北 宋 ・ 初 鋳 1094年 ) 10僑 ―夕0

И Nb-79 完 形 径24 23宮、 皇 宋 通 賓 (北 宋 ・ 初 鋳 1039年 ) 106‐ 21

第351図  10D区  基本層出土遺物 (1)
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011

0                  5cm

血 登録h 地区・遺構。層位 種別 (産地) 器種 遺存度
量  (cm

調 4_k・ 特 徴
真
版

写
図幅

l N卜 165 事 41+ 3宣 +
Nra 1 53 ・ Ⅲ 層 鉄 |_j品 ・ 火箸 ? 頭 ～ 中央 部 37+ 04 令伝に楡 り、3富 + 106-26

Nμ 159 10D11516。 Ⅲ 層 頭 ～ 中央 部 47+ 10 頭郡幅 1 2cm、 10FF+

4 Na 152 lllEI GH17・ Ⅱ層 頭 ～ 中央 部 49+ 07 頭 言Б
「
幅 1 0cm、 7宮 +

5 Na 150 10D― GH15,Ⅲ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 郡 69+ 雨 菩K幅 0 9cm、  1,g+ 10h_ク 9

6 N卜 156 10D― GH15・ Ⅲ層 鉄 製 品 。釘 豆百―  「, 67+ 0ら g+

7 N卜 160 ltj19■ 1う ,16・ 皿 ザ曽 鉄 製 79+ 2 0 富+

N2_157 0呂 + 12 10宜 +
9 Na163(1) 中央 部 37+ 2富 十

0 Na163② 10D‐ CH16 17・ 整地層 中央 部 35+
ll N卜 162 10D G16・ Ⅳ b層 頭 ～ 中央 部 27+ 頭 言Б幅 0 8cm、 2富 +
12 N卜 151 10D‐ GH16・ Ⅲ層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 郡 34キ 07 覇 菩ほ幅 1 0cm、  4g+ l oFa-3為

13 N径 158 10D― GH16・ Ⅲ 儀 輿 活 中 喫 乱 3h+ 0 ら宣+ 106-37

14 N卜 161 29+ 05 宜 +

5 N21 中央 部 51+ 5宜 +
為 Na l D116・ Ⅲ 層 頭 ～ 中央 部 47+ 頭部幅0 9cm、 7富 + 106-40

7 Na 155 10D‐ GH15・ Ⅲ層 中央 郡 47+ 10 12富 +
N件 166 10D G16・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 部 60+ 10 屈 曲 、 12宮 +
Na 167 10D118・ Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 中央 郡 49+ 隔 ,Ocm、  1う 宣+ 偽-43

Nb 80 10D‐ Ⅲ層 台 月期¬

`3/4
「司

`径

2 下司

`径

4 扇25 g+ 6-44

第352図  10D区  基本層出土遺物 似)

第351・ 352図 は10D区の遺物で、青磁は蓮弁文碗のような13世紀代のものの他に、J-70(第 351図 16)の ように高

台の幅が広 く畳付が露胎 となっている14世紀代と推定されるものも含まれている。鉄製品は釘が大部分であるがNa

-153(第352図2)は捻 りが加えられてお り、火箸 と推定される。配 -80(第352図 20)は亜字形花瓶か飯食器の脚

台と推定される。

第353・ 354図 は10E区 の遺物である。青磁はJ-79・ 78(第353図 1・ 2)の鏑蓮弁文碗や、J-80・ 84(4・ 5)の よう

に釉が厚 く高台幅が狭い碗があり、J-83・ 82(7・ 8)の 白磁 口禿皿 と共に13世紀後半頃と考えられる遺物が多い。

瓦質の火鉢 Ib-21・ 23(18。 19)は、それぞれ雷文・亀甲文のスタンプ文様が連続 して施されているが、底部は I

b-22(20)の ような脚付であると考えられる。Na-173(第 354図 4)は破片であるが火打金 と考えられる。なお、

銭貨で寛永通費が多いのは近世墓の遺物が混入しているためと考えられる。
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第 4章 10区の調査

第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物

層位・遺構 須恵器
焼

器

赤

土

一
一
他

常 滑 渥美 東海 在地

瀬戸

その他

石製品 土製品 鉄 津 その他
皿 類 鉢 甕 壷 壷甕 鉢 甕 鉢 甕壷 ll磁誘

土 器
鉄 銅

整地層 I 2 焼

9

5b層 1

SDllX15 17 3 3 2 3 1 3 5 近世陶磁2 1 2 2 17 1

焼骨多、馬歯

骨、小動物骨

1

SD12 馬の召

SK4 〕

SK7 近世陶磁 1 6 1

3

1

SKttD

SK28

10 〕 1 1 17 焼骨多

その他Ph 2 1

表111 10E区 遺物集計表

10D― SEl 出土遺物
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妙
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u0

0                         10cm

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 (産地 ) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調 整 。 特 徴
真
版

写
図□ 径 器 高

I 10E‐ Hl19・ Ⅳ 層 青磁 (音旨泉窯 系 ) 腕 口綴 詈Ь川ヽ 片 霊垂至

2 J-78 22・ Ⅳb～ 5a層 青磁 (音自泉窒 系 ) 硫 口緻 詈Ьオヽ 片 107‐ 2

3 J-154 10E‐ 121・ 5a層 青磁 (同安 窯 系 ?)碗 体部 /1ヽ す十
4 10E119・ Ⅳ 層 青磁 (龍 泉 窯 系 )碗 底 部 1/8 畳 付 露 胎 107-4

10R― W 青磁 (龍 泉 窯 系 )碗 だミ旨Б1/6 畳 付 露 胎 107-5

6 1(lE‐ Hl 白確 r中 国 )合 子 拓

7 10E― H21・ 5a層 冊 あ 14ヽ 口禿 107‐ 7

8 lllE‐ I層 白磁 (中「 冊 辰 部 1/4 □茶 ?
9 Ic‐ 276 10E122・ Ⅳ 層 陶器 (常滑 )秦 国緻 ～ 体 郡 片 回・ 和 乱 ヨ コ ナ f、 休 ¬

`ナ

手 、 あa瓢 ず 107-9

Ic-277 1配 層 不 明 陶 器 (常滑 )甕 口縁 ～体 部 片 日・XtBヨ ∫ヨコナ手 、体日

`ナ

手 、内聞 自然 fH、 6a4J式

rt‐
_クRク OE‐ Hl 19・ 層不明 陶器 (常滑 )甕 口縁 ～体 部 片 口・ 獲 部 ョ コナデ 、体 部 ナデ 、 6a型 式

Ic-540 陶器 (常滑 )甕 口縁 ～体 部 片 口・ 頚 部 ヨ コナデ 、体 部 ナデ 、 6a型 式 107‐ 11

13 Ic-281 陶器 (存 llll・ 白石 )片 回 □綴 髯低′ト ロクロ (回転台)調整 10713
14 Ic-280 10E121・ Ⅳ 層 陶器 (存加・白石)片日 □ ロクロ (回転台)調整 107‐ 14

15 Ic-279 10E Ⅳ 層 陶 器 (存 IIj・ 白石 )秦 虞 音Б1/10 サ 10715
16 Ia-28 10E-122・ Ⅳ 層 土師 質 土 器 。小 皿 1/4 ロクロ調整、同転糸切 10716
7 10E119・ Ⅳ 層 土師 質 土 器・ 皿 底郡 1/4 ロ ク ロ調 整 、 回転 糸 切 、 肉 血ナ テ 10717

10E‐ H23・ 整地層 瓦質土器・火鉢 上 部 1/6 (1841

1冊 SD8出土破片と接合、ロクロ調整→日縁部
外面ヘラミガキ、体部中位に言文スタンプ、
体部内面ナデ・刷け塗りされた漆状

10718

19 Ib‐ 23 10E C H22・ Ⅱ層 体部 /1、 す十 内外面ヘラミガキ、外面に凸帯・亀甲文スタンプ 10719
Ib-22 10E― 122・  整地層 瓦質 土 器・ 火鉢 脚 部 1138Ⅲ 外而ヘラミガキ、内而ナデ 107-20

D79 赤 焼 土 器・ 小 皿 1/4 ロ ク ロ調 整 、 白針 冷粧量

K-47 言部 の み 54+ (5に +)、 デイサイ ト 107-22

G2 10E119・ V層 而 i 髯K今 R5+ 06+ √]17 凸面縄H口 き→スリケシ、凹面布目痕→ナデ、側面ヘラケズリ 107-23

И F‐ 6 10E119_釣・V層 丁 127+ 25+ 厚 14 凸面縄叩き→スリケシ、凹面布目痕、側面ヘラケズリ 107‐ 24

第353図  10E区 基本層出土遺物 (1)
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第 4章 10区の調査

第 8節  10区全体の出土遺物と基本層からの出土遺物
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―

第354図  10E区 基本層出土遺物 ¢)

(註 1)集計表の 「常滑」「渥美」「東海」「在地」産の他、「その他土器・陶磁器」の中の須恵器系陶器 1点 を含む。

(註2)産地不明の須恵器系陶器 1点 を含む。

(註3)久保智康 :1999に よる。擬漢式鏡 I類は14世紀初頭ごろに出現するとされている。

阻 登録血 地区・遺構・層位 種 別 (産地) 器 種 遺存度
法 量 (cm)

調  整 特 徴
真
版

写
図岳 幅 厚 さ

1 Na 10E I"・ Ⅳ 層 78+ 頭 旨胚幅 1 0cm、 (92+) 107-25

2 Na lllE 1 19。 Ⅳ 層 頭 ～ 中央 部 6呂 + 鷹 巾 、 (10宣 +)
3 N件 1∝―H120。 Ⅳ 層 鉄 製 品・ 釘 頭 ～ 中央 郡 36+ 強 詈L中畠1 0cm、 (5宣 +)
4 Na 10E I.Ⅲ 層 鉄 製 品・ 火 打 金 端 部 のみ 42+ (り富十) 107-28

K-4る lllE― Ⅱ層 百製 品 ・ 板 碑 /1ヽ片 113+ 119+ (250宮 +)、 種 字「カ ン |?、 癖 灰 質 頁 岩

径 重 量

6 XTb-85 10E― Ⅱ層 形 夕ら 8宮 永 楽 通 賓 (明・ 初 鋳 1408年 ) 10‐―

"7 Nb‐ 86 10E― Ⅱ層 形 4084F)

Nb 94 10E122・ Ⅱ層 ほぼ茅形 16富 + 40R4F)

9 XTb-93 1帆■ 22・ Ⅱ層 銅 製 品・ 銭 管 完 形 34宜 雪 永 涌警 (古官 永 儀 ) 7-32

Nb‐ 92 10E122・ Ⅱ層 鋼 製 品・ 銭 貨 完 形 28富 曽 美 涌 書 r古 曽 莱 催 ヽ 107-33

Nb RR 10E― Ⅱ層 鋼 製 品 。銭 貨 完 形 32宮 寛 永 通 奮 (古貨 永 銭 ) 1餌 34

2 Nb‐ 91 贋 贋 字 形 25 30宮 + 寛永 通 賓 (古寛 永 銭 ) 107-35

13 卜調D-87 10E― Ⅱ層 纂 形 36g 寛永 通 賓 (古寛 永 銭 ) 107-36

14 Nb 90 10E‐ Ⅱ層 字 形 25 3S宣 i踊 暫

15 Nb-89 10E I層 24富 + i南 箸
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